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『桜が舞まうでなく、雪がふるでなく、日本の卒業式というものは……ほんとうに寂さびしい時節にありますから、どうか皆みなさん──せめて笑ってください』

　通夜のような、押し殺した啜すすり泣きすらよく響ひびく静せい寂じやくである。

　怪かい造ぞう学がくという異い端たんの学問を修めるためには最高の環かん境きようが整えられた古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校。もっぱら式典のみに利用されるその講堂には華か美びな装そう飾しよくが目立つ。暗めの色調の花々が杯さかずきのような花生けに飾かざられ、あえて光量が抑おさえられた空間には色とりどりの照明が浮ふ遊ゆうしている。スタンドマイクを正面に置き、穏おだやかに語るその少女の後方にも、壁へき画がや雪ぼん洞ぼりが演出として配置されていた。

『笑って、送りだしてください。いつも……私たちが、虚界アンダカのお友達を彼らの世界に帰してあげるときのように。私たち卒業生も彼らと同じ先の見えない無明にゆきますが、それは哀かなしい挫ざ折せつゆえではなく、むしろ喜ぶべき成功の進歩ゆえなのです』

〝新生〟古頃怪造高等学校第一回卒業生代表──虚こ島じま罠わな奈な。

　卒業試験の得点が、実技を含ふくめた全科目満点。満場一いつ致ちで代表に推おされたこの希け有うな才女はしかし恥はじらうように、壇だん上じようで泣きもせず、けれど怯ひるみもせず、己おのれの言葉をただしめやかに語っている。

　今日という日のために用意された特別な衣い装しようは、虹にじ色いろの松たい明まつをもち飛びまわる怪モ造ン生ス物ターたちに照らされ、厳げん粛しゆくに美しい。紫むらさ色きいろの制服と闇やみ色いろのマント。五ご芒ぼう星せいをあしらった学がく帽ぼうと、手に握にぎりしめた卒業証書の円えん筒とう。

　笑ってくださいという言葉は、自分に言い聞かせる意味もあったのか──罠奈の目元には、哀しみのせいではない涙なみだが煌きらめいていた。

『今日、私たちは卒業します』

　小こ柄がらな体たい軀くと、丁てい寧ねいに結ゆわえられた三つ編み。綺き麗れいだけれど地味でもあるその外見に異い彩さいを添そえるのは、無数の鋲びようで固定された黒くろ塗ぬりの鉄仮面だった。虚島罠奈はとある怪モ造ン生ス物ターに鼻や口などを奪うばわれており、あえて仮面で己の顔を隠かくしている。

　当初はその異様な姿に騒さわぎも起きたが、今や誰もが彼女の風ふう貌ぼうには見慣れ、真ま似ねをして意味もなく仮面を嵌はめるものまでいるくらいだ。そんなふうに──あらゆる意味でみんなの中心にいた罠奈の卒業に、嘆なげきの涙を零こぼす在校生も多い。

　ゆっくりと、罠奈は幸せそうな声こわ音ねで語る。

『これまで、この愛おしい学び舎やで積み重ねてきた経験を、得え難がたい毎日の記き憶おくを、思い出を、ここで延々と述べたい気持ちが少なくはなく存在しますが──皆さんには退たい屈くつでしょうし、私の個人的なお話は割愛します。卒業生の皆さんにとっては、ひとりひとり形はちがえど乗りこえてきた道ですし、在校生の皆さんにとっては、これから立ち向かうべき未知です。わずかでもネタばらしをしてしまうのは──興きよう醒ざめですから。立つ鳥跡あとを濁にごさず、見苦しく思い出にひたるより、精せい廉れんと飛ひ翔しようしていくことにしましょう』

　柔やわらかく微笑ほほえみ、罠奈は空いている右手を胸むな元もとに添えた。

『ただ、ちょっとだけ──わずかだけ、思い出を語る無ぶ粋すいを許してください』

　皆の視線を一身に集め、鉄仮面の怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは語った。

『高校生活の三年間というものは、長い長い人生においては瞬まばたきのような短いときなのでしょうが──その刹せつ那なのうちに、ほんとうにいろいろなことがありました』

　歌うように、選ばれた言こと霊だまを慈いつくしみ紡つむぎだす。

『苦難がありました。騒そう動どうがありました。数えきれない挫折と、身を蝕むしばむような諦てい念ねんと、未来を全すべて閉とざすような無力感がありました。けれど幸福がありました。友達と出会えました。この学園の思い出を、いずれ喜びとともに語るときがくるでしょう』

　呪じゆ文もんのように、その詞し華かは生徒たちに浸しん透とうしていく。

『絶望と希望、哀しみと喜び、迷走と前進に揺ゆれ動いた毎日はとても万まん言げんを尽つくしても語りきれず、私は歯は痒がゆいのですが……それでも不器用な言葉を精せい一いつ杯ぱいに凝ぎよう縮しゆくして、これだけ──ひとつだけ、みんなに想おもいを告白します』

　そこで大きく手を挙げて、マイクに頼たよらない真しん摯しな声で、罠奈は世界の全てに届けとばかりに叫さけんだ。

『楽しかったよーっ！』

　優等生のいきなりの大声に、生徒たちは面めん喰くらって目を白黒させる。それが面おも白しろかったのか、罠奈はくすくす笑ってからまた大きく手を振ふった。

『みんなも楽しんでねーっ！』

　その真っ直すぐな気持ちの満ちた台詞せりふに、在校生も、卒業生も、笑えみを浮うかべて和なごやかにざわめく。罠奈は満足げに、そこで急に姿勢を正してきっちりとお辞じ儀ぎした。

『卒業生代表──虚島罠奈でした』

　たっぷり何十秒か礼をしたまま、目元をぐいっと拭ぬぐって、彼女は颯さつ爽そうと顔をあげる。

『みんな、ありがとう！』

　万ばん雷らいの拍はく手しゆが講堂に鳴り響いた。
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　古頃怪造高等学校の卒業式は三月の早々に行われた。大きな波乱に満ち溢あふれた古頃大祭からもすでに三ヶ月のときが流れ、学校も自然と穏やかな雰ふん囲い気きを取り戻もどしている。その騒動で少しだけ壊こわれた校舎も補修を終え、負傷していた生徒たちもみんな元どおり元気に生活できるまで回復していた。

　そんな、あのお祭り騒ぎの記憶も遠くに感じられる、肌はだ寒ざむい日の昼下がり。

「罠奈ちゃんーっ！」

　空すか井いい伊い依よりはまだ季節ではない桜の樹きの下、大勢の生徒たちに囲まれて談だん笑しようしている罠奈に手を振って呼びかけた。表情は満面の笑み。自分が卒業したわけでもないのに訳がわからないくらい嬉うれしかった。

「卒業おめでとぉーっ！」

　お話し中のようだったから、それだけ告げて去ろうかと思ったのだが、罠奈は周りのみんなにことわってから伊依のほうへ歩いてきた。

〈ありがとう、伊依ちゃん。嬉しい〉

　にっこり微笑んで、それから彼女はかるくお辞儀してくれた。

　体育館では魔ま術じゆつ師しのように見えたマント姿も、明るい青空の下ではただ美しい。同時になんだか高貴なかんじで、言いようのないくらい素す敵てきだった。

　伊依はなんだかカーッと興奮してしまい、真っ赤になって思わず変なことを言う。

「わぁ、わぁ……罠奈ちゃん格好いい！　ね、ね、写真とか撮とっていい？」

〈どうぞどうぞ〉

　携けい帯たい電話のカメラでぱしゃぱしゃ撮ると、罠奈もピースしたり呪じゆ印いんをつくったり可愛かわいらしくポーズを決めてくれる。ノリノリだ。

　たっぷり満足するまでゲリラ撮さつ影えい会をつづけ、それから伊依は臆おく面めんもなく祝福の言葉を叫んだ。

「ほんとうにほんとうに──卒業おめでとう罠奈ちゃん！」

〈ありがとう！　ありがとう！　伊依ちゃんのおかげだよぉ！〉

　伊依は珍めずらしくはしゃいでいる罠奈と手と手をとり、こちらも引きずられてテンションをあげながらキャーキャー騒さわいだ。たまには、こういうふうに馬鹿になって楽しみまくるのもいい。めでたい日なのだ、卒業式というのは。寂さびしい、別れの日でもあるけれど。

　罠奈もふっと表情を神しん妙みようにして、雲ひとつない晴天のなか聳そびえ立つ城じよう郭かくみたいな古頃の校舎を振り仰あおいだ。その瞳ひとみに宿っている感情は、いろいろと混じっていて──深かった。

　感かん慨がいをこめて溜ため息いきをつき、罠奈はちょっと歩こう、と伊依を促うながして広い校庭をゆっくりと進んでいく。慌あわててその背中を追うと、彼女は独り言のようにつぶやいた。

〈なんだか……あっという間だったなぁ、ちょっとだけ寂しい。名残なごり惜おしいよ〉

「新生古頃になってから、たった三ヶ月だもんね……」

　横に並んで歩調をあわせ、伊依もそれに応こたえる。

「罠奈ちゃんに、もっといろんなこと教えてもらいたかったなぁ。うん、とくにテストの必勝法とか。卒業試験満点ってどういうことなのか原理がわからない」

〈テストは……あんまり、重要なものでもないよ。私は、先生が試験をつくるときの気持ちとか、傾けい向こうを読むのが巧うまいだけだし。虚界アンダカの怪造学は、その才能は、どれだけ試験を積み重ねても目安すらつくれないと思う〉

　罠奈は静かに、真ま面じ目めな声こわ音ねで告げてきた。

〈あなたは、そんな些さ細さいなことにこだわらず、真っ直ぐに自分の夢を追いかけていればいいんだよ。試験なんか、てきとうにやりすごしてさ〉

「わぁ、優等生の意見だ。てきとうにやりすごすのもね、あたしみたいな凡ぼん人じんには大変なのですよ、罠奈先せん輩ぱい」

　拗すねて唇くちびるを尖とがらせると、罠奈は口元に手を添そえてくすくす笑った。

〈期末試験の結果……良くなかったの？〉

「危あやうく追試になるところだったよ。思いだしたくもないよ」

　身み震ぶるいする伊依に、罠奈は腹を抱かかえて笑いだす。すごく失礼だ。

〈ご……ごめん、笑っちゃって、でも不思議だなぁ。伊依ちゃんって、けっこう怪造は巧いと思うのに、なんでそう学校の成績は良くないのかな？〉

「知りません。あたしのほうが教えてほしい」

〈天才と秀しゆう才さいのちがいかな？〉

「あたしは秀才にもなれてないし、凡才だし」

　いや天才のほう、と罠奈はよくわからないことを言って、それから押し黙だまると愛いとしげに校舎を見つめた。罠奈も名残惜しいのだろう。三ヶ月しかいなかった真新しい母校だが、密度の濃こい古頃大祭などもあったから。

「罠奈ちゃんってさ」

　ふと気になって、伊依は痛ましい空気を和やわらげるため話題をつくる。

「卒業したら、どうするの？　怪造学の大学とか、あったっけ？」

〈大学は……ないなぁ。怪造学校って、専門学校みたいなものだし。その才能とか、高校の三年間だけで限界値までわかっちゃうものだし。もう、みんなと机を並べて学ぶこともないしさ。あとは……高校で教わったことを基き盤ばんにして、どれだけ独学で己おのれの技術と知識を伸のばせるか〉

　それから苦笑して、彼女は吞のん気きに教えてくれる。

〈私は就職だよ〉

「しゅ、就職？」

　ちょっと意外な言葉だったので、伊依は戸と惑まどいながら言葉を選ぶ。

「えぇっと、それはつまり、一いつ般ぱん企き業ぎように？　罠奈ちゃんくらい成績よくても、卒業しちゃったら怪造学ってつづけてられないの？　うわぁ、怪造学の学歴なんか塵ごみ屑くずみたいなもんだって聞いてたけど、ここまで現実が過か酷こくだとはーっ!?」

〈あの、予想以上に深刻に悩なやんでる伊依ちゃんがちょっと面おも白しろいけど、ごめんね、あのね──誤解させちゃったかもしれないけど、だいじょうぶだよ……私、怪造学会研究部の内定とったんだ。卒業しても怪造はやめないよ〉

　安心させるようにそう言って、それから罠奈は含ふくみ笑いをする。

〈ついでに……伊依ちゃんには見せちゃおっかな、じゃーん〉

　思わせぶりにマントをのけて、彼女はその両りよう腕うでをこちらに晒さらしてくる。一いつ瞬しゆん──その行こう為いの意味がわからなかったが、すぐに伊依はとんでもない事実に気づいて目を丸くした。

「わ、罠奈ちゃん。その《門ＧＡＴＥ》」

　罠奈の手首に嵌はまっているのは、不思議な光こう沢たくのある一対ついの腕輪だ。《門ＧＡＴＥ》と呼ばれるこれは特とく殊しゆな鉱物を加工した怪造に必要不可欠な道具であり、伊依たち、なんの資格ももたない怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グと呼ばれるもののそれは色が真っ白だ。

　けれど罠奈の《門ＧＡＴＥ》は、見間ま違ちがいでも何でもなく紅色をしていた。

〈驚いた？〉

　罠奈はちょっと得意そうに、けれど恥はずかしげに、はにかんで笑う。

〈わりと就職はかんたんに決まったし、時間はあったから……特訓したりして、怪モン造ステ学イス者トの資格試験を受けてみたんだ。それで……ほんと一昨日おとといくらいかな、その結果発表があって──ふふ、合格しちゃいました。今の私は怪モン造ステ学イス者トの虚島罠奈ですよ？〉

「す……すごっ、すごぉい！」

　伊依は心の底から仰ぎよう天てんして、大したことないように語る罠奈を畏い敬けいの視線で見つめた。怪モン造ステ学イス者ト試験って、そんなに簡単なものじゃない。むしろ超ちよう難関だ。怪造学校の卒業生が、何年も研究して研けん鑽さんして、ようやく合格できるのが全体の数％とかそういう世界なのだ。

　それを、ほぼ現役の卒業前に突とつ破ぱしてのけてしまうとは。

　伊依はたっぷり百面相をして罠奈を笑いころげさせ、それから身を仰のけ反らせつつも震ふるえた声でつぶやく。

「も、もしかしなくてもあたし……すごいひととお友達だよね？　さ、さ、サインとかもらっておくべき？　なんか、罠奈ちゃんがいっきに遠い天上界の住人に……」

〈やだな……そんなお化けでも見たような顔しないで。べつに、すごいことじゃない。伊依ちゃんだって、努力すれば卒業するころには同じことやれるよ〉

　いや無理だ。学校の試験ですら及きゆう第だい点ぎりぎりなのに、怪モン造ステ学イス者トの資格試験なんか合格できるわけがない。絶対に不可能だ。

　伊依が暗あん澹たんとしていると、罠奈はさっとマントをまとってすぐに腕輪を隠かくしてしまった。それから溜ため息いきまじりに、ぼんやりと語る。

〈でもまぁ、私の進路はわりと良いほうだよ。同じ卒業生のなかで、怪造学つづけられるの何人いるかなぁ……。たいてい、ふつうの大学や専門学校に進学したり、怪造学と関係ない会社に就職したり、そういうのがほとんどで──だから伊依ちゃん、怪造学をつづけていたいなら、今から努力をしなくちゃだめ〉

「うん……」

　そうだ。罠奈に言われるまでもない。試験の成績が悪いと落ちこんでいる暇ひまがあったら、少しでも勉強して己を磨みがくべきなのだ。偉い大だいなる先せん輩ぱいのお言葉をありがたく拝はい聴ちようし、心に刻みつけてから伊依は大きく頷うなずいた。

　そんな伊依を心配するように、罠奈が一瞬だけ表情を曇くもらせる。

〈けど、くれぐれも無理しないでね……伊依ちゃん、あまり自分のことたいせつにしないところがあると思う──捨て身なのは、よくないよ。ヴェクサシオンのこともあるし……〉

「あ──」

　華はなやかな気持ちがちょっと暗くなって、伊依はその言葉へ苦笑いで応こたえた。すると罠奈はそれを必要以上に深読みしたのか、一気に深刻な表情になってしまう。

　彼女は恐おそる恐るというように、ぎゅっと円えん筒とうを握にぎりしめて尋たずねてきた。

〈そう……ヴェクサシオンのこと、その後、どう？　私の渡わたしたディスク、もう目を通してくれた？　あれ、たぶん嫌いやな犯罪とか、怪造学の闇やみに繫つながってるから、あまり詳くわしく調べたりはしてほしくないんだけど……〉

「え？　や、そんなあたし、探たん偵ていじゃないから調べないよ……」

　あんまりにも罠奈が真しん剣けんなので、伊依は思わず心配させないよう噓うそをついてしまう。

　ほんとは、調べた。古頃大祭の最後、罠奈がヴェクサシオンへの対たい抗こう策さくとして、切り札として、伊依に託たくしてくれたそのディスクを。伊依の天敵──ヴェクサシオンの研究について、事細かに記録された研究書を写したそれをもとに、この三ヶ月、伊依は調べ物ばかりしていたのである。

　もちろん調べ物など素人しろうとの伊依がうまくできるわけはなく、あまり新しい事実は得られなかったけれど──ヴェクサシオンの研究が執しつ拗ように隠いん蔽ぺいされ、過か剰じようなくらいに闇へ葬ほうむられているという事実そのものが、ヴェクサシオンの研究が罠奈の危き惧ぐしたとおりに不ふ穏おんなものだという何よりの証しよう拠こになった。

　嫌な──犯罪。怪造学の、暗部。

　迂う闊かつに首を突つっこめば、間ま違ちがいなく火傷やけどではすまない。

　父に叱しかられ、伊依は迷いながらも、つい先日──調査に区切りをつけて、それ以上の情報収集は諦あきらめた。何度も何度もディスクの内容を読み直し、自分なりにヴェクサシオンの研究がどういうものだったか推測したりはしているが。

〈……そう、なら安心。私、なんとなく心残りだったから──ヴェクサシオンのことは。でも、伊依ちゃんがあまり気にしてないなら、私もいいかな。この顔も……もう、だいぶ慣れちゃったしね──〉

　罠奈は少し寂さびしげに微笑ほほえんで、それからぎゅっと伊依の掌てのひらを握ってきた。

　紅あかい腕うで輪わが、光を零こぼしてかすかに揺ゆれる。

〈また……怪造学の世界で、会いましょう、伊依ちゃん。私はもう、この学校であなたとこうして触ふれあっていることはできないけど──あなたのこと、好きだから。いつかまた会えるのを、いつかまた同じ時間をすごせるのを、待ってるから〉

　涙なみだが一ひと雫しずくだけ、彼女の目元から溢あふれて鉄仮面を伝い滴したたり落ちた。

〈あなたのこと、あなたの夢、あなたのつくりあげるだろう未来を、楽しみに……待ってるから。ちょっとだけ、先に進んだところで、あなたを待ってるから〉

　通りすがりの生徒に、携けい帯たい電話と使い捨てカメラを託して、ふたり並んで、最後は綺き麗れいにピースサインをして写真を撮とってもらった。背後には、ふたりの短いけれど得え難がたい思い出でいっぱいの古頃怪造高等学校と、青い空だけがある。

〈伊依ちゃん〉

　手を握ったまま、ただ真っ直すぐ前を見つめて、罠奈がそっと囁ささやいてくれた。

〈顔を盗ぬすまれて、ぜんぶ嫌になって、何もかもから逃にげようとしていた私を──あなたと、遊ゆうが励はげましてくれなかったら、私、今日……こうして卒業することすらできなかったと思う。ほんとうに……言葉だけじゃ足りないけれど、感謝しているの。ありがとう〉

　すでにその双そう眸ぼうには涙もなく、伊依の好きな彼女らしい輝かがやきだけがあった。

〈あのとき、あなたがくれた言葉、優やさしさ、温かさ──〉

　最後に、罠奈は綺麗に、ほんとうに綺麗に微笑んだ。

〈……忘れないよ、ずっと〉
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　あまり長々と居残っていると未練が生まれそうだったので、伊依と会話したあと、罠奈はこっそり古頃の裏門から人目を忍しのんで脱ぬけだした。卒業式のマント姿のまま、人ひと気けのない橋をとおって水みず堀ぼりを越こえ、閑かん静せいな住宅街に歩みでる。

〈……お待たせしました〉

　さりげなく停とまっている安っぽい車のそば、石いし塀べいにもたれかかっている男に、罠奈は駆かけよって声をかけた。

　少し表情が冷たく見える薄うすい眼鏡めがねをかけた、両手に手術用の手てぶ袋くろをはめた潔けつ癖ぺきそうな人物である。平へい凡ぼんな町中では目立つ白衣姿で、なぜか学校のほうを見たくないというように顔を隠かくすみたいな変な持ち方で本を読んでいる。

「もう、ご学友とのお別れは済んだのですか？」

　あまり感情のない、形式的に聞いてみただけ、といった素っ気ない口調である。

　その男──怪モン造ステ学イス者ト・倉くら波なみ無な楽らくは一いつ瞬しゆんだけ罠奈を見やってから、溜ため息いきのついでというように言葉を紡つむいでくる。

「しばらくは……誰とも、会いたいと思っても会えない場所へ、あなたは行くのですよ。人付きあいよりも研究が大好きという変態ばかりがいる阿呆くさい迷ラビユリ宮ントスにね。人間と人間らしい会話ができる機会なんてもう滅めつ多たにないんですから……最後の最後まで楽しむべきだと思いますけどね？　もう二、三時間なら待ちますよ？」

　おかしいくらい大真ま面じ目めにそう奨すすめてくれる。これから罠奈が行く場所の変てこさを、なんとなく感じさせる態度だった。ほんとうに、どこまでも面おも白しろくもない場所なのだろうが。

　罠奈はゆっくり首をふり、苦く笑しようして俯うつむいてしまう。

〈いえ。これ以上は……すっごく、泣いちゃいそうですから。最後くらい、見苦しく泣きじゃくらないで……格好つけて去りたいんです。馬鹿な、虚きよ勢せいですけれど……〉

　そう言うと、倉波も皮肉げな苦笑を浮うかべ、本を閉じてから肩かたをすくめた。

「ま、いいでしょう。では、心残りがないなら出発しますよ。研究に煮につまった連中が、あなたのような若い才能にぶつけたい質問やら、やってもらいたい実験やら、浮かべてほしい発想を佃つくだ煮にみたいに用意して待っていますから。遅おくれると、私がどやされる」

　車に鍵かぎを差しこんで、倉波はそこで一瞬だけ人間らしい表情を浮かべた。悔かい恨こんというか、恥はずかしさというか、微び妙みようで繊せん細さいなそれは……えらく親しみやすいものだった。

　罠奈は気になって、わずかに首を傾かしげて尋たずねてみる。

〈どうしました？〉

「いえ、会いたくないひとがいるものでね……あの少女たちに見つからないうちに、さっさと逃げだしたいような──けれど、現在の彼女らの姿を見たくもあるような、不思議な気持ちになってしまいまして」

　そこで扉とびらを開き、お姫ひめ様さまを導く執しつ事じのように、彼は罠奈を促うながしてくる。

「まぁ……私のことはどうでもいいです。どうぞ」

〈はい。では──失礼して〉

　少しだけ釈しやく然ぜんとしなかったが、詳くわしく聞かれたくなさそうな雰ふん囲い気きだったので、罠奈は追及せずにそのまま車へ身体からだを押しこんだ。

　瞬しゆん間かん、視界が歪わい曲きよくする。

　脳が揺れるような──何か得体の知れない感覚があって。

「…………？」

　気づくと、罠奈は真っ白な廊ろう下かに立っていた。なんの匂においも、音もしない、整せい頓とんされ消毒された空間だ。振ふりかえると、さっきまでそこに拡ひろがっていた住宅街や、古頃の校舎が消えていた。罠奈が入ってきた車の入口さえ、すでに閉じてしまっている。

　驚おどろいてまた前を見ると、そこで倉波が恭うやうやしくお辞じ儀ぎしていた。

「怪造学会〈裏〉研究部ラビュリントスへようこそ──虚島罠奈さん」

　薄い眼鏡に真っ白な電灯の光を反射して、彼は戸と惑まどう罠奈に柔やわらかく語りかけてくる。

「怪造と物ぶつ造ぞう、その果てにある虚界アンダカ殺しの魔パンド女ラ・プ計ロジエ画クト……君にも、さっそく参加していただきますよ。怪造学における三大狂科学者──虚島、無む城じろ、そして志し田だ桐ぎりのひとり、虚島慈いつ樹きの血を受け継つぐ鉄仮面の怪モン造ステ学イス者トさん？　もはや君には平へい穏おんな日常を振りかえることすら許されません。研究し、実験し、考察し、それを繰くりかえし──」

　手招きして、それから罠奈を見もせずに倉波は廊下を先導していく。

「存分に楽しみましょう、虚界アンダカの怪造学を」

〈…………〉

　罠奈も覚かく悟ごを決め、頷うなずき──もはや許されないと言われたけれど、一瞬だけ後ろを振りかえる。

〈……楽しかった、よ。幸せな──毎日だったよ。……でも〉

　もちろん、そこには前方と同じく白い廊下が延々とつづいているだけだったけれど、そこに愛いとしい友や学び舎やでの日々を幻げん視ししてから、もはや迷わず罠奈は倉波の背中を追って歩いていった。

〈さよなら〉
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　空すか井いい伊い依よりが魅み神かみ香か美みと大おお喧げん嘩かをしたのは、三月の下げ旬じゆん。短い春休みも終わりが近づいていて、すぐ目の前の四月にはもう二学年への進級が迫せまっているという時期だった。そんな微妙な気持ちと立場の転てん換かん点で不安定だったのか、ちょっとしたことで口論になってしまい──。

「っていうか、あたしが一方的に怒おこりまくっちゃったんだよね」

　伊依は独りごちて、寒さのせいで白くなった溜息をたっぷり吐はきだした。

　なんだかちかごろ、何もかもが巧うまくいかない。

「……仲直り、しなくちゃなぁ」

　弱々しい声は、閑かん静せいな住宅街の空気に溶とけて脆もろく崩くずれていく。

　衝しよう動どうに任せて生活している学生寮を飛びだして、独りぼっちで訳もわからず走って、疲ひ労ろうと時間がゆるやかに頭を冷やして──ふと我にかえったら、ずいぶんと遠くまできていたことに気づいた。

　伊依の暮らす夢ゆめ追おい坂ざかの町、その東西南北にひとつずつある公園──その北側、朱雀すざく公園が目に留まったので、ふらふらと幽ゆう霊れいのような歩調で足を踏ふみいれる。秋になると燃えるような紅葉が美しいのだが、今はどの樹木も寂さびしく冬ふゆ枯がれしている。

　ブランコを見つけて、そっと腰こしをおろす。

　夜風が虚むなしく伊依の長い髪かみを揺ゆらしていく。

　空井伊依は今年で十六歳の、春から二年生になる女子高生である。異世界から怪かい物ぶつを召しよう喚かんし、怪モ造ン生ス物ターと呼ばれる彼らや虚界アンダカと呼ばれる彼らの世界を研究し、解き明かしていく怪かい造ぞう学という学問に魅みせられて、古こ頃ころ怪かい造ぞう高等学校という専門的な学校に通っている。

　小こ柄がらで、瘦やせっぽっちで、黙だまって立っていたら目立たない少女である。ふたつにまとめた綺き麗れいな黒くろ髪かみと、胸むな元もとに下げた髑どく髏ろの首くび飾かざりが特とく徴ちよう的で、今は上着もまとっていないカーディガン姿が寒々しい。

　俯うつむき、きいきいブランコを揺すらせて、足あし下もとの小石などを爪つま先さきでなぶる。

「……カービィちゃんも悪いもん」

　呻うめくような小声で、伊依は愚ぐ痴ちじみた言葉を零こぼした。

「いつだって自分勝手でさ、あたしの言うことなんも聞いてくれなくてさ、そのくせ悟さとったような顔してお説教してきてさ……そりゃ、カービィちゃんは優ゆう秀しゆうですから、あたしが悩なやむようなことも鼻歌まじりでこなせちゃうから、見てらんないのかもしれないけど」

　がっくり肩かたを落とし、また内臓ごとでそうな嘆たん息そくをする。

「あぁあ……拗すねてるだけだ、あたし。だめだなぁ……カービィちゃんはあたしのこと心配してくれただけだし、それにあたしが勝手に興奮して怒ど鳴なりつけたりして──でも、でも、もうちょっとさ、言葉を選んでくれてもいいじゃん……あたしだって、怒るよ。何言われても感じない人形じゃないし……」

　ぶんぶん首をふって、無む為いな独り言に終しゆう止し符ふをうつ。考えがまとまらない。そんなに自分は頭がよくない。思い悩んでも、こうして香美から逃にげるようにして遠ざかっても、意味はない。寒いだけだ。風か邪ぜをひくだけだ。

「仲直り……しなくちゃなぁ」

　同じ言葉を繰りかえし、伊依はそっと視線をあげる。

「………？」

　そこで、公園に自分以外の人物がもうひとりいることに気づいた。

　鈍にぶく煌きらめく水銀灯の真下、自動販はん売ばい機きの正面、しゃがみこみ、何やらごそごそ手を動かしたりしている──。

　その変質者のような人物をまじまじと注視して、伊依は目を白黒とさせてしまう。

「え？　天使？」

　背中から翼つばさが生えていたから、天使かと思った。

　けれどすぐに伊依は自分でその妄もう想そうを否定する。

　翼は翼でも作りものの翼だ。空は飛べない。

　少女である。背せ丈たけは低いが、こちらから見えるのは後ろ姿だけなので実じつ年ねん齢れいは判然としない。針金か何かで固定した布だろうか、右は白の、左は黒の、左右非ひた対い称しようの翼の飾かざりをつけていて、それが風にあおられてビヨンビヨンと跳とびはねている。

　異様なのは、彼女の右手首に嵌はめられた腕うで輪わと、そこから鎖くさりで連結されている空っぽの鳥かごだ。大きな、ほんとうに鳥でも飼育できそうな金色の鳥かごで、それが手て錠じようみたいに無機質な腕輪に繫つながっている。かなり鎖は長いから、たぶん歩くとき鳥かごを引きずってしまうだろう。あの偽にせ物ものの翼といい、とっても邪じや魔まそうだった。

　髪かみ型がたは、伊依のものとは種類のちがうツインテイルで、その髪の毛が街灯の明かりにきらきら輝かがやいている。何か髪飾りをつけているのだろうか、それとも整せい髪はつ料りようだろうか。

　あんまりにも異様な少女だったので、伊依はつい思考もやめて眺ながめてしまう。少女のほうもまさか夜よ更ふけの公園に自分以外の人物がいるとは思っていないのか、こちらに気づきもせず何かの作業に没ぼつ頭とうしている。

　やがて諦あきらめたか、少女は憤ふん懣まんやるかたないという態度で立ちあがり、見た目の可か憐れんさとは裏腹の──汚きたないかんじの悪態を吐ついた。

「ちっくしょうッ！」

　そこからが驚おどろきなのだが、少女は握にぎり拳こぶしをつくり、けっこう洗練された動きで自動販売機に拳を叩たたきこみ、さらに華か麗れいな足あし技わざを繰くりだし、ぼこんぼこんと派手な音をたてて格かく闘とうしはじめた。翼と鳥かごが動きにつられて大きく跳はねる。

「お金は天下の回りもの！　だったらせめてきちんとまわってよぉっ！　あたしの投入した百二十円はどこの異空間に飛んでいったんだよぉーっ！　最後のお金だったのに！　命よりもたいせつな百二十円だったのにぃーっ！　このっこのっこのっ！　ちくしょっちくしょうっちくしょーっ！」

　わぁ、自動販売機と真ま面じ目めに喧けん嘩かするひと初めて見た。

　明らかに公共物破は壊かい未み遂すいの現行犯だが、伊依は呆ぼう然ぜんとしてしまって動くに動けない。見ているうちに少女は疲つかれたのか、虚むなしくなったのか、ずるずるその場にしゃがみこんでしまう。どよんと暗い雰ふん囲い気きで、そのまま彼女はしくしく泣きはじめた。

「うぅ……うぅぅ……なんて可哀かわい想そうな、幸さち薄うすいあたし……よもや人間の奴ど隷れい機械なはずの自動販売機にまで裏切られるなんてぇっ……あ、あ、あたし……なんか人間として、人間存在として、自販機ごときに馬鹿にされたかんじぃ。あぁもう──チョベリバだよぉ」

　ちょべ……なんだって？

　うまく聞きとれず、伊依は首を傾かしげる。

　まぁ、それはそれとして──夜の公園で泣いている女の子を放ほうっておくこともできず、伊依は声をかけてみた。

「あのう」

「……………!?」

　びくんっと反応し、猫ねこみたいな動きで少女はこっちを見てきた。幼い顔立ちだ。小学生かもしれない。妙みように無む邪じや気きな瞳ひとみをしている──否いな、無邪気というか、何も考えていないというか、空っぽというか、虚きよ無む的にも思える底知れない瞳だった。

「だ、だ、誰だぁっ!?」

　少女はがばりと立ちあがり、またあの妙にこなれた戦せん闘とう姿勢になって、こちらを鋭するどく睨にらみつけてきた。立ちあがった拍ひよう子しに跳ねた鳥かごが、地面に落ちてガランっと大きな音をたてた。

　重いのか、少女は鳥かごに引きずられるようにして数歩だけよろめき、それから伊依のことを仰のけぞりながら半眼で見てくる。

「みっ、みじめなあたしを笑いにきた神様の手先かぁっ!?　神様!?　神様だとぉ!?　ははぁん、わかった！　全すべては神様の陰いん謀ぼうなのね！　あたしが道に迷っちゃったのも！　迷っているうちに財さい布ふを落としちゃったのも！　ポケットにあったなけなしの百二十円が自動販売機に食われたのもぉーっ！　全て神様の仕組んだ運命だったのね！　運命!?」

　うわぁ、電波なひとだと伊依がちょと退ひいていると、少女はまた絶望したように膝ひざをついて頭を抱かかえ絶ぜつ叫きようした。

「運命なんて!?　まさか運命だなんて!?　いやぁぁ運命じゃ逆らえないよぉーっ！　あたしが不幸になるのは前世とかから決まっていた運命的な確定事じ項こう!?……うん？　待て、待ちなさい……だったらここで大逆転して幸福になればあたしは運命に勝ったってことで──すなわち神と同等の存在！　つまりあたしこそが神か!?　いやぁんそれってとってもチョベリグぅっ！」

「…………」

　なんだろう。なんだろうこのひと。あんまり関かかわりたくないかんじなのだが。

　伊依は声をかけたことをちょっと後こう悔かいしつつ、ここでダッシュで逃にげても追いかけてきそうな相手の得体の知れなさだったので、警けい戒かいしつつも刺し激げきしないよう穏おだやかに喋しやべりかけてみる。

「あの、すいません……何か困っているようだったので──どうかされたんですか？　えぇっと……道に迷ったとか、財布を落としたとか仰おつしやってましたが──交番のあるところまで案内しましょうか？」

　お節せつ介かいかとも思ったが、世話焼きたがりな性しよう分ぶんが口をついて、伊依はついそんなことを言ってしまう。けれど言ってから後悔した。少女が思いっきり不ふ審しんそうな顔をしていたからだ。

「なに……？　なに……？　なんで初対面のあたしにそこまで優やさしくしてくれるの……？　それでも他人に冷たい都会の住人なの……？　信じない、都会の人間が他人に優しくするなんて……もうっ、もうっ、あたしは信じないんだぁっ！」

　わぁっと泣き崩くずれてしまう、謎なぞの少女。都会で何かあったのだろうか。あと、この夢追坂はいちおう首しゆ都と圏けんにあるのだが、べつに都会ではないと関係ないことを伊依は思う。

　躁そう鬱うつなのか、泣きじゃくったと思ったら少女は素す早ばやく顔をあげ、鳥かごのぶら下がった右手を挙げてこちらを指さしてきた。

「でも、でもっ。まだ人間というものに絶望しきれない……愚おろかな、弱いあたしはあなたの言葉を信じてみることに決めたんだよっ！　あたしったら馬鹿！　また裏切られるに決まってるのに！　でもそういうあたしのお馬鹿なところが、あたしは大好きっ！」

　考えようによってはすごくポジティブな発言をして、少女は踊おどるような歩調でこちらに近づいてくる。全体的に浮うき世よ離ばなれした、不思議なひとだと伊依は思う。伊依の身近には遺い憾かんながら変なひとはたくさんいるが、彼女はそんな友人知人と比べても常識をどこかに落としてるかんじがして、変さが飛び抜ぬけていた。

　偽にせ物ものの天使は、黒と白の翼つばさを跳ねさせて立ちどまり、にっこり笑う。

「あたし志し田だ桐ぎり涼すず女めだよっ！　あなたの名前はなんていうの!?」

「え？　あぁ……空井伊依、です」

　思わず名乗ってしまったが、怪あやしい少女だし、ちょっと迂う闊かつだったかなと伊依はすこし反省する。いらない犯罪とか事件とかに巻きこまれなければいいのだが……と失礼なことを考え、ゆっくり溜ため息いきをついた。

　伊依ちゃんかぁ、一文字だけ入れ替かえたら、祈いのりだねぇ、とか訳のわからないことを言っている涼女とやらに、どうも同じくらいの年とし頃ごろだし、敬語は逆に失礼かと言葉だけ崩して向かいあう。

「えぇと……涼女ちゃん？　それで、どうしよっか？　交番は……駅の前にしかないし、ちょっと遠いかなぁ。それに、この時間だとどうなんだろ？　交番って、遅おそくまでやってるのかな？」

「ん？　交番でしょ、夜でも誰かいるはずだよん。でも未成年だからなぁ……あたし、こんな夜よ更ふけに行ったら補導されちゃうかも。家出少女とかと間ま違ちがわれたら、チョベリバだよぉ」

　ちょべ……なんだって？

　まぁとにかく、言われてみれば涼女の言うとおりなので、どうしたもんかと伊依は考えこむ。その腕うで組ぐみをした手首にある《門ＧＡＴＥ》を、涼女が目ざとく見つけた。

「あぁ、ねぇちょっと、伊依ちん……《門ＧＡＴＥ》じゃんこれ。伊依ちん、怪モン造ステ学イス者ト？」

「え？　うん……」

　怪造学に必要不可欠な道具、その真っ白な腕輪は──《門ＧＡＴＥ》。怪造学はあまり有名でない学問だし、こんな細かい道具の名前まで知っているひとはたいてい関係者だ。彼女も怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだろうか……と手首のあたりを観察したが、腕輪はひとつだけで、それも鳥かごと連結されている《門ＧＡＴＥ》とは似ても似つかない色と形状のものだった。

《門ＧＡＴＥ》は身体からだに馴な染じむまで時間がかかるから、たいてい怪モン造ステ学イス者トは肌はだ身み離はなさずいつもこれを装着しているのだが──だとしたら、彼女は怪モン造ステ学イス者トではないのかもしれない。鳥かごの腕輪は気になるが、こんなものは見たことも聞いたこともないし。よくわからない。

「へぇ……」

　涼女はにこにこ楽しそうに笑ってから、あっけらかんと尋たずねてきた。

「じゃあさ、伊依ちん。魅神香美ちんって知ってる？」

「え──」

　まさに今、喧けん嘩かしている親友の名前をだされて、伊依は驚おどろいてしまう。そんな伊依のわかりやすい反応に、涼女は満足げに何度か頷うなずいた。

「やっぱりねぇ、有名なんだな香美ちん。怪造学を勉強してる物好きなんてそうたくさんいないし、おんなじ怪モン造ステ学イス者トなら香美ちんのこと知ってると思ったんだぁ」

「まぁ……うん、有名だよ。カービィ……あ、いや、香美ちゃんは」

　なぜだか涼女の前で香美を渾あだ名なで呼ぶ気にならず、慣れない本名を口にしてから、伊依は付け足すように、言うまでもないことのように、思ったままをつぶやいた。

「すごく優ゆう秀しゆうだから、香美ちゃん」

「………はぁっ!?」

　意外なことに。

　涼女は、伊依のその言葉に目を見開いて驚いていた。

「優秀？　香美ちんが？……まっさかぁ」
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　喧嘩の顚てん末まつは──単純な意見の相そう違いというものだ。

　伊依は伊依の意見を譲ゆずらず、香美も香美の意見を譲らなかった。喧嘩の理由としてはごくごく一いつ般ぱん的な、あまり怒おこらず他人との不和を起こさない伊依と香美のあいだでさえ何度もあった些さ細さいな衝しよう突とつである。

　ただし今回のものは、いつもより根が深いというか、意見が相違どころでなく真逆とすら思えるのだから伊依は頭が痛い。

　まぁ病気と同じで、誰かと喧嘩したときは、それが絶対にどうしようもないものに思えるものだから……伊依のその感覚も、あまり当てにはならないのだが。ともあれ、現在進行形で発生している香美とのすれちがいを、伊依はなんとかして最善のかたちで落ちつけなくてはいけなかった。

　仲直りのため、ひとまず問題を整理してみる。

　といっても、整理するまでもないほんとうに単純なものなのである。

「うちの校長先生がね」

　ひとまず香美のいるところに案内してくれと涼女が頼たのんできたので、暗い夜道を学生寮まで先導しながら、伊依はついでだからと彼女に相談してみた。どうも涼女、香美とは知りあいらしく（どのような知りあいかは、要領を得ないのだけど）、何かしら参考になる意見をくれる気がしたのだ。

　伊依は思いつつ、努めて客観的に状じよう況きようの説明をする。

　自分の関かかわっている事件とか喧嘩とか、そういうのを何も知らないひとに喋しやべるときは、どうしても主観的な、自分に都合のいいかんじに喋ってしまうものだが、それは冷静に考えれば良いものではない。伊依がほしいのは、自分が正しいと言ってくれる誰かの保証ではなく、香美と仲直りできる未来なのだ。

「宇う宙つ木き先生っていうんだけど、涼女ちゃんは知ってる？」

「ん？」

　曖あい昧まいなかんじに応こたえる涼女は聞いているのかいないのか、背後に鳥かごをがらんごろん音を立てて引きずりつつ、伊依のちょっと後ろを歩いている。

「聞いたことあるような、ないような。有名なひと？」

「有名だよ、すごく。……まぁ、有名で権力もあるぶん、厄やつ介かいなひとなんだけど」

　伊依は自分の通う古頃怪造高等学校の最高権力者、校長にして世界に七人しかいない怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア、宇う宙つ木き氷ひ蜜みつのことを思いだす。氷色の髪かみをした、雪の女王みたいなひと。いつも無理難題を生徒にふっかけては、こちらが困り苦しむのを見てほくそ笑えむようなひとだ。

「そのひとがね、生徒会をつくりたいとか言いだして」

　その単語に喚かん起きされる香美との喧嘩の記き憶おくに、伊依は我知らず溜ため息いきを漏もらす。涼女は首を傾かしげ、んー、と唇くちびるを尖とがらせて訝いぶかしげだ。なぜか歩きながら両りよう腕うでをぴこぴこ翼つばさのように動かしているが、あまり意味はなさそうだった。

「つくりたいって言ったらつくれるもんなの？　わがままっつうか、いくら校長だっていっても──」

「うちの学校は校長先生の独裁国家だから。それにね……」

　どうも古頃という学校の特とく殊しゆ性を知らないらしい涼女に、伊依はそのあたりの事情を説明してみる。

　まず三大怪造高等学校と謳うたわれた亜あ玉たまと古頃が半はん壊かいした事件があったことと、その後、最後のひとつである殻から蛇だと統合して新生古頃として生まれ変わったこと。それが去年の十一月……だいたい半年前だということ。

　だから新生古頃は仕組みも何もかも試行錯さく誤ごの段階で、校長の悪ふざけというかお遊びというか、思いつきのようなものがけっこう採用されやすい環かん境きようにあるということ。

「ふぅん……」

　涼女はそこでぽつりと、よくわからないことを独りごちた。

「あたしが寝ねてるうちにいろいろあったんだぁ」

「うん？」

　聞きとれなくて疑ぎ問もん符ふを飛ばしたが、涼女はひらひら手をふって話のつづきを促うながした。伊依はなんとなく釈しやく然ぜんとしなかったけれど、深く追求はせずにつづける。

「それで、カー……香美ちゃんがね、その生徒会の会長に推おされたの」

「香美ちんがねぇ」

　涼女は疑わしげな声をあげ、癖くせなのか小鳥みたいに唇を尖らせた。

「なんで香美ちんなの？　よりにもよって。ほかに人材はいないわけ、古頃にはさぁ」

「そのへんは、あたしにもわからないんだけど……」

　べつに伊依は香美が無能だと思っているわけではないが、どう考えても怠なまけ者の彼女はそういう偉えらそうな役やく柄がらを喜ぶ性質ではない。たぶん、成績で無む作さく為いに選んだのだろうが──校長の、伊依にはわからない思おも惑わくも絡からんでいるような気がする。

　自分でもそのあたりについては意見がまとまらないので、語ることはせず、伊依はふと気になったことを尋たずねてみた。

「涼女ちゃん」

「あい？」

　ちょっと黙だまっただけで、涼女の興味はもうちがうところに行っている。今は物もの珍めずらしげに夢追坂の町並みを眺ながめているところだった。動物的というか、ひとの話をあまり聞かないというか、びみょうに会話がしにくい女の子だった。

　とにかく、伊依はそんな彼女に根本的な問いを告げてみる。

「涼女ちゃんって、香美ちゃんとどういう関係なの？」

「？」

　涼女は髪先をいじくりつつ、やはり意味のわからない返答をした。

「香美ちんは、あたしの〝幸運の女め神がみ〟なの」

　指をふりふり、さもそれが自明の理であるかのように、得意げに。

「親友？　恋こい人びと？　家族？　それらを超ちよう越えつした、もはや信しん仰こう心しんっていうかぁ……あたしの人生を素す晴ばらしくしてくれる、中心にして根源なの。あたしは香美ちんがいないと生きていけない、みじめな殉じゆん教きよう者しやにすぎないの。だからあたしは、香美ちんをどんな手段をつかっても守るし、とってもチョベリグに愛しちゃうの」

　ふふん、と自じ慢まんげに笑われたが、さっぱり意味がわからない。

「えぇっと……？」

「伊依ちんこそさぁ」

　涼女はさも不思議そうに、無む垢くな瞳ひとみでこちらを見てくる。

「香美ちんと、どういう関係なの？」

「友達だよ」

　迷いもせずに返答する。けれど涼女はなぜだろう、嘲あざ笑わらうみたいに口元を歪ゆがめた。

「友達？　ははぁん、便利な言葉！」

　なぜだか伊依はその台詞せりふに傷ついた。

　すごく、とても、馬鹿にされたような気がした。

　けれど涼女はあくまで無む邪じや気きに、天使みたいににこにこ笑っている。

「ま、あたしのことはいいじゃない。香美ちんのところまでつれていってもらったら、香美ちん自身に説明してもらうよん。あたし、お喋しやべりあんまり好きじゃないんだぁ……言葉なんかじゃ、思ってることぜんぜん伝わらないって考えてるひと」

　そんなかんじはする。会話していても、心ここにあらずというか、感覚だけで話しているような──頭の中では、ぜんぜんちがうことを考えているような、涼女の態度だ。

「伊依ちん。言葉ってね、ぜんぶ偽にせ物ものなの」

　涼女は自分の唇に指を添そえて、舌をちいさく突つきだした。

「人間の舌ってね、噓うそをつくための器官なの」

　あっかんべぇ、と涼女は真っ赤な舌をちろちろ出したり引っこめたりする。

「だから誠実に生きたいなら、喋らないべきだよん。地じ獄ごくの閻えん魔ま様ってさぁ、噓つきの舌を引っこぬくらしいけど……だったら、地獄じゃみんな舌を引っこぬかれて喋れないよねぇ。ごまかしばかりの天国より、それはなんて素晴らしい世界！」

　偽物の天使の羽を、ゆらゆら揺ゆらし、涼女は両手を挙げた。鎖くさりで繫つながれた鳥かごが、その動きにあわせて大きく跳はねる。伊依はなんだか胸むな騒さわぎがした。涼女の言葉──否いな、涼女の存在そのものが、なぜか伊依の存在そのものを否定している気がした。

「まぁ、それはともかく」

　置いといて、というジェスチャをして、涼女はやっぱり純真に笑う。

「お話のつづきは？」

　寝ね物もの語がたりを楽しむ幼児みたいな態度に、伊依も毒気をぬかれて曖あい昧まいに頷うなずいた。

「うん……えぇっと、そうそう、それで香美ちゃんは生徒会長に就しゆう任にんしたというか、させられたというか──とにかく、四月から生徒会長としてのお仕事をすることになったんだけど」

　香美の態度を思いだして、伊依はちょっと苛いら々いらが戻もどってくるのを感じる。

「だけど香美ちゃん、もともとやる気がないというか……無理に生徒会長にさせられたんだから仕方ないけど、どうも何もしないつもりらしくてね。せっかく学校そのものを変えていける役職についたのに、面めん倒どうくさそうなだけで、怠けたがって……」

　あぁ、それで自分はそんな香美に怒おこってしまったのだ。

　香美はもっと物事に興味をもつべきだとか。せっかく能力があるんだから、それを活いかさないなんて宝の持ち腐ぐされだとか。なんて偉そうな、自分の言葉。けれど、伊依はほんとうに勿もつ体たいないと思うのだ。

　魅神香美。一学年最さい優ゆう秀しゆうの、否──虚こ島じま罠わな奈なが卒業した今、もしかしたら古頃でもっとも優秀な生徒かもしれない、才能溢あふれる怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ。けれど香美は、いつだって何もしない。ぼうっとして、面倒くさそうにしているだけだ。

　伊依としては、それがいつも歯は痒がゆかった。香美は、望めばなんだってできるはずなのに。伊依なんか、いつも障害にぶつかって、それを乗りこえる能力が自分になくて悔くやしい思いをしているのに、香美はそんな障害、軽々と飛び越こえる能力をもちながら怠なまけている。

　そう主張する伊依と、あくまで何もしないと頑かたくなな香美は、喧けん嘩かしてしまって──けっきょく、今のこの状じよう況きように至っているわけである。こうして回想してみるとわかるが、ほんとうにただ伊依が香美に言いがかりをつけただけというか、お節せつ介かいだった。

　けれど、伊依は香美にもっとがんばってもらいたいのだ。もっと人生を楽しんでもらいたいし、その能力を様々なことにつかってほしい。そう思うのはわがままなのだろうが、いつも退たい屈くつそうな香美を、伊依はどうにかしたいと思う。

　生徒会長になったのは、いい契けい機きになるのではないか。無気力な香美が、ちょっとは変わるのではないか……そう期待して、勝手に盛りあがって、素っ気ない香美の態度に落らく胆たんして、一方的に叱しかりつけたりして。

　あぁ、ほんとうに。なんて自分は嫌いやな、考えなしなやつなのだ。

　けれど……香美には、やっぱりもっといろんなことを楽しんでほしい。

　思考は堂どう々どう巡めぐりを繰くりかえし、伊依の葛かつ藤とうはすこしも解決されない。

「ふぅん」

　そのような悩なやみを、まとまらない論調で語り終えると、涼女は明後日あさつてのほうを見た。そして笑う。嫌な笑えみだった。伊依は──その笑顔に何か胸むな騒さわぎをおぼえた。

「変わらないなぁ、香美ちんは」

　ぽつりと囁ささやき、それから涼女はこちらに視線を向けて笑った。

「伊依ちんはまちがってるよ。香美ちんはあくまで〝幸運の女め神がみ〟なの。香美ちん自身はなんにもしないの。神様っていうのは……精神の拠よりどころとして、万ばん能のう無敵の道具として、じょうずに利用してあげるのがチョベリグなの」

　挑ちよう発はつ的なその言葉に、伊依が眉まゆをひそめると──涼女はさも当然のようにつづける。

「香美ちん自身もねぇ、それを望んでいるんだよ？」

　にこにこ笑いながら、噓の天使がそう言った。
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　古頃の生徒が暮らしている四つの学生寮りようのひとつ、空うつ蟬せみ寮りよう～君が人形になる前に～の正面、おどろおどろしい寮の建物と曇くもりがちな夜空を背景に、魅神香美が腕うでを組み、世にも不ふ機き嫌げんそうなしかめっ面つらで伊依が帰ってくるのを待っていた。

　長身の、どことなく高貴な印象の少女である。青空のような色の瞳ひとみ、海のような色の長く伸のばした髪かみ。その美しい立ち姿をした彼女は、寒いだろうに室内着のままで、寮の門前に仁に王おう立だちしていた。

　そして見るからに苛々したかんじに、伊依のほうを見もせず空の向こうに視線を投げてつぶやくのだ。

「遅おそい」

「…………」

　伊依はまさか彼女がそうして待ちかまえていると思わないから、涼女のことも忘れてしばし、香美の目の前でぽかんと立ちつくした。ちびの伊依と比べればかなり高い位置にある香美の顔を見あげ、戸と惑まどって首を傾かしげる。

「あ、あの、カービィちゃん。もしかして、ずっと待ってたの？」

「カービィじゃなくてカミだもんね、あちき」

　いつもの台詞せりふが、今日はどこか嬉うれしい。

　香美はぎろりとこちらを一いち瞥べつし、忌いま々いましげに目を細めてぼやく。

「勝手に怒って、勝手に叱って、勝手に飛びだして、……心配させて。おたく、冗じよう談だんじゃないのだわ。寮母さんに伊依がいきなり脱だつ走そうした理由を聞かれてさ、喧嘩したって言ったら仲直りするまで寮にはいれませんって、あちきまで閉めだされたんだから」

　ほれ、と手を差しだされる。

　よく相手の意図がわからなくて、伊依は戸惑う。

「あちき、もう眠ねむいの」

　これ見よがしに欠伸あくびをして、香美はこちらの手をとってくる。ひとより少しだけ体温の低い、香美の掌てのひら。

「さっさと仲直りして、ほんで寮にいれてもらうわよ。あちき寝ねたいから。……ほれ」

　ぎゅっぎゅ、と力をこめて、握あく手しゆしてくる。

　伊依がその感かん触しよくに、言葉に、ほだされて、ぜんぶ許すと思っている──傲ごう慢まんで、何もわかってなくて、偉えらそうな、嫌な香美だ。けれど、伊依はなんだか、怒おこっているのも阿呆らしくなって、深々と溜ため息いきをついた。

　そして微笑ほほえみ、香美の掌を握にぎりかえす。

「仲直りするふりだからね。寮にいれてもらったら、また話しあうんだからね」

「えー……。明日ね、明日」

　あきらかに面めん倒どうそうにつぶやいて、香美はそこでようやく伊依の背後にいる涼女のことに気づいたか、ぎょっとした。

　伊依もそこでこの不思議な同行者のことを思いだし、くるりと振ふりかえって──。
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「香美ちぃんっ♪」

　そんな伊依のそばを、疾しつ風ぷうのように涼女が駆かけぬけて跳ちよう躍やくした。

　その瞬しゆん間かんに香美があげた声を、伊依はたぶんしばらく忘れない。

「ぎゃああああああああああ!?」

　すごい、大きな、引きつった、香美らしくない、それは悲鳴だった。まるでお化けでも見たような、喉のどの奥から搾しぼりだされた長い長い絶ぜつ叫きようだった。

　棒立ちになり、思いっきり仰のけぞった香美に──涼女はびっくりするほど、それこそ天使みたいに軽かろやかに跳び、抱だきつき、押し倒たおした。

　ごつんっ、という香美と彼女を抱きしめた涼女が倒れる痛そうな音がした。伊依は呆ぼう然ぜんとして、振りかえりかけたその姿勢のまま動けない。

　悲鳴に、びっくりしていた。

　何事にも動じずに、決して声を荒あららげもしない、あのどこか超ちよう越えつ的な香美が、無害そうな涼女にまるで怯おびえるみたいな悲鳴をあげていた。

　状じよう況きようが、うまく理解できない。

　とりあえず伊依は動どう揺ようしつつも、地面に転がったふたりの少女に視線を向ける。

「香美ちん香美ちんっ、あたしのこと覚えてる!?　あたし志田桐涼女だよ！　もう香美ちんったらしばらく見ないうちにこんなに育っちゃってぇ♪」

　かるいセクハラめいた動きで香美をもみくちゃにし、猫ねこが甘えるような声をあげている涼女とは対照的に──。

「ひっ、ひぃっ！　す、涼女ちゃ……なっ、なんで涼女ちゃん!?　嫌いやぁあああ！」

　死ぬほど怯え、恐きよう慌こうに支配され、香美はなんとか涼女から逃のがれようともがいている。どうも香美の知りあいだという涼女の言葉はほんとうのようで、香美も涼女を見知っているようだが、どう考えてもこれは旧知の友人とか、親しい相手への反応ではない。

「えぇっと……」

　状況に置いてきぼりで、伊依はぽりぽり頰ほおを搔かき、服が汚よごれるのにも構わず地面を転がっているふたりに疑問を示してみる。

「よくわかんないんだけど──ふたりとも、どういう関係？　あの、カービィちゃん、あたしこのひとつれてきたの良くなかった？」

　心配になって尋たずねてみたが、なぜか涼女のほうがそれに応こたえた。

「うぅん、伊依ちんグッジョブだよ！　あたしこんなに早く香美ちんと再会できるだなんて思わなかったからさぁ！　これも神様のお導きだね！　神様!?　導いたのは伊依ちんだから……つまり伊依ちんは神か!?　うひゃあ、あたし超ちようびっくりだよ！」

　相変わらず涼女は何を言っているか理解できないが、香美がようやく少しは平静を取とり戻もどしたのか──涼女を強ごう引いんにひっぺがし、すごい勢いで転がるように距きよ離りをとってから身構えて、恐おそる恐る涼女に問いかけた。

「ほ、ほんとうに涼女ちゃん……？」

「え。やだなぁ、どこからどう見ても志田桐涼女でしょ？」

　涼女も吞のん気きに立ちあがり、ぱっぱと埃ほこりを払はらって笑えみを浮うかべた。

「哀かなしいなぁ。香美ちん、その様子だと……あたしのこと忘れてた？」

「忘れたことは、ないわ。……けれど」

　伊依にはよくわからない、不思議な余よ韻いんのある会話をかわして、香美は青ざめた。

「す、涼女ちゃん……し──死んだはずじゃ」

「ふふん？」

　香美の言葉に、涼女はにこにこ笑う。

　え？　と伊依は耳を疑う。死んだはずじゃって、香美は言ったように聞こえたが。それは──いったい、どういうことだろう？

　幼い子供が想像する、お化けの絵のように──涼女は手をだらりと垂らし、あっかんべぇと真っ赤な舌をつきだしてから、あっけらかんと言ってのけた。

「だからあたし、香美ちんと会いたくて地じ獄ごくから舞まい戻ってきたの」

　硬こう直ちよくする香美に、涼女はそっと歩み寄り、今度は柔やわらかく彼女を抱きよせた。

「もう……逃にがさないよ、香美ちぃん♪」

　時刻はそのとき、ちょうどお化けが出歩く時間。

　丑うし三みつ時──だった。
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「……死人の話など面おも白しろくもない。不毛なだけでござろうが」

　退たい屈くつそうにそう言ったのは、ぐるぐるに緊きん縛ばくされた異様な存在だ。

　体格は、よくわからない。空蟬寮の厨ちゆう房ぼう、その冷蔵庫のなかに四し肢しを折りたたみ収納されたその姿勢はひどく窮きゆう屈くつそうだ。全身を得体の知れない真っ赤な紐ひもや包帯で梱こん包ぽうされているその人物は、大だい事じそうに巨きよ大だいな銃じゆうと剣けんを抱きしめ、包帯の隙すき間まからかろうじて覗のぞいた片目で前方の人物を見つめてぼやく。

「貴女あなたの場合は、不毛なだけでなく……知れば要いらぬ痛みを背負いこむ場合もござる。拙せつ者しやは恥はじ知しらずな腐ふ肉にくであるが、知るべきでないことを語らぬ程度の矜きよう恃じはまだ保っておる」

「……そう仰おつしやられると、わたくし困ってしまいますが」

　木ミ乃イ伊ラ男の言葉に応えるのは、人形のような女だ。

　薄うすく緑色が溶とけたような金きん髪ぱつの、胸に〝寮りよう母ぼ〟と名札をつけた人物である。肌はだの質感にも色にもどこか生気がなく、茫ぼう漠ばくとした紅あかい瞳ひとみはどこを見ているのかわからない。

　そんな彼女は木乃伊男が収められた冷蔵庫の前にしゃがみこみ、ピンセットで彼の身体からだにはびこる蛆うじやその卵などを淡たん々たんと取っている。

　漂ただようのは腐ふ臭しゆう。けれど女は何も動じることなく、物もの憂うげな溜ため息いきを漏もらした。

「昔の、それこそ……わたくしがわたくしである以前、十五年前のことを詳くわしく知っているひとは、ご主人様のほかにはあなたくらいしかいませんから」

「大公殿でん下かには、質問なさったか？」

　身体を揺ゆすることもなく、木乃伊男はただ女の動きを眺ながめている。女は疲つかれたような吐と息いきを漏らし、ピンセットをカチカチ鳴らして瞑めい目もくした。

「無む駄だです。十五年前のこと、昔のわたくしのことは……ご主人様、何も聞くな知ろうとするな考えるなの一点張りで。ほんとうにもう、頑がん固こなご主人様でわたくし閉口です」

「そもそも」

　もう結構、というようにピンセットを指先でのけて、木乃伊男は遠い目をした。

「どうして、そのようなことを知ろうとなさる？　昔のことなどを語っていると、死者が呼ばれたかと思って蘇よみがえってくるものでござる。過去の罪が、痛みが、亡もう者じやのように。貴女は拙者とちがって生きておる。前のみ見つめて生きておればよい」

「…………」

　どこか釈しやく然ぜんとしないように、女は眉まゆをひそめる。

「それでも、わたくしは知りたいのでございます。わたくしのことが。わたくし……わたくしが何者であるかわからなくては、まともに生きていくのも覚おぼ束つかない不安定さで、とても恐ろしいのでございます。わたくしが全すべて脆もろく崩くずれていくような……」

「何か──あったのでござるな」

　心配するというより、どこか警けい戒かいするように、腐肉がそれだけ言った。女は頷うなずき、たっぷり蛆や卵がはいったビニール袋ぶくろを結んで閉じると、神しん妙みような表情になる。

「えぇ、出会ってしまったのです。どこか、懐なつかしい女の子と。それから……忘れよう、わたくしは、わたくしの役目に徹てつしようと──自分をどれだけ戒いましめても、どうしようもなくあの女の子の顔が頭に思い浮かぶのです。……わたくしは、どうやら、彼女にとって自分が何者であるか、確かめなくては立ちゆかぬようでございます」

　胸に手を当て、自じ嘲ちようするように女は笑った。

「勇者さん、このようなわたくしをおかしいと思うでしょう。人形のわたくしが、悩なやみ、何かを知ろうとし、己おのれのことを理解しようなどと……人形は、人形らしく、ただ言うことを聞いてじょうずに動くのが役目ですもの」

「…………」

　何かを言いかけた木乃伊男の口元に指を添そえ、女はふるふる首をふった。

「慰なぐさめはいりません。お叱しかりも聞きません。わがままですみません。わたくしが知りたいのは……昔のわたくしのことだけ。勇者さん、どうぞ教えてくださいませんか？」

「…………」

　勇者と呼ばれた腐肉は、長く、長く黙もつ考こうしていたが。

「それでも」

　やがて重々しく嘆たん息そくして、同情するように目を細めた。

「死人のことなど、やはり考えぬのがいい」

　それは、腐肉である彼そのものを自ら否定するような言葉だったが、勇者と呼ばれた木乃伊男は……それでも女の問いを頑かたくなに拒こばんだ。

　そして優やさしく、ある意味では残ざん酷こくな、どうしようもない言葉を告げる。

「貴女は貴女だ、血ち影かげ殿どの」

「…………」

　血影と呼ばれた女は、その言葉に泣きそうな顔をして黙だまった。
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　夢追坂の町では唯ゆい一いつといっていいほど珍めずらしい居酒屋、『死し後ご竜りゆう』の明るい店内である。夢追坂は基本的に寝ベるツたドめタのウ町ンであり、酔よいたいものはたいていそれぞれの職場がある町で飲むので、こういうお酒を飲むところはあまり流は行やらないのだ。

　ゆえに、『死後竜』をよく利用するものといったら、自宅でお酒を飲むと怒おこられるお父さんだとか、町内の商店街で働くひとたちだとか──あとは、古頃怪造高等学校の教師たちだった。

　動物の体内かと思うほど生々しい赤で統一された店内。隅すみにある座ざ敷しきで、その古頃の教師たちは本年度の打ち上げと称しようして飲み会をしていた。学校の関係者にとって新年とはお正月ではなく、学年の切り替わる四月のことなのである。

　三月も末の春休みは、一年の仕事も決着し、慰い労ろう会を行うには絶好の時節なのだった。

「しかし今年は妙みように疲れた……」

　座敷の上座、壁かべを背にしてジョッキをわずかに傾かたむけているのは、一学年主任の蟻あり馬ま磁じ獄ごくだ。灰色の髪かみをした、どこか他人を見下したような雰ふん囲い気きの男である。今は黒いスーツを着き崩くずし、ほろ酔いで目を細めていて、妙に色っぽい。

「教師も生徒もロクなことをしないし、学校は壊こわれたり再建されたりするし、あっちこっち走りまわって死にそうだ。給料倍もらっていいくらいだぞ」

「そういや久しぶりですね、蟻馬先生。しばらく見なかったような」

　そう言って、すでに酩めい酊ていしている赤ら顔の園その日ひ暮ぐらし案あん寿じゆがやばい勢いで酎ちゆうハイを飲みくだす。すでにベロンベロンに酔っているくせに、まったく飲むのをやめない。見た目は幼い園日暮なので、その姿はちょっと異様ですらあった。

　暑いのか、普ふ段だんはかぶりっぱなしのフードはまくられ、ちりちりした赤髪が覗のぞいている。汗あせばんだ、あまり立派ではないその胸むな元もとには大きな十じゆう字じ架かが目立っていた。

　そんな彼女を据すわった目で睨にらみつけ、蟻馬は鬼おにのような表情になる。

「そのひぃぐぅらぁしぃ……俺が忙いそがしかったのは誰のせいだと思ってやがんだ？　おまえらがまるで働きゃしねぇから、俺ばっかり大忙しなんだろうが。労ねぎらえこのやろう。……苦労をかけた代金としてこれはもらう」

「あぁっ、あたくしの楽しみにとっておいた数の子を！　かかっ、返してっ！」

　子供のように料理の奪うばいあいをするふたりに、見た目はまったく酔っていないように見える妖あやかしの森もり吉きつ音ねが苦く笑しようした。

「まぁでもほんとうにご苦労さんだにょー、蟻馬くん」

　いいかんじに跳とびはねた髪の毛が獣けものの耳に見える、狐きつねが化けた人間みたいな印象の女である。今は座敷にきっちり正座し、おうどんをすすっている。

　内心の読めない糸目をさらに細め、そんな彼女はのんびり語った。

「校長はただ思いつきでいろいろと言えばそれで終わりだけど、現場の私らはけっこう大おお騒さわぎだったからねぇ。新しく赴ふ任にんしてきた亜あ玉たまや殻から蛇だの先生とも親しん睦ぼくをふかめたり、保護者には説明するためにあちこち出張したり、ほんと息つく暇ひまもなかったにょ。とくに蟻馬くんはほとんど校長のパシリと化してたからねぇ」

「何かと言うと給料カットをちらつかせるんだあのやろう。いつか訴うつたえてやる」

　蟻馬は仏ぶつ頂ちよう面づらで悪態をつき、八つ当たりなのか園日暮の前に並べられたお皿から料理をとって食べる。園日暮も酔っているので、とくに文句も言わず、はにゃんと蕩とろけている。

　牡か蠣きフライをぼろぼろ嚙かんで、蟻馬は遠い目をした。

「いやぁでも、来年はもうちょいマシになると思いたいぜ。一時期は本気で転職を考えてたからな……せめて苦労に比した報ほう酬しゆうがないとやってられん」

「仕事だ。最善を尽つくすのみ」

　うっそりと独りごちたのは、蟻馬から向かって正面、下座に腰こしかけた然ぜん慈じ堂どう喜き塊かいだ。横よこ幅はばも縦たて幅もある質量のある巨きよ体たいで、背中に何か角張ったリュックサックを背負っている。黒ぶち眼鏡めがねの奥の顔色は、妖森と同じでまったく変わっていない。ひたすらに淡たん々たんと、何かの薬でも飲むように、料理とお酒を同じ調子で口に運んでいる。

　蟻馬は唇くちびるを歪ゆがめ、箸はしでそんな彼を指さした。

「俺は然慈堂先生みたいに真ま面じ目めじゃないんすよ。この仕事を愛してるわけでもねぇし。苦しいし面めん倒どうだし給料安いし、職場に可愛かわいい女の子がいるわけでもねぇし」

「今の発言は私たちに対する宣戦布告？」

　べつに怒るわけでなく、やはり吞のん気きに妖森がつっこんで、園日暮と目配せする。園日暮も普段はいじめっ子な蟻馬にいいように馬鹿にされているのだが、今は酔っているのでだいぶ気が大きくなっているらしい。頰ほおを膨ふくらませて文句を言った。

「どっ、どうせ可愛くないですよ。ちかごろ過労でお肌はだちりちりだし、周りに若い女の子ばっかりいると女としてなんかもう努力するのも阿呆らしくなるし……なんで十代の女の子って何もしなくてもお肌ぴちぴちなんですかね？」

「案寿ちゃんおばちゃん発言だにょー。諦あきらめないでー、案寿ちゃんはまだ若いにょー。ぴちぴちだにょー。私が食べちゃいたいくらいだにょー」

　適当に慰なぐさめて、妖森が涙なみだぐんでいる園日暮の頭を撫なでてあげる。そんなふたりに疲つかれた笑えみを向けつつ、蟻馬はこの座敷にいる最後のひとり──保健医ハッピー＝クウネルに視線を向けた。

「ハッピー先生はどうです？」

「うん？」

　病弱な彼はこういう集つどいにあまり参加しないのだが、今日は珍めずらしくこうしてこの場に座っていた。彼も、ちょっと打ちあげしたい気分だったらしい。

　保健医は燻いぶしたような銀色の髪の、不思議な光こう沢たくのある瞳ひとみをした男で、か細い、折れてしまいそうな体型をしている。儚はかなげで弱々しく、幽ゆう霊れいのようだ。巨きよ大だいな然慈堂と比べると同じ人間とはとても思えない。

「ボクは……そんな………皆さん可愛らしいと思います……」

「いや職場の女の子の可愛さを聞いたんじゃなく、保健室は大変でしたかって」

　話の流れで質問を誤解されてしまったようだ。蟻馬の補足に保健医は笑って、ちびりとお猪ちよ口こを薄うすい唇に持っていく。

「あぁ……いえ、うちんとこは新生古頃になってからもあまり変わりませんよ……古頃大祭のときはさすがに大変でしたが、そう毎日誰かが怪け我がするわけでもありませんから……」

　幸せそうに、彼は眦まなじりに皺しわを浮うかべる。

「山やま田ださんも……休み休みですが、教室にいけるようになりましたし……」

「山田？　あぁ、山やま田だ魔ま夜やですか。保健室登校の」

　蟻馬は適当に見えるがこれでも生徒の事情にはわりと詳くわしい。すぐに察して、感心したように目を丸くした。

「へぇ、あの山田がねぇ。ありゃ卒業するまで保健室に引きこもると思ってたが……」

「き、き、きっと、あたくしがこないだお祈いのりしてあげたのが効いたんです！」

「いやたぶんおまえ関係ないから、黙だまってろ園日暮」

　横から会話に乱入してきた聖職者に、蟻馬は冷たい言葉をぶつける。しゅんとうなだれ、彼女は蟻馬を睨んで十字を切り、口の中でもぐもぐ呪じゆ詛そめいた言葉をつぶやいた。

　蟻馬はそれを目ざとく見つけ、ちんぴらみたいに因いん縁ねんをつける。

「おいこらてめぇ神様に何を祈りやがった？　園日暮、てめぇちかごろ調子にのってんな？　ろくに仕事もできねぇくせに文句ばかり一丁前になりやがって。いつまでも新人扱あつかいしてもらえると思ってんじゃねぇ……俺がみっちり教師の生き様について」

　ふたりがまた子供のような喧けん嘩かをはじめたが、保健医は気づかずに喋しやべりつづけている。それは嬉うれしそうな、和なごやかで優やさしい表情だった。

「きっと……古頃大祭で、空井さんたちと………行動して、団体生活の楽しさを……知ってくれたのでしょう。山田さん………元気に、暮らしてほしいものです……」

「山田なら、三学年で私が担任になる予定だ」

　ちゃんと話を聞いていたらしく、然慈堂が重々しく発言する。

　保健医は微笑ほほえみ、そんな彼にちいさく頭を下げた。

「では……お願いします、然慈堂先生………山田さんのこと」

「私は、どの生徒も特別扱いするつもりはないが──」

　眼鏡を直し、彼は神しん妙みように頷うなずく。

「どの生徒も、私の力及およぶかぎり守る。山田も、例外ではない」

「頼たのもしいです……」

　にこにこ笑う保健医と、渋しぶく瞑めい目もくする然慈堂、ふたりのやりとりを蟻馬にヘッドロックされながら聞いていた園日暮が、むぅっと唇くちびるを尖とがらせた。

「ずるい……ずるい……ロボット教師のくせに青春物語っぽい会話して……」

「私は、ロボットではない」

　融ゆう通ずうのきかない然慈堂の言葉を無視し、園日暮は蟻馬に泣きつく。

「あ、あ、蟻馬先生ぃぃ……あたくしもっ、あたくしも担任のクラスをもちたいっ、問題を抱かかえた生徒を託たくされて、『生徒は、力及ぶかぎり守る』とか、あぁいう格好いい会話をしてみたいぃ……」

「あぁん？　そうだなぁ、副担任くらいにならしてやってもいいんだがな……おまえを抱えて生徒の相手までするっていうのは重労働だしなぁ……。二年生三年生もみっつの学校を統合した新しいクラスになるし、新入生をいきなり任せるにはおまえ経験なさすぎだしな……まぁ、あれだ、お荷物のくせに荷物を持ちたいみたいなことを言うんじゃねぇ」

「あたくしお荷物ですか？　あたくし生まれてきてごめんなさいですか？」

　もう完全に酔よっているかんじの園日暮をそのへんに放ほうって、蟻馬は深々と溜ため息いきをつく。そんな彼に、おうどんを汁しるまですすって完食した妖森が手を挙げた。

「蟻馬くん、蟻馬くん、そういや来年の新入生ってどんなかんじ？　私、今年は入学試験に参加しなかったからよく知らんのだにょー。来年の受け持ちも繰くりあがりの二年生だし、あんま関係ないっちゃ関係ないんだけどねー」

「あぁ」

　蟻馬もだいぶ酔っているのか、思いだすのが億おつ劫くうだというようにしばし黙りこんでから、あまり面おも白しろくもなさそうにぼやいた。

「今年はなぁ、去年ほど目立つのはいなかったかんじだな。つうか去年が異常だったんだ……一年にひとりいるかいないかってレベルの問題児が大挙しやがって──俺はな、もうあいつら……空井やら戦たたか橋はしについては何も考えないことにしたよ。嵐あらしがすぎるのを待って、ぜんぶ忘れる」

「ふぅん……去年の今ごろは、蟻馬くん、みんな苛いじめて追いだしてやるとか息巻いてたのにねぇ？」

　楽しそうに茶化す妖森を、蟻馬はじろりと睨にらむ。けれど怒おこる元気もないらしく、深々と溜息をついてつぶやいた。

「阿呆どもの相手をするのが徒労だと気づいたんだ、俺は。こちとらほかに仕事があるっつうんだよ。いちいち落ちこぼれども苛めてられるか」

「なんか負け惜おしみっぽいにゃー。蟻馬くん格好悪いにゃー♪」

「うるせー」

　妖森にチョップをいれると蟻馬はむくれてジョッキに残った酒を一気にあおった。

「とにかく、俺は来年から新一年生の担任だし、あの馬鹿どもとはおさらばだ。ほんとう、せいせいする……そうそう、一年生だ」

　そこで思いだしたように、蟻馬はぽんと手を叩たたいた。

「新入生にな、ひとり優ゆう秀しゆうなのがいるぞ」

「優秀？　蟻馬くんが褒ほめるってことは、ふつうに優秀なんだねー？」

　妖森が興味ぶかげに、店員さんに追加注文しながら相あい槌づちをうった。

「特とく殊しゆ技能があるとか、妙みような個性があるとかじゃなく」

「そうそう、空井や戦橋、仇あだ祭まつりなんかとはちがう、魅神とも……ちがうな、もっとわかりやすく優秀なやつ。筆記試験も実技も、お手本みたいなかんじで合格してな。しかも成績は飛びぬけてた……あぁいう生徒が、優秀っつうんだよな」

　うんうん頷く彼に、妖森は首を傾かしげる。

「私としては異論があるけど……喧嘩してもしょうがないしねー、ふぅん、珍めずらしいねー……そういう生徒は、ぎゃくに。こないだ卒業した虚島罠奈ちゃんみたいなかんじー？」

「あぁ、それだ、虚島罠奈がちかいな……非の打ちどころがないというか、個性がないっつうか、ほんとうにただひたすら優秀なだけの──」

　酔いでまわらない頭を指で圧おし、蟻馬はぽつりとその名をつぶやいた。

「名前は……なんつったか、そう、志田桐なんとか──」
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『新入生代表のっ、したきりしゅずめ……か、嚙かんだぁ！　うひゃあ、チョベリバだよ！　なんでこのタイミングで嚙むかなぁ？　これだから舌っていう器官は大だい嫌きらいなんだあたし！　えぇっと、えぇっと、言い直すからね』

　古頃怪造高等学校の入学式は四月上じよう旬じゆんに行われた。

　あちこちの学校から引っこぬいて植えつけた罪深い桜も満開で、ひらひらと柔やわらかな花びらを零こぼしている。そんな美しい光景が開け放たれた出入口からよく見える、古頃の広く華か美びな講堂のなか──。

　二年生になった空井伊依は、壇だん上じようで騒さわいでいる志田桐涼女をぼんやり眺ながめていた。

　制服の色などは学年が変わっても持ちこされるので、伊依の制服も橙だいだ色いいろのままだ。けれど心の内側では確実に何かが切り替かわっていて、新しん鮮せんな気持ちである。

　去年、伊依は希望と不安を胸に抱いだき、新入生として入学式に参加した。

　当時の初々しさ、何もかもが目新しいという興奮はもはやないが、あのころと比べてすこしでも自分は成長できたか、考えて……伊依は自ら頷うなずく。

　いろいろなことがあった。激動の一年間だった。《鳳フエニ凰ツクス》の事件。錬れんノ島しまや桃もも子この死。魔ま王おうの怪造。《愛シヤリ天テコ使ラール》の事件。舞まい弓ゆみや梅うめ子ことの出会い。《卵アイ・姫ドール》の事件。遊ゆうや桃子との再会。そして偽にせの殻蛇と、古頃大祭──その全すべての経験が伊依の内側に凝ぎよう縮しゆくされて、伊依の力になっているはずである。

　今年も、様々なことがあるだろう。けれど──伊依は恐おそれない。

　真っ直すぐに前を見て、進んでいけばいいだけである。

　前を見ると、そこで噓うその天使がにこにこ笑っていた。

『新入生代表、あたしが志田桐涼女だよ！』

　新入生に与あたえられた制服の色は、紫むらさ色きいろ。見ようによってはかなり地味めな配色のその制服を涼女は例によって大だい胆たんに改造していた。ロリータファッション風というのだろうか、伊依は詳くわしくないが、絵本のお姫様が着ているドレスが印象としてはちかい。

　肩かたのあたりが膨ふくらんでいて、袖そでとスカートの裾すそにはフリルがあしらわれ、胸むな元もとのリボンもやけに豪ごう奢しやだ。これも愛らしい手てぶ袋くろと歩きにくそうな靴くつを履はき、全体的に濃こいくらいに可愛かわいく可愛くまとめている。

　あとは、先日に会ったときと変わらない。

　星ほし屑くずでも混ざっているみたいに煌きらめく髪かみの毛と、右手の地味な腕うで輪わに連結された金色の鳥かごと、背中から伸のびた噓の翼つばさ。

　詳しい事情は、まだ伊依は説明してもらっていないのでわからないが──どうも香美の旧知らしいというほかは、涼女はまるで正体不明なままだった。宿無しらしい彼女はあれから空蟬寮りようの香美の部屋に転がりこんで、それから何食わぬ顔で寝ね泊とまりしていたようだが。

　それだけでも何か怪あやしいのに、今日は古頃の新入生代表としてこうして挨あい拶さつしている。ほんとうに──何者なのだろう、涼女は。

「…………」

　そうは思うが、そばに立つ香美を見ても彼女はどこか心ここにあらずといった様子で、伊依が何か質問しても脳まで届かなそうだ。

　この場は諦あきらめて、伊依は涼女の話を黙だまって聞くことにする。

『あはは、まぁこう見てのとおり、あたし頭悪いんでぇ、難しい挨拶とかはできないし……そういうのは偉えらいひとに任せて、ちょっくら好き放題なことを喋しやべらせてもらうよん』

「…………」

　頭が悪いなら、新入生代表の挨拶を任されるわけがないのだが──見た目、涼女はかなり頭が良くなさそうなので誰もつっこまない。

　どこかしら微び妙みような空気が流れるなか、涼女はマイクを握にぎりしめて無む邪じや気きに叫さけんだ。

『みんなぁぁ───ッ！　権力がほしいかぁぁ───ッッ!?』

　…………。

　…………………？

「え？」

　伊依は頭がガンガンするほどの大声だった涼女の叫び──その内容が理解できなくて、首を傾かしげる。在校生も新入生も、居並ぶ教師たちすら、おそらく叫んだ当人の涼女以外は同じく意味がわからなくて呆ぼう然ぜんとしていた。

　涼女はそれにまったく頓とん着ちやくせず、むしろ騒ぐ群衆を楽しむ愉ゆ快かい犯はん的な笑えみを浮うかべ、鳥かごと繫つながっていない左手を思いっきり高く掲かかげてまた叫んだ。

『権力がほしいか!?　他人を屈くつ従じゆうさせる力が!?　望みを全て叶かなえる力が!?　まぁそこまで大したものじゃないんだけど……この古頃怪造高等学校においては、それなりに万ばん能のう無敵な権力!!　そんな権力がほしいかとあたしは聞いている──ッ!!』

　啞あ然ぜん、という表現がもっとも適切な沈ちん黙もくが満ちる。たぶん誰一人として涼女の言いたいことが理解できていない。伊依も当然、訳がわからない。

　けれど涼女は気にせずに、なお声を振ふりしぼって叫ぶのだ。

『ほしいなら革命だ！　革命をするのだ！　立てよ国民！……ごめん調子に乗った！　革命とか国民とかは関係ないです！　あたしがここで宣言したいのは──』

　そうしてかなり一方的に、噓の天使は笑顔で言った。

『〝魔ま王おう杯はい〟の開かい催さいだよっ！』

　…………。

　…………………？

「魔王……杯？」

　またも意味がわからない。伊依は目を白黒とさせながらも、魔王という言葉に嫌いやな予感をおぼえる。

　魔王。

　ちかごろはあまり目立った動きを見せないが、それでもいつまた伊依の心の悪意を感知して出現するかわからない虚界アンダカの支配者──父を殺し、一度は伊依の全てを壊こわした、おそらく伊依が生しよう涯がいをかけて相対するべき存在。

　魔王の──杯さかずき。

　魔王杯とは……なんのことなのだろう？

　そこまで計算していたなら大したものだが、講堂に集まった生徒も教師も、その魔王杯とやらの内容に興味や疑問を抱いだき、涼女の次の言葉を息を吞のんで待っているようだった。煽せん動どう的というか、変な勢いがあって、涼女の演説は効果的に集団心理を操作している。

　そんな空気を巧たくみに読んだか、涼女はそこからようやく丁てい寧ねいな説明を始めた。

『うんまぁ魔王杯って名前は適当なんだけど……要するにお祭りというか、イベントみたいなものだよ。あたしたちが入学してきたことをお祝いする──なんて、新入生のあたしが言うと変なかんじだけど、つまり、堅かた苦くるしいこんな入学式じゃなくて、もっと新入生も在校生もみんなで楽しめる、チョベリグな催もよおしをしようよっ！　ってこと！』

　ざわめく生徒たちに、邪じや気きのない笑顔で涼女は和なごやかに語りかける。

『ちなみに心配しなくても許可はもらってるから！　校長先生のね……魔王杯の開催日は一週間後の金曜日！　丸一日かけてみんなで楽しく騒さわいじゃお！　べつに強制参加じゃないけど、新入生と仲良くしたいなぁって先せん輩ぱい方や、早く学校に馴な染じみたいなぁって新入生はっ、このイベントをきっかけにしてそういう望みを叶えちゃえ☆』

　アイドル歌手みたいに可愛かわいくウインクして、涼女はにこにこ笑う。

『そんでっ、肝かん心じん要かなめの魔王杯の内容だけど、詳くわしくは……まだ秘密だ！』

　えー、という不満の声があがったりする、もはや講堂は涼女のテンションに引きずられているかんじ。虚島罠奈とはちがった意味で、志田桐涼女はカリスマ性みたいなものをもっているのかもしれない。罠奈が女王様や女め神がみ様のように崇すう拝はいされる対象なら、涼女はもっと俗ぞくっぽい魅み力りよくをもったアイドルや……あるいは革命家のような。

　みんなの反応に合わせて表情を目まぐるしく変え、声の調子も巧みに操あやつりつつ、涼女はちっちっちと指をふる。

『あぁごめん、ごめんね、あたしとしても詳しく説明してあげたいんだけど……ぢつはまだ内容がぜんぜん決まってないのです』

　なんじゃそりゃ、と笑いがおきる。ほんとうに、みんなの前で喋るのに慣れているかんじだ……とか、解かい析せきしてしまう自分が伊依はちょっと嫌だった。なんでだろう、涼女の言葉を丸まる吞のみできない、いちいち疑っているような自分に気づく。

　首をふり、伊依はすなおに涼女の話を聞くことにする。そうだ、怪あやしむことはない──新入生の歓かん迎げいのためイベントを催す、そのこと自体は素晴らしいことだ。

　けれど、なんだろう……この不安は。

　伊依はそっと涼女を見る。

　涼女もこちらを注視していた。

　視線が合うと、彼女は一いつ瞬しゆんだけ舌をだして、あっかんべぇと指で目元を押さえる。

　え？　今の何？　挑ちよう発はつされた……かんじがしたけれど？

　伊依が戸と惑まどっているうちに、涼女はもう演説に戻もどっている。

『ただ今んとこ決まっているのは、魔王杯が、古頃でもっとも優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グを決めるためのイベントだってことと──』

　楽しそうに、嬉うれしそうに、幸せそうに、涼女は鳥かごが繫がった右手で、伊依のそば──相変わらず静かに立ちつくしている香美を指さした。

『優勝者には、この古頃を物理的に変える権力……生徒会長の座が与あたえられるってこと！』
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　怒おこるのは、大だい嫌きらいだ。

　母親は、綺き麗れいなひとだった。まだ彼女の〝自我〟が残っているころは穏おだやかで、いつも柔やわらかく微笑ほほえみ、吞のん気きに小鳥や枯かれ葉はの数などを吟うたいあげてそれで満足できるひとだった。

　だから自分は、たぶん父親似なのだ。

　魔王の怪造に挑いどみ、失敗して落命し、それでも、死してもなお己おのれの夢を追いつづけた執しゆう念ねんの怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア。父、空井滅めつ作さくから受け継つがれた直情型の傾けい向こうが──ときどき野や獣じゆうのように牙きばを剝むき、伊依の全すべてを支配する。

　だから今は、そう、まさに涼女の右手から伸のびる鳥かごの鎖くさりみたいな自制心で、伊依は己の激情を戒いましめて抑おさえこまなくてはいけないのに。

　校長から生徒会長に指名された香美はやる気がなくて、仕事をするつもりがなさそうだったから、伊依がそれを叱しかって、喧けん嘩かになって──まだその諍いさかいが解決していないというのに、今日のあの涼女の演説だ。

　魔王杯。優勝者には、生徒会長の座が与えられるというイベント。

　つまり──香美は、選ばれて与えられたその名めい誉よある役職を、イベントの賞品として涼女にぽんと渡わたしてしまったのだろうか。揉もめていた伊依に相談もせず……なんて、傲ごう慢まんだが、とにかく伊依は訳がわからなかったのだ。香美らしくないと思ったし、香美が伊依を無視して涼女の要求を叶かなえたという事実が、嫌いやだった。

「……どういうことって？」

　香美は、逃にげた。

　全ての説明を放ほう棄きして、幽ゆう霊れいみたいにするりと消えていた。

　理解できなかった。噓うそのようだった。悪夢のようだった。事実、伊依は混乱した。

　香美、香美。いつだって、伊依のそばにいて、伊依が困難にぶちあたり、後ろによろけたらそっと背中を支えてくれた親友。

　彼女のことが、わからなくなりそうだった。否いな、元よりそう長いあいだともに暮らしたわけではないが──香美は自分のことを語らないけれど、当たり前のようにいっしょにいたから、彼女の為ひと人となりはわかったような気になっていた。

　けれど今、伊依は不安なのだ。香美のことが、わからなかった。

　何も説明せず、遠ざかってしまった香美。彼女を追いかける前に──明確に香美を変えたきっかけ、志田桐涼女を見かけたので摑つかまえた。

　相手も伊依と何か喋しやべりたいことがあったのか、あちこちにある空き教室のひとつにつれだって入室し、静せい寂じやくのなかで向かいあった。

　不気味なほどに、涼女は平然としていた。にこにこ笑って、細めた目の向こうにある瞳ひとみでこちらを見つめている。昆こんち虫ゆう標本でも愛めでるみたいな、どこまでも冷たいのに中心に熱があるような、嫌な視線だった。

「だから、香美ちゃんのことだよ」

　伊依は呼吸を整えて、真っ直すぐに彼女と相対する。

「それと魔王杯のこと。なんなの、優勝者には生徒会長の座が与えられるって。香美ちゃんときちんと相談して決めたの？　あんな……無理やりな」

　我知らず詰きつ問もん口調になっていることに気づき、伊依は呼吸を整えて胸むな元もとを押さえた。今、自分はかなりお節せつ介かいな、恥はじ知しらずなことをしていると思う。けれど黙だまっていられなかったのだ。

「伊依ちん、なんだか勘かん違ちがいしているみたいだけどさぁ」

　無む邪じや気きな笑え顔がおのまま、涼女はひらひらと手てぶ袋くろの嵌はまった左手をふった。

　そしてまた悟さとったような、伊依の神経をなぜか逆さか撫なですることを言う。

「これはね、香美ちんが望んだことなんだよ？」

　涼女に、香美の望みがわかるのか。伊依にだって、よくわからないのに。それほど──深い関係だというのか。なんだろう、嫉しつ妬とのような、嫌な苛いら立だちが湧わいてくる。

　そんな伊依に気づいているのか、いないのか……たぶん全て理解しつつも見ないふりして、涼女は可愛かわいらしい笑い声をあげた。

「香美ちんはね、動きたくないひとなの。自分が動くと、みんな不幸になると思ってるの。だから生徒会長になんかなって、何かをしたら──その自分が撒まき散らす不幸に被ひ爆ばくするひとが増えちゃうって心配したんじゃないかなぁ？　くすくす、香美ちんがどうしてそんな心配したかわかる？　伊依ちん、香美ちんの昔の渾あだ名なを教えてあげようかぁ？」

　そして彼女は、さも楽しそうに言ってのけた。

「疫病神の魅神香美──だよ？」

　ばん、と伊依は机を思いっきり叩たたいた。涼女はまるで気にせず、何が面おも白しろいのか伊依のことを笑みのまま眺ながめている。

「そしてね、その呼び方は事実でもあるんだよ？　香美ちんが何かを望むと、何かを得ようと行動すると、周りのみんなはチョベリバな不幸に襲おそわれるの。だから香美ちんは何もしない。何かをして、誰かを不幸にすることを恐おそれている。……わかる？　香美ちんは怠なまけ者なんじゃない、何かをするのが怖こわいから、怠け者になるしかなかったの」

「…………」

　伊依は、同意も否定もできず、ただ涼女の話を聞くことしかできない。

　たぶん伊依よりもずっと昔から香美のそばにいたのだろう、涼女の見たこと、聞いたこと、香美とともに暮らした時間が、それだけ彼女の発言に重みをもたせていた。

　繰くりかえし、頭のなかで不快な言葉が廻っている。

　自分は、香美のことをどれだけ知っているというのだろう？

「だけどね、香美ちんはあたしの〝幸運の女め神がみ〟なの」

　にっこり笑って、さも誇ほこらしげに、涼女は己おのれの思考を開かい陳ちんする。

　無邪気な笑顔が瞬しゆん時じに冷え、たぶん彼女本来の、虚きよ無む的な雰ふん囲い気きに満たされて──。

「確実に周りを不幸にする魅神香美という概がい念ねんは、戦略兵器として利用するぶんにはチョベリグにお役立ちなの。だからあたしはね、ずぅっとね、香美ちんを兵器にして他人を破は壊かいしたり、たくさん利用して自分の利益を得てきたの。香美ちんを避さけるんじゃなく利用することで、疫病神の香美ちんを〝幸運の女神〟にしたの。あたしが香美ちんを……いちばん上手に使えるんだよん？」

　理解できない、けれど空そら恐おそろしい言葉を並べて、涼女は伊依の逆げき鱗りんに触ふれる。

「……お友達としてね？」

「そんなのは友達じゃない！」

　思わず怒ど鳴なりつけると、涼女はそこで初めて眉まゆをひそめた。

「何かなぁ？　さっきから、伊依ちんは何が言いたいのかな？　なんで怒おこってるのかなぁ？　あたしが眠ねむってるあいだ、香美ちんを勝手に使ってたことは許してあげるよん？　だけどね、勘違いしないで、香美ちんはあたしのモノ。あたしの鳥かごで、ずぅっと可愛がってあげちゃう〝幸運の女神〟なの」

　ほんとうに。

　理解できない、志田桐涼女の言っていることが。友達を、他人を、使うとか、なんだそれは──挑ちよう発はつにしては、涼女の口調も表情も大おお真ま面じ目めだし、当たり前のように香美を兵器とか呼ぶし、何もかもが気にくわない。

「ねぇ、伊依ちん」

　さらに涼女はそこで、伊依の夢すら穢けがすような発言をする。

「香美ちんみたいな、どうしようもないひとにさ……ほかに利用価値なんかあるの？」

　だったら教えてぇ、と無邪気に笑う彼女の頰ほおを、伊依は衝しよう動どう的に平手で打った。

　鋭するどい、爆はぜるような音がした。

　伊依はじんじん痺しびれる掌てのひらを見つめ、なんだか泣きたくなってしまった。

　他人を殴なぐってしまった自分の愚おろかさも、香美を馬鹿にしている涼女のことも、そんな涼女を受けいれていたらしい、受けいれることしかできなかった……過去の香美のことも、みんなみんな哀かなしかった。

　涙なみだが溢あふれてきて、唇くちびるを嚙かむ伊依の正面──呆ぼう然ぜんとして、椅い子すから転がり落ちて、床ゆかの上で叩かれた頰を押さえていた涼女が、そこで完全に表情をなくした。

　愛らしさで糊こ塗とし、笑顔で補強していた彼女の邪じや悪あくが、その瞬しゆん間かんに発はつ露ろした。

「なん……で、なぐっ、殴るのぉ……あたっ、あたしをぉっ……」

　口調すら様変わりさせ、噓うその天使が牙きばを剝むく。

「痛いてぇなぁぁこのッ！　殺すぞボケが！」

　そのとき。伊依はなんでだろう。

　涼女は自分と似ているのだと思った。

　綺き麗れい事ごとで武装し、怒いかりも憎にくしみも封ふうじこめ、なんとか日々を取りつくろって生きている自分と……可愛かわいらしさは全すべて演技で、ちょっとした亀き裂れつから獰どう猛もうな本ほん性しようを顕あらわすこの志田桐涼女という少女は──相そう似じなのだ。

　けれど微び妙みように、あるいは決定的に異なる部分があって、そこが同属嫌けん悪おでたまらなく気にくわない。最初から彼女に感じていた不気味さ、喋しやべるだけで湧わいてきた不快感は、たぶんそれが大きな理由だろう。

　自分はたぶん、ちょっとした間ま違ちがいで志田桐涼女になるのだ。

　他人を道具と呼び、友達の利用価値を説き、無む邪じや気きに他人を踏ふみにじる。

「香美ちゃんがさぁ……」

　こちらを睨にらみつけてくる涼女を、ただ哀しい気持ちで見つめて、伊依はつぶやく。

「疫病神って呼ばれるほど、周りを不幸にしたり、みんなに嫌きらわれていたならさ……そんな香美ちゃんを利用するんじゃなく、問題を解決して、香美ちゃんがふつうに暮らせるようにしてあげるのが──友達、なんじゃないの？」

「……あぁ」

　涼女は幾いく分ぶんか落ちついたのか、頰を押さえたまま立ちあがって目を細めた。

「伊依ちんのこと、だいぶ理解できた。なるほどなるほど……綺麗事のひとなのね」

　その言い方が堪たまらなく、伊依の胸を抉えぐってくる。

　立ちあがり、見つめあい、伊依と涼女は相あい容いれない相似の互たがいを観察する。

「伊依ちん、人間は人間を救えないよ」

　涼女はやはり演技のような、にこにこした笑え顔がおを浮うかべる。

「助けようって伸のばした指先は、いつでも誰かを傷つけるの。愛するひとのところに駆かけつけようとした足は、いつでも誰かを踏みつけにするの。声を嗄からして、力のかぎり叫さけんだ愛の言葉は、いつだって誰かにとっては有毒な噓なの」

　当たり前の真理みたいにそう語って、涼女はゆっくりこちらに歩みよってきた。もちろん最初からそう距きよ離りがあったわけではない、数歩で触れるほど肉にく薄はくする。そばにある、涼女の小作りな童顔。吐はきだす呼吸は、甘い香かおり。細められた目の奥にあるのは、どこまでもどこまでも冷れい徹てつな閻えん魔まのごとき暗い瞳ひとみ。

「それを自覚しない人間は噓だよ。綺麗事を言っているだけ。人間なんかみんな塵ごみ屑くずだよ。まずそれを自覚しようよ。友情だ愛だ希望だ何だ……そういう御お為ためごかしはもうお腹なかいっぱい、胸焼けしちゃいそうだよ。甘ったるくてさ」

「涼女ちゃん……あなた」

　なんだこの、どろどろの汚お泥でいのような涼女の声は、表情は、意思は──伊依には、理解できない。どうして彼女はここまで絶望している。どうして彼女はここまで、悪意で満ち溢れているのだ。

「あぁ、喋らないで？　あたし、あなたみたいなの世界でいちばん大だい嫌きらい」

　刹せつ那なだった。反応もできなかった。

　信じられない速度で伸びてきた志田桐涼女の指先は、伊依の顎あごを固定し、強ごう引いんに口を開かせた。その行こう為いの意味がわからず伊依が動転しているうちに──ちきちきち、と嫌いやな予感を喚かん起きさせる無機質な音が響ひびいた。

　その音の正体を伊依が確かく認にんするよりも早く。

「噓つきは」

　涼女はその掌に握にぎりしめたカッターナイフで、伊依の舌を一文字に切り裂さいた。

「舌を切る──」

　最初に感じたのは、熱さだ。痛みというより、焼かれたように熱かった。その熱さが痛みだと理解するよりも先に、舌から信じられない勢いで血が溢れてきた。

　溺おぼれそうな、自分の血とは思えない、鉄てつ臭くさくて気持ちの悪い液体が──。

「うぐっあぁぁぁぁああ!?　ひい!!　いぃい!?」
















　突つき飛ばされ、床ゆかを転がった伊依は、唇くちびるを手で押さえて悶もだえた。口元を封じようとしたその指先からは、ぼたぼたと真っ赤な血が零こぼれて床と制服に染しみをつくる。

　切られた？

　舌を切られた？

「伊依ちん」

　驚きよう愕がくに身を震ふるわせ、うまく考えることもできない伊依を、つまらなそうに見つめて涼女がつぶやいた。手早くカッターナイフの刃はを収納し、血まみれのそれをポケットにつっこみながら。

「香美ちんは、あたしのモノだよ」

　脅きよう迫はくのような、宣戦布告のような、愛の言葉のような、それはえらく真しん剣けんな声だった。

「あたしと香美ちんの幸福を邪じや魔まするなら、つぎは舌だけじゃすまないからね？」

　ばいばい、と手をふって、涼女はもはや興味もなさそうに伊依へ背を向けた。

　彼女の特とく徴ちよう的な金の鳥かごが、ぽん、と跳はねているのを──伊依は血だまりのなかで見ていることしかできなかった。
















　この世界を救うのだ。
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　勇者の剣けんは全すべてを切り裂く。慈じ悲ひはなく躊ちゆう躇ちよもなく抵てい抗こうも許さずに。強大な竜りゆうも。怒いかれる魔ま神じんも。堕だ落らくした同どう胞ほうすらも。彼の瞳ひとみに迷いはなく、彼の殺しに怯ひるみはなく、あらゆる魔を斬きり捨てるその刃はいつしか魔物たちにとって恐きよう怖ふの代名詞となった。

　この世界を救うのだ。

　勇者はそれしか知らなかった。

　生まれたときからあった力を、疑いもなく受けいれて、疑いもなく発揮して、戦い殺し進みつづけた。英えい雄ゆうと呼ぶものがいた。狂きよう者しやと呼ぶものもいた。勇者というその存在は、呼ぶものによって正義にも悪にもなったが、勇者自身としては最初から己おのれは正義でも悪でもなく、ただひたすらに目的を遂すい行こうする一ひと振ふりの刃やいばにすぎなかった。

　目的──。

　この世界を救うのだ。

〈ぎゃ──ああああああああああああ!!〉

　長い旅路の果て、勇者は最後の魔宮へと辿たどりついた。群がる魔物をいつものように淡たん々たんと屠ほふり、独ひとりきりの勇者は直進していった。仲間はいない。一時的に勇者のそばに寄りそうものはいたが、みな勇者についていけず、知らぬうちに離はなれるかどこかで死んだ。

　勇者はそれにも頓とん着ちやくしない。

　怒いかりも哀かなしみも無む縁えんな、機械のような虚きよ無むこそが勇者の本質だった。

　いくつもの屍しかばねと罠わなを乗りこえ、古い城じよう郭かくに似た魔宮を練り歩く。勇者の動きに惑まどいはなく、たった独りの行動により世界に闇やみをもたらした魔宮は崩ほう壊かいしようとしていた。

〈ひい!!　ひいい!?　ゆっ、勇者がぁぁぁああ!!〉

　暗い、暗い広場である。

　魔宮の奥深くに、その空間は隠かくされるように存在していた。

　古き賢けん者じやの導きと、数多くの道具や地図と、経験からそこを探しあてた勇者は、番人のように待ちかまえていた悪あしき魔物と相対した。

　戦せん闘とうが開始され、決着は容易についた。

　勇者と呼ばれるものは、やはり無感情に敵を見つめている。右手には怪かい物ぶつどもの血で汚よごれた巨きよ大だいな剣。左手にはいまだ硝しよう煙えんを漂ただよわせる大口径の銃じゆう。黒光りする全身鎧をまとい、厳然と立ちつくすその姿は見るものに恐怖しかもたらさない。

　この世界を救うのだ。

　そのためには心はいらぬ。

　優やさしいものから死んでいった。誰かを守るためにいくつもの命が消えていった。勇者は残ざん酷こくだからこそ勇者になれたし、無慈悲だからこそ最後の魔宮へ辿りつけた。魔物を虐ぎやく殺さつし、どのような苦難にも負けず、己の命すら顧かえりみずにひたすらに進んだ。

　だからこそ彼は強かった。何者も、彼を止めることはできなかった。

　勇者は目前で痛みに悶もだえ、苦しむ魔物の親玉を見つめてやはり無感動である。

　この魔物を屠り、ほかの親玉も探して屠り、彼らを統とう率そつする魔王をも屠り──。

　囚とらわれの姫ひめを救いだして──。

　この世界を救うのだ。

　ほかのどんな目的意識も感情も、勇者のなかに存在してはいなかった。

〈我らが何をした!?　貴様こそが魔物よ！　勇者が──〉

　魔物の親玉が最後の力を振ふりしぼって襲おそいかかってくる。石で形作られた美女の彫ちよう像ぞうのような、禍まが々まがしい存在である。露ろ出しゆつの多いその灰色の肌はだには無数の傷が刻まれ、頭から伸のびる髪かみの毛のごとき蛇へびも多数が切り落とされて床ゆかの上だ。

　邪じや神しんとか悲ひ哀あい大公とか呼ばれるこの魔物は不死だが、勇者には何も関係がない。不死だろうが、最強だろうが、所しよ詮せんは魔物──勇者の前では等しく狩かられるだけの弱者だ。

　この世界を救うのだ。

　邪魔するものは、全て潰つぶす。

　激しく爆はぜる人ひと魂だまの嵐あらしを勇者は擦すりぬけ、目にも留まらぬ動きで跳ちよう躍やくし魔宮の壁かべを天てん井じようを足場にして跳はねまわる。身軽なその動きに敵は攻こう撃げきの照準を合わせられない。無意味に彼らの住み処かが抉えぐられていく。

　幾いく重えにも張られた防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを貫かん通つうし、引き裂さき、逃にげる相手を追いかけて勇者は何度も斬ざん撃げきを繰くりだす。そのたびに敵の身体からだは削けずられて、嫌いやな手て応ごたえを指先に響ひびかせる。

　さすがに魔物の親玉か、一ひと筋すじ縄なわでは倒たおせないが──。

　それも時間の問題だった。勇者の前では抵抗は無意味だ。

〈げう──!?〉

　至近距きよ離りから超ちよう速そくで伸びてきた蛇の牙きばを避さけ、刹せつ那な、勇者の剣が敵の美しい顔を切り裂いた。気味の悪い色の鮮せん血けつが舞まい、蛇女は長く悲鳴をあげて床に崩くずれ落ちた。

　勇者はすでに興味はないというように彼女の傍そばを通過して、ひたすらに己の目的を遂行するために進んでいく。死ねぬというのも今は苦痛を生むだけで、敵は悲痛に喘あえぎ、顔面を押さえて忌いま々いましげに絶ぜつ叫きようした。

〈わ──私の顔を！　よくも！　よくもよくも！〉

　去りゆく勇者の背中に、不死の魔物が呪じゆ詛そを吐はきつける。

〈呪のろわれろ！　呪われるがいい！　もはや貴様には死という安あん寧ねいも許さぬ！　地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれてもなお死ねぬ、私と同じ永えい劫ごうの苦しみを味わうがいい！　身体が切り刻まれても、焼きつくされても、腐くされて崩れてしまおうとも！　貴様はもう死ねぬのだ！　くふっ、ふはははははは！　はははははははは！　呪われろ勇者よ！　呪われろ！　ははははは！〉
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　魔ま宮きゆうの奥には牢ろう獄ごくがある。そこにこの世界を救う鍵かぎとなる姫が幽ゆう閉へいされている。

　そのような情報を勇者は旅路のなかで得ていたが、実際にその目で確かく認にんするまでは半信半疑だった。姫というのが具体的にどのようなものかは知らないが、そのような都合のいい概がい念ねんが存在するとは思えなかったからだ。

　けれど世界を救うため、どのような手段でも勇者は可能性があるなら試ためすつもりだった。魔宮に攻せめ入り、屍し山ざん血けつ河がをあとに残して進んできたのも、全すべては魔王を屠るか姫を救出して世界を救うためだった。

　どれだけ探しても魔王は見つからず、囚われの姫のほうを先に発見してしまった。悲哀大公が番人のように守っていた空間の奥、たいせつにたいせつに姫はそこで保護されていた。否いな、べつに相手が己おのれは姫だと名乗ったわけではないが──勇者には本能的にわかったのだ。

　なるほど。

　この女を助けだせば、世界は救われるのだろう。

　理解できたから、勇者は最優先でそれを実行することにした。

　姫を閉じこめていた魔力の格こう子しを引きちぎり、強ごう盗とうのように牢ろうへ侵しん入にゆうして姫のそばに立った。そして低く、滅めつ多たにはださない声で威い圧あつ的に告げたのだ。

「姫よ、来い。ここから出してやる」

　姫は応こたえなかった。最初から、彼女は勇者を見ようともしなかった。

　しくしくしく。

　泣いていた。物もの哀がなしく。

　しくしくしく。

　姫は膝ひざを抱かかえ、顔を伏ふせて惨みじめに泣いていた。それは泣くという表現が生ぬるいほどの嘆なげきで、彼女の声に空間は淀よどみ、流した涙なみだで地面は湿しめっていた。

　勇者は特に興味があったわけではないが、泣いているものを引きずっていくのも面めん倒どうなので、せめて彼女が自分の意志で歩ける程度に、この痛つう哭こくを止めようとして言った。

「なにゆえ泣いている」

「わたしが罪深き女だからです」

　しくしくしく。

　顔をあげず、勇者を見もせず、膝に埋うずもれるようにして姫は泣いた。みすぼらしい服装の、どこか汚きたならしい女だ。清潔にし、着き飾かざらせれば美しいのだろうが、今はただひたすらに惨めったらしい。長く伸のばした髪かみは床ゆかに這はい、涙であちこちにこびりついてしまっていた。

　けれど勇者は姫ひめの外見にも好こう奇きを抱いだかず、やはり無機質な声で尋たずねる。

「罪とはなんだ」

「わたしの全てです、勇者さま」

　やはり嗚お咽えつをあげながら、姫はこちらが名乗りもしないのにそう言って、また泣いた。

　しくしくしく。

「わたしが生まれてきたのが罪です。わたしが生きているのが罪です。わたしがこうして死にもせずにおめおめと生き恥はじをさらし、ここに存在しているのが罪なのです」

　しくしくしく。

「わたしは泥どろのように消えるべきなのです。泡あわのように弾はじけ、闇やみのように溶とけて消えてしまうべきなのです。わたしは罪深き女です、勇者さま」

「…………」

　話にならないと思い、勇者は姫の世よ迷まいごとを無視して彼女の腕うでを摑つかみ、引きずり起こして牢をでる。美しい髪の毛が幾いく筋すじか床に貼はりついたまま千切れたが、勇者はまるで雑草でも抜ぬいただけというように感情を見せず、姫を引きずって廊ろう下かをいく。

　姫は抵てい抗こうこそしなかったが、ぶつぶつと恨うらみ言のように声を紡つむいだ。

「どうして。どうして放ほうっておいてくれないのです。いいのです、わたしなど。ここで朽くちるのがいいのです。捨てておいてください。わたしを外になどださず、ここに捨てておいてください。勇者さま、後ご生しようです。さもなければ殺して、わたしを殺してくださいませ」

「姫よ、黙だまれ」

　悪意すら混じらない、ただ淡たん々たんとしたその口調に、姫は初めて顔をあげた。

　綺き麗れいな、噓うそのように綺麗な、その美び貌ぼう。

「あぁ、勇者さま。あなたの心は氷水でつくられ、あなたの身体からだは鉄さびでつくられ、あなたの魂たましいは虚きよ無むでつくられているのですね。なんて可哀かわい想そうなひと、なんて救われないひと、あぁ、あなたは魔王さまと同じです」

　涙を溢あふれさせ、姫は嘆き哀しんだ。

「いいのです、わたしなど。死んでしまうがいいのです。けれど魔王さま、勇者さま、あなたたちは救われるべきなのに！　世界よ、哀しき魂が多すぎます！　あぁ、あぁ、なんて可哀想なひと！　なんて可哀想なひと！」

「…………」

　勇者は姫のことを黙もく殺さつして、群がってくる魔物どもをその剣けんで斬きり捨てながら進んだ。姫をここから救いだし、この世界を救うのだ。その目的の邪じや魔まをするものは全て、勇者の敵であり、潰つぶすべき障害だった。

　返り血を浴び、姫は血の混じった赤い涙を零こぼした。

「どうして殺しあうのです。どうして哀しみだけを増やすのです。怒いかりを憎にくしみを、あなたたちは消せないのです。脆もろい鉄さびのぶつかる音が、がちゃがちゃと物哀しい！　あぁ、狂くるいそうです！　いいえ、そのようなもの気にせずに……踏ふみつけにしてさらに奈な落らくへと飛び降りようというのですね！　勇者さま、あなたはなんて可哀想なひと！」

「…………」

　やはり、勇者は何も言わない。姫の戯たわ言ごとの全すべてを聞き流し、けれど心のどこかで何かを感じていながらも──それを静かに押しつぶす。

　この世界を救うのだ。

　それが己おのれの役目なのだ。

　当たり前のことで、疑問などなくて、これまで一度も迷わずに、これまで一度も失敗しなかった。最善の道を最速で進んでいるはずの己を、どうしてこの女は、こんな泣き顔で哀あわれむのだ？

　わからない。

　わからないことを──考えるのは、時間の無む駄だで、目的の邪魔だ。

　この世界を救うのだ。

　ひたすらに、そのことを考えていればいいはずなのに。

「…………」

　泣きつづける姫を背後に押しやり、勇者は剣と銃じゆうを構えて正面を睨にらみつける。まとった鎧よろいが鈍にぶい音を響ひびかせ、それはどこか不ふ愉ゆ快かいなことに鉄さびのぶつかる音に似ていた。

　目の前には巨きよ大だいな巨大な、真しん紅くの生き物がいた。

　廊下の果て、魔宮の最さい奥おう、広大な空間にただ鎮ちん座ざしている。

〈勇者よ〉

　最強の赤せき竜りゆうは、全てを焼きつくす吐と息いきで声を紡ぐ。

〈姫様を、ここから出すわけにはいかんのじゃ〉

「誇ほこり高き竜の王よ」

　勇者は、初めて敬意のようなものを瞳ひとみに浮うかべ、低く言った。

「そこを退どけ。貴方あなたは殺したくない。くだらぬ魔王のために死ぬな」

〈その姫を奪うばわれたら、儂わしが死のうが生きようが関係あるまいが〉

　楽しげに笑い、けれど神しん妙みように、竜は正面から堂々とこちらを見つめてくる。

〈貴様らしくもない。勇者よ、言葉は無ぶ粋すい──剣にこめて物申せい〉

「拙せつ者しやは、『死ね』しか語れぬぞ」

　その言葉に、今度こそ心の底からといったふうに、竜は大笑いした。

〈知っとるわい！　阿呆が！　御ご託たくはいいから殺しにこいや！〉

「竜の王よ。貴方のことは覚えていよう」

　そこで──。

　最後の魔宮での、勇者の冒ぼう険けんは終わる。

　竜に敗北したわけではない。勇者も予想していなかった、理り不ふ尽じんな事件があった。

「勇者さま」

　ここまでの道程で、屠ほふった魔物のどれかから奪ったのか──か細い、武器など似合わぬ細指に剣を握にぎりしめた姫ひめが、勇者の心臓を正確に背後から貫つらぬいていた。

　勇者は目を見開き、姫を振ふりかえる。

　彼女は哀かなしげに、ほんとうに哀しげに、涙なみだを零こぼしてつぶやいた。

「すみません。勇者さま。わたしを殺してくれないなら──」

　ぐらりと崩くずれ落ちた勇者を、姫が絶望の表情で眺ながめている。

「せめて、わたしは永遠に魔王さまの虜とりこでいたいのです」

　そうして──道なかばで、勇者の伝説は終わる。

　魔王に巡めぐりあうこともないまま。

　救うべき姫に背後から刺さされて。

　…………。
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　舌の回復にはずいぶんと時間がかかった。

　保健医の言い分では、ふつうの怪け我がではないとか。たいていの傷や病気なら怪モ造ン生ス物ターを用いた治ち療りようですぐに完治するのだが、志し田だ桐ぎり涼女すずめに一文字に切り裂さかれた舌はいつまでも癒いえず、じくじくと痛んだ。

　伊い依よりは虫歯にでもなったみたいに頰ほおを手でさすり、ちっぽけな椅い子すに腰こしかけて保健医の話を聞いている。

「……いいですか、空すか井いいさん。怪モ造ン生ス物ターの治療は………たしかに即そつ効こう性があり、ほぼ万ばん能のうですが………それは長所にも短所にもなりうるのです……」

　誰かの死を肉親に告げる医者みたいな暗い語りだが、この保健医はこれでふつうである。ハッピー＝クウネル。他者を治療する怪モ造ン生ス物ターの専門家。いぶし銀の髪かみに虹にじ色いろの瞳の、国こく籍せき不明とはいえ珍めずらしい外国人の怪モン造ステ学イス者トだ。どうしてか、怪かい造ぞう学は日本国内で鎖さ国こく時代の学問のように封ふうじられているのである。

　なぜだろうとは思うが、今はそんなことを気にしている場合ではなく、伊依は保健医の声に黙だまって耳を傾かたむけた。

「……すぐに治ってしまうのも、なんでも治ってしまうのも……医学的にはあまりよくありません………どこがどのように悪かったかもわからないままぜんぶ治ってしまうのも根本的な問題の解決にはなりませんし、痛みへの耐たい性せいや免めん疫えきが構築されませんから、あまり好ましくはありません……」

　お説教のような論調なのに、自分が叱しかられているのだというくらいに陰いん鬱うつな口調だ。この保健医は職しよく業ぎよ柄うがらか、わりとお節せつ介かいなことまで注意してくるのだが、喋しやべり方が深刻なので聞いているほうは無意味に不安になってしまう。

「人間の身体からだは繊せん細さいです……怪モ造ン生ス物ターの治療では、ほんとうに治ったのか、ちがうところに影えい響きようはなかったか、どこかにほかの病気や怪我をつくってはいないか……わからないのです……。だから空井さん……」

　保健医は、静かに溜ため息いきをついて長なが台詞ぜりふに終しゆう止し符ふをうった。

「ふつうの病院でも……ちゃんと検査してもらいなさいね……。ここには専門の機材がないですし……所しよ詮せんは医学ではなく怪造学です………専門にお任せするのが最善なのです………ゴホッ、ゲホゴホッ」

　激しく咳せきこむ保健医の背中を、伊依は心配になって撫なでる。

「だいじょうぶですか、先生？」

「いや……すみません………」

　どちらが治療者でどちらが患かん者じやなのかわからない。いつものことなので、伊依は慣れているけれど。

　保健医は呼吸を落ちつけてから、嚙かんで含ふくめるように言ってきた。

「とにかく……しばらくは傷口も心配ですし、あまり喋らないこと。うまく発音できないと危ないので呪じゆ文もんも禁止です……」

「えー……」

　伊依は聞き分けが悪くはないが、さすがに呪文を封じられるのは困る。それは怪造ができなくなることと同義なのだ。

　さすがに情けない表情の伊依に気づいたか、保健医はちょっとだけ考えこんでから言った。

「まぁ………短い音節の呪文なら……かといって連続怪造は舌に負担がかかるのでいけません………そうですね、下級が五匹ひきか、あるいは中級が二匹というのが一日の限界だと思ってください……二週間くらいは、それで我が慢まんしてくださいね……」

「二週間……」

　志田桐涼女が開かい催さいを予告した魔ま王おう杯はいはもう目前に迫せまっている。それがどのような内容かは知らないが、怪造を制限されるのはあまり嬉うれしくない。

　だいじょうぶだと思うんだけどな、と伊依は舌を口のなかで動かしてみる。まだ痛むが、傷口などはほとんど消えて目立たないし。

「ゴホッ……ゴホゴホッ……」

「……先生こそ、あまり無理して喋らないほうがいいですよ」

　病弱な保健医の背中を心配してさすってあげていたら、ガラガラ保健室の扉が開く。何気なく伊依がそちらに視線を向けると、小こ柄がらな少女が立っているのが見えた。

「ん？」

　短めの後ろ髪がみ。長めの前まえ髪がみ。透すきとおるくらい白い肌はだ。体操着の上から柔やわらかそうなコートを羽織るという意味不明な格好をしている。露ろ出しゆつした下半身はなぜかブルマにニーソックスだ。

　伊依はすこしだけ考えて、やがて思いだして笑った。そういえば伊依はこのごろ保健室に通っていたのに、彼女のことは見なかった。教室に行けるようになったという話はほんとうだったらしい。

「魔ま夜やちゃん」

「ども……」

　聞きとれないくらいの小声で茫ぼう洋ようと応こたえ、少女──山やま田だ魔ま夜やはふらふらした独特の歩調で歩み寄ってくる。保健室のなかは暖だん房ぼうがきいていたが、まだすこし冷たい春の空気が廊ろう下かから忍しのびこんできて、伊依はひやっと震ふるえた。

　山田魔夜。三学年の、伊依よりひとつ年上の少女である。精神的な病を患わずらっていて永く保健室の住人となっていたが、学年がすすんでクラス替がえがあったのがいい契けい機きになったのか、ちかごろはわりとふつうに教室に通えているらしい。

「……また保健医のやつが死にかけてるし」

　楽しそうでもなく、無表情にそれだけつぶやくと魔夜は慣れた動きで保健室を横断、隅すみのほうにぽつんと置かれたロッカーを開く。

　そこで思いだしたように、遅おそまきながら彼女はこちらを見てきた。

「……空井さん、どしたの？　元気？」

　元気、とは不思議な聞き方だが、たぶん体調を尋たずねられたのだろう。健康な人間は保健室にはこない。ほかの学校は知らないが、ここは溜たまり場にするには空気が重苦しすぎるし。

　そんなことを考えつつ、伊依はちょこんと舌をだした。

「いや、怪け我がしちゃって。大したことはないんだけどね」

　涼女の行いはちょっとした傷害事件だが、伊依は誰にもそのことを話さなかった。保健医にもである。そうやって安易に教師などに密告して、涼女を裁いても意味がないと思ったのだ。

　志田桐涼女。香か美みの旧ふるい知人。噓うその天使の羽をもつ、テロリストみたいな少女。彼女をほんとうの意味で乗りこえるためには、きちんと向かいあって、話しあって、意見をぶつけあうしかない。まだ伊依は涼女と香美の関係すら知らないのだ。ここで強ごう引いんにぜんぶ終わりにはしたくない。

「ふぅん……」

　興味もなさそうに魔夜は相あい槌づちをうち、ロッカーから見覚えのある熊くまのような猫ねこのような着ぐるみを取りだした。もこもこして可愛かわいらしい、けれど少しだけ古びたかんじの。

　彼女はそれを床ゆかに置くと、代わりにコートを適当に脱ぬいでロッカーに収納していた。でてきたのは半はん袖そでの体操服で、えらく寒そうである。

「…………」

　伊依はもう保健室に用はないのだが、そんな魔夜の姿に釘くぎ付づけになってしまう。ブルマとニーソックスの組みあわせはずるいと思う。どこがずるいのか説明するのは難しいし、たぶん魔夜に他意はないのだと思うが。

　魔夜は敏びん感かんに伊依の視線を察し、こちらを見もせずにつぶやいた。

「なに？　じろじろ見ないで」

「いや……すごい格好だなぁって。なんだか、えっちだなぁ」

「えっち？　まじで？」

　魔夜はとたんに動どう揺ようし、色素の薄うすい頰ほおを桃もも色いろに染めて取り乱した。べしゃりと床にしゃがみこみ、着ぐるみを抱だきしめて全身を隠かくす。

「あぁ……あぁ……私だってふつうに制服を着るべきかなって思ったんだけど、クラスメイトの絵え名な美みさんがこっちのが可愛いって。可愛くて、絶対領域だって」

「絶対領域ってなに？」

　知らない言葉だ。涼女が口くち癖ぐせみたいに繰くりかえしていたチョベリグとかチョベリバもわからなかったし、こんど辞書で調べてみよう。なんだろう、すごく辞書には載のってない類たぐいの言葉のような気がするが。

　思考を切り替かえて、伊依は微笑ほほえむ。

「それよりも魔夜ちゃん、きちんと教室に行ってるっていうのはほんとうだったんだね」

「まぁ……」

　煮にえきらないというか、恥はずかしそうに魔夜はぼやいて、いそいそと着ぐるみをまとう。この着ぐるみは足あし下もとが開いているので、すっぽりかぶるだけでいい。もこもこの着ぐるみの手で熊の生首を持ちあげて、魔夜ははにかんだ。

「最後の一年だから、私も逃にげてばかりいないで立ち向かうことにしたの。まだ教室にいると疲つかれるから、放課後はここで着ぐるみしてるけど」

　私『も』？　と少し魔夜の言葉に不思議をおぼえたが、彼女は気にせずにほんのちょっとだけ笑った。

「クラスメイトも、仲良くしてくれるし。毎日、なんか猫の耳をつけられたりメイドさんの格好をさせられたり、語ご尾びを『プニ♪』にさせられたりしてるけど」

「…………」

　仲良くしてくれてるっていうか、いじられキャラにされている。

　まぁ悪意はない類のそれらしいから、伊依は深く考えないことにした。魔夜が毎日なんでもなく楽しいなら……それでいい。

　伊依はちょっとだけ幸せになって、長居は無用かと立ちあがる。疲れている魔夜のそばにいて彼女を消しよう耗もうさせてはいけないし、これから約束がひとつあるのだ。

「それじゃ、先生。お世話かけてすみませんでした」

「なに……これが仕事ですし………」

　保健医はかるく手をふって、その虹にじ色いろの瞳ひとみでこちらを見つめてきた。

「空井さん………くれぐれも、気をつけて………」

「え……。空井さん、また変なことに巻きこまれてるの」

　魔夜が首を傾かしげ、ロッカーに収納されていたらしい長なが柄えの槍やりを取りだしてくる。

「なんか手伝おっか？」

「いや、たぶん槍の出番はないから」

　やんわり遠えん慮りよして、伊依は幸せな気持ちで保健室をあとにした。

　誰かに心配されるというのは、悪いものではない。
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　侍さむらい少女が料理をつくっている。

　伊依も一人暮らしが長かったから料理は得意なほうなのだが、武士の戦いに手をだすなというかんじに睨にらまれ、お客様を煩わずらわせるわけにはいかないと断固として手出し無用と言いわたされてしまった。

　なので、足をぷらぷらさせたり、髪かみをぐいぐい引っぱったり、手持ちぶさたで食しよく卓たくの席に腰こしかけている。

　状じよう況きようはやや入り組んでいるのだが、順を追って説明すると──。

　まず伊依が舌を怪け我がしたことを知ると、伊依が暮らす空うつ蟬せみ寮りようの管理人──闇やみ宮みや血ち影かげの弟、闇やみ宮みや影かげ文ふみがすごく深刻な表情で話しかけてきたのだ。

　舌を怪我しているときに、姉の料理を食べるとよくない。

　あれは刺し激げき物ぶつだから。ていうか毒だから。

　耳ざとくそれを聞きつけた血影がフライパンで影文をぶっているうちに、伊依はなるほどと思った。血影の料理はたまにびっくりするほど美お味いしいが、たいていびっくりするほどいろいろな意味で危ないので、たしかに大だい丈じよ夫うぶじゃない舌で挑いどむには酷こくな相手だった。

　おまけに、侍少女──戦たたか橋はし舞まい弓ゆみの養い親、陸りく戦せん坂ざかの夫婦に頼たのまれ事をひとつされていたのだ。

　舞弓の義母、陸りく戦せん坂ざか盾たて乃のは伊依と舞弓が解決した《愛シヤリ天テコ使ラール》事件で重傷を負っている。ようやくその怪我が完治したとかで、夫である陸りく戦せん坂ざか千せん槍そうとお祝いの旅行にいくのだとか。舞弓は学校があるのでつれていけないが、義理とはいえたいせつな娘むすめをひとり残していくのは心配だし、ていうか舞弓が何をしでかすかわからなくて夜も眠ねむれなくなりそうだし──ということで、保護者か監かん視し役かわからないことを伊依は頼まれてしまったのだ。

　しばらく舞弓といっしょに寝ね泊とまりして、お目付役になってあげて、と。

　舞弓は独りでもだいじょうぶだと頑がんとして言いはったのだが、伊依も彼女を独りにする危険はよくわかっていたし、渡わたりに船と陸戦坂夫婦の頼みを引きうけた。

　あの入学式以来、香美は伊依を避さけているようだし、相変わらず居いそう候ろうしている涼女が彼女にべったりで、見ていられなかったのもある。

　居い心ごこ地ちのいいところへ、ただ逃げこんできたようで鬱うつになる。けれど今は、とにかく落ちついて考えをまとめたかった。香美のこと。涼女のこと。自分のこと。

　涼女の言葉を思いだす。

　あなたみたいなの、世界でいちばん大だい嫌きらい。

　噓うそつきは、舌を切る──。

「………噓つき、か」

　伊依はぽつりとつぶやいて、木製の食卓にごろんと顔を伏ふせた。

「何か言ったか、伊依？」

〈何か言ったぁ、伊依？〉

　和服の上にエプロンという謎なぞな格好の舞弓と、彼女の頭の上に乗った小こ柄がらな怪モ造ン生ス物ターが同時に振ふりかえった。白い髪に蜘く蛛もの巣柄がらのバンダナ、あちこちに銀細工を煌きらめかせた少女が舞弓で、側頭部から翼つばさを生やしたぬいぐるみのようなのは、伊依が梅うめ子こと名づけた怪モ造ン生ス物ターだ。

　梅子は中級一位の《愛シヤリ天テコ使ラール》と呼ばれる怪モ造ン生ス物ターで、ほんとうは倉くら波なみ無な楽らくという怪モン造ステ学イス者トが世界の破は滅めつのため怪造した怪モ造ン生ス物ターなのだが、今は諸事情あって伊依が預かっている。彼女は伊依と舞弓のふたりで助けたようなものなので、人見知りをするわりにふたりにはよく懐なついている。伊依が香美と喧けん嘩かをしたころから、今日まで舞弓に預かってもらっていたのだが……今回は、それが良い結果に繫つながった。

　涼女が襲おそいかかってきたとき、もしその場に梅子がいたら、梅子は怒おこって涼女に飛びかかっただろうし──涼女は容よう赦しやなくそんな梅子を攻こう撃げきしただろう。

　伊依にとって、怪モ造ン生ス物ターは友達だ。友達が傷つく姿は見たくない。

「伊依、元気がないな」

　舞弓は男の子みたいな低い声でそう言って、手早く野菜などを切っている。さすが包丁の扱あつかいは手慣れたもので、目にも留まらない。

　苦く笑しようを浮うかべ、冗じよう談だんめかして彼女は溜ため息いきをついた。

「そんなに私の料理が不安か？」

「え、や、舞さんが料理じょうずなのは知ってるから」

　外見や印象からは意外なのだが、舞弓はけっこう家庭的な少女なのだ。それは古くさいくらいに家庭的で、芸げい妓ぎの義は母はから教わってお花や茶さ道どうの心得まであったりする。まぁ彼女自身はそんな女め々めしいことより刀を振りまわしているほうが楽しいらしいが。

　伊依もいちおう名家というか伝統ある血筋の、寂じやく憐れ院んいんと呼ばれる一族の娘なのだが──あそこでは常に放し飼いか座ざ敷しき牢ろうで幽ゆう閉へいされているかの犬みたいな扱いだったし、その後も武骨な父の男手ひとつで育てられたわけで、よくもまぁ歪ゆがまず真っ当にここまで育ったものだと自分で感心する。

　否──もしかしたら、知らないところで。

　伊依も、歪んでいるのかもしれないけど。

「…………」

　そんなことを考えていると嫌いやになったので、伊依は無理して笑った。

　その噓の笑え顔がおが、どこか涼女のそれに似ているかんじがして、気分が暗くなった。

　噓つきは、舌を切る──。

　涼女の言葉が頭に反はん響きようして、ちっとも消えてくれない。

「伊依、何を落ちこんでいるか知らないが……」

　舞弓が、そっと優やさしく微笑ほほえんでくれた。

「独りで鬱ふさぎこんでいても仕方がない。見ていられないよ。悩なやみがあるなら相談したまえ。私では、心こころ許もとないかもしれないが……友達、だろう？」

〈わたしも！　わたしも相談にのる！　わたしのほうが舞弓より友達だもの！〉

　せっかく舞弓が珍めずらしいことを言ってくれたのに、梅子がそんな彼女の頭の上で跳とびはねて邪じや魔まをする。彼女は舞弓の髪かみの毛を引っぱり、懸けん命めいに頭の翼を羽ばたかせていた。

　舞弓も短気なので、失礼なこのちっちゃい女の子にすぐ眉まゆをひそめる。

「……梅子、君ね」

〈なぁに？　なぁに？　やる気？　負けないよ？　舞弓なんか、こてんぱんにしちゃうんだから！　わたし、強くなったんだから！　それに……いっしょに暮らして舞弓の弱点もたくさん見つけたんだから──まず部屋の机の二番目の引きだしに〉

　何か重大な秘密を漏もらしかけた梅子に、舞弓が包丁をどかりと俎まな板いたに刺さして脅おどす。

「梅子……今夜の晩飯になりたいのか？」

〈わっ、舞弓が怖こわいよ。舞弓が苛いじめるよ。伊依ぃ、舞弓が苛めるのぉっ……舞弓のくせにぃ、机の引きだしにお義に兄いちゃんの写真をいれて毎晩うっとり眺ながめてるくせにぃっ〉

「梅子ぉぉぉぉおおおおお!!］

　どたんばたん暴れる吞のん気きなふたりに──伊依は悩んでいるのも阿呆らしくなって腹を抱かかえて笑った。ふたりの友達の優しさが、心に満ちてきて堪たまらなくなる。

　嬉うれしかった。楽しかった。すごく、幸せだった。

　泣いてしまいそうなほどに。
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　陸戦坂の屋や敷しきは町の郊こう外がいにあるから、周囲には街灯も家の明かりもなく、日が落ちるとあたりは漆しつ黒こくの闇やみに包まれてしまう。そのせいか星が綺き麗れいに見えて、伊依はお風ふ呂ろで火ほ照てった身体からだを冷ましつつ広いお庭でひたすら空を眺めた。

　もちろん下は露ろ出しゆつした地面なので、つっかけを履はいている。

　夜の空気がひんやりと心ここ地ちよかった。

「ふわぁ……」

　日ひ頃ごろ、忙いそがしく毎日をすごしていると空など見ないから、星がけっこう珍しい。伊依は寮りようから持ってきた寝ね間ま着きに舞弓から借りたはんてんを羽織り、今は結ゆわえていない髪をそよそよ風になびかせながら吐と息いきを漏らした。

『なぁに阿呆みたいに大口あけてやがるんだ？』

　唐とう突とつに、雰ふん囲い気きを台無しにする陰いん険けんな声が脳のう裏りに響ひびく。

　そうだ……ちかごろ静かなのでなかば忘れかけていたが、伊依の胸むな元もとに今もぶら下がっている髑どく髏ろの首くび飾かざりには意地悪な悪あく霊りようが取り憑ついているのだった。

　空井滅めつ作さく。伊依の実の父親で、怪造学の歴史に名を残した稀き代たいの怪レイ造・モ学ンス教テイ授ア。虚界アンダカの支配者たる魔ま王おうの怪造に失敗して死亡したはずなのに、この悪あく趣しゆ味みな首飾りにしか見えない怪モン造ス生タ物ーに魂たましいのみを残留させて、しぶとく生きている厄やつ介かい者ものである。

　ただまぁ、ちかごろはわりにおとなしいし、伊依も彼の存在を受けいれつつあった。最初は、もう嫌で嫌でたまらなくて、毎日のように破は壊かいしようと目論んでいたのに。トンカチとか万力とか机の角とか、毒どく蜂ばちの針なんかも試ためしたな……。

　思いだすと面おも白しろくなって、くすくす伊依は笑った。

『なにを笑ってやがる？　よくわからんやつだな』

　伊依以外では怪モ造ン生ス物ターにしか聞こえない声で、滅作がぼやいた。

『まぁとにかく……俺ぁな、伊依。ちかごろはてめぇのやることに口出ししねぇ方針だったんだが──今回ばかりは黙だまってられねぇから言いたいこと言うぜ』

「…………」

　そんな方針は初耳だ。というか噓うそだろう。授業中とか毎日の生活のなかでぶちぶちぶちぶち文句を垂れてたくせに。

　伊依はそんなことを考えつつ、意外と父の声が深刻だったので眉をひそめる。

「なぁに、父さん？」

『あの志田桐涼女ってのには近づくな』

　舌を切られてからずっと気にしていた名前を聞いて、伊依の心臓は高鳴る。志田桐涼女。二面性なんて言葉ではすまされないくらい混こん沌とんとした、天使のような堕だ天使のような正体不明の彼女。

　伊依は、涼女のあの背筋が凍こおるような虚きよ無む的な笑えみを思いだし、きつく目を細めてから舌をだした。

「危ないから、近づくな……ってこと？　でも、あたし」

『いや、たしかにいきなり切りつけてくるなんて頭おかしいと思うが、そういうんじゃなくてな──いや、危ねぇっつうのは間ま違ちがっちゃいねぇんだが……」

　なんだか煮にえきらない滅作の言葉に、伊依は首を傾かしげる。なんだろう。何が言いたいのだろう。普ふ段だんは歯に衣きぬ着せず物を言う癖くせに、肝かん心じんなときだけこれだ。

　不満に唇くちびるを尖とがらせると、滅作はまたよくわからないことを言う。

『とにかくな、〝志田桐〟っつうのはヤベぇんだよ』

「？　どういうこと？」

　訳がわからない。滅作もなんだか説明しにくそうで、それは何かを隠かくしているようであり──怪あやしかったが、この頑がん固こ親おや父じは言いたくないことは絶対に言わないので、伊依も無理してまで追求しない。

　しばしまた空に視線を向けていると、思いだしたように滅作がつぶやいた。

『怪造学会には、異い端たんと呼ばれるみっつの研究があってな……怪造学三大禁きん忌きとか適当な名前で呼ばれてんだが──それぞれ無む城じろ、虚こ島じま、志田桐っていう怪モン造ステ学イス者トがその研究の中心になってんだよ』

「無城に虚島」

　えらく耳に馴な染じむというか、聞き覚えのある名前だった。伊依はそれぞれ、その名前を冠かんした学校の先せん輩ぱいと出会い、相対することで己おのれの思想を研とぎすませた。

「それに、志田桐……」

『そう』

　伊依の呻うめきのような声に応こたえて、父は忌いま々いましげに語る。

『物ぶつ造ぞうの研究が無城、ヴェクサシオンの研究が虚島、そして志田桐は……』

「志田桐は？」

　聞き逃のがせない単語の群れだ。物造に、ヴェクサシオン。伊依は詳くわしく聞きたかったが、そこで滅作は不意に何かを警けい戒かいするみたいに台詞せりふを締しめた。

『いや、おまえは知らなくていいこった』

「なにそれ。気になるじゃない、教えてよ」

　髑髏を両の拳こぶしでグリグリしてみたが、滅作は頑がんとして語らなかった。

『うるせぇ、ボォケ、俺が知らなくていいっつったら知らなくていいんだよ。とにかく、志田桐っつうのは危ない一族で、ついでに俺のことを恨うらんでる可能性があるからてめぇはさらに危ねぇんだよ』

「恨まれてる？　な、なにやったの父さん？」

　今さらこの悪あく辣らつ非道な父が誰に恨まれていても不思議には思わないが、父のせいでいらない迷めい惑わくを被こうむるのは嫌いやだった。もしかしたら自分が涼女に舌を切られたのもそのあたりが原因なのか？　と疑う。

『まぁ……いろいろあんだよ、怪造学会の過去にはくだらねぇ禍か根こんがよ。なるべく俺がそういうのは片付けてやろうと思ったんだが、しぶとくあちこちで昔の古傷が開きやがってよ』

　そこで滅作は、独り言のようにぼやいた。

『しかし……志田桐ねぇ？　あいつに娘むすめなんかいたっけかな？……まぁとにかく、伊依、本気で今回は危ねぇからな、絶対に志田桐涼女には近づくなよ』

「そんなこと言われても──舌まで切られて今さら見ないふりもできないし、理由も教えてくれないんじゃ納なつ得とくできないよ……」

　伊依は正論を言ったつもりなのだが、滅作はあきらかに嫌そうに唸うなった。

『ちぇ、理由、理由な。そういう頑固なとこは秘ひ依よりに似てるよおまえ』

　秘依は伊依の母の名前だ。寂憐院という一族に使いつぶされて病気で死んだ。伊依が物心ついたころから秘依はすでに自我が希き薄はくだったので、たぶん滅作の思い出にいる〝妻〟の秘依とは印象も何もかもちがうのだろうけど。

「…………」

　母のことを思いだすと、胸がきりきりと痛む。

　秘依は、伊依のいちばん最初の、〝守りたいのに守れなかったひと〟だ。

　母のようなひとを、ひとりでも多く救いたい。救えるひとに、伊依はなりたい。

　だから噓うそつきと呼ばれても、舌を切られても、ぜんぶ否定されても、香美が遠ざかっても、父に警告されても──伊依は、やっぱり自分の夢をあきらめない。

　そんな決意と勇気が湧わいてきて、伊依はその気持ちを逃にがさないように抱だきしめた。

　けれど──。

『無城の物造、虚島のヴェクサシオン、そして志田桐は……』

　直後、伊依のその気持ちすら乱す、ひとつの名前が示される。

『魔王の研究だ。この意味がわかるな？』

　伊依は目を見開いた。魔王の研究？　それは──。

『志田桐は、あらゆる意味で、天敵ってことだ……俺たちのな』

　それは父の夢見た研究で、同時に父を殺した怪造学最悪の禁忌だった。
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　夜中の空蟬寮は、朽くちた外観も相あい俟まってどことなく不気味で、寮りよう生せいたちの声や物音が変なふうに響ひびくから、お化けが苦手なひとにとっては怖こわすぎる場所だろう。

　けれど志田桐涼女は、あらゆる意味でお化けが怖くない。

　幽ゆう霊れいなんて非科学的だし。

　自分もお化けのようなものだから。

「ふんふんふふん～♪」

　空蟬寮の片かた隅すみ。ほかと比べて豪ごう奢しやな香美の個室。寝ね間ま着きの涼女は姿見の前で床ゆかにべったりと座り、息を吐はきながら身体からだを曲げたり伸のばしたりしていた。そのストレッチのついでに髪かみを乾かわかす。タオルで頭を包んでぽこぽこ叩たたき、それを延々と繰くりかえすのだ。ドライヤーは目が痛くなるので、涼女はあまり好きではない。

　足を投げだし、ゆるやかに身体を折り曲げる。外れない腕うで輪わに連結された鳥かごが、ぐるんと動いて涼女のそばを転がった。

「……何をしていますの？」

　不意に、背後から声がかかる。いつでも怒おこっているような、燃えるみたいな声だ。

　香美──ではない。彼女はまだお風ふ呂ろにはいっている。この声には覚えがある──涼女は身体を後ろに投げだして、床に寝ねころんだまま声の主を見つけて笑った。

「アルテちん」

　タオルがほどけて、涼女の光こう沢たくのある髪が流れた。けれど気にせず、涼女は子供みたいに嬉うれしげに笑い、そばにあった目の粗あらいブラシを握にぎってぶんぶん振ふる。

「アルテちん。アルテちん。アルテちんだぁ」

「……アルテちんとか妙みような呼び方しないでくださるかしら？」

　部屋の出入口、木製扉とびらの正面に、苛か烈れつな雰ふん囲い気きの少女が立っている。

　男装をしているわけではないのに、獅し子しのごとき雄お々おしい立ち姿で、周囲に威い圧あつと高貴さを遺い憾かんなく放っている。長身の、螺ら旋せんを描えがいた金きん髪ぱつの少女に見える。いつも変わらぬ純白の制服姿で、頭につけた真しん紅くの花はな飾かざりまで寸すん分ぶん違たがわずいつもどおりだ。

「よいしょ」

　涼女はごろんと丸まってから猫ねこみたいに顔をあげ、陽気に立ちあがって手をあげる。やはり可愛かわいらしいキャラクターが印刷されたパジャマに、金色の鳥かごが似合っていない。

　けれど本人は己おのれの外見になど頓とん着ちやくせず、不意に現れたこの派手な少女にも怯ひるまずにこにこ笑う。

「でもヴェクサシオンちんって呼びにくいでしょ？　オンちんのあたりの語ご呂ろがチョベリバだよ。アルテちんっていうのが気にいらないなら……そうだなぁ、アルちょん、アルりん、アルテん、アルテっち、それともアルぴーとか？」

「…………」

　アルテはなぜだか頭痛を堪こらえるように額に指をやって、それから平静を取り戻もどすと不ふ遜そんに腕うでを組んだ。そして苦々しそうに涼女を睨にらみつけてくる。

「なんでもいいですが……わたくしも、善意であなたを生かしてやっているのではないですわ。わたくしの機き嫌げんを損そこねたり、わたくしがあなたを役立たずだと判断したら、即そく座ざにもとの骸むくろへと戻ってもらいますからね……涼女？」

「うんうん」

　脅きよう迫はくめいた彼女──戯ざれ小のこ路うじアルテの言葉に、涼女はかるく応こたえてまた床にべったり座る。腰こしをぐるんと回して、足を広げてストレッチ。身体が硬かたいのか、腰のあたりからグキッと異音がして、涼女は堪たまらず床を叩いて悶もだえた。

「あ痛いたたたたた！　痛いよぅ、もうっチョベリバだよ！」

「…………」

　死ぬほど不安そうな表情になったアルテを、涼女は鏡をとおして見つめ、微笑ほほえむ。

「だいじょうぶだよん、アルテちん♪」

　胸の前で指を絡からめ、夢見るような表情になって涼女は語る。

「あたしね、昔っから何やっても巧うまくいかないやつだったんだぁ。お勉強でも、運動でも、恋れん愛あいでもなんでもそう。どんだけ努力しても、一生懸けん命めいに挑いどんでも、あたし何ひとつとして手にいれられなかったんだよ」

　笑って語る内容でもないだろうに、涼女はにこにこと喋しやべる。

「あたしは気づいたね。あぁ、あたしには、人間としての才能がないんだってさ。あらゆる能力が不足していて、才能もないから努力も意味なし。さすがに落ちこんだねぇ、自分が人間として最低レベルだって気づいてさ、確信してさ、何もかも嫌いやになっちゃった」

　やはり、にこにこと笑っている。

「だけどさ、こう考えたんだ。あたしが人間のなかでは最底辺の能力しかもっていないなら……周りの人間は全すべて、あたしより有能な人間ってことでしょ？」

　そこで──涼女は、ひどく寒々しい、何の感情もない無表情になった。

「だったら、そいつら利用しちゃえばいいじゃん？」

　それが、志田桐涼女のスタンス。生き様であり、思想だった。

「可愛さ振りまいてさ、言こと葉ば巧たくみに操あやつってさ、自分の目的を……あたしよりも有能な他ひ人と様さまにまとめてやってもらうのさ。ぜんぶの困難を、災さい厄やくを、独りで乗りこえられるのは強いひとだけ。人間の才能があるひとだけ。あたしにはそういうの……ないからさぁ」

「反へ吐どがでますわね」

　アルテは苛いら々いらしたようにそっぽを向き、さも不ふ愉ゆ快かいそうに歯は軋ぎしりした。

「わたくし、そういう他人に依い存ぞんした生き物がこの世でいちばん嫌きらいですわ。独りの力で生きられないなら、死んで肥料にでもなればいい。なるほど志田桐涼女……寄生虫なのね、あなたは？　あの伊依でさえ依存する他人と肩かたを並べて戦っているのに、あなたはそれすらせずに、甘い汁しるだけ吸ってふらふらと生きる弱い生き物なんですわね？」

「はは……たしかに好かれる生き方じゃないと思うけどさぁ」

　涼女は自じ嘲ちよう的に笑って、手をふらふらと振った。

「そういうふうにしか生きられないひともいるんだよ。独りぼっちで強くなれるっていうのは……才能だよ、アルテちん。なるほど弱い生き物だけどさ、みんなそうだよ？　みんな他人に依存して生きてるんだよ？　あたしは、それがちょっと自覚的なだけ」

「ふん」

　鼻で笑って、アルテは背にした扉にもたれかかった。

「そういう不愉快な生き物は、わたくしがいずれ皆みな殺ごろしにしてみせますわ。見ていて、苛々しますもの。弱いものどうしが身を寄せあって、傷を舐なめあって、あぁ気色悪い」

「んー……」

　身を震ふるわせるアルテに、涼女は困ったように笑う。湯上がりの身体からだがちょっと冷えてきたので、ベッドにかけておいた上着を羽織りつつ。

「独りぼっちで強くなる……ねぇ。望まなきゃいいのに、そんな達成するの面めん倒どうそうな夢はさ。毎日のんべんだらりと適当に、ちまちま幸せだったらいいじゃん？　強くなる強くなるって、そんな目的には果てがないし、上には上がいるんだよアルテちん？」

「それ、わたくしの嫌いな言葉ベスト３のトップですわ」

　唇くちびるを歪ゆがめ、アルテは聞かれてもいないのにそのベスト３とやらを発表する。

「『上には上がいる』。『愛は地球を救う』」

　数秒だけ黙だまって、それから彼女は吐はき捨てるように言った。

「『あたしは裏切らない』……それが嫌いな言葉ベスト３」

「屈くつ折せつしてるねぇ、アルテちんは」

　感心したようにつぶやいて、涼女はふわぁと欠伸あくびをした。

「眠ねむい……えぇと、話はそんだけ？　あたし、明日のこともあるし早く寝ねたいんだけど」

「明日──あぁ、魔王杯ですわね」

　アルテはそこで目を細め、その瞳ひとみに人外の鬼き魄はくをこめて告げてくる。

「巧くやりなさい、涼女？　ほんとうは……こうして他人に何かを頼たのむのは不本意なのだけど、今回ばかりはね──」

「うん、うん」

　もはや眠いのか、ある意味では大した度ど胸きようなことに涼女は適当に応こたえ、ベッドに潜もぐりこんで転がってしまう。邪じや魔まっけな鳥かごを、ぬいぐるみみたいに抱だきしめて。

　そんな和なごやかな彼女にまた不安をおぼえたか、アルテが片かた眉まゆを吊つりあげて問う。

「ほんとうに、だいじょうぶですの？　相手はあの忌いま々いましいくらいに難なん攻こう不ふ落らくな空井伊依ですし、あなたのやろうとしていることは人類への裏切りですわ。途と中ちゆうで無理だって放ほうりだされたり、怖こわくなって逃にげられたら困るのはわたくしですのよ？」

「あぁ、うん。ふわぁ」

　うるさいなぁ、と身体を起こし、涼女は目元を擦こすりつつぼやいた。

「伊依ちんなら、あたしの敵じゃないよ。アルテちんの思想からいうと、そりゃ厄やつ介かいだろうけど……じゃんけんでいうと、伊依ちんがグーで、アルテちんがチョキで、あたしはパーなの。あたし、アルテちんが本気であたしを潰つぶそうって襲おそいかかってきたら絶対に負けて死ぬけど、伊依ちんが相手だったらぜんぜん余よ裕ゆうで勝てるし」

　ぴらぴら涼女は手をふって、虫でも追い払はらうようにして最悪の禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーへと言う。

「それに、人類への裏切り？　それってさ、なんか困ること？　たとえ人類がみんな死んでも、世界がぼろぼろに崩くずれても、あたし、あたしが幸せならそれでいいよ？」

「……そういうところだけは、同意ですわ。けれど、根本的なところで──ちがう、まったく異なる思想の持ち主……なるほど、わたくしと、伊依と、あなたは」

　どうやら天敵みたいですわね──と捨て台詞ぜりふのように告げてアルテは消えた。
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　朝あさ寝ね坊ぼうした。

　慣れない枕まくらや布ふ団とんや、父の語った言葉について考えを巡めぐらせていたことや、そういった諸もろ々もろの理由が合わさって寝つきが悪かったのだ。舞弓に無理やりに叩たたき起こされて、大急ぎで身み支じ度たくを整えてから、伊依は泣きたい気持ちで屋や敷しきを飛びだした。

　今日は魔王杯の当日である。

　父の忠告は気になったが、やはり今さら見ないふりするのも不可能だし、ひとまず魔王杯とはどのようなものなのか、涼女は何を企たくらんでいるのか、それを確かめるために伊依も参加することに決めたのだ。

　相手はあの危険で底知れない涼女だ、体調も気持ちも最高の状態で臨のぞみたかったのに──ころりと寝すごしてしまう自分の間ま抜ぬけさが情けない。

　幸いなことに、魔王杯が開かい催さいされる砂すな浜はまは舞弓の屋敷から近かった。急げば開始時間までには辿たどりつけるはずである。

「しかし……疑問なのだが」

　貸してもらった自転車を必死で漕こいでいる伊依の横、平然と二本の足で併へい走そうしつつ制服姿の舞弓がぼやいた。

「どうして学校ではなく砂浜なのだろうな？　魔王杯の目的は新入生の歓かん迎げい……学校行事だし、古こ頃ころの校庭は広いのだから──何をやるにしても不足はないはずだが」

「さぁ。けっきょくのところ魔王杯の内容が不明なんだから、推測もできないけど……はぁ、ふぅ。つ、疲つかれる……どうして寝坊なんかするかな、あたし？」

　荒あらく息いき継つぎをしつつ、伊依はぐいぐいペダルを押しこむ。長い長いツインテイルが後方に流れていく。服装はやはり古頃の制服姿で、頭の上には振ふり落とされないよう夢中でしがみついている梅子がいる。

　魔王杯の内容は、開催日の今においても詳しよう細さいが不明のままだった。

　曰いわく、古頃でもっとも優すぐれた怪モン造ステ学イス者トを決めるものである。

　曰く、優勝者には生徒会長の座という権力が与あたえられる。

　曰く、舞ぶ台たいは砂浜。古頃の生徒はなるべく参加すること（強制ではない）。

　新入生と在校生が交流するイベントというのが表向きの魔王杯の目的だが、伊依は胡う散さん臭くさいと思う。どこか怪あやしいのだ。香美のことも気になるし、涼女も、魔王杯も、要注意である。彼女が何か悪いことを企んでいるなら、是ぜが非にでも止めたい。

　志田桐涼女。伊依の思想とは相そう似じで、けれど対極なスタンスをもつ少女。彼女のことが──正直、伊依はいろいろな意味で怖いけれど、ここで逃げるのもちがうと思う。彼女の思考と、論理と真っ向から対決して、乗りこえたい。

　先日、伊依は涼女の暴力と不可解な思想の前に完全敗北した。

　今度こそ、せめて正面から討論するくらいのことはしたい。誰とでも、じっくり話しあえばわかりあえるはずだから、きっと。

　そうは思うが──しかし。

「…………」

　涼女との和解は、かつてないほど至難なものになりそうな予感がした。
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　ちかくの町に工場があるせいか、このあたりの海はあまり綺き麗れいではない。むしろ黒くて得体が知れない。臭においも、好きではない。伊依は眉をひそめて砂浜を歩く。

　誰かが捨てた花火の残ざん骸がいや、食べ散らしたお弁当や空き缶かんなどがあちこちにあって、靴くつの裏がチクチクワサワサ不ふ愉ゆ快かいだ。けれどまぁ、気にしていたらおかしくなるので、我が慢まんする。

　自転車を錆さびついた駐ちゆう輪りん場じようにとめて、背の高い舞弓と並んで進む。海かい浜ひんは魔王杯のせいかお祭りみたいに人出があって、伊依はちょっとだけ驚おどろいた。

　古頃の生徒は全すべて合わせても数百人といったところだろうが、わりと物見高い近所の人々なども集まっていて、屋台まででている。ほんとうにお祭り騒さわぎだ。

　古頃の生徒たちはそばに怪モ造ン生ス物ターを侍はべらせ、あちこちで談だん笑しようしたり、吞のん気きに食べ物を口にしたりして堪たん能のうしている。そのうちの何人かが伊依に気づいて声をかけてきた。

「お、空井さんだ」

「空井さんも狙ねらうは優勝？　あたしも負けないよ？」

「おはよう伊依ちゃん！」

「…………」

　いやはや、照れくさい。

　伊依はぼんやり手をふったりして応こたえ、その知らない生徒たちに会え釈しやくしてからこっそり溜ため息いきをついた。

　古頃大祭が伊依を勝者として幕をおろしてから、ほかの生徒たちの対応はいつもこんなかんじだ。物もの珍めずらしがられているのか、何か偉えらい人物だと勘かん違ちがいされたのか、よく顔も覚えていないような生徒から気さくに声をかけられたり、上級生が何の願がん掛かけなのか頭を撫なでていったり、新入生が遠巻きにひそひそ内ない緒しよ話ばなしをしたり……。

　すごく困る。伊依はべつに有名になりたかったわけでも、ちやほやされたかったわけでもない。こういうのはほんとうに苦手なのだ。ただ己おのれの思想が浸しん透とうするというのはこういうことなのかと思うし、変に注目されることくらい気にしてはいけないのだろうが。

　パシャッパシャッと知らない眼鏡めがねの男子生徒に携けい帯たいで写真を撮とられ、「なぁに？」と伊依が苦笑して声をかけると彼は全力で逃にげる。こういうのは、実に気持ち悪い。何が楽しいんだろうか、自分の写真など撮って。

　舞弓が腕うでを組み、呆あきれ顔でこちらを見てきた。

「……すっかり有名人だな、伊依」

「有名人というか、みんなの玩おも具ちやというか、珍ちん獣じゆうというか」

　はぁ、と嘆たん息そくして、けれど伊依は渚なぎさに集まった生徒たちを眺ながめて表情を綻ほころばせる。古頃大祭の勝者は校長先生になんでも願いを叶かなえてもらえることになっていたので、伊依は〝怪かい消しようの禁止〟を申し出た。

　怪消とは、怪造した怪モ造ン生ス物ターを虚界アンダカへ送りかえすことである。怪モ造ン生ス物ターは怪モン造ステ学イス者トの生命力──《魔ま力りよく》によって現界カナイに存在していて、その場に留とどめておくだけで疲れるので用がすんだら早々に送りかえすべきだ──というのが怪造学での常識だった。

　けれど伊依は、あえてそれにＮＯと言う。怪モ造ン生ス物ターを維い持じする疲ひ労ろうなんか、よっぽど強力な怪モ造ン生ス物ターでなければ微び々びたるものだ。用が終わったら使い捨てみたいに送りかえすだなんて、そんなのは非常に勿もつ体たいない。

　ずっと怪モ造ン生ス物ターにそばにいてもらって、事あるごとに触ふれあって、友達みたいにいっしょに暮らす──そっちのほうが、ずっと良い。ずっと幸せで、楽しい！　それが伊依の考えだった。怪モ造ン生ス物ターと人間が仲良く暮らせる世界、それが伊依の夢で、怪消の禁止はそのための第一歩なのだった。

　見ると伊依と同じように頭の上に小こ柄がらな怪モ造ン生ス物ターを乗せたり、強そうなのを示じ威いするように侍らせたり、いっしょになってお喋しやべりや食事をしている生徒たちがたくさんいる。みんな表情は明るくて、楽しそうだった。

　そう、こういうのが当たり前になればいい。怪モ造ン生ス物ターと、友達として仲良くいっしょに暮らせる世界。それが昔も今も変わらない、空井伊依の理想だった。

「……ところで」

　ぽやぽや幸せに浸ひたっている伊依の横、舞弓が怪け訝げんそうに空を見あげてつぶやいた。

「あれも、誰かが怪造した怪モ造ン生ス物ターなのか？」

「あれ？」

　なんだろ、と思って伊依も舞弓の視線を追う。

　すると晴れわたった空の真ん中に、異様なものが見えた。たぶん怪モ造ン生ス物ターだ。伊依には見覚えはないから、おそらく高等な。怪モ造ン生ス物ターはその怪造の難易度や強さによって上級一位から下級三位までの九段階に分類されており、伊依が詳くわしいのはそのなかでも下級のものたちだ。一年生の授業でも、だいたい下級の怪モ造ン生ス物ターのことしか学ばなかったし。

　ともあれ身体からだが大きな怪モ造ン生ス物ターは基本的に怪造が難しいことが多い。そして伊依の注視する先、そこで重力を無視して浮うかんでいるのはかなり大きな怪モ造ン生ス物ターだった。

　比ひ較かく対象がない空なので、実際の大きさはよくわからない。けれど小さくはない。目測だが、おそらく一戸建ての家屋くらいのサイズはあるだろう。ただし見た目はシンプルで、黒い球体である。周囲に紫し電でんを放ち、空にあいた穴みたいなかんじでぽっかり浮かんでいる。真ん中に亀き裂れつのようなものがあるが、たぶんあれは閉じた瞼まぶたで、今は眠ねむっているんだろうなと伊依は思う。目を開けたら、巨きよ大だいな眼球が見えてたぶんグロテスクになる。

「おっきな、怪モ造ン生ス物ターだね……」

　独り言のようにつぶやくと、不意に正面から声が聞こえてきた。

「《兆プラ里ズマ眼デビル》。中級一位よ──けっこう怪造すんの難しいんだから」

　その声に、伊依の心臓は跳とびはねる。空に向けていた視線を慌あわてて前に戻もどすと、同時に背後にある本物の海よりよほど青い髪かみをなびかせた、背の高い少女が見えた。

　民族衣い装しようのように改造した、橙だいだ色いいろの制服。いつも寝ね惚ぼけたようにふにゃけた顔は、今日だけは寒気がするほど怜れい悧りだった。髪と同色の青い瞳ひとみをこちらに向けて、彼女──魅み神かみ香か美みは手を伸のばしても届かないびみょうな距きよ離りで立っている。

「あ、か、カービィちゃん」

「…………」

「お、おはよう」

　ぎくしゃくと、なぜか気まずいかんじに伊依は挨あい拶さつしてしまう。香美を見ると、舌を切られたときの涼女とのやりとりを思いだしてしまう。涼女は香美を馬鹿にしていた。道具だとか、なんだとか、いろいろと嫌いやなことを言って──。

〝疫やく病びよう神がみの魅神香美〟

　涼女の言葉が脳のう裏りで炸さく裂れつして、伊依はぶんぶん首をふってそれを払はらった。

「カービィちゃんも、魔王杯に参加するの？　あれ、カービィちゃんが怪造したの？」

　どうにか話題を見つけて喋りかける。必死で笑え顔がおをつくって、なんとか普ふ段だんどおりに仲良く会話しようと思って。

　けれど香美は表情を変えず、ただ淡たん々たんとつぶやく。

「伊依、魔王杯に参加するのはやめなさい」

「………!?」

　理解できないその言葉に、伊依は瞳を揺ゆらめかせる。

　なんで。なんで、みんな。父も、香美も、そんなことを言うのだ。魔王杯って、たかが新入生歓かん迎げいイベントだろう。それは、涼女が主しゆ催さい者しやなんだから何か怪あやしいけれど、それだって古頃大祭なんかに比べると規模も危険度も少なそうだし……。

　言いたいことはたくさんあった。いきなり現れて、訳のわからない言葉をぶつけてくる香美に、怒おこりたかった。否いな、いちばん腹がたつのは、香美のこの表情だ。伊依のことをモノみたいに見る、これは──これは、涼女の目じゃないか。

　どうして香美が涼女の目をするのだ。

「これは忠告よ、伊依」

　やはり表情を変えず、香美はそれだけ告げてこちらに背を向けてしまう。伊依は頭を殴なぐられたみたいな、理解不能な衝しよう撃げきに支配されていて、声すらだせない。

「待て、魅神」

　事情はわからないだろうに、舞弓がふたりの間に流れる奇き妙みような雰ふん囲い気きを察したか、去ろうとする香美へ鋭するどく呼びかけた。

「どうした？　様子がおかしいぞ、君たち。喧けん嘩かでもしたのか？　君たちは仲がいいのが美徳だろうに、何があったか知らないが……」

「おたくには関係ないのだわ」

　振ふりかえらず、香美はそっけなくぼやいて歩を進める。

　伊依はなんだかむしょうに哀かなしくなって、そんな香美に駆かけよって縋すがりつく。冷たい、屍し体たいみたいな彼女の腕うでに抱だきついて、情けないことに涙なみだまで浮かんだ瞳で見あげる。

「カービィちゃん？」

　やはりこちらを見ない香美に、伊依は精せい一いつ杯ぱいの言葉を並べる。

「ねぇ……ほんとう、どういうことなの？　カービィちゃん、何か変だよ……どうして、カービィちゃん何も話してくれないの？　あたしを、見てもくれないの？　あたし、何か悪いことしたかなぁ？　カービィちゃんに、嫌きらわれるようなこと……」

　女め々めしくて、間ま抜ぬけで、格好よくない、けれど伊依の本心だった。香美は友達だ。中学時代からの、親しい友達だ。いつだって、伊依が悩なやんでいると背中を支えてくれた。落ちこんだとき、ずっと傍そばで慰なぐさめてくれていた。まだ、伊依は香美にその恩を返してもいない。訳のわからないうちに距離が遠くなってしまうのは嫌だった。

「涼女ちゃんのせい？」

　伊依は、なんだか自分でも嫌な響ひびきだと思う言葉を口にする。

「涼女ちゃんが現れてから、カービィちゃんおかしいよ。なんで、いきなり態度が変わるの？　そっけなくなって、あたしに冷たくするの？　涼女ちゃんに……何か、言われたの？　あのひと、あたしのこと嫌いみたいだし……仲良くするなとか、あぁ」

　俯うつむいて、悪意に染まりかける心を潰つぶすように胸を押さえた。

「嫌だ、なに言ってんだろ、あたし。でもカービィちゃん、ほんとうに──どうしたの？　うまく言えないけど、おかしいよ。なんか変だよ……良くないよ、こういうの」

「…………」

　香美は、そこで一いつ瞬しゆんだけ伊依を見てきた。

　哀しそうな──けれど冷たい瞳ひとみだった。

「ごめんね、伊依。でも……あちきはね」

　そうして彼女は、信じられないことを言う。

「涼女ちゃんには、逆らえないの」

　え？　と伊依が目を見開き、言葉の意味を咀そ嚼しやくしているうちに、香美は伊依の手を振りはらってそのまま人混みのなかに消えていった。
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「細工は流々、仕し掛かけは万ばん全ぜん……とくとご覧ろうじろってぇところかな？」

　ぱちりと胸の前で手を合わせ、涼女は渚なぎさに設置された演えん壇だんのそばで含ふくみ笑いを漏もらす。今日も噓うその翼つばさと金の鳥かごが目立つ、古頃の制服を可愛かわいらしく改造した外見である。

　魔王杯の開始時刻は午前十時。その三十分前には涼女が魔王杯の内容をこの演壇でみんなに説明することになっていた。説明を最後の最後まで先延ばしにしたのには特に理由はない。というか、最後の最後まで詳くわしい内容を決めていなかったのだ。

　魔王杯そのものには、涼女の目的も、涼女に協力してくれている戯小路アルテの思おも惑わくもあまり関係ない。言うなればお遊び、余興であり、勝っても負けても涼女には関係がない。

　何の妨さまたげもなく魔王杯を開始さえしてしまえば、そこで涼女の目的はほぼ達成されるといっていい。後のことは知らない。もちろんお遊びとはいえ、勝てるものなら勝ったほうが愉ゆ快かいだが、相手は古頃の全生徒だ、それら全すべてを出しぬいて勝利できるとは涼女も思っていない。

　真の策士というものは、戦いくさの勝敗に関係なく己おのれに利益を見み出いだすものだ。もちろん勝てば利益は増えるが、負けても失うものは何もない。

　涼女の目的は必ず達成される。ただ魔王杯を開始さえすれば──。

　今は早く早くと開始時刻をじりじりして待つ。

「涼女ちゃん」

　我知らず笑えみを浮うかべていた涼女に、背後から透とう明めいな声がかけられる。振りかえると、涼女とは逆に強こわばった表情の香美が立っていた。そんな彼女の様子を察しながらも、涼女はまるで頓とん着ちやくせずに駆けよって飛びつく。

「あはっ、香美ちぃん♪」

　背の高い彼女を抱きしめ、全身を擦こすりつけて甘える。にこにこ笑って、柔やわらかな口調で丁てい寧ねいに尋たずねてあげる。

「どこ行ってたの？　あたしに黙だまって歩きまわっちゃだめでしょ？　香美ちんったら目を離はなしたらすぐ訳のわからないことするんだから……香美ちんはね、あたしの言うことを聞いてればいいの。あたしのことだけ考えて、あたしのことだけ見ていればいいの」

「うん……うん……涼女ちゃん」

　何かの人形のように、意思のない表情で香美は頷うなずく。

　それには満足し、けれど涼女は笑みを崩くずさずに低く問うた。

「で？　伊依ちんと何を喋しやべったの？」

「…………」

「隠かくしても無む駄だだよん？　あたしは香美ちんのことなら何でもわかるんだよ？　あたしの目を盗ぬすんでさ、伊依ちんなんかとお喋りしにいってさ、香美ちん……あたしねぇ、そういうのはちょっと良くないと思うなぁ？」

「…………」

　押し黙ってしまう香美に、涼女はにこにこ笑って身体中で抱だきつく。鳥かごが、涼女の動きに引きずられて香美の足あし下もとを不気味に転がった。

　彫ちよう像ぞうのように固まった香美へ、涼女は頰ほおずりしてから目を細めて告げる。

「……香美ちん、香美ちんは、あたしのモノだから」

「うん」

「ほかのひとと喋っちゃだめ。ほかのひとを見たらだめ。約束して……」

「うん、うん」

　やはり操あやつられるように頷く香美は、とても哀かなしげだったけれど、涼女はやはりそれが見えないように無む邪じや気きなまま頰を染めて笑う。

「香美ちん、大好きっ♪」

　ほっぺにキスして、やはり動かない香美から離れ、涼女はにこにこ笑ったまま演壇の上へと進む。そろそろ魔王杯の開始時刻だ。香美のことは気になるが、こちらの予定もみだりに変へん更こうはしたくない。魔王杯を開始しアルテの目的を叶かなえないことには己の命を失なくしてしまうのだし、香美ならいくらでも後で思うようにできるのだから。

　香美は自分のモノ。

　自分だけのモノ。

　昔からずっとそうだったし、これからも絶対にそうだ。

　邪じや魔まするものは──誰であろうと許さない。

「それが……あたしの友情だよん、伊依ちん？」

　天敵の顔を思い浮かべ、鼻で笑って、涼女は演壇に用意されたマイクの調子を確かめる。さて余興の始まりだ。いつもどおりの、人生はこればっかりってかんじのお遊びだ。だから、いつものように巧うまくやろう。

　志田桐涼女は微笑ほほえんで、演壇の周りに集まってきた古頃の生徒たちを見下ろす。期待に目を煌きらめかせるもの、仲間どうしで盛りあがっているもの、不安げに涼女を見るもの──様々だが、涼女はそれらの誰一人にも興味を抱いだかない。

　空気のようにその存在を吸いこんで、肺で選別し、要か不要か判断してまた吐はきだす。そんなかんじで、目の前のモノたちを自分の幸福のために巧く使うことのみを考える。

　そうしたモノたちのひとつに、こちらを睨にらむ伊依を発見して、涼女はにっこり笑って手を振ふった。相手はぎょっとしたが、構わずにそのまま演説を始めてしまう。

『えー、えー、マイクテスト、マイクテストぉ』

　ぽんぽこマイクを叩たたいて音が反はん響きようするのを確かく認にんし、涼女はやっぱり笑顔を崩さずに可愛かわいこぶって膝ひざを曲げ、胸の前で拳こぶしを握にぎり、それをぱーっと前にやって挨あい拶さつした。

『古頃の皆みなさん、おっはーっ♪♪』
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『おっはー』ってなんだろう。どこの国の挨拶だろう。胸の前で拳をギュッとしてパーって開くあの動きには何か宗教的な意味があるのだろうか？　そんな関係ないことを考えつつ、伊依は壇だん上じようで愛らしさを振りまいている涼女を眺ながめている。

　一日二日で強ごう引いんに設置されたらしい演壇は安っぽくて、木組みのそれは今にも壊こわれそうに見えた。アイドル歌手みたいな格好をした涼女がなんだかちぐはぐに見えてしまうくらいに。

　おっはー、おっはー、っと意味もなくみんなにも挨拶を促うながして、すっかり人気者なかんじの涼女は人好きのする柔やわらかな笑えみを見せる。

『さてさて……えー本日はお日ひ柄がらもよくぅ、絶好の……絶好の、絶好の、なんだっけ？』

　首を傾かしげる彼女に、どっと笑いがおきる。いきなりボケて摑つかみはＯＫとか相変わらず巧いなぁ、とか考えてしまう自分が、伊依はやっぱり嫌いやだった。ううむ、と腕うでを組み、涼女を見ているとぐいぐい湧わいてくる苛いら立だちのようなものを抑おさえこむ。

　たぶん、自分は香美をおかしくさせた涼女のことが気にいらなくて、だからこんなに珍めずらしいくらいに不ふ機き嫌げんになっているのだろう。舌を切られたことも無関係だとは思わないけれど、あれより酷ひどいことをされたこともたくさんあるし。

　それより何より、どこか根本的なところで伊依は涼女が癪しやくに障さわる。

　壇上で、明らかに噓うそっぽい笑顔を見せながら語る涼女は、やっぱり自分にどこか似ているようなかんじがするのだ。似ているけれど、奥のほうがまるで異なっているというか……同属嫌けん悪おの、極きわまった形というか、もやもやした気持ち悪さがある。

　頭をふり、どうにかしてその悪意を散らそうと努めたが、どうしてか巧くいかなかった。なんというか、涼女の行動、台詞せりふ、その全てが伊依に相あい性しようが悪すぎる。彼女の一挙一動が、どんどん伊依の精神を磨すり減らしていく。

『そうそう、魔王杯ね。魔王杯』

　集まった生徒の誰かに教えてもらって、最初から覚えていただろうに──さも今ようやく思いだしたというようにポンと手を打って涼女は笑う。助けてくれた男の子に投げキスをしたりして、ほんとうにそつがない……とか、こういう解かい析せきはやめよう、と伊依は自じ戒かいする。

　胸むな元もとに手を当て、ただ涼女の言葉を聞くことにした。

　涼女は両手を広げ、噓の翼つばさを針金でビヨンビヨン揺ゆらしつつ語っている。

『そう！　本日みんなに集まってもらったのは、魔王杯に参加してもらうためなんだよね！　あたしもちろん覚えてたよ!?　えぇ、覚えてましたとも！』

　つんと胸を張って頰ほおを膨ふくらませ、涼女が笑いを巻きおこす。

『まず魔王杯に参加できるのは、古頃の生徒さんだけだよ！　一いつ般ぱん客きやくの皆さんは、今回は観客に徹てつしてちょうだいね！　だいじょぶ、魔王杯の様子はあそこに浮うかんでる《兆プラ里ズマ眼デビル》ちんが……おい、ちょっと！　《兆プラ里ズマ眼デビル》ちん寝ねてるし！　起きて！』

　涼女の大声に反応したか、その後ろで待機している香美が何か指示を飛ばしたせいか、宙空に浮かんでいた巨きよ大だいな黒い球体──《兆プラ里ズマ眼デビル》がうるさそうに身じろぎしてから目を見開く。

　その開いた瞼まぶたの向こうにあったのは、眼球ではなく巨大な画面だ。ＴＶや映画のスクリーンのような、真四角の、いやに機械的な画面である。今は上空から俯ふ瞰かんした光景が映しだされていて、壇上の涼女と群がる生徒の全すべてが見えた。

『あんなかんじに！』

　ぱっちりウインクし、古頃の生徒以外の観客──物見高い地域住民の人々に涼女は視線を向ける。彼らは基本的に怪モ造ン生ス物ターには慣れていないから、えらく驚おどろいたり騒さわいだりしている。

　涼女はべつに自分が《兆プラ里ズマ眼デビル》を怪造したわけではないだろうに、さも満足げに頷うなずいて朗々と説明をつづけた。

『魔王杯の様子はきちんとあの《兆プラ里ズマ眼デビル》ちんが表示してくれるからね！　うん、たまにさっきみたいに寝たり瞬まばたきしたりするけど、生き物だから許してあげて！』

　膝を折り、上うわ目め遣づかいで優やさしく懇こん願がんし、にこにこ笑って涼女はようやく本題にはいる。

『さてとっ！　肝かん心じん要かなめの魔王杯の内容を発表しなくちゃね！　いやぁ、がんばって考えたよぉ……夜も寝ないで昼ひる寝ねしてって、きちんと寝てるしあたし！』

「…………」

　いちいちギャグを挟はさむのが伊依には鬱うつ陶とうしい。あぁ、だめだ。また苛いら々いらしてきた。伊依は梅子をぎゅっと抱だきしめて、心を平静にしようと強く思う。

　表情は神しん妙みように、耳を澄すませたまま。

　魔王杯の内容。そこから涼女の目的を推測し、香美がおかしくなった原因だとか、涼女が伊依の舌を切り理想を罵ば倒とうした理由だとか、そのあたりのむやむやを解消したい。魔王杯そのものには、無理してまで勝とうとは思わないけれど。

　生徒会長は、校長先生が香美にやらせようと決めたのだから、香美がやるべきなのだ──その補ほ佐さなら伊依は喜んでするが、その立場を奪うばおうとは思わない。

　涼女は、どうなのだろう。生徒会長の座が、権力が、ほしいのだろうか。友達の香美からその役職を奪ってまで。

　探さぐるように伊依は涼女を見つめたが、やはり彼女は読めないにこにことした笑え顔がおのままだ。

『ずばり！　魔王杯の内容は怪モ造ン生ス物ターをつかった障害物競走だよ！』

　だん、と足を踏ふみ鳴らし、演歌歌手のようにマイクを握にぎりしめて涼女は謳うたう。

『自分好みの怪モ造ン生ス物ターを怪造して、ほかのみんなが怪造した怪モ造ン生ス物ターと競走させるぅ……！　これぞ漢おとこの浪漫ロマン！　あたし男じゃないけどな！　男も女も怪モン造ステ学イス者トなら絶対に楽しめるからさぁレディース＆ジェントルメン！　怪モ造ン生ス物ターで追いかけっこしよっ☆』

　爆ばく発はつ的にテンションをあげて、涼女が無理やりにみんなを煽せん動どうしていく。

『走るコースはランダムで変化する特とく殊しゆな迷宮！　あ、これはあたしが用意するから心配しなくてもだいじょうぶ！　いったいどのくらいの距きよ離りを走るのか!?　真っ直すぐな道だとはかぎらないぞ！　山あり谷あり川あり海あり！　なんでもありのフルコースさぁ！』

　世にも楽しそうに、やはりテロリストの親玉みたいに、涼女はみんなの興奮をどんどん上じよう昇しようさせつつ声を振ふりしぼる。

『どの怪モ造ン生ス物ターを選べばいいのか!?　そこが戦略！　怪モン造ステ学イス者トの本領発揮だよ！　みんなで同時に現界カナイの扉とびらを打ち開けて～って、呪じゆ文もんを紡つむぐところから競走だからね！　つまり下級の怪モ造ン生ス物ターのほうが早く走りだせるけど、もちろん上級の怪モ造ン生ス物ターのほうがスタミナがあるから……どんな怪モ造ン生ス物ターが有利かはあたしも断定できないけどね！』

　ふつうに考えれば、上級のほうが有利だ。その競走の舞ぶ台たいになる迷宮がどのくらいの長さかわからない現状、下級の怪モ造ン生ス物ターだと後半に息切れしてしまう可能性が高い。けれどスタートダッシュで深刻に出で遅おくれてしまっては取り戻もどすのも容易ではないし……ほんとうに、どの怪モン造ス生タ物ーを選ぶかは慎しん重ちように決めなくてはいけない。

　そういうのを考えるのは、楽しい。怪モン造ステ学イス者トなら、誰でも楽しいだろう。頭の中で呪文を並べ、知っている怪モ造ン生ス物ターの能力や怪造の難易度を確かく認にんし、どの怪モ造ン生ス物ターを怪造するか取捨選せん択たくする。こういうのを楽しめないと、怪造学はやっていけない。

　すっかり盛りあがり、あぁでもないこうでもないと意見を言いあう生徒たちに、涼女が陽気にパンパンと手を叩たたいて静かにするよう呼びかける。

『はいはいはいはい、お楽しみのところ悪いんだけど、きちんと三十分くらいシンキングタイムはあげるからお喋しやべりは後にしてくんない？　説明ね、最後までしちゃうからね』

　締しめるところはきちんと締める。みんなが静まるのを確認し、涼女は幾いく分ぶんか声を落としてそのほかの条件を提示してくれる。

『競走に参加させられる怪モ造ン生ス物ターは、ひとりにつき一匹ぴきまでね。途と中ちゆう、何らかの事故で怪モ造ン生ス物ターが虚界アンダカに帰っちゃったりしたら、残念だけどそのひとは失格。おとなしく勝負の行方ゆくえを観戦すること。優勝者には、生徒会長という権力の座っと……まぁ、つまり勝者はひとりだから、ムキになって勝とうとせずに適当に楽しむのもチョベリグだよ？』

　というか、集まった生徒のほとんどがそれぐらいの気持ちだろう。生徒会長だなんて、面めん倒どうな役職はほしくないひとが大半なはずだ。古頃大祭でこういう騒ぎの楽しみ方を覚えた生徒たちは、純じゆん粋すいにこの降って湧わいたイベントで盛りあがりたいだけだと思われる。

　伊依はそんな推測をしつつ、果たして自分はどうだろうかと考える。生徒会長には、とくになりたくないが、かといって、この心理状態ではほかの生徒のように楽しめない。魔王杯に挑いどむには、中ちゆう途と半はん端ぱである。かといって、ここで涼女に背を向けて観戦するだけというのも逃にげるようなかんじで嫌いやだし。

　なんとなく、そういう自分の半はん端ぱな心づもりが、後々に厄やつ介かいな災いを招き寄せそうな気がしたが……そんな不安を押し殺し、伊依は流されるようにその場にいつづける。

　噓うその天使が微笑ほほえむ演えん壇だんのそばには、屍し体たいのような顔をした親友の香美がいる。

　どうして香美が、あんな哀かなしい表情のまま、それでも涼女のちかくを離はなれないのかはわからない。けれど、やはりうまく表現できないけれど……こういうのは、良くないと思う。

　香美には、笑っていてほしい。それが、伊依の友情だった。

　鳥かごでただ可愛かわいがるだけのような涼女の友情とはちがう。翼つばさがあるなら、自由に空を飛ばせてあげたいというのが、伊依の友情だ。空は優やさしいだけの場所ではないから、翼は傷つき、寒さに震ふるえ、苦しいばかりかもしれないけれど。

　囚とらわれて、ゆっくり病気になるよりはいい。

　飛べない鳥は、やはり不自然なのだ。

　香美は涼女に囚われているように思う。ならばその鳥かごを、罵ののしられても、伊依がなんとかして壊こわさなければいけない。

『まぁ、ともあれそんなかんじで──』

　決意をこめて頷うなずく伊依に、ぴくんと眉まゆを撥はねあげて──それでも目元は笑みのまま、涼女が声高らかに言い放った。

『ここに！　不ふ肖しようこの志田桐涼女が魔王杯の開始を宣言するよ！』

　そうして、背中を香美に支えてもらえない伊依の、なんだか寂さびしい戦いが始まる。
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　誰かが泣いている。

　涙なみだなど、嗚お咽えつなど、勇者には何の興味もないけれど、自分を背後から刺さした泣いてばかりの姫ひめ君ぎみの、その苛いら々いらする泣き声を思いだして──聞き流すことができなかった。焼け爛ただれた身体からだを引きずり、腐くされた両手両足で這いずって、勇者は暗くら闇やみの向こう、誰かが泣いている光のなかを覗のぞきこんだ。

　己おのれは死んだはずだ。

　姫に背後から刺され、倒たおれたところを竜りゆう王おうの灼しやく熱ねつした吐と息いきで炙あぶられて。

　全身が超ちよう高温で破は壊かいされ、間ま違ちがいなく死んだはずなのに。

　──これが死ねぬ呪のろいか。

　あぁ、世界を救うまで、おそらく勇者は死ねないのだ。

　自分に呪いをかけた美しい邪じや神しんすら内側に孕はらむ暗闇の世界を、全すべて完かん膚ぷ無なきまでに救いきったそのとき、初めて勇者は解き放たれる。けれど、己の掌てのひらにはすでに剣けんを握にぎる力もなく、ひたすらに全身が蝕むしばまれるように痛い。

　痛い痛い痛い痛い痛い。

　誰かが泣いている。

　泣きたいのは、己のほうだと勇者は思う。

　泣き声は嫌きらいだ。あの訳のわからぬ姫君を思いだす。最初から最後まで見苦しく泣きつづけ、助けてやろうとした勇者のことを背後から刺した──愚おろかな、意味のわからぬ女。あの女を思いだす。

　誰かが泣いている。

　鬱うつ陶とうしい。苛々する。泣くな。泣くな誰も泣くな。

　勇者は潜ひそんでいた暗闇から、光溢あふれる異世界へと飛びだした。魔ま物ものだらけの暗闇よりは安全な世界だが、所しよ詮せんは異世界だ──長くは居られない。泣いている喧やかましい誰かを殺し、精神がちくちくと突つつかれるような不ふ愉ゆ快かいな嗚咽を止めたかっただけ。

　全身を這はいまわる異世界の空気は、清らかすぎて勇者には馴な染じまない。腐ふ敗はいし、溶とけて崩くずれた身体には痛みだけがあって、思わず着地の衝しよう撃げきに勇者は断だん末まつ魔まのごとき咆ほう哮こうをあげた。

　泣いていた少女は、その声にびくりと背筋を震わせて驚おどろいた。

　狭せまい部屋だった。どこかの仏閣のなかなのか、ずらずら並んだ仏像と、訳のわからぬ仏具と線せん香こうの臭においと、飛び散った鮮せん血けつが不ふ釣つりあいな──狭く、薄うす暗ぐらい部屋。幼い、あどけなさの抜ぬけきらない年とし頃ごろの、ちっちゃな女の子が床ゆかにへたりこんでいる。

　ぼさぼさの青い髪かみと、涙でいっぱいになった青い双そう眸ぼうの、飾かざり気のない風ふう貌ぼうをした少女。彼女は突とつ然ぜんに現れた勇者の異様さに硬こう直ちよくして動けず、ついでに嗚咽も引っこんだのか呼吸すら止めてひっくひっくと痙けい攣れんしていた。

　殺して泣くのを止めてやろうとしたのに、すでに自分で泣きやんでいるではないか。

　勇者は困ってしまって、無言で立ちつくしたまま往生してしまう。足を上げて降ろしただけで踏ふみつぶせそうな小こ柄がらな少女の、土と血で汚よごれた幼顔をぼんやり眺ながめる。

「ほっ、仏さま？」

　ようやく呼吸の仕方を思いだしたのか、ちょっと喘あえいでから少女はそうつぶやいた。意味のわからぬ発言だったが、勇者はただすなおに思ったことを言ってみる。

「仏ではない」

「え？　え？」

「拙せつ者しやは勇者にござる」

「え？　え？　え？」

　会話が嚙かみあわない。勇者も元より会話するつもりはなく、魔ま王おうの討とう伐ばつにも姫の救出にも失敗した今、己が勇者と名乗って良いものかという気持ちすらあったが、本名のほうはあまり勇者は好きではなかった。

《走ナイ馬ト燈メ処ア刑・騎ナイ士ト》

　我ながら、変な名前だ、と思う。勇者のほうが、シンプルでいい。

　そんなことを考えつつ、とんだ無む駄だ足あしだった、異世界であるこの空間にいるだけで体力が減っていくからもう帰るか──よっこいしょ、と暗闇に手を伸のばしたら、青い髪の少女はすごい勢いで走ってきて勇者の足あし下もとにしゃぶりついた。

「まっ、ま、待って！」

「…………？」

　もちろん体当たりのように抱だきつかれても衝撃はないが、今の勇者は腐敗し火傷やけどの痕あとも生々しい奇き怪かいな外見だ。少女が、こうして当たり前のように縋すがりついてきたのが意外だった。恐きよう怖ふの悲鳴をあげ、石を投げつけ、追い立てるならまだしも──どうして止める？　こうして、触ふれてくる？

　理解できなくて立ちつくしていると、少女は先ほど己がしゃがみこんでいた場所の正面を指さし、そこに撒まき散らされている何か赤黒いモノを指さして叫さけんだ。

「涼女ちゃんがっ、ぐちゃぐちゃになっちゃったの！」

「………？」

　よく、わからない。

　明らかにすでに死んでいるその生々しい肉にく片へんを、勇者はあらためて注視してみる。元は青い髪の少女と同年代の子供だったのだろうが、今はすでに原形がない。どこが足だか手だか、頭がどこかすらもわからない、真っ赤な血と骨が折り重なった屍し体たいである。

　屍体に興味はないが、少女の行動の意味がわからなくて、勇者は尋たずねた。

「……あれがどうかしたのでござるか？」

「あちきのお友達なの」

　少女は、舌足らずな口調でつぶやき、目元をぐいぐいと拭ぬぐった。

　あぁ、泣くな。泣く女は大だい嫌きらいだ。

　ぽろぽろと零こぼれる宝石のような涙なみだも、不定期的な掠かすれきった泣き声も、漂ただよってくる湿しめっぽい空気も、勇者には不快だ。己おのれの失敗を思いしらされる。あの姫ひめ君ぎみのことを思いだす。傷口に──少女の涙が染しみるのだ。

　少女は苦く悶もんする勇者に気づかず、腐くされたその足に抱きついて嗚お咽えつする。

「あっ、あちきの、いちばんのお友達なの。す……涼女ちゃっ、でも、なのに……ひぐっ、ぐ、ぐちゃぐちゃに……」

「…………」

　勇者には、少女の哀かなしみがわからない。

　感情など、とうの昔に捨ててきた。

　同情心など、どこにも見当たらず、少女への共感も、すでに不死の化け物となったこの身体からだでは不可能であろう。何も感じず、何も思わないが、ただ涙が染しみて痛い。

　どうしてかあの裏切り者の、泣いてばかりだった姫君の声が頭に浮うかんだ。
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　──あぁ、勇者さま。あなたの心は氷水でつくられ、あなたの身体は鉄さびでつくられ、あなたの魂たましいは虚きよ無むでつくられているのですね。

　喧やかましい。

　──なんて可哀かわい想そうなひと、なんて救われないひと。

　喧しい。喧しい。

　世界を救わねばならなかったのだ。そのためには感情など不要だった。涙など、いらなかった。心は氷水で、身体は鉄さびで、魂は虚無であろうとも、ひたすらに剣けんに力をこめて敵を征せい伐ばつし、あの世界を救わねばならなかったのだ。

　何がわかる。暗い牢ろう獄ごくで泣いてばかりの姫君に、勇者の何がわかるというのだ。悟さとったように知ったかぶって、さも偉えらそうに同情して、あの姫君の全すべてが──勇者には苛いら立だたしい。

　歯は軋ぎしりをし、痛む全身を動かして、勇者は散らばった肉片に歩みよっていく。少女が驚おどろいたように瞬まばたきをして、ぽろぽろとまた涙の雫しずくを頰ほおに零こぼした。

　舌打ちし、勇者はそんな彼女の額に指を当てて宣告する。

「この屍体を救いたいか？」

「…………」

「こやつを生きかえらせたいか？」

「…………」

「そのために、貴様は何でも捨てる覚かく悟ごがあるか？」

　脅おどすように低く問いかけたのだが、少女は少し怯ひるんだものの、すぐに何度も頷うなずいた。

「うん、うん」

　気安すぎる。何でも捨てる覚悟など、そう簡単にするものではない。けれどまぁ、選せん択たくしたのはこの少女だ。あとでいくら絶望しても知らない。今、その青い双そう眸ぼうから流れるいけ好かない液体が、勇者のいる間だけせめて止とまればいい。

　勇者はそう思い、自分は何をしているのだろうと自問して嫌いやな気分になった。世界を救うのだ。そのための戦いの途と中ちゆうなのだ。自分は何を異世界の少女の悩なやみを解決し、その涙を払はらうことに躍やつ起きになっているのか。阿呆らしい。けれど、他人の涙は耐たえられない。

　勇者は思考を無にし、みすぼらしい青い髪かみの少女を睨にらみつけた。

「ならば、貴様は二度と泣くな」

「………？」

　きょとんとする彼女に、勇者の重々しい声が反はん響きようする。

「貴様の涙を頂ちよう戴だいする。その代わり、貴様の望みをひとつだけ叶かなえてやろう」

　その言葉に、優やさしさのひとつも含ふくまれていない──ただ己の苛いら々いらを解消したいだけの勇者の言葉に、何を勘かん違ちがいしたのだか、少女は感激したような笑え顔がおになった。

　そして目元を何度も擦こすり、それでも足りずに涙をぽろぽろ零す。

「うん、うん。わかったのだわ、あちき、もう泣かない。泣かないから……」

　そばに転がった肉にく片へんを、愛いとおしそうに見つめて。

「涼女ちゃんを、助けてあげて」

　消えいりそうな声で、勇者にそっと声を託たくしてきた。

　勇者は頷き、それから少し考えて──ゆっくり彼女の頰に手を伸のばす。腐れた指先だ、嫌がられるかと思ったが、少女は抵てい抗こうもせず涙が拭われるのを受けいれていた。

　そんな彼女を変なやつだと思いつつ、勇者は静かにつぶやいた。

「……よし、もう泣くなよ。姫ひめ様」

「？　どうして姫様って呼ぶの？」

　なんでだか恥はずかしそうな少女に、勇者は泣き虫だからだと皮ひ肉にくっぽく言って笑った。
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　三十分のシンキングタイムでは、どの怪モ造ン生ス物ターを怪かい造ぞうするか考えるほかに、生徒たちにはひとつやることがあった。ひとクラスずつ順番に涼すず女めの前に並び、彼女の右手首に連結された鳥かごに触ふれるのだ。

　正体不明の、呪じゆ具ぐだか飾かざりだかも判然としない金色の鳥かご。中身は空っぽで、材質はよくわからない。生徒たちが触れると彼らの嵌はめた《門ＧＡＴＥ》といっしょに一いつ瞬しゆんだけ淡あわく輝かがやいている気がしたし、まともなものではないと思うが。

　いったい何なのだろう、あれは。仮にも怪レイ造・モ学ンス教テイ授アまで務めたはずの父にも尋たずねてみたが、あんなものは見たことがないと突つっぱねられてしまった。小言と愚ぐ痴ちのおまけつきで。どうも『志し田だ桐ぎりには近づくな』という忠告を無視してここにいる伊い依よりに機き嫌げんを損そこねている模様だ。

　なんとなく髑どく髏ろを撫なでたりしつつ、伊依は順番がきたので涼女の前の列に並ぶ。一年生のとき仲が良かった友達とは、進級したときのクラス替がえで離はなればなれになってしまった。唯ゆい一いつ、いっしょだったのは隣となりで腕うで組ぐみしている天下御ご免めんの侍さむらい少女のみである。

「怪モ造ン生ス物ターによる障害物競走、か」

　表情だけ見れば賢かしこそうな凜り々りしさで、舞まい弓ゆみがぽつりと独りごちた。

「直接的な戦せん闘とうではなく、純じゆん粋すいに走力の競走ならば……私にも勝機はあるな」

「待って舞まいさん」

　伊依は彼女の袴はかまみたいに改造したスカートをわっしと摑つかむ。

「まさか舞さん、魔ま王おう杯はいに出場するつもりじゃないよね？」

「無論だろう。己おのれの実力を試ためす絶好の機会だ。私は怪モ造ン生ス物ターを怪造できないから……ならば自ら走るしかない、と。当たり前の思考だろう？」

「…………」

　伊依は、うーん、とこめかみに指を当ててどうしたもんかと考えこみ、しごく大おお真ま面じ目めな表情の舞弓を眺ながめた。

　戦たたか橋はし舞まい弓ゆみ。わりと難関な古こ頃ころの入学試験を、史上唯一の零点で合格した規格外の怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ。彼女は人間離ばなれした身体能力をもち、肩かたから提さげた日本刀《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を自分の思うがままの形に変化させるという不思議な能力をもっているから、それは怪モ造ン生ス物ターと競走しても良い勝負ができるかもしれないが。

　魔王杯のルール的に、いいのかなぁ、と伊依は悩む。舞弓はいちど決めたら頑かたくなだから下手に止めても無意味だし、うまぁく誘ゆう導どうしてなんとか穏おん便びんな結果にもっていかなくてはいけない。怪モ造ン生ス物ターが走りまわるなかに女の子を放ほうりこむのはどう考えても危ないし、やる気な舞弓には悪いがなんとか止めさせないと。

　そんなことを考えつつ、伊依が舞弓の流れる白はく髪はつなんかを眺めていると。

「はいはい～♪　慌あわてないでぇ急がないでぇ、こういう行列の基本は避ひ難なんと同じで『おかし』だよん──押さない、駆かけない、死んじゃわないーっ！　あはははは！」

　この頭のネジが抜ぬけたような喋しやべり方は──と声のほうを向いたら、いつのまにか行列の先頭のほうにきていた。壇だん上じよう、怖こわいくらいに元気な涼女が愛あい想そを振ふりまいている。そんな彼女のそばに置かれた鳥かごに触れたら、この謎なぞな儀ぎ式しきめいたことも終わりである。

　この行こう為いに何の意味があるのか、伊依にはよくわからない。涼女の話だと『魔王杯をよりよく楽しむため』には必要不可欠であるらしい。それと『魔王杯に参加する資格があるか否いなかを判別する』──とか。

　その言葉を額面どおりに受けとる伊依ではないが、涼女が何を企たくらんでいようとも今はそれが何かわからないし、鳥かごに触れなければ魔王杯に参加できないとあっては無視するわけにもいかない。

　父も香か美みも、魔王杯には参加するなと忠告してきた。

　けれど、伊依は──だからこそ、魔王杯に参加する。新入生歓かん迎げいのイベントを装よそおって涼女が何か危険な陰いん謀ぼうを巡めぐらせているなら、立ち向かい、それを阻そ止ししたい。父も香美も伊依を心配してくれたのだろうが、伊依だって、魔王杯に巻きこまれた生徒たちや、香美のことが心配なのだ。

　それに、本能的に──涼女からは、逃にげたくない。

「…………」

　元より鳥かごに触れるだけだ、全校生徒とはいえそれほど時間はかからない。並んだ生徒たちはするすると動いて、すぐに伊依と舞弓の順番になった。まず先に舞弓が前にでて、崩くずれそうなほど安っぽい演えん壇だんを登っていった。

「ほいほい、んじゃこの鳥かごにって──あれれ？」

　コンビニの店員くらいの薄うすっぺらい笑え顔がおだった涼女が、そこで初めて表情を変えた。困こん惑わく──というか、戸と惑まどって、舞弓のことをじろじろ見つめている。

「……どうした？」

　舞弓のほうも怪け訝げんそうに、鳥かごに伸のばそうとした手を引っこめる。

「私の顔に何かついているか？」

「いや、顔じゃなく、えぇと……えぇと」

　涼女は舞弓の手首のあたりを凝ぎよう視しして、それから困ったように首を傾かしげた。

「あのぅ、つかぬことを尋ねるけれども……なんで《門ＧＡＴＥ》つけてないの？」

「あぁ──」

　舞弓は数秒だけ考えて、たぶん自分が《門ＧＡＴＥ》をつけていない怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グという珍めずらしい存在だということを思いだしたか、合が点てんがいったように頷うなずいた。

「私には不要なものだからな」

「？　あの、あなた怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだよね。古頃の制服、着てるもんね」

　かなり改造してあるが、舞弓の格好はちゃんと古頃の制服に見える。けれどそうだ、舞弓の《門ＧＡＴＥ》は古頃の生徒の大半が《門ＧＡＴＥ》を破は壊かいされた《卵アイ・姫ドール》事件の際、同じく《門ＧＡＴＥ》を失った伊依に託たくされたままなのだ。

　怪造学会に申しん請せいすれば新しい《門ＧＡＴＥ》がもらえるのだが（事実、ほとんどの生徒はそうしたはずである）、舞弓は無ぶ精しようがってその手続きをしていない。伊依も、ぶっちゃけたところでいうと新しい《門ＧＡＴＥ》を申請するときにいる費用が高価なのでずるずる手続きしないでこれまで借りっぱなしだった。

　それが今回は不本意な結果に繫つながってしまった。涼女は舞弓の魔王杯出場を許可してくれなかったのだ。

「あぁ、まぁよくわかんないけど──ごめんね。《門ＧＡＴＥ》ないひとはだめ」

　さらりと言う涼女に、舞弓は残念そうに形のいい眉まゆをひそめた。

「私は、怪モ造ン生ス物ターと同じくらいの脚きやく力りよくはあると思うのだが？」

「やー……つぅて言われてもねぇ、ごめんね魔王杯のシステム的に、ちょっち無理。遠えん慮りよしてもらえないかなぁ？　ね？　べつにあなたの足が遅おそいって言ってるわけじゃなくて、魔王杯ってそういうものなの。人間じゃなく、怪モ造ン生ス物ターの競走なのね」

　それから彼女は、やはり自然に問いかける。

「それともあなた、怪造生物なの？」

「…………」

　そのある種の残ざん酷こくさをまとった言葉に、舞弓はかるく目を見開く。彼女は以前、偽にせの殻から蛇だの事件で異常な能力を発揮し、己おのれの人間性を疑ったことがある。今の涼女の言葉は胸の深いところに刺ささっただろう。

　伊依は舞弓が心配になり、そっと寄り添そうようにして彼女の耳元に囁ささやいた。

「舞さん、あたしの《門ＧＡＴＥ》……もともと舞さんのだし、返そっか？　どうしても出場したいなら──」

「否いな、いい。どうせ怪造はできぬ。残念だが……まぁ、怪モ造ン生ス物ターの競走というなら人間の私は場ば違ちがいだろう。無理を押しとおしてまで己の力を誇こ示じしたいわけではないし、今日のところは諦あきらめるとするよ」

　舞弓はいつもの彼女らしい落ちついた様子で、それだけ言って演壇を降りていった。彼女は頑かたくなだが、話してわからないひとではない。怪モ造ン生ス物ターなのかと聞かれたとき、一いつ瞬しゆんだけ見せた脆もろそうな表情が気がかりだけど。

「…………」

　さて、問題がひとつ片付いたところで、伊依は天敵と鞘さや当あてだ。

　伊依は真っ直すぐに前を見る。そこで涼女がにこにこ笑っていた。

　相変わらず不気味というか読めない少女だが、伊依はできるだけ胸の奥から湧わいてくる得体の知れない苛いら々いらを無視して、精せい一いつ杯ぱいの声をあげた。

「やぁ、涼女ちゃん」

「…………」

　瞬しゆん間かんだった。

　世界が凍こおった。

「伊依ちん」

　涼女がいきなり笑みを消した。それまで仮かり初そめであれ和なごやかにゆるめられていた表情が冷ややかになり、伊依のことを石ころでも見るように見つめてくる。

　伊依の後ろに並んでいるひとや、ほかの生徒には、涼女の前に立っている伊依自身が壁かべになって彼女の表情は見えない。それゆえに偽ぎ装そうは無用と判断したのか、涼女は欠片かけらぽっちの愛あい嬌きようすらも浮うかべずにかくりと首を傾げた。

「……何しにきたの？」

　低く、静かで、這はうような──這いながら飲みこむ、蛇へびみたいな声だった。

　人間が、こんな空っぽな声をだせるものなのか。こんな、ただ空気を震ふるわせているだけのような、わずかにも感情が混じらない、ざらついて乾かわいた音を。

「な、何って」

　伊依は動けない。いつもなら、相手に何を言われても気にせずに、歩み寄って、手を伸ばして、親しく喋しやべりかけて、なんとか仲良くしようとする場面だ。たいてい、それは巧うまくいったし、誰が相手であれ、言葉がつうじるなら、せめて伊依のほうは言葉を尽つくす努力を忘れてはいけないと思っていた。仲良くする、努力を。

　けれど目の前のこの少女は、その全存在で伊依を拒きよ絶ぜつしていた。否──拒絶なら、まだいい。憎ぞう悪おとか嫌けん悪おとか、能動的な感情がそこにはある。その憎悪や嫌悪をひとつひとつ解消していけば、いずれ仲良くできるはずだ。

　けれど涼女には、それすらない。

　ほんとうに、モノを見るような。

　伊依が唯ゆい一いつ、死んでも許せないと思っている寂じやく憐れ院んいんの義あ兄にのような。

　この世でただひとつ、受けいれることを拒きよ否ひしてきた概がい念ねんが、涼女の瞳ひとみに凝ぎよう縮しゆくされてこちらに向けられている。

　怖こわい。

　怖かった、その瞳が。

「ねぇ、伊依ちん。あたし言ったよね？」

　ほんとうに、訳がわからない、というように涼女はかるく首をふった。

「香美ちんは、あたしのモノだって」

　きらきら煌きらめく髪かみの毛と、可愛かわいらしい制服と、無む邪じや気きな童顔に浮かべた笑みは、全すべて志田桐涼女の蜘く蛛もの糸で、たいていのひとはそれに絡からめとられてゆっくり餌えさになるのを待つだけだけど、糸をくぐりぬけた伊依のようなものは、蜘蛛そのものに襲おそわれる。

　ほんとうに、蜘蛛のような、虫のような──感情のない瞳だ。

　涼女は当たり前のことを語るように、その瞳でこちらを見つめてつぶやく。

「言ったよね？　言ったよ、あたしと香美ちんの幸福を邪じや魔まするなって。なのにさ、伊依ちんあれだけ脅おどしたのに魔王杯にくるし、香美ちんと喋るし、なんなのかなぁ？　頭悪いのかなぁ？」

　表情を変えないまま、押し黙だまった伊依に涼女は告げてくる。

「次は殺すって言ってんだよ」

　口調すら、一瞬だけ虚きよ飾しよくを落として乱雑になっていた。けれど涼女はかろうじて笑みも喋り方も戻もどし、蜘蛛の糸を伸のばしてくる。優やさしく、柔やわらかで、けれど危ない蜘蛛の糸を。

「殺すの意味もわからない？　あなたを死なすってこと。死ぬの意味もわからない？　教えてあげよっか──たぶん、伊依ちんが思ってるより『死ぬ』は苦しいんだけどなぁ？」

　そこまで言ってから、涼女はまた首を傾かしげた。可愛らしく、胸の前で指を絡めて。

「伊依ちん、あなたがいるとね、香美ちんがおかしくなるの。香美ちん、あたしの言うことだけ聞いてればチョベリグなのに、自分勝手に行動しちゃうし。香美ちんが行動したら、みんな不幸になるだけって決まってるのに。だからあたしがちゃんと教育してあげたのになぁ、伊依ちんが何を言ったか知らないけど……香美ちん、なぁんかさ、あたしの言うことあんまり聞かなくなってて……」

　それ以上は聞きたくない。

　伊依は素す早ばやく手を伸ばして、そばに置かれた鳥かごを乱暴に摑つかんだ。《門ＧＡＴＥ》が一いつ瞬しゆんだけ輝かがやいたが、それだけで、あとは何も感じない。これが魔王杯の参加者名めい簿ぼのようなものなら、この瞬間に涼女がなんと言おうとも伊依の魔王杯出場は決まったはずである。もし違ちがっても、涼女の脅しには従わないという意思表示になったはずだ。

　事実、涼女の表情は劇的に変化した。

　空っぽなそれから、不ふ愉ゆ快かいそうなしかめっ面つらに。

　あぁ……悪意なら、まだ虚きよ無むよりもやりやすい。

　伊依は思いつつ、鳥かごから手を放して挑ちよう戦せん的に涼女を睨にらみつけた。

「カービィちゃんは、あなたの玩おも具ちやでも人形でもないよ」

「……カービィちゃん？　あぁ、そんな渾あだ名なをつけてたの？」

　つまらなそうに囁ささやいて、涼女は気け怠だるげに髪をかきあげる。

「カービィじゃなくてカミだよ？　カミさま。あたしだけの〝幸運の女め神がみ〟なの」

「カービィちゃんは人間だよ。人間の、あたしの友達」

　伊依の漆しつ黒こくの瞳と涼女の透とう明めいな瞳が宙空でぶつかって、静かな火花を散らした。順番待ちをしている行列の生徒たちが、さすがに不ふ審しんを感じたかざわめきはじめる。

　それに気づいて、涼女が顎あごで去るように示してきた。

「……ねぇ、伊依ちん」

　濃のう厚こうな悪意をにじませた、宣戦布告のような言葉も忘れずに。

「空を自由に飛ぶ鳥と、鳥かごでたいせつに育てられる鳥と、どちらのほうが幸せだと思う？　どちらのほうが平和な毎日だと思う？　どちらのほうが長生きできると思う？　どちらのほうが──幸福だと思う？」

「……あのさ、勝手に鳥かごに閉じこめて、ほかの鳥よりこの鳥は幸せだって、鳥の意見も聞かずに決めつけちゃうのは良くないと思うよ」

　また視線の火花を散らし、伊依も涼女をひとつ睨んで宣戦布告をする。

「少なくとも、自由に空を飛んでいる鳥のほうが、あたしは好きだな」

「……飛べない鳥もいるんだよ、伊依ちん？」

　ぽつりとつぶやいた涼女の言葉に、反応できないまま、伊依は背中を押されて壇だん上じようから追いだされた。

「…………」

　なぜだろう、一瞬だけ涼女の瞳には虚無でも悪意でもない──どこか、寂さびしそうな色が浮うかんでいたように思えたけれど。
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　一種の儀ぎ式しきめいた、異様な光景だった。

　砂すな浜はまに《門ＧＡＴＥ》を嵌はめた怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グがずらりと並び、思い思いの姿勢で真しん剣けんにただ前を見つめている。一いつ触しよく即そく発はつの爆ばく弾だんじみた、ぴりぴりした緊きん張ちようが満ちた雰ふん囲い気きである。

　魔王杯開始五分前。

　参加する選手たちは涼女の誘ゆう導どうに従い、自分たちが障害物競走するわけでもないのに、ほぼ同一線上に並んで開始の合図を待っていた。一秒でも早く呪じゆ文もんを唱え、呪印を刻み、ほかの怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グよりも早く怪モ造ン生ス物ターを怪造するため。

　怪造学の世界ではこうして他者と怪造の技術を競きそいあうことが案外に少ない。暴力的な能力をもつ怪モ造ン生ス物ターを用いての私し闘とうはいらぬ怪け我がを招くだけだからだが、今回の魔王杯は学校公こう認にんの新入生歓かん迎げいイベント、さらに競走という剣けん吞のんではないものだったので、思う存分に能力を競いあえる。

　普ふ段だんの抑よく圧あつされた闘とう争そう心しんが剝むきだしにされて、怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グたちはまさに燃えあがらんばかりだった。もちろんお遊び気分なものも多くいるが、たいてい怪造したくてうずうずしているお預けをされた犬みたいな表情である。

　伊依としては、怪造を人間の競走に利用するのはあまり本意ではない。自分たちには喋しやべる口もあるし伸ばせる手もあるのだから、何かを比べあいたいなら話しあいをして、身み振ぶりをして、それで決めるべきである。異界の友達を巻きこむべきではない。

　怪造学はとにかく危険な学問だ。生徒たちの興奮の度合いを見て、いらぬ事故などが起きないことを祈いのる伊依だった。

　まぁ参加するからには最善を尽つくすし、やるからには真っ当に勝負するが、生徒たちは伊依のような平和主義者ばかりではないのだ。何が起きるかわからない。いちおう涼女が怪モ造ン生ス物ターどうしの妨ぼう害がいや戦闘は危ないから禁止と言っていたが──。

　伊依は血気盛さかんな群衆の後ろのほうで、その涼女の姿を捜さがした。彼女も一ミリでも前にでようと密集しているほかの生徒たちを嘲あざけるように、のんびり腕うでを組んだまま伊依のように後方に位置している。

　見つめていると一瞬だけ視線があって、涼女が舌をべぇっとだして微笑ほほえみかけてきた。なんとなく嫌いやな予感がして、寒気を感じつつ伊依は涼女から目を逸そらす。

　自分が怪造する怪モ造ン生ス物ターの呪文や呪印を頭に反はん芻すうしつつ、空を見あげた。そこに異い形ぎようの雲のごとく浮ふ遊ゆうしている《兆プラ里ズマ眼デビル》には、カウントダウンの数字が表示されている。今は『残り三分と十二秒』──あの数字が零れいになったらみんなで同時に怪造をするルールだ。

　いちおうみんな怪造学校の生徒だから心配はないと思うが、焦あせったり、興奮して普段とちがう精神状態になっていると怪造は巧うまくいかないことが多い。事実、伊依が目星をつけた実力者たちは騒さわぎに加わらず、おのおの平静な表情をしている。

　瞑めい想そうしたり、ぶつぶつ口内で何か口ずさんだり、何かの小こ瓶びんを取りだして香かおりを嗅かいだり、集中の仕方はそれぞれ独自のものがあって面おも白しろい。伊依は自らも精神を研とぎすませながらほかの生徒たちをこっそり観察していく。

「……ん？」

　ちらっと一いつ瞬しゆん、角つの飾かざりをつけた長身の誰かが見えた気がしたが──まさかな、と伊依は思う。あのひとがきているなら、もっと自らを〝悪役〟として演出して盛りあげたりしているだろう。すなおに何もせず潜もぐりこんでいるわけがない。

　けれど、見み間ま違ちがいでないなら、要注意である。その人物の優ゆう秀しゆうさ、そして目的のためなら手段を選ばない性格を伊依は嫌になるほど知っていた。競走相手としては、ある意味ではいちばんぶつかりたくない存在である。

　涼女だけでも不安なのに──とちょっと心配になっていると、そんな伊依の味方になってくれそうな存在も発見できた。

　ただし彼らは口論中で、後方にいる伊依のことに気づいていなかったが。

「むかーっ！　なにさ！　たしかに怪造ならあんたのほうが巧いかもしんないけどね、あちゃしがバカ丸に負けるなんてこと世界の摂せつ理り的にありえないんだべさーっ！　吠ほえ面づらかかせてあげるしょや！　たとえ優勝できなくても、あんただけには絶対に負けないべさーっ！」

「ははん美み咲さきよ、普段はむかついてむかついて仕方がないおまえの言葉も今の私には子犬ちゃんの遠吠えのようだぞ？　学年二位の実力をもつこの私に万年ドベタのおまえが勝てると思うか？　ははは、そうワンワン吼ほえるなって……痛ぁッ!?　嚙かむな嚙むな嚙むな！」

　あれは──と伊依は思う。今年はクラス替がえで離はなれてしまったけれど、変わらず伊依の仲良しでいてくれるお友達だった。

　金色の刺し繡しゆうがはいった制服を着た少年は名前を魑ち魅み寺でら屍かば丸まるといって、学年首位の魅み神かみ香か美みにつづいて実力第二位と謳うたわれる怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだ。普段の言動が間ま抜ぬけなのであんまり優等生なかんじはしないが。

　そして、そんな彼の腕にがぶりと嚙みついている桃もも色いろの髪かみの少女は、美み咲さき次じ郎ろう花はなだ。学校でも有名な美人三姉妹（年ねん齢れい的に長女は卒業しているはずなのだが、なぜかまだ三姉妹と呼ばれている）の末っ子で、明るく元気なムードメイカーである。

　集中とかと無む縁えんの世界で意地をはりあい、嚙んだり嚙まれたりしているとおり、あのふたりは異様に仲が悪い。とかく次郎花は誰とでもわりと喧けん嘩か腰ごしになるのだが（そのわりに深刻な対立はせず、じゃれている以上の関係にならないのが次郎花のすごいところ）、どうも屍丸とは会うたびにあぁいうかんじになってしまう。

　似たものどうしだからなぁと伊依は本人たちが聞いたら怒おこりそうなことを考えつつ、そんな彼らのそばに影かげのように立つ少年を発見する。

　いつでも目立たず、けれどさりげなく屍丸の補ほ佐さをしているあの少年は名前を駒こま崎ざき学まなぶといって、いろいろと謎なぞめいた人物である。実力もあるのだかどうだか、けれど伊依の視線に気づいてこちらを見つめ、会え釈しやくをしてきたし──只ただ者ものではないと思う。

　そんな騒がしい三人組から視線を移し、観客席のほうへ伊依は目を向ける。砂すな浜はまの横、舗ほ装そうされたアスファルトに物見高い野や次じ馬うまが集まっていて、魔王杯が始まるのを今か今かと待っている。そのなかにも見知った顔が何人かいた。

　まず魔王杯への参加ができなかった戦橋舞弓。彼女は腕を組み、頭の上に梅子を乗せて静かに立っている。梅子は伊依の怪造した怪モ造ン生ス物ターではないから魔王杯には出場させられないし、あぁして舞弓にお世話してもらっているのだ。

　視線があうと舞弓は、励はげますみたいに珍めずらしく微笑んでくれた。健けん闘とうを祈る、というかんじ。伊依は嬉うれしくなって、ちいさく手をふって応こたえた。

　そして、保健室の住人、山やま田だ魔ま夜やも観客席のほうに姿を見つけられた。彼女は天性の才覚があるのか怪造の腕うで前まえは大したものなのだが、純じゆん粋すいに人混みが嫌なのか魔王杯には不参加のようだ。他人という存在が精神集中の妨さまたげになる彼女は、こうも生徒たちが群れていると怪造ができないのかもしれない。

　けれどちゃんと教室へ行って、お友達ができたというのはほんとうのようで、何人かの少女と手をふりあったり、声をかけあったりしている。伊依は関係ないのに、なんだか頰ほおが緩ゆるんで幸せな気持ちになった。

　けれどそんな穏おだやかな気持ちにも、周囲から浮うきたつようなひとりの少女を見つけて細さざ波なみが生まれる。

　海のような空のような、青い目と髪をした少女。

　魅神香美は観客席のはじっこで、ぼんやりとどこでもない虚こ空くうを見つめていた。生徒会長の権利を賞品としたこの魔王杯に、校長から生徒会長として指名された彼女が出場しないというのは──なんだか、筋がとおっていないかんじがするが。

　けれど今の香美とはまともな会話もできないし、どうも避さけられているし、伊依は無理に香美を引きずってきたりはしない。どうせ鳥かごに触ふれていなければ参加資格はないのだし──けれど、なんだかむしょうに嫌いやな気持ちになった。

　その悪意のようなどろどろとした、気味の悪い感情を伊依は持てあます。

　逃にげるように前を見ると、いつのまにかそこに誰かが立っていた。

　綺き麗れいな少年である。ただしその『綺麗』には亀き裂れつがはしっている。顔を斜ななめに二等分したぎざぎざの疵きず痕あと、そこを中心にして顔の左右で色が変わっているのだ。同様に、髪も右側だけ造りもののようだし、右目だけ意思がないみたいに濁にごっている。

　鴉からすの羽をあしらった制服を着た彼の名前は仇あだま祭つり 遊ゆう。伊依の幼なじみで、困ったときにはいつも助けてくれた頼たよりになる少年である。

「あ、遊く──」

　地じ獄ごくで仏を見たような気持ちになって、伊依が声をかけると、その言葉を遮さえぎるみたいに遊が怖こわいほど神しん妙みようにつぶやいた。

「伊依ちゃん」

　どうしてだろう、みんなみんな同じことを言う。

「あの志田桐涼女には気をつけて」

　え？　と首を傾かしげると、遊は彼のジッパーのような疵痕を撫なでて言った。

「彼女、僕や罠わな奈なみたいに……混じってるよ、虚界アンダカの何かがね」

「それって──」

　右目をとある怪モ造ン生ス物ターに交こう換かんされ、ふつうは感知できない虚界アンダカのものを自在に視みることができる彼だ、言うことには間ま違ちがいはないと思うが。

　虚界の何かが混じっている？

　それは、どういう意味だろう。

　目を白黒させているうちに、遊は伊依のそばをすりぬけてどこかへと消えていく。

「いちおう、警けい戒かいはしていて。僕はちょっと、独りで動いてみる。この魔王杯──なんだか嫌なかんじがするんだ。気をつけて、伊依ちゃん」

「待って遊くん！」

　振ふりかえり、彼の姿を捜さがしたが、幻げん想そうみたいに傷顔の少年は生徒たちのなかに溶とけて消えていた。なんだか寂さびしくなり、伊依は胸の前でぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

　そうして伊依が言いしれぬ孤こ独どくを味わっているうちに、無情にも魔王杯の開始は迫せまっていた。カウントダウンが声こわ高だかに叫さけばれ、生徒たちが加速度的に集中を高め、波や風が反応するかのように乱れに乱れた。

『十、九、八、七──』

　観客たちが息をそろえて、《兆プラ里ズマ眼デビル》に表示される数字を読みあげてくれる。今は、悩なやむのも寂しがるのも後回し、怪造に集中しなくてはいけない。

　なんだか途と中ちゆうから欠落した橋を歩いているような、奇き妙みような胸むな騒さわぎがしたが、すでに魔王杯は止まらず、伊依もそこから抜ぬけでることができなくなっていた。

　涼女が一いつ瞬しゆんだけこちらを見て、まだ魔王杯は開始していないのに、勝利を確信したみたいに満面の笑えみを見せてきた。その表情も、伊依の動どう悸きを加速させる。

　何か根本的な選せん択たく肢しを間違えてしまったような、気持ちの悪さ、心こころ懸がかりをおぼえつつ──カウントダウンは無情に刻まれ、予定どおりに魔王杯が開幕する。

『三、二、一、──スタート！』

　同時に生徒たちは腕うでを振りあげ、声を揃そろえて唱和した。

『現界カナイの扉とびらを打ち開けて！』

　遠く水平線まで、虚界アンダカまで届く呪じゆ文もんの声音が高らかに響ひびきわたった。
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　怪造学という学問がある。

　かぎりなく遠い隣となりの世界──虚界アンダカ。その虚界アンダカに存在する怪モ造ン生ス物ターと呼ばれる生物を召しよう喚かんし、その生態を研究し考察し虚界アンダカの全すべてを知ろうとする学問である。

　怪造学に必要不可欠な虚界アンダカからの怪モ造ン生ス物ター召喚技術を怪造といい、それには呪文と呪印と呼ばれる手続きが必要となる。呪文とは虚界アンダカの地名などからなる定められた言葉を唱えることで、呪印とは手首に嵌はめた《門ＧＡＴＥ》に直接的な刺し激げきを与あたえるための腕や指の動きだ。

　それらを正しく実行し、虚界アンダカを明めい瞭りように想起イメージし、怪モ造ン生ス物ターを怪造したいという気持ちを強くもつことで、怪モン造ステ学イス者トの指先はようやく異世界まで届く。

「現界カナイの扉を打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め、死人漁あさりの魔ま窟くつを越こえて」

　ほかの生徒が唱える呪文や呪印の動きに惑まどわされず、伊依はあくまで己おのれの脳のう裏りに精せい緻ちなイメージを描えがきだす。怪造はほかの思考にかかずらったまま片手間にやれるものではない。全神経を緊きん張ちようさせ、細心の注意を払はらって行わなければ命の危険すらある。

　憑つかれたように呪文は自動的に唇くちびるから飛びだし、腕も指先も滑なめらかな呪印を刻む。ここまで怪造を当たり前のようにできるようになるには、血の滲にじむような努力が必要だった。けれど、それはふつうなのだ。周りの生徒たちも、みんな同じ。

　怪造の腕うで前まえには、所しよ詮せんはみんな怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グだ、そんな大したちがいはない。

　ならばあとは戦略と戦術の勝負である。

「──見つけた」

　伊依のつぶやきに、何人かの生徒が呪文と呪印をつづけながら驚おどろいたようにこちらを振りかえってきた。最さい後こう尾びあたりに位置した伊依はそちらに微笑ほほえみかけ、ばちばちと激しい火花をまとった《門ＧＡＴＥ》を胸の前でしゃんと擦こすりあわせる。

　ほかの生徒と比べて、格段に早い怪造。けれどそれはべつに伊依が特別に怪造が巧うまいということではなく──。

「《疾タタ風タツ鼠ト》、怪造！」

　瞬しゆん間かん、伊依の手首で光が螺ら旋せんを描き、虚界アンダカからひとつの怪モ造ン生ス物ターが怪造される。

　人間の頭部ほどの大きさをした、デフォルメされた鼠ねずみみたいな外見の怪モ造ン生ス物ターである。全体的に丸い身体からだに、鼠にしては長すぎる耳が生えている。背中からお尻しりにかけて細かい棘とげが生えていて、長い長い尻尾しつぽの先には可愛かわいらしいリボンがあしらわれている。
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　ぱっちりお目々にやる気を充じゆう満まんさせ、「[image: ω]」なお口を精せい悍かんに引きしめて、下級三位の怪モ造ン生ス物ター──《疾タタ風タツ鼠ト》はちょこまか生徒たちの足あし下もとをすりぬけて機き敏びんに走っていく。

　長期戦を覚かく悟ごし、みんなはできるかぎりレベルの高い怪モ造ン生ス物ターを怪造しようとしたのだろう。ランク的に最下層に位置する下級三位の怪モ造ン生ス物ターを怪造したのは伊依だけだったらしい。最短の呪文と呪印を呆あつ気けなく終えて──かくして最初の怪造を実行したのは空すか井いい伊依となった。

　誰もいない砂すな浜はまを、今だけ単独首位で独走していく。

　走れ《疾タタ風タツ鼠ト》！

　負けるな《疾タタ風タツ鼠ト》！

　一瞬の風になれ《疾タタ風タツ鼠ト》！

「がんばれがんばれ！」

　どんどん遠くなっていく《疾タタ風タツ鼠ト》の勇姿を見送り、伊依は声をはりあげてせめて応おう援えんする。べつに妨ぼう害がいするつもりはなかったのだが、何人かの生徒がうるさそうにこちらを見てきた。このくらいの声で集中が乱れるのもどうかと思うのだが──いちおう、伊依は声をださず手をふるだけに留とどめておく。

　走る《疾タタ風タツ鼠ト》は《兆プラ里ズマ眼デビル》がその大きな眼球に表示してくれている。比ひ較かく対象がない砂浜だからどのくらいの距きよ離りを走ったのかいまいちわからない。観客席はびみょうに盛りあがっているみたいだが、ずっとこのまま自分の怪モ造ン生ス物ターが見られないのはちょっとやりにくい。

　怪モ造ン生ス物ターと怪モン造ステ学イス者トの繫つながり──《魔ま力りよく》を読める父に、《疾タタ風タツ鼠ト》の現在位置を適てき宜ぎに教えてもらうしかないかと伊依が考えていると、不意に。

「《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》、展開」

　伊依の横で、鈴すずのような声が響ひびいた。見ると、そこで志田桐涼女が右手を伸のばし、鎖くさりで連結された鳥かごを一定のリズムで揺ゆらしていた。怪造の白色とも、物造の赤色とも、どことなく異なる青い煌きらめきを放ちつつ。

「魔力転換、強権発動、独裁開始」

　背中から伸びた噓うその翼つばさを潮風に揺らめかせ、やはり不思議なくらい輝かがやく髪かみの毛を舞まわせて、彼女はそっとこちらを見る。

「一番手は伊依ちんかぁ、まぁ意外というか順当というか──ほんじゃ、本格的に魔王杯を始めるからね」

　あまり興味もなさそうに、べぇっと一いつ瞬しゆんだけ舌をだして。

「ちょっと最初はびっくりするかもしれないけど、すぐに慣れるから我が慢まんしてよ？」

　その言葉が終わるか終わらないかのうちに──鳥かごの青い閃せん光こうが濃のう度どを増し、その内側で何か黒いものが蠢うごめいた。

　何だあれは、と伊依が疑問をおぼえたのも一瞬だけで、強きよう烈れつな眠ねむ気けのような、得体の知れない倦けん怠たい感かんが全身を満たした。立っていられなくなり、膝ひざを崩くずして砂浜にぺたりと腰こしを下ろし、座っていることもできずに前のめりに倒たおれる。

「……？」

　あまりにも突とつ然ぜんの脱だつ力りよくに、伊依は悲鳴をあげることもできずに戸と惑まどう。なんだろう、魂たましいが抜ぬけたというか──身体が自分の意志ではまったく動かない。

　涼女が何かしたのか？

　そちらを見ようとしたが、すぐに視界も働くのをやめて消しよう滅めつする。

「あぁ、安心して、伊依ちん。即そく死ししたりはしないから」

　声だけがかろうじて、なんとか生き残っていた伊依の聴ちよう覚かくに届いた。

「あたしの王国へようこそ、伊依ちん？」

　その声もすぐに聞こえなくなって──。

　全身から、自我も人格も、何もかもが溶とけて流れていって──。

　………。

　……………………。
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　気がついたら鼠ねずみだった。

　ちょこまか。ちょこまか。短い手足を動かして必死で走り、ふと気づいた──もしかして自分は鼠なのではないか？　伊依はちょっとだけ立ちどまり、ぽてんと丸い身体からだを地面の上に置いて、手足とか、リボンのついた尻尾とかを確かく認にんして目を丸くした。

　鼠だ。

　まごうことなく鼠である。

《疾タタ風タツ鼠ト》だ。伊依が怪造した、下級三位の怪モ造ン生ス物ター。尻尾についたリボンに見覚えがある。《疾タタ風タツ鼠ト》はこのリボンの色とか巻き方とかで個性をつけているので、別人（別鼠？）という可能性もない。

　どうも自分は《疾タタ風タツ鼠ト》の身体に入りこんでしまっているらしい──なんだろう、魂たましいとか自我とかそういうものが。仕組みはわからないけれど、そうとしか考えられない。

『父さん、父さん』

　験ためしに呼びかけてみたが、どこから首だかわからない丸い身体のどこにも髑どく髏ろの首くび飾かざりは見当たらない。当然、返事も戻もどってこない。むしょうに寂さびしくなる。

　きょろきょろ周囲を見回してみた。

　誰もいない。

　砂すな浜はまですらない。

『………？』

　涼しい風が吹ふいている、のっぺりとして現実感がない空間だった。足あし下もとは白いコンクリートのような材質をした地面で、それが延々と前方につづいている。その白い道の幅はばは大型トラックが擦すれちがえるくらいで、かなり広い。けれど上のほうとか、道の横のほうとか、真まっ暗く闇らやみで見み渡わたせない。ほんとうに道だけがずっと延びているかんじ。

　はて。

　伊依は短い手で頰ほおのあたりを撫なで、現状の理解をしようと努める。

　どうも自分は、というか自分の自我は《疾タタ風タツ鼠ト》のなかに収まってしまったらしい。涼女のあの奇き妙みような鳥かごが青く光ったのは何か関係あるのか、たぶん関係あるのだろうが──その仕組みはよくわからない。

　おそらく、ほかのみんなも同じように怪モ造ン生ス物ターへ自我を収納され、この変な空間に召しよう喚かんされ、競走をするのだと思う。それが魔王杯なのだろう。なるほど、いちいち怪モ造ン生ス物ターに指示を飛ばしたり、その現在位置を調べたりしなくていい、便利な状態だが、その理り屈くつや仕組みがわからなくて気持ちが悪い。

　というか……ちゃんと自分の自我は伊依の身体に戻れるのだろうか？

　心配しながらも、伊依はちょこまかと白い道を走ってみる。ぼうっとしていても仕方がないし、これが魔王杯ならば少しでも先に進んでいたほうがいい。自分の優位性は即そく座ざに怪造を成功させて単独首位になれたことだ。ここでほかのみんなと差をつけていないと後につらくなる。

　せっせと走り、少しだけ後ろを振ふりかえったが、どうも距きよ離り感かんが狂くるっていてどれだけ走ったかわからない。ほかの怪モ造ン生ス物ターもでてこないし、途と方ほうに暮れる。

『あたしの王国へようこそ、伊依ちん？』

　不意に先ほども聞いたような涼女の声が、噓うそくさい空間に響ひびいた。伊依はびくっと反応し、長い耳をぴくぴくさせて周囲を警けい戒かいする。

　けっこう知らないうちに距きよ離りを稼かせいでいたのか、遠くに見えるスタート地点に、何か巨きよ大だいな球体がいつのまにか存在していた。

　丸い、丸い、完かん璧ぺきな球体。色は鮮あざやかな青で、その表面には傷も起き伏ふくもない。ほんとうに、単純な丸いものだ。大きさはどのくらいか、距離が遠いのでわからないが、たぶん成人男性くらいの背せ丈たけだろう。幅も高さも均等な、球。

　それだけ見ると生物とはとても思えないが、伊依にはわかる。もはや《疾タタ風タツ鼠ト》という怪モ造ン生ス物ターとなった伊依にはわかるのだ。感じる、あれは怪モ造ン生ス物ターだ。

　怪モ造ン生ス物ターは怪モ造ン生ス物ターを感知することができる。どういう感覚なのか伊依はこれまで不思議だったが、今は実感できた。目を瞑つぶっていても、右手で左手を触さわることができるというかんじに、自分の身体の一部がそこにあるのがわかる──そんな感覚に似ている。

　球体の怪モ造ン生ス物ターは、涼女の声で可愛かわいらしく笑った。

『ほんとうはあたしが一番手でこの空間に入ってさ、みんなに状じよう況きようを説明する予定だったんだけど……伊依ちんがびっくりするくらい下級の怪モ造ン生ス物ターを素早く怪造しちゃうんだもん、計画が狂くるって困っちゃった。ほんとうに伊依ちんは……迷めい惑わくだなぁ』

『涼女──ちゃん、なの？』

　あきらかに異なる種族で、会話が成立するかどうか謎なぞだったが、伊依はとりあえず呼びかけてみた。するとあっさり、相手は応こたえてくれる。

『そうだよん。あたしが志田桐涼女だよ？　ちなみにこの怪モ造ン生ス物ターは下級二位の《王パーフエク求ト・エツヂ》。ほかのみんなは中級以上のを怪造するつもりなのか、まだ時間がかかりそうだね』

　やっぱりこれは魔王杯なのか。この姿で、この自我が怪モ造ン生ス物ターに入りこんだ不思議な状態で、みんなで競走する。それが魔王杯なのだろうか。

　伊依の思考を読んだように、涼女はすぐに声をつづけた。

『伊依ちんにはもう推測できてると思うけど、これが魔王杯なんだよ。あたしの呪じゆ具ぐ《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》で怪モン造ステ学イス者トの自我を怪モ造ン生ス物ターに封ふう入にゆうし、その怪モ造ン生ス物ターを競走させて勝敗を決める……。まぁ、安心して？　ちゃんと身体に戻ることはできるから』

　呪具《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》。聞いたことがない名前だ。たぶんあの金色の鳥かごのことなのだろうが、怪モン造ステ学イス者トの自我を怪モ造ン生ス物ターに封入するなんて離はなれ業わざ、ほんとうに可能なものだろうか？

　まぁ現実にそういう状況になっているからには、受けいれるしかないのだが。何か嫌いやな気持ちの悪さがある。涼女の目的がほかにもあるような──。

　伊依は警戒し、尻尾しつぽを立てて球体の涼女を睨にらみつける。涼女は泰たい然ぜんと、少しも動かず余よ裕ゆうめかして説明をつづけていた。

『ちなみに、この空間は八大地じ獄ごくと呼ばれる八つの空間に区分けされていて、ここは第一地獄──等活地獄ビオ・ジグルダだよ、伊依ちん？　まぁ何の変へん哲てつもない長いだけの道で、しかも疲つかれたり怪け我がをしても、この涼すずしい風に触ふれているうちに回復しちゃうというサービスつき』

　そういえば、この空間には森の奥の空気みたいな、不思議なくらい神こう々ごうしい風が吹いている。触れると癒いえるというのも噓ではないようで、ここにいるだけで身体からだに活力が漲みなぎってくる。持久力のない《疾タタ風タツ鼠ト》でも、ここなら疲れ知らずで走りつづけることができるだろう。

　そんなことを考えている伊依に、涼女はやはり裏の読めない楽しげな口調で語る。

『地じ獄ごく巡めぐりの魔王杯は、八大地獄の四つまでを舞ぶ台たいにして行われるよ。第五地獄からはちょっち危険すぎるからそこは立ち入り禁止ね。等活地獄ビオ・ジグルダ、黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダ、衆エバ合・地ジグ獄ルダ、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダ──それら全すべてを踏とう破はして、一位で完走した怪モ造ン生ス物ターが優勝！　魔王杯の覇は者しやとなるんだよん！』

『八大……地獄』

　字じ面づらというか、音の響きが怖こわい。けれど地獄と呼ばれるわりに、第一地獄のこの等活地獄ビオ・ジグルダはそんなに恐ろしげな雰ふん囲い気きではない。たしかに少しは不気味だが、身体を治ち療りようしてくれる風も吹ふいているというし──。

『ねぇ、伊依ちん』

　楽しそうに嬉うれしそうに、涼女が笑った。

『どうして、怪我を回復させるなんて特性が、仮にも地獄と呼ばれるこの等活地獄ビオ・ジグルダに与あたえられてるかわかるかな？』

『…………』

　なんだろう、寒気がした。背中の毛皮を逆立て、伊依はじりっと涼女から遠ざかる。完全な球体である相手は、ごろん、と静かに転がって──。

『いちばんの苦痛ってさぁ、なんだと思うかな？　あたし、死ねないことだと思うんだよねぇ……』

　丑うし三みつ時に現れた、お化けのような彼女は──ごろんごろん緩かん慢まんだが確実にこちらに向かってくる。一回転ごとに速度があがり、それは滑なめらかな地面を球体が転がるのだから摩ま擦さつ抵てい抗こうもなく、伊依から見ると恐ろしいその巨きよ体たいが間近に迫せまってくる。

　その威い圧あつ感かんに、伊依は得体の知れない恐きよう怖ふをおぼえた。

　まさか、まさかと思う。まさか涼女は自分を──。

『切り刻まれても、鞭むちで打たれても、炎ほのおで炙あぶられても、死ねない、死なない空間──どれだけの痛みを味わっても、死という解放は許されず、気が狂くるうまで──気が狂っても、死ねない地獄！　それがこの等活地獄ビオ・ジグルダだよ伊依ちん！　あははははは！』

　踏ふみつぶされる!!

　急加速をして肉にく薄はくしてくる巨きよ大だいな球体から、伊依は目を見開いて必死で逃にげだす。涼女の狙ねらいがわかった。すでに遅おそすぎるほど相手は近づいているが──逃げなくては、おそらく伊依は《王パーフエク求ト・エツヂ》に骨まで磨すりつぶされて──。

　そしてまた、等活地獄ビオ・ジグルダの特性に従って復活する。

　そこを踏みつぶされる。

　また復活させられる。

　圧殺。復活。圧殺。復活。圧殺。復活……。

　たとえ身体は死ななくても、伊依の精神は間ま違ちがいなく狂い死ぬ。

　それが涼女の狙いなのか!?

　躊躇ためらいもなく、伊依の舌を切り裂さいた彼女。志田桐涼女なら、やる！　おそらく迷いもなく、伊依をまさに地獄の責め苦のような圧殺と復活の連れん鎖さに叩たたきこむだろう！

　疾しつ風ぷうの名は伊だ達てではない、《疾タタ風タツ鼠ト》の運動能力は決して低くない。それこそ死にものぐるいで逃げて、伊依は涼女との距きよ離りを稼かせごうとする。

　けれど涼女は余裕げに、声高らかに笑うのだ。

『あははっ！　無む駄だ無む駄だ無む駄だぁ！　どれだけ逃げても無意味だよ伊依ちん！　等活地獄ビオ・ジグルダは延々とつづく平へい坦たんな一本道！　ここが密林なら、隠かくれることもできただろうね！　ここが入り組んだ迷路なら、曲がり角のたびに《王パーフエク求ト・エツヂ》は速度を落とすから逃げきれたかも！』

　世にも幸せそうに、周りに誰もいないからか──嗜し虐ぎやく的な悪あく魔まのごとき本ほん性しようを隠しもせず、涼女の圧あつ迫ぱく感かんの充みち満ちた巨体が転がってくる。気分は古い冒ぼう険けん映画の巨大な岩に追われる探検家だ。あれ、映像で見るとむしろ笑えるのだが現実になると怖すぎる。

　自分の全存在をプチッと押しつぶすものが背後から近づいてくる。それだけで泣きそうなくらい恐ろしい。地面の震しん動どうと、確実に近づいてくる相手の存在感が、魂たましいすらも凍こごえさせる。

『だけどここは逃げ場のない単純な直線！　完全な球体は加速して加速して加速してほかの何よりも速くなる！　そんな可愛かわいい鼠ねずみさんなんかで逃げきれるわけがないんだよ！　ははっ、おとなしくあたしの《王パーフエク求ト・エツヂ》に轢ひかれちゃえ！』

　伊依の全身に、影かげが落ちた。すでに触れるほどちかく、逃げきれない距離に涼女がいる。冗じよう談だんではない。ほんとうに殺すつもりだ。死ぬ衝しよう撃げきなど、苦痛など、伊依は一度だって耐たえられる自信はない。踏みつぶされたらそこで精神が壊こわれる。

　死にたくない。怖い。けれど逃げられない。速度がちがいすぎる。いくら疲ひ労ろうが回復する等活地獄ビオ・ジグルダだからって、涼女の言うとおりこの平坦な道では加速をつづける《王パーフエク求ト・エツヂ》を相手に速度では勝ち目がない。

　何か方法はないか。逃げる方法。《疾タタ風タツ鼠ト》にはこれといって戦せん闘とう能力や、特とく殊しゆな能力などはない。ほんとうに素す早ばやいだけの鼠である。ほかの怪モ造ン生ス物ターがいたなら、能力を組みあわせて何かができただろうが、ここには《疾タタ風タツ鼠ト》しかいない。伊依のいつもの怪モ造ン生ス物ターみんなでがんばる作戦もつかえない。

　ほんとうにただ踏みつぶされるのを待つだけなのか？

　それで自分は死んで、頭が変になってしまうのか？

　そんなのは、そんなのは──。

『伊依ちゃん、尻尾しつぽを立てて』

　不意に、綺き麗れいな声が耳に届いた。その声の主を推測する前に、伊依は本能的に指示に従って尻尾をピンとたてる。リボンのついた、《疾タタ風タツ鼠ト》自じ慢まんの長い尻尾。

　その尻尾を嘴くちばしでくわえ、一羽の鳥が球体の前方から《疾タタ風タツ鼠ト》をさらった。

　舞まい散る、黒い羽。

　数秒遅おくれて、伊依が走っていた空間を《王パーフエク求ト・エツヂ》が押しつぶした。

『なッ──!?』

　涼女も意外だったのだろうが、《王パーフエク求ト・エツヂ》は無限加速という利点があっても急な減速ができないという弱点もあるらしく、止まらない。そのまま勢いに任せて前方へ突とつ進しんしていって、かなり先行してからようやく停止した。

『誰？　あたしの邪じや魔まするつもり？』

　平へい淡たんな、空そら恐おそろしい涼女の台詞せりふ。

　それに応こたえるのは、伊依を安心させる少年の声だった。

『怖こわいね。それが君の本性かい？　事情はよくわからないけれど……』

　彼の制服を飾かざっていた鴉からすの羽のような、綺麗な黒い羽毛をもつ猛もう禽きんだった。頭部から色いろ違ちがいの大きな羽がふたつだけ生えていて、それが尾お羽ばねとともに長く後方へと流れている。優やさしい目をして、けれど力強く伊依の尻尾を嘴にくわえて飛ひ翔しようしている。

　これは《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》。下級二位の怪モ造ン生ス物ターだ。ふつうに飛ぶより上じよう昇しようや下降が得意という変わった鳥で、ロケット噴ふん射しやのように真上へ飛ぶその姿は逆向きの流星みたいだ。今は翼つばさを羽ばたかせ、ごく当たり前に飛んでいるが。

　どこから声がでているのか、嘴は動かさずにそれは言う。

『伊依ちゃんを脅おびやかすものは、ほかの誰が許しても──この僕が許さないよ』

『遊くん！』

　伊依は小さな手足をぶんぶん動かし、感激を表現してみた。《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》の遊は素早く宙を舞い、動かず恨うらめしげに鎮ちん座ざする涼女の《王パーフエク求ト・エツヂ》を睥へい睨げいしている。

『ほかの怪モ造ン生ス物ターを助けるのは、べつにルール違い反はんじゃないよね？』

　それから挑ちよう発はつするように、笑いを含ふくめた声で彼は言う。

『ていうか、さっき聞いたところによると……妨ぼう害がいや戦闘は禁止なんじゃなかったかな？　それを言った本人がさっそく違反かい？　志田桐涼女ちゃん？』

『…………』

　ごろん、と涼女は苛いら立だたしげに動きだし、言い訳がましくつぶやいた。

『ほら……《疾タタ風タツ鼠ト》って小さいじゃない、そこにいるの気づかなくってさぁ？　うっかり踏みつぶしちゃいそうになったんだよ？　あぁよかった、大だい惨さん事じにならなくて。〝不幸な事故〟で誰かが怪け我がしたらチョベリバだもんね？』

　いけしゃあしゃあとそれだけ述べて、彼女はまた加速をはじめる。一いつ瞬しゆん──全身の血が凍いてつくような殺気を放ってはいたけれど。

『伊依ちんのこと助けてくれて、ありがとうね。そこのひと？』

　たっぷり嫌いや味みがこめられた捨て台詞を吐はいて、《王パーフエク求ト・エツヂ》は無限の道を驀ばく進しんしていった。余計な真ま似ねをしやがってという怨おん念ねんが、言外に充じゆう満まんした怖い声だった。

『…………』

『…………』

　嘴の先、尻尾でぶらぶら吊つるされながら伊依は黙だまりこむ。ほんとうに危なかった。涼女は当たり前のように伊依を殺しにきた。良心の呵か責しやくとか、常識とかが存在しない──伊依の天敵、志田桐涼女。彼女はこの先も同様に伊依を狙ねらってくるだろう。

　警けい戒かいしなくてはいけない。今の伊依は、ちっぽけな鼠ねずみでしかないのだから。

『ひ、ひとまず……ありがとう遊くん。助けてくれて』

　尻尾を伝い、器用に登って遊の背中に乗せてもらう。快適だ。彼の首元にしがみつき、かなり先行している《王パーフエク求ト・エツヂ》のあとを追う。遊も文句も言わず伊依を運んでくれた。

『まぁそりゃ、たいせつな幼なじみが襲おそわれてたら助けるけどね』

　翼を広げて滑かつ空くうしつつ、遊が呆あきれたようにかぎ爪つめで頰ほおを搔かいた。

『いったい何したの、伊依ちゃん。あんなに恨まれてるなんて……今の、僕がいなきゃほんとうに終わりだったよ？　あの涼女ちゃんっていうの、いったい伊依ちゃんの何なの？』

『あたしも、よくわかんない』

　涼女の濃のう厚こうな殺意の理由が、伊依にはわからない。単純に鬱うつ陶とうしいから始末しようというのは、あまり現実味がない。殺人というのは、そんな軽いものではない。まるで幼い子供が虫を踏みつぶすような、涼女のあの行動の理由はなんだ？

　香美は自分のモノだと、涼女はそれだけを繰くりかえしていた。

　邪魔するひとは、許さないと。

　それが涼女の友情なのか。ならば伊依には理解できない。そんな閉へい鎖さ的な、涼女と香美のふたりっきりの天国なんか、鳥かごみたいな平へい穏おんなんか、認めたくない。

　魔王杯に優勝することよりも、涼女の心が知りたいと思う伊依だった。

　涼女と香美の過去に、いったい何があったのか。どんな思い出を共有して、このような歪ゆがんだ友情を育ててしまったのか。

　まぁ、今は何はともあれ、魔王杯をつづけないと。

『──うん』

　遊の背中で楽をしながら、決意を新たに頷うなずく伊依だった。

　…………。

　魔王杯の開始から数分が経過。

　第一地じ獄ごく、等活地獄ビオ・ジグルダ。

　首位──《王パーフエク求ト・エツヂ》志田桐涼女。

　第二位、《疾タタ風タツ鼠ト》空井伊依。同位に《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》仇祭遊。

　ほかの参加選手は、いまだ怪造の真っ最さい中ちゆう。
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　ばたばたと人間が倒たおれるから病気かと思った。

　魔王杯が開幕してからほんの十数分。砂すな浜はまに居並んだ生徒たちが相次いで意識を喪そう失しつし、足あし下もとから崩くずれ落ちていくのを戦橋舞弓は目もく撃げきしていた。大おお騒さわぎになるかと思ったが、参加選手たちは怪造に集中しすぎてトランス状態だし、観客たちは何かの演出だとでも思っているのか盛りあがるばかり。

　けれど舞弓は捨て置けず、学友たちの危機かと全身を緊きん張ちようさせた。明らかに異常な事態なのである。傍ぼう観かんしていることはできない。

「どうした!?　何事だ!?」

　叫さけび、慌あわてて刀を片手に飛びこもうとした舞弓の正面、魅神香美が平然とした様子で通せんぼをしてくる。今の香美は屍し体たいのようで、気配が読めず──舞弓は思わずぶつかりそうになるのを足あし踏ぶみして堪こらえた。

　同じくらいの背せ丈たけの彼女をきつく睨にらみつけ、舞弓は鋭するどく一いつ喝かつする。

「どけ魅神！」

「どかないわ。べつに慌てるようなことは起きてないもの」

　いつものように平然と、けれど根本的なところで普ふ段だんとは異なっている噓うそくさい表情で、香美は目を細めてこちらを静かに見つめてくる。

「おたくのそういう猪ちよ突とつ猛もう進しんなところは、あちき苦手だわ。けれどね、戦橋、今はおたくに突入されて魔王杯を台無しにされたら困るの」

「……どういうことだ？」

　苛いら々いらしながら腕うでを組み、舞弓は相手の無表情を油断なく観察する。舞弓にとって香美は友達の友達といった間あい柄だがらで、あまり親しく会話したこともないが、それでも危なっかしい伊依を陰かげに日向ひなたに支えている、好感のもてる少女だと思っていたのに。

　今のこの、得体の知れない、ただ胸むな騒さわぎだけを増加させる腐ふ臭しゆうのような雰ふん囲い気きはなんだ。これはほんとうに、いつも伊依と仲良くいっしょにいたあの少女と同一人物なのか。

　細められた瞳ひとみはまるで刃やいばのようで、見つめられただけで肌はだが切られるよう。

　青い瞳は、どこまでも深く底の見えない深海のよう。

　今の香美はいつもよりずいぶんと綺き麗れいだったが、だからこそ壊こわれやすそうに見えた。綺麗なものほど壊れやすいのだ、この世界のものはたいてい。

　だから舞弓は、危あやういと思う。香美は、こんなふうではなく、常に泰たい然ぜん自じ若じやくとして揺ゆるがないほうがらしいのに。

　唇くちびるをつぐみ、複雑な気持ちをこめて見つめると、香美は一いつ瞬しゆんだけ寂さびしげに微笑ほほえんだ。その刹せつ那なだけは、いつもの香美に戻もどったようなかんじがした。

　けれどその柔やわらかな表情もすぐに幽ゆう閉へいされて、金属質で素っ気ない冷たい鉄面皮に変わってしまう。

　香美は肩かたをすくめ、後ろに親指を向けてぼやいた。

「安心して。べつに急病とか、死んだとかじゃないから。今ね、涼女ちゃんの呪じゆ具ぐで伊依たちの自我だけを身体からだから抜ぬいて、怪造された怪モ造ン生ス物ターに移してる……らしいのだわ」

「？　それは危なくないのか？」

　頭の良くない舞弓にはうまく理解できなかったので、ひとまず尋たずねたいことだけ尋ねておく。詳くわしい説明など、聞いてもわからない。みんなが安全ならそれでいい。

「さぁね……誰も無茶しなきゃ、大事はないと思うけれど」

　香美は曖あい昧まいに言葉を濁にごし、宙空に漂ただよう《兆プラ里ズマ眼デビル》を顎あごで示した。

「あすこに、自我を移された怪モ造ン生ス物ターたちの現状は表示されるから、心配なら見てるといいんじゃない？　今、怪モ造ン生ス物ターたちは異空間に転送されてるから、外にいるあちきたちからは手出しできないし……見守ることしかできないのだわ。無理に意識のないみんなを起こそうとしたら、逆に危ないことになりかねないし」

「…………」

　やはり、舞弓にはよくわからないが──とにかく、倒れた生徒たちのことは心配いらないらしい。少し心配だけれど、いざとなればその自我を移す呪具を用いているという志田桐涼女を押さえればいい。

　そんなことを考えていると──舞弓のことは止めたくせに、香美が自分はさっさと砂浜の生徒たちに歩み寄っていた。

「こ、こら魅神！　気絶した連中に触さわると危ないのだろう？」

　ひとまず思考を放ほう棄きし、舞弓は香美のそばまで駆かけていく。彼女は目を瞑つぶり、見た目は穏おだやかに眠ねむっているような生徒のひとりを抱だきあげ、その制服の生き地じを引っぱっている。

「砂浜で寝ねてたら、制服が汚よごれるのだわ。お洗せん濯たく、あとで大変だし」

　よっこいしょ、とその生徒を背負い、観客席のある舗ほ装そうされたところに向かって香美はよたよた歩いていく。

　言い訳のように、いろいろと理由を並べたてて。

「四月といってもまだ寒いから、水辺にいると風か邪ぜひくし」

　重いだろうに、一歩一歩、砂浜に足あし跡あとを残しながら。

「お布ふ団とんみたいな怪モ造ン生ス物ターを怪造して、そこに寝かせてあげるくらいのことなら──してあげても罰ばちは当たらないでしょ。ただ魔王杯を観戦してるのも、退たい屈くつだし」

「…………」

　そんな香美の、どこかいつもの彼女らしい言動を見て、舞弓は不思議と嬉うれしくなってしまった。いつも面めん倒どうくさそうに、それでも慈じ母ぼのようにみんなを見守っていた彼女。伊依の親友のことを、舞弓はやはり憎にくめないし、敵だとは考えられない。

　香美が変わってしまったのは厳然とした事実で、その理由も何もかもが不可解だし、伊依はそのせいで戸と惑まどい、哀かなしんでいるのだけど。

　根本的なところで、香美を信じてあげたいと思う舞弓だった。

「魅神、私も手伝うぞ！」
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　本格的に魔王杯が盛りあがりを見せたのは、第二地じ獄ごくに突入してからだった。

　第二地獄、黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダ。

　第一地獄である等活地獄ビオ・ジグルダは純じゆん粋すいな直線だったせいか、怪造された怪モ造ン生ス物ターたちは怪造された順番にほぼ並んで走る格好となり、たまに抜きつ抜かれつはあったものの、基本的に大きな順位の変動はなかった。

　下級の怪モ造ン生ス物ターを怪造した涼女と伊依、遊の三人を筆頭に、純粋に足が速い中級の怪モ造ン生ス物ターたちから順番に等活地獄ビオ・ジグルダを突とつ破ぱしていった。乱戦状態だったので、誰が何位だったかはわからない。怪造に失敗したりして、まだ外で怪造に挑ちよう戦せんしている生徒も少しだがいるようだ。

　ともあれ等活地獄ビオ・ジグルダの直線の果て、行き止まりに残された輝かがやく魔ま法ほう陣じんに足を踏ふみいれると、どういう仕組みになっているのか、その瞬しゆん間かんに第二地獄に飛ばされる。

　第二地獄──黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダは端たん的てきに表現して迷路であった。

　それこそ絡からまった縄なわのように入り組んだ道がいくつもいくつも交差していて、どこへ向かったものだか、誰もが戸惑いながらも懸けん命めいに走っているようだった。ここが迷路ならば大逆転のチャンスもあると下位のものは一いち縷るの望みに賭かけたし、上位のものもそれを危き惧ぐしてひたすら迷路を突破しようと努めたのだ。

　けれど行けども行けども、誰もゴールには辿たどりつけない。

　だってゴールなんてないんだもん、と志田桐涼女は内心で笑う。

『第一地獄の等活地獄ビオ・ジグルダに、魔法陣っていう明確なゴールがあったから──みんな勘かん違ちがいしたんだろうけど、第二地獄たる黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダには物理的な終点はないよん』

　ごろごろ吞のん気きに《王パーフエク求ト・エツヂ》を転がしながら、誰にも聞こえないよう静かにつぶやく。

『ランダム生成されるこの無限の迷路をね、一定時間うろうろ彷徨さまよっていたらゴールの魔法陣が出現することになってるの。歩いた距きよ離りは問題じゃなくて、歩いた時間が魔法陣の出現フラグ。だからまぁ、走れば走るだけ無む駄だなんだよね。焦あせって体力を消費しちゃったひとは、後の地獄が苦しくなるってわけ』

　一定時間で出現する終点の魔法陣。すなわちこの黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダでは順位の変動は絶対に発生しないわけで、ここで無駄に体力を使ったものが次の地獄で文字どおり地獄を見てしまう。

　つまり黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダで試ためされているのは精神の強さなのだ。

　どれだけ早く黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダの仕組みに気づくか。あるいは、急がず焦らず体力を温存できるか。そこが勝負の分かれ目なのである。

　当然、仕組みを最初から知っている涼女は黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダで全力ダッシュするつもりはなく、ゆるゆると転がっている。最初から、魔王杯は涼女が有利なようにできているのだ。ほかの生徒と擦すれちがうこともあるので、止まったりはせずにいちおう動いているが、ほんとうならそのへんで休んでいても自動的に魔法陣は出現するのである。

『まったくもって』

　涼女はこの世でいちばん好きな言葉を、鼻はな唄うたまじりに口ずさむ。

『楽勝、楽勝』
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　もちろん涼女は例外で、たいていの参加選手は黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダの仕組みに気づくこともないまま、夢の大逆転や現在順位の死守を目指して奮ふん闘とうしていた。

　もっとも人数の多い混戦の中ちゆう堅けんグループ、中級怪モ造ン生ス物ターが群れをなすその集団の最さい先せん端たんにいる存在も、涼女の思おも惑わくなどまったく考えず大おお真ま面じ目めに競走していた。

『もちろん勝つのはこの私だ！』

　叫さけんだのは一見、人間のように見える怪モ造ン生ス物ターである。ただし全身が半はん透とう明めいの赤みをおびたクリスタルで、美しい硝子ガラス細工のように見える。性別などを考えるのは怪モ造ン生ス物ターを相手にするときは野や暮ぼなのだが、男でも女でもない、のっぺりとした体型である。同じくクリスタルの長ちよう髪はつをなびかせ、宝石のごとき両目を煌きらめかせ、がしゃんがしゃん派手な音をたてながら陸上選手のような動きで爆ばく走そうしている。

　中級一位、《月ルナ美シツ人クル》。

　脆もろそうな外見とは裏腹に中級怪モ造ン生ス物ターのなかでは屈くつ指しの硬こう度どを誇ほこり、さらに液体のなかでは透とう明めいになり、体色を周囲の色にあわせてカメレオンのように変化させたりと、隠おん密みつ行動が得意な怪モ造ン生ス物ターである。弱点は乙おと女めの涙なみだで、《月ルナ美シツ人クル》にとってそれは全身を溶とかす劇薬だが──この場には乙女がいないので問題はなさそうだった。

　綺き麗れいな外見に不似合いな、だいぶ頭の悪そうな声を放ちつつ猛もうダッシュしている。

『この頑がん健けんな体たい軀く！　美しいボディライン！　さらに無限の体力と隠おん密みつ性！　何が起きるかわからない、距離も不明な競走ならばこの《月ルナ美シツ人クル》が──痛ッ!?』

　中堅グループから少しだけ先行した《月ルナ美シツ人クル》の頭に、弾だん丸がんのような黒いものが激しくぶつけられた。さすがなものでダメージはほとんどなさそうだが、《月ルナ美シツ人クル》は頭を撫なでさすりながら肩かた越ごしに振ふりかえる。

『何をするのだ、美咲！』

『あんたはいちいち喧やかましいんだべさ、バカ丸！　ちっとはおとなしく走れないんべか!?』

《月ルナ美シツ人クル》のすぐ後ろ──ふわふわと、後ろから迫せまる怪モ造ン生ス物ターの群れが放つ風圧に押されるように、一匹ぴきの怪モ造ン生ス物ターが体重を感じさせない動きで宙を舞まっている。

　赤と青と緑の、三種類の花びらが目立つ巨きよ大だいなひとつのチューリップ。そこにくらげの足みたいな触しよく手しゆをいくつかつけた怪モ造ン生ス物ターである。それは重力を無視してふわふわ揺ゆれ、触手から種をマシンガンみたいに飛ばして《月ルナ美シツ人クル》につっこみをいれている。

　中級二位、《浮フ和ワ浮フ和ワ》。

　その名のとおり非常にふわふわした怪モ造ン生ス物ターで、ちょっとした風の動きにあわせて大気を泳ぐという性質をもっている。怪モ造ン生ス物ターたちがたくさん走るならその勢いが追い風になって、楽して前へ進めるのではないかという計算で怪造された怪モ造ン生ス物ターなのだが。

　舞ぶ台たいが迷路、しかも混戦状態だと、風も錯さく綜そうしてうまく前へ進めない。先ほどの等活地獄ビオ・ジグルダは一本道だったうえ、涼しい追い風が吹ふいていて面おも白しろいくらいよく飛べたのだが、ここでは難しい。あきらかに作戦失敗だが、それでも《浮フ和ワ浮フ和ワ》は《月ルナ美シツ人クル》の腕うでに触手を巻きつけ、引きずってもらうという方法でこの順位を守っていた。

《月ルナ美シツ人クル》の操者は魑魅寺屍丸、《浮フ和ワ浮フ和ワ》の操者は美咲次郎花、犬けん猿えんの仲のふたりは、魔王杯の最さ中なかだというのに先ほどからひたすら口論ばかりしている。

『喧しいなら私からさっさと離はなれるがいい！　勝手に触手を巻きつけよって、知りあいでなければ即そく座ざに切断してやるものを！　忌いま々いましい！』

『《浮フ和ワ浮フ和ワ》ちゃんはほとんど体重ゼロなんだから大した負担じゃないべや！　文句言ってないであちゃしをゴールまでちゃんとつれてくしょや！　ほらっ、ペースが鈍にぶってる！』

『何様だおまえ！　ほんとうに落とすぞ！　誰のおかげでこの順位を保てていると思ってる！』

『あちゃしの日ひ頃ごろの行いが良いせいだべや！』

『死ね！』

『あんたが死ね！』

『おまえの母ちゃんデベソ！』

『あんたの父ちゃんハゲー！』

『…………』

　小学生かこいつらは。

『まったく、仲がいいんだか悪いんだか……』

　呆あきれつつ、そんなふたりの真上を一匹の竜りゆうが飛ひ翔しようしている。

　中級二位、《竜巻竜ドラグロン》。

　上半身は西洋の神話にある竜そのもので、下半身は渦うず巻まく風という不思議な外見の怪モ造ン生ス物ターである。竜と竜たつ巻まきを合体させたというか、そういう意味では名前のそのまんまなのだが、竜族は誇り高く怪造の難易度もトップクラスだ。これでも竜族のなかでは下等な種類なのだけれど、それでも基本的な性能はほかの怪モ造ン生ス物ターよりも格段に上である。

　本来なら、ぶっちぎって屍丸や次郎花に先行することもできるのだが……。

『ま、僕はこのあたりが丁度いい』

　うんうん頷うなずき、鋭するどい爪つめの生えた前まえ肢あしで首の鱗うろこなんかを撫でたりする。

《竜巻竜ドラグロン》の操者は駒崎学。常に屍丸の陰かげにひそみ、静かに手助けするのがお役目だ。かなり面めん倒どうだが、その役目を放ほう棄きするわけにはいかない理由もある。

『見てるぶんには面白いしね』

　独りごち、下半身の竜巻を尻尾しつぽのように揺らして悠ゆう然ぜんと飛ぶ。なんだかんだいって怪造の腕うで前まえは優ゆう秀しゆうな三人だ、怪モ造ン生ス物ターの実力も高く、中ちゆう堅けんグループとの距きよ離りもだんだんと開いていく。

　大人数で走るにはちょっと通路が狭せますぎるので、そこは良かったと学は思う。

　どういう仕組みか先ほど涼女の声が脳のう裏りに響ひびき、魔王杯の舞台については説明を受けている。ここは第二地獄、黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダというらしい。不ふ穏おんな名前だが──見たところＲＰＧにでもでてきそうな石と煉れん瓦がづくりの迷宮で、地獄というかんじはあまりしない。

　黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダといえば仏教における八大地獄のひとつで、黒い縄なわに縛しばられて逃にげられず、延々と身体からだを切り刻まれるとかそんなかんじだったはず。逃げられず、苦しんでいく──それがこの迷路とどういう関係があるのだろう？　まさかこの迷路、脱だつ出しゆつ不可能なわけでもあるまいし。

『……一理あるかな』

　思いつきの考えに頷き、学はやることもないので適当に飛びながら推測を巡めぐらせる。ほんとうにここが脱出不可能な空間で、終点がたとえば何かのきっかけ──一定時間が経たつとか、そういうのをスイッチにして現れるなら、走れば走るほど体力を消しよう耗もうするだけだ。

　肉体的な体力ではなく、精神の強さを量る第二地獄──というところか？

　ならば学の下で何も考えず全力で走り、種を飛ばしたり戦せん闘とうまでしている阿呆どもに教えてやらねばならないが、なんとなくそれも面倒くさい。

　それに手取り足取り何から何までお世話してあげるのも、おしめの取れない赤ん坊ぼうじゃあるまいし、本人のためにならないだろう。

　次郎花と口論し、半はん透とう明めいな手足を振ふり回して暴れている屍丸に、学は溜ため息いきひとつ吐はきだしながら──すなおな気持ちをつぶやいた。

『……成長してよね、屍丸くん？』

　これもひとつの、友情である。
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　本日、美咲三姉妹の次女、美み咲さき太た郎ろう花はなはブルーだった。

　ＴＶの星座占うらないは最悪だし、毎朝恒こう例れいのゴミ出しじゃんけんもこれで妹に十三連敗だし、道を歩いていたら閉め忘れのマンホールに落ちそうになるし、空から鳥のふんは落ちてくるし。

　魔王杯では怪造に失敗するし。

「《愚グ流ル愚グ流ル》──怪造！」

　やっとの思いで怪造を終えたとき、周りの生徒はほとんどが倒たおれ伏ふしていて、出で遅おくれたかんじが満まん載さいだった。べつに怪造に失敗したら失格というルールではなかったものの、この後おくれは如何いかんともしがたい。

　こりゃ負けかなぁ、と太郎花は憂ゆう鬱うつになりながらぼやく。

　末っ子の次郎花とよく似た外見の、けれど髪かみや瞳ひとみが菫すみれ色いろをした少女である。古頃の三年生で、放送部部長。頰ほおには〝１〟と描えがかれたシールが貼はられていて、妹と違ちがいわりといつも仏ぶつ頂ちよう面づらをしている。

　怪造の腕前はなかなか有能なのだが、どうもムラっ気があってよく失敗する。このへん、妹も同じだから遺伝だろうなと思う。あんなのと自分が似てるだなんて、太郎花としては認めたくない事実だが。

　それでも次郎花と太郎花は、双ふた子ごのようにそっくりだ。

　外見はもとより、気き性しようも好みも同じだし、怪造する怪モ造ン生ス物ターだって植物系のものばかりだ──これは、実家が花屋だからかもしれないが。

　中級三位、《愚グ流ル愚グ流ル》。

　砂すな浜はまをごろごろ走る巨きよ大だいな車輪。それが太郎花の怪造した怪モ造ン生ス物ターである。無機物に見えるが植物の種であり、豊富な栄養と土ど壌じよう、さらに長い年月があれば上級の怪モ造ン生ス物ターに進化したりもする。今はまぁ、そんな暇ひまはないが。

　身体は軽く、頑がん丈じようで、体力もそれなりにある。たいてい何が起きても最後まで走りつづけられるだろう。まぁそのぶん、今の状態では特とく殊しゆ能力などは皆かい無むなのだが──。

　耐たい久きゆう性と速度。それが最優先で、能力は二の次。そういう持久走向きの怪モ造ン生ス物ターは、魑魅寺屍丸の《月ルナ美シツ人クル》や志田桐涼女の《王パーフエク求ト・エツヂ》も同じである。

　というか、安定性を重視した怪モ造ン生ス物ターを怪造した参加選手は、今回、ことのほかに多かった。先行きのわからない場所を走るからこそ、能力にムラがあったり脆ぜい弱じやくだったりする怪モ造ン生ス物ターでは不安だったのだろう。

　魔王杯の主しゆ催さい者しやである涼女が、同様の怪モ造ン生ス物ターを怪造したのも無関係ではないと思われる。彼女はかなり早い段階で《王パーフエク求ト・エツヂ》を怪造したので、それを参考にした選手もいたはずだ。虚界アンダカの奥深くまで潜もぐっていなければ、いくらでも怪造する怪モ造ン生ス物ターを選せん択たくしなおせる。

　しかし、と太郎花は思う。

　珍ちん奇きな言動とは裏腹に、涼女は意外と効率的で実際的だ。凡ぼん庸ようともいえる。無個性で、ほんのちょっと優ゆう秀しゆう。《王パーフエク求ト・エツヂ》だなんて、無難すぎて面おも白しろくもない。

「……ま、似たようなもん怪造したあたしが言えた義理じゃないけどね」

　苦労して訛なまりを取り除いた標準語で、太郎花は気け怠だるげにつぶやく。

　砂すな埃ぼこりを巻きあげ、転がっていく巨大な車輪を見送りつつ、周りの景色を眺ながめてみる。

　倒れた生徒は妹の知りあいで何回か家にきた魅神香美と戦橋舞弓が運んでいて、ちかくのまだ新しい海の家なんかに並べられている。布ふ団とんも用意されているようだ。けれど、なんで怪造した連中は倒れたんだろうかと思う。

　怪造に集中していたので周りを見る余よ裕ゆうはなかったが、今は怪造も終えて太郎花は手持ちぶさただ。なんとなくほかの連中を観察してみる。まだ残っている生徒は、ほんの数十人ほどか──全体の一割ほどだと思われる。太郎花みたいに怪造に失敗したり、強力な怪モ造ン生ス物ターを怪造しようと思って長い呪じゆ文もんを唱えたりしているらしい。

　そんなほかの選手のことを眺めていると、一いつ瞬しゆん、背筋に寒気がはしった。

　何かが見えたのだ。見たくもないものが。

　嫌いやな予感が湧わいてくる、あれは。あの鬼の角は。

「────」

　……………。

　気がついたら、太郎花の意識は飛んでいた。

《兆プラ里ズマ眼デビル》なんかを見て漠ばく然ぜんと状じよう況きようは推測できていたので、あまり驚おどろかないが──どうも自分は今、《愚グ流ル愚グ流ル》の内側に自我を移されているらしい。ごろごろ転がる。

　真新しい感覚だが、不思議と違い和わ感かんはなかった。ずっと前から自分が《愚グ流ル愚グ流ル》だったような、むしろ人間の二足歩行のほうがおかしいのではないかという変な感覚。

　ほかのみんなもおそらく、同様に自意識を怪モ造ン生ス物ターに転化され、この不思議な場所で競走をさせられているのだろう。

　不思議な場所。魔王杯の舞ぶ台たいは、現実味のない空間だった。

　広く長く白い道に、涼しい風が吹ふいている。あとは真っ暗くら闇やみだ。

　説明がまったくないので、ここがどういう場所で、どういう特性をもっているのかもわからない。先行した選手たちには何かあったのかもしれないが、出遅れた太郎花にはそういうサービスはないらしかった。

『…………』

　ちょっと戸と惑まどいながらも、太郎花はゆっくり進んでいく。出遅れているのだ、少しでも距きよ離りを稼かせがないといけない。

　けれど、この自我を移したりとか、こんな空間に怪モ造ン生ス物ターを飛ばしたりとか、そういうのはどういう仕組みなのだろう？　かなりすごいことのように思えるのだが？

「何者なのかしらね、あの志田桐っての」

　あまり興味はないが、気になるといえば気になる。いきなり現れて、生徒会長の座をぽんと賞品に仕立てあげ、新入生歓かん迎げいイベントと称しようして魔王杯を開かい催さいした手しゆ腕わん──ちゃらんぽらんな外見とちがって末すえ恐おそろしい、油断ならない存在だと思う。

　ま、だからといって太郎花は何をするわけでもない。太郎花としては、ただ楽しく学校生活が送れたらそれで最高なのだ。みんなそうだろう。ふつうの生徒は。志田桐涼女が全校生徒に牙きばを剝むき、学園の秩ちつ序じよを脅おびやかすならば太郎花としても持てる力を全すべてつかって闘たたかうが、今はまだ、そんな雰ふん囲い気きでもない。

『つっても、あたしのできることなんか高が知れてるけどさ』

　闘うだなんていっても、太郎花はただの放送部部長で、怪造の腕うで前まえだって十人並みで、恐ろしい姉がいること以外はべつに平へい凡ぼんなのだ。

『それこそ……生徒会長くらいの権力があったら、それなりに何が起きても対処できるんだろうけど』

　生徒会長か。

　太郎花はそんな自分を想像して、ちょっと悦えつにいる。

『あぁ、だめよ。だめよ太郎花……放送部部長と、生徒会長とを兼けん任にんなんかしちゃったら、あたし無敵になっちゃうわよ？　権力と、マスメディア。あぁ、なんて魅み力りよく的なのかしら……そうなったら、古頃はあたしの独裁政権？　ほっぺに〝１〟のシールを貼はることが流行になって毎日の挨あい拶さつも『太郎花万ばん歳ざい！』に……あぁん、夢の世界だべさぁ』

　美咲太郎花。

　ちょっと権力志向というか、目立ちたがりな性しよう分ぶんなのだった。

　そんな桃もも色いろ妄もう想そうをめぐらせて魔王杯のことを忘れていると、不意に、太郎花は背後から気配を感じた。一瞬、ふつうの五感とちがうその感覚が不思議だったが、仮にも古頃の生徒である太郎花にはすぐにわかった。この《愚グ流ル愚グ流ル》の身体からだが、ほかの怪モ造ン生ス物ターの《魔ま力りよく》を感知したのだと。

　ならば背後にいるのは怪モ造ン生ス物ターか。

　距離は十数メートル。相手の存在感は、身が縮むくらい威い圧あつ的だった。

　おそらく強い、《愚グ流ル愚グ流ル》なんか比べものにならない高等な怪モ造ン生ス物ター──。

『誰!?』

　警けい戒かいし、呼びかけながら後方を見ると（我ながら、車輪みたいな身体のどこに感覚器官があるのかわからなかったが、気持ち的に）、そこに何か、何だろう、えらく嫌な予感がする物体が派手に登場していた。

『パラリラ！　パラリラ！』

　暴走族がよくやるアイドリングの威い嚇かくみたいな、謎なぞな音声を高らかに放って──その怪モン造ス生タ物ーは、神聖なくらい静まりかえった舞台を荒あら々あらしく台無しにしていた。

『何、あれ』

　太郎花は、呆あきれ半分、嫌いやな予感が半分で、すなおな感想をつぶやいた。

『何あの極ごく彩さい色しきの戦車……』

　その言葉どおりの外見をした怪モ造ン生ス物ターだった。

　極彩色の戦車。かなり巨きよ大だいな、実在する戦車とほぼ同規格の重厚な体たい軀く。ただし目立たないのを好む軍事的なそれではありえない、ほんとうに暴走族みたいな頭の悪い色をしていた。赤と青と金と銀と黒と黄色と……原色ばかりの、でたらめにペンキをぶつけたみたいな目が痛くなるような色彩で、しかもどういう意味があるのか棘とげか角みたいなものがあちこちから生えている。

　巨大な砲ほう塔とうは灼しやく熱ねつ色で、どれだけ高温なのか炎ほのおをまとっていて、植物である《愚グ流ル愚グ流ル》は近づくだけで燃えてしまいそうだ。ほんとうに攻こう撃げき的な、人間でいったら不良みたいな、善良な一いつ般ぱん人じんである太郎花にとっては近づきたくないかんじの怪モ造ン生ス物ターである。

　しかも、太郎花の聞き間ま違ちがいでなければ、さっきの威嚇の声は──太郎花の殺したいランキング断トツ一位の、あの彼のものではなかったか。
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『パラリラ！　パラリラ！　ブオンブオン！』

　何の意味があるのか、ひとしきり咆ほう哮こうのような声を放って、その戦車は太郎花の嫌な予感を肯こう定ていするように独特の口調で啖たん呵かをきった。

『慕ぼ情じよう、激げき情じよう、大だい吟ぎん醸じよう！　酔よいどれ騒さわぎの空騒ぎ！　行き先知らずの過か酷こくな道で、せめて枯かれ木に花咲さかせましょってなァ！　天下御ご免めんの大悪党──無む城じろ鬼き京きようたァこの俺様よ！』

『やっぱり無城かぁぁぁあああああ!?』

　思わず太郎花が悲鳴のように叫さけぶと、そこで初めて《愚グ流ル愚グ流ル》の存在に気づいたのか、戦車はこちらに砲塔を向けてきた。

『あン？　誰だおまえ？　どこの車輪のお姫ひめ様だァおいおいよぉ？』

『あたしよ！　美咲太郎花！　忘れたとは言わせないわよぉぉ！』

　太郎花は絶ぜつ叫きようし、手足を振ふり回して暴れたかったが車輪のような身体ではそれもできず、ひたすら憤ふん怒ぬに染まってじたばたと悶もだえた。

　あの頭の悪い色をした戦車を操あやつっているのは、自分でたぶん意味もなく名乗っていたが──〝魔ま女じよ〟と呼ばれる三年生、無城鬼京そのひとらしい。

　無城鬼京。常に女装し、歌か舞ぶ伎き者ものみたいな言動をして、いらない騒ぎや喧けん嘩かを撒まき散らす一般生徒にとっては迷めい惑わくでしかない不良。先の学園祭──古頃大祭ではさんざん暴れまわり、引っかきまわし、それはもうみんな困らされたものだ。

　かくいう太郎花も古頃大祭の準備期間──放送中に彼に襲おそわれて電波ジャックされ、その責任を問われて部長の座すら危あやうくなったりしたのだ。怨おん敵てき許すまじ、太郎花はそれ以来、ひたすらこの恨うらみ晴らさでおくべきかと虎こ視し眈たん々たんと復ふく讐しゆうを狙ねらっていたのだが──。

　戦車は軋きしむような音をたててキャタピラを動かし、徐じよ々じよにこちらに近づきながら腹のたつ声でぼやいた。

『あー……悪わりぃ、誰だっけ？』

『忘れてるし！　あんた殺す絶対！　あたしよ！　放送部部長の！　あんたにスタンガン食くらわされて電波ジャックされちゃった美咲太郎花さんよぉぉ！』

　そこまで言ったらようやく思いだしたのか、戦車は朗ほがらかに笑った。

『あァ、あんときのなァ？　悪かった悪かった、試ためしたことないけどスタンガンってけっこう痛いんだろ？』

『痛いわよ！　痛かったわよ！　つうかあれ以来、電でん撃げきにトラウマができちゃったのか冬の静電気にすら全身が引きつるようになったし！　ピリピリした刺し激げきがもうだめで辛からいものとか食べられなくなったんだから！　炭酸も！　ちょっとピリッとするとねぇ、もう涙なみだとかぼろぼろで全身がくがくで、ひどいんだからね！』

　必死で憎にくしみをこめて訴うつたえたが、そんな太郎花への鬼京の返答はふざけたものだった。

『あはははは』

『何が可お笑かしいの!?　ねぇ、なんかあたし笑えること言ったかしら!?　もうあんた絶対に殺すからね！　あんたも辛いものとか炭酸とか飲み食いできない身体からだにしてやる！』

　怒いかりに任せてそこまで言うと、唐とう突とつに鬼京の雰ふん囲い気きが変わった。

『……どうやって？』

　口調だけは変わらず飄ひよう々ひようとしていたが、そこには隠かくしようもない冷気のようなものが満ちていた。太郎花も一いつ瞬しゆんで冷静になり、じりっと後退する。今、自分が相対しているのは古頃最悪の不良で、しかも今は戦車なのだ。

　砲塔をきっちりこちらに向けたまま、鬼京はやはり楽しそうに笑う。

『あぁ、あぁ。あえて言い訳しねぇよ、四角いもんを丸くしようたってェどうしても角かどがたっちまうもんだからなァ？　で？　どうすんだおい？　殺すっつって、かかってくるなら俺ゃ容よう赦しやしねぇぜ？　放送部部長さんよ、この俺とマジでやろうってのかい!?』

『ちょ……ちょっと』

　じりじり、と気け圧おされて太郎花は後退してしまう。ふつう、謝らないか。こういうふうに責められたら、自分が悪かったって。それが人道というもので、人情というもので、ちょっとでも良心があるなら、罪悪感があるなら──。

　ない、のか？

『…………』

　太郎花は、全身が寒くなるような感覚を味わった。

　無城鬼京は悪。わかっていたはずなのに、太郎花はまだその意味を完全には理解していなかった。悪は悪であることを、悪を為なすことを反省しない。悪の自分を自覚して、後こう悔かいしないからこそ悪なのだ。

　誰からも責められ、誰からも罵ののしられ、自己満足の悪に生きる不良。

〝魔女〟の鬼京はそういえば、古頃大祭の最中でも、それが終わったあとでも──。

　一度だって、ごめんなさいと謝っていないのだ！

『ハハッ！　だったら殺やりあおうぜ太郎花ちゃんよォ！　この魔王杯は古頃大祭以来のお祭り騒ぎだ！　喧嘩と祭りは人ひ間との華はな！　咲かせてやろうぜ血潮の薔ば薇らをよ！』

　瞬しゆん間かん、戦車の砲ほう塔とうにまとわりついた炎ほのおが砲口に凝ぎよう縮しゆくされ、それはひとつの砲ほう弾だんとなって太郎花に向けて解き放たれた。火の玉。隕いん石せきのようなその一いち撃げきは太郎花のすぐそばに着弾し、噓うそかと思うほど大きく地面を抉えぐり飛ばした。

『ひっ……ひぃっ……やっ、やめ！　やめなさいよ！　こんなの当たったら──』

　必死で転がり、火花を避よけ、もはや抵てい抗こうもできず逃にげ惑まどう太郎花の向こう──その場を余よ裕ゆうげに動かず、鬼京が圧あつ倒とう的な火力を見せつけてくる。

　相変わらず小憎たらしい、訳のわからぬことを宣のたまいながら。

『今のはわざと外したんだぜぇ？　ていうか見ないで撃うってるからよぉ！　天に召めされるも生きて帰るも神様の懐ふところしだいってなァ！　人生最後の運うん試だめしだ！　さァて何発くらい命中しないで避けられるかなァ!?　どかんどかんと大おお盤ばん振ぶる舞まいよォ……楽しいねえ楽しいねえお祭りだねえ！　ひゃははははははは！』

　…………。

　太郎花は思う。

　やはり自分はこいつが大だい嫌きらいだ。

　でも、たぶん、辛いものが食べられなくなっても、炭酸が飲めなくなっても。

　もう二度と──無城鬼京に刃は向むかうことはないだろう。

　復讐しようと思ったら、もっと酷ひどい目に、遭あわされる……。

　途と中ちゆうで気絶したので、どうやって自分が生き残ったのかはわからない。

『………み、みんな、逃げたほうが』

　穴ぼこだらけの白い道から、太郎花は目覚めたあともずっと動けなかった。

『に、逃げて、あいつ……今回も、暴れる………つもりだわ』

　危機を伝えようにも、太郎花は震ふるえて動けない。

　放送で呼びかけることもできない。ここは、学校ではないのだ。

『…………』

　ここは学校ではない。その事実が、なんだか、太郎花には──ひどく、恐おそろしいものに思えた。守ってくれる教師はいない。何がおきても、自分で自分を守るしかない。

　そう、何がおきても──。
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　魔王杯の開始から数十分が経過。

　大多数の生徒は、一定時間を迷路ですごして第三地じ獄ごくへ移動。

　第三地獄、衆エバ合・地ジグ獄ルダ。

　第二地獄の特性から、第三地獄への突とつ入にゆう時じにも順位は変わらず。

　首位──《王パーフエク求ト・エツヂ》志田桐涼女。

　第二位、《疾タタ風タツ鼠ト》空井伊依。同位に《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》仇祭遊。

　わずかに遅おくれて《月ルナ美シツ人クル》魑魅寺屍丸、《浮フ和ワ浮フ和ワ》美咲次郎花、《竜巻竜ドラグロン》駒崎学を先頭とした中ちゆう堅けんグループ。

　最さい後こう尾びより、《火ジゴク車グルマ》無城鬼京が追つい撃げき開始。
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　誰かが泣いている。

　泣くな泣くなと繰くりかえしているのにまた泣いているのが苛いら々いらする。涙なみだは禁止だと言ったのに。彼女もそれに応こたえたのに。勇者との約束で、契けい約やくなのに、今日もまた彼女はめそめそと幼子のように泣くのだ。

　こんなに泣くのは彼女のほかでは赤子か空の神様だけだ。梅つ雨ゆ時どきなので空の神様も号ごう泣きゆうしていて、病院の窓まど硝子ガラスは外が見えないほど濡ぬれている。雨だ。この季節の雨は、じとじと湿しめっていて、腐くさったような臭においがして、好きではない。

　好き──とは、我ながら似合わぬ言葉である。

　魔ま王おうを討うたんと、世界を救わんと、ひたすら求めていたころは、好きも嫌きらいも不要な尺度で、ただただ目の前にいる敵を無思考で殲せん滅めつしつづけていればよかった。喜き怒ど哀あい楽らくも何もかもがなく、昆こん虫ちゆうのように、機械のように、反射のみで生きていればよかった。

　けれどちかごろは、退たい屈くつと無む駄だな要素が詰つめこまれた毎日で、感情の枯こ渇かつした勇者ですら好きだの嫌いだの考えるほど暇ひまだ。勇者と契約した泣き虫な青い髪かみの子供は日々を泣き暮らし、けれど他人に飢うえているのか、やたら勇者に喋しやべりかけてくるし。

　ナイトくんナイトくん。

　ナイトくん野球選手とサッカー選手が戦ったらどちらが強いかしら。

　サッカー選手は蹴けり技わざが強いわよね。でも野球選手はバットやボールを持ってるのだわ。やはり野球選手かしらね。そういえばよく乱らん闘とうをしているわ。

　ナイトくんナイトくん人にん参じんが赤いのはなぜかしら。

　あちきは地面に埋うまってて苦しかったからだと思うのだわ。ほら息を止めると、顔って真っ赤になるでしょ。

　ナイトくんナイトくんナイトくん、どうして時計ってみんな右回りなのかしら。秒針と分針と時針がみんなばらばらに動いてたほうが、ちょっと楽しいとあちきは思うわ。

　ナイトくんナイトくんナイトくんナイトくん。

　…………。

　知らん。うるさい。どうでもいい。

　そう投げやりに突つっぱねると、やはり彼女はめそめそ泣くのだ。

　泣くな泣くな。

　泣かない約束──だっただろうに。

　…………。

　青い髪の少女、魅み神かみ香か美みは何の変へん哲てつもない家庭に生まれた。

　どこも特別ではない中流家庭の、ごく平へい凡ぼんな次女で、当たり前のように小学校に入学したばかりで、目立たず、地味に生きることを好んでいた。

　ひたすら穏おだやかに、世は今日も事もなく、と。

　けれど彼女の周りでは、全すべてが狂くるってしまう。

　偶ぐう然ぜんと、何も知らない他人は呼ぶだろう。

　事件が起きるわけではない。異常な災害も人死にもない。

　ただ香美の周りにあるもの全てが、だんだんと壊こわれていくだけだ。

　香美は何もしない。面めん倒どうくさそうに、てきとうに生きる。けれどそんな彼女に関かかわったもの、喋りかけたもの、あらゆる全てが、不幸になってしまう。

　理由は勇者にもわからない。運が悪かった──偶然だ、悪い偶然だと、片付けてしまうには香美は不幸と不運をばら撒まきすぎた。

　疫やく病びよう神がみの魅神香美。

　小学三年生の少女には不似合いな、それが彼女の渾あだ名なだった。

「今日も涼すず女めちゃんは目を覚まさない」

　へのへのもへじと窓硝子に落書きして、香美は俯うつむき、前まえ髪がみで表情を隠かくす。

「あちきは疲つかれちゃったかも」

　ランドセルを背負ったまま、彼女は独り言のようにつぶやいている。面会時間が終しゆう了りようした病院の廊ろう下かは冷え冷えとしていて、勇者には居い心ごこ地ちがいいが、香美はちょっと寒そうで頰ほおが赤い。もこもこの手てぶ袋くろを忙せわしげに擦こすりあわせている。病院なのだし、暖だん房ぼうもあまり強くできないのだ。

「ナイトくん」

　ベンチの下にさりげなく潜もぐりこんでいる勇者に、香美は目元を拭ぬぐってつぶやいた。

「あちきが泣き虫なせい？」

「…………」

「だから涼女ちゃん生きかえらないの？」

　ぼんやりと窓の外を眺ながめている、幼い少女。彼女の背後にある小さな病室では、彼女のたった独りだけの友達が眠ねむっている。

　勇者と香美が出会ったとき、ぐちゃぐちゃになっていた彼女。

　名前は志し田だ桐ぎり涼女。よく知らないが、孤こ児じらしい。誰にでも明るくて、優やさしくて、みんなの人気者だったらしい。そういうのにかぎって香美のことは苛いじめるのに、涼女は不思議と香美と親友のような関係をつづけていたようだ。

　嫌われ者の魅神香美。疫病神の魅神香美。ただそこにいるだけで周りを不幸にする悪夢のような女の子に、人気者の優等生が求めたものはなんなのか。勇者にはわからない。勇者が香美に出会ったときすでに涼女は肉にく塊かいだったし、かろうじて身体からだは修しゆう繕ぜんできたものの、いまだ意識はないのだ。

　昏こん睡すい状態。

　それが現在の涼女を表現するのにもっとも相応ふさわしい形容だった。

　生きてはいるが、活きてはいない。目を覚まさないし、喋らない。身体だけがゆっくりと育っているけれど、心はいまだに停止している。

　そんな涼女を慕したっていた小学校のお友達も、ひとりまたひとりと面会にこなくなったが、香美だけは愚ぐち直よくなくらいに通っていた。勇者はそんな香美が病びよう床しようの涼女に向ける真しん摯しな表情を見て、なんとなく香美と涼女が親友だった理由がわかったような気がした。

　涼女が眠り姫ひめとなってから一年がたって、彼女の病室を訪おとずれるのが香美だけになっても、香美は変わらず毎日のようにこの病院にやってきた。

　さすがに不ふ憫びんになって、勇者も知っているかぎりの方法を試ためしたが、すでにほとんど死んでいる涼女を起こすことはできなかった。

　もういいよと、諦あきらめて泣く香美にプライドを刺し激げきされ、涼女が起きるまでは契けい約やくを果たしたことにならないと、頑がんとしてこの世界に居座りつづけた。

　身体は腐ふ敗はいし、力は衰おとろえ、かつてあの暗くら闇やみの世界を震しん撼かんさせた能力は面おも影かげすらもなくなったが、なぜだか香美のもとを離はなれる気にはなれなかった。

　彼女の涙なみだを止められたとき、ようやくあの泣き虫な姫の涙の理由がわかる気がする。

　彼女が世界を救おうとした勇者を、背後から刺さしたその理由も。

　世界を救う任務に戻もどるのは、それを完かん璧ぺきに理解してからでもいい。

　そうして、孤こ独どくな少女と腐ふ肉にくの勇者の生活はつづいた。

　香美は泣かない努力をしたし。

　勇者は感情を学び、涼女を蘇よみがえらせる方法を模も索さくした。

　月日が流れ──そんな日々が当たり前になったころ。

「とびきり変なやつになろうと思ったの」

　香美が手首の白い腕うで輪わを見せて、泣き笑いのような表情で勇者に言った。そのころ香美はもう中学生で、青い髪かみもずいぶんと長く伸のびていた。

「誰も近づいてこないくらいに」

　なのに──と香美はたぶん涼女が昏睡状態になってからは初めて、どこかぎこちないものであったけれど、そこはかとなく嬉うれしそうにつぶやいた。

「お友達が、できたかも」

　どうしよう、と香美はちょっと困った様子で首を傾かしげた。

　勇者は、笑えばいい、と思った。
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　魔ま法ほう陣じんをくぐるときの感覚は、夢に落ちるときのそれと似ている。

　ふっと気が遠くなったと思ったら、いつのまにか世界が切り替かわっていて、視界の全すべてが絵本のページをめくるみたいに激変しているのだ。

　怪モ造ン生ス物ターが虚界アンダカから現界カナイにくるときも、似たような感覚を味わっているのかな──と、益やく体たいもないことを考えながら、伊い依よりはほぼ同時に魔法陣をくぐったはずの遊ゆうを捜さがした。

『遊くん、遊くん』

　相変わらず、伊依は鼠ねずみみたいな外見である。

　第二地獄、黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダが迷路だと判明した際、無む駄だに体力を消費しないよう速度を落としたので──現在の自分の順位はわからない。けれどそのぶん元気だし、遊の背中に乗せてもらったので、ほとんど疲ひ労ろうもしていない。

　長い耳を揺ゆらし、ほかの怪モ造ン生ス物ターの《魔ま力りよく》を探さぐってみる。この感覚にもだいぶ慣れた。

『前方に……三匹びき、周囲に……自分を含ふくめて六匹ぴき、か』

　ふと、伊依は違い和わ感かんをおぼえる。

　何か変なのだ、気配が。《魔力》のうちいくつかが、あきらかにほかのものよりも感知しやすいというか──ほんとうに、自分の身体の一部がそこにあるみたいな、親しみやすさ？みたいなものを感じるのだ。

　もしかして、同じ《疾タタ風タツ鼠ト》を怪かい造ぞうしたひとがいたのだろうか？　この感覚は、同族ゆえのそれだろうか？

　否いな、と伊依は首をふる。《疾タタ風タツ鼠ト》は非常に怪造が簡単な怪モ造ン生ス物ターだ。伊依のほかに怪造したひとがいたなら、最初の等活地獄ビオ・ジグルダあたりで出会っていたはずだ。

　ならばこの、不思議な感覚はなんなのだろう。

『伊依ちゃん』

　考えこんでいると、不意に羽音がして、伊依の身体に影かげがさした。

　上を見たら、そこにもう見慣れた黒い翼つばさの遊が──。

　遊が。

『………？』

　伊依は目を見開き、恐おそる恐る尋たずねてみた。

『あの、どれが遊くんかな？』

『何を言ってるんだい、伊依ちゃん』

　ばっさばっさと羽ばたいてから、遊がしなやかに着地する。鴉からすとよく似た羽が何枚か、厳おごそかに宙を舞まったのが見えた。

　遊の怪モ造ン生ス物ター《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》。

　黒い、怪かい鳥ちよう。上じよう昇しようと下降が得意。ほかの能力はなかったはずだが──。

『あの、なんで遊くん三羽いるの？』

　ちっちゃな手で伊依はそっと、横に並んだ三羽の遊を示してみた。

　三羽。三羽いるのだ。

《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》が三羽、判で押したように同じ姿勢で並んでいて、それらが見事に体型から羽の艶つやまでそっくり同じなのだ。同じ種族にしても、似すぎている。

　どれが遊くんだろ、困ったな、と思いながら伊依が戸と惑まどっていると。

『あのさ、伊依ちゃん』

　ふうと仕草だけはいつもの遊らしく、ちょっと気き障ざっぽく溜ため息いきをついて、彼は伊依をさらに驚きよう愕がくさせる発言をするのだった。

『伊依ちゃんも三匹いるよ？』

　そこでようやく、伊依も気づいた。

　自分の横に、自分そっくりな《疾タタ風タツ鼠ト》が二匹ひき、ちょこりと立っていて──まったく同じ動きでこちらを見ていたのだ。わかる。本能的に、わかる。これは自分と同じ存在だ。存在が──模写、複製コピーされた？

『つまり』

　伊依は考えうる可能性の最有力候補として、ひとつの考えを口にしてみる。

『これが、衆エバ合・地ジグ獄ルダの特性……なのかな？』

　謎なぞの病気でも、怪モ造ン生ス物ターの能力でもないなら、これはたぶん魔ま王おう杯はいの舞ぶ台たいであるこの八大地獄のひとつ、第三地獄──衆エバ合・地ジグ獄ルダの特性だろう。

　第一地獄、等活地獄ビオ・ジグルダは『怪け我がや疲労の自動回復』だった。

　第二地獄、黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダは『ランダム生成される迷路』だった（ほかにも特性はあったかもしれないが、伊依にはわからなかった）。

　地獄はそれぞれ単純な道ではなく、何かしらの特とく殊しゆな設定をもっているのだと伊依も気づいていた。それを特性と呼んだのだが、遊も同じ考えらしく、すぐに同意してくれる。

『僕らの数を増やして、どんな意味があるのかはわからないけどね。……さて、困ったな』

　瞼まぶたがあるのか、目を細めて遊はこちらを注視してくる。

『乗せていってあげたいんだけど、どれがほんとうの伊依ちゃんかわからないな……。複製は途と中ちゆうで爆ばく発はつするとか、そういう特性があったら嫌いやだし──なるべく本物を乗せたいんだけどね』

『あ、本物なら、あたし、あたし』

　三匹の《疾タタ風タツ鼠ト》が同時に手を挙げた。

『…………』

　伊依はほかの二匹を睨にらむ。ほかの二匹もこちらを睨んでいた。だめだ。埒らちがあかない。伊依には自分が本物だという自覚はあるのだが、それを証明する手段がない。

　伊依は嘆たん息そくし、リボンのついた尻尾しつぽをちろりと揺ゆらして提案した。

『仕方ないね、自分で走るよ。ほんとうに、爆発でもしたら嫌だもんね。それにもともと、魔王杯って独りで走るもんだしね』

『いや……僕は最初から、伊依ちゃんを補ほ佐さするように動こうと思ってたんだけどね。だから乗せること自体はやぶさかでもないんだけど』

　苦く笑しようするように嘴くちばしを鳴らし、ぶわりと翼を膨ふくらませて彼は飛ぶ。

『急ごう、伊依ちゃんが鈍どん足そくだっていうわけじゃないんだけど、体力がちがうから──じきに追いつかれる。今のうちに距きよ離りを稼かせいでおくべきだよ。第四地じ獄ごくがどんな場所だかは知らないけど、たぶんそこからはまた乗せてあげられるし、そこまでがんばって走ってもらえる？』

『うん。ありがとう、遊くん』

　ほんとうに、助かる。ちかごろ、香か美みと気持ちがすれちがって、心細かったし。誰かの優やさしさが、ありがたい。

　そうだ。魔王杯にばかり集中しているわけにはいかない。香美や涼すず女めとの確かく執しつはいまだに解決できていないし、むしろそちらのほうが優先事じ項こうなのだ。

　変わってしまった香美と、相あい容いれない天敵たる涼女。

　ふたりの少女との相対を、伊依は避さけてとおれない。

　けれど、希望がないわけでもない。ふたりとの会話の端はし々ばしから、伊依はひとつの推測を芽生えさせていた。まだ確信には至らないほど弱い思いつきだし、口当たりの良すぎる、甘い考えかもしれないが──伊依は、それを信じたい。

　少なくとも、歪ゆがんでいても、閉へい鎖さ的でも。

　涼女の香美への愛情は、真しん剣けんなものに見えたから。

『第三地獄──衆エバ合・地ジグ獄ルダへようこそだよ、伊依ちん！』

　決意をこめ、これまでの道と比べても狭せま苦くるしい通路へ走りだそうとした瞬しゆん間かん、キンキンと甲かん高だかい涼女の声が脳のう裏りに響ひびいた。

『涼女ちゃん!?　どこ？』

　衆エバ合・地ジグ獄ルダは、やけにカラフルな空間である。花畑のようなめちゃくちゃな色合いの壁かべや天てん井じようで、目がちかちかする。そのくせ通路は狭せまいから、色に圧あつ迫ぱくされて押しつぶされそうなかんじがした。

　そんな通路の途中、色にまぎれて気づくのが遅おくれたが──みっつの青い球体が、けっこう遠い位置で停止しているのが見える。あれは《王パーフエク求ト・エツヂ》……涼女の怪モ造ン生ス物ターだ。

　涼女はその場を動かず、相変わらずどうやって声を飛ばしているのかわからないが、元気で陽気な、表向きの彼女の雰ふん囲い気きで姦かしましく喋しやべりかけてくる。たぶんそばに遊という他人がいるから、あの黒い本ほん性しようを見せられないのだろう。

　まぁ、表と裏と、どちらがほんとうの涼女だとか、そういう思考は無意味だけれど。どちらもほんとうなのだ。どちらも涼女なのである。人当たりのいい可愛かわいらしい涼女と、冷れい酷こくに伊依の舌を切り裂さいた涼女と、ぜんぶ引っくるめて彼女なのだ。どちらか一方だけ見ないふりすると、志し田だ桐ぎり涼すず女めという少女の本質を摑つかみそこねる。

　彼女のあの極きよ端くたんな二面性は、何に起因するのか。

　そこから考え、彼女の思想を、思考体系を、把は握あくし看破する。

　相手はすでに伊依を見み透すかしているようだから、そこまでいってようやく対等だ。対等になれたら、ようやく話になる。会話が──できるはず。問答無用で舌を切られたりせず、ちょっとは言葉を聞いてもらえるかもしれない。

　傷つけあわず、仲良くできるはずなのだ……誰とでも。

　綺き麗れい事ごとだけど、その夢はがんばれば叶かなえられると、伊依は信じている。

『んー……』

　伊依が真っ直すぐに前を見ると、涼女はぴくりと丸い身体からだを動かして反応した。

『まぁ、ちょっとは褒ほめてあげるよ伊依ちん。すぐに逃にげると思ったんだ……少し脅おどしてやればさ、友情だなんだ綺麗事を言うやつもすぐに掌てのひら返すもんだからさ』

　虚きよ飾しよくのない、空そら恐おそろしい、けれどたぶんすなおな賛辞。否いな、呆あきれか？　困ったような、物わかりの悪い子供を叱しかるような口調の涼女だった。

『誰だって、痛いのは嫌だよね？　怖こわいのは──苦しいのは避さけたいよ？　だから他人を、友達を、〝攻こう撃げきされたくないゆえの契けい約やく〟だと思ってるやつは、脅してやれば遠ざかっていく。今まで、他人を自分の安心のために利用したいだけの友達面づらした薄はく情じよう者ものどもは、みんなそうやって、あたしが香美ちんから遠ざけてあげたの』

　彼女が語るのは、伊依の知らない香美の物語だった。伊依にとって、いつでも香美は強くて、優ゆう秀しゆうで、頼たよれる親友だったけれど。涼女のなかでは、たぶんちがうのだ。

　同時に、伊依は思いだす。魔王杯に参加しないよう忠告してきた、あのときの香美の言葉は──たぶん、涼女が過去にそうしたように、伊依も〝友達面した薄情者〟だと判断されて攻撃されるかもしれないと、心配してくれたのだ。

　事実、その忠告はすでに遅おそく、伊依は舌を切られていたわけだが。

　それでも──香美が心配してくれたことが、伊依には嬉うれしい。

　そして、どうやら伊依は、自分はちがうのだと涼女に主張しなくてはいけないようだ。自分はこれまで香美を傷つけてきたひとと同じではないのだと。そうでなければ、今度こそ──殺される、のだったか。

　伊依は涼女を見た。彼女はどこか、虚むなしそうだった。

『香美ちんは、いつだってそういう連中に利用されてきたよ。だけど誰もが香美ちんを持てあまして、その重みに耐たえられなくて、使い捨てにして逃げだしたよ。そのたびに傷ついて、泣く香美ちんのそばにいたのは、昔っからあたしだけだったんだよ』

　静かな、無む邪じや気きな、冷たい──涼女の声。

『友達？　馬鹿らしい、利用してるだけじゃない。友情？　噓うそばっかり、そんな綺麗なもんじゃないよ。みんなみんな、そういうニセモノの言葉で自分の行動を飾かざりたてて、いい格好をしたいだけなんだ』

　涼女はどうして、こんな言葉を紡つむいでいるのか。

　伊依に何を訴うつたえたいのか。伊依のどこを、責めて、疑いたいのか。罵ば倒とうして、蹴け落おとしたいのか。不安なのだろうか、もしかして。

　伊依はふと、そんなことを思った。

　不安？　彼女が？　あの涼女が、伊依のどこに不安をおぼえる？

　じっと見つめたが、無機質な黒い球体からは何も読みとれなかった。

　涼女は声を低めて、嘲あざ笑わらうような口調で囁ささやいてくる。

『伊依ちん、あたし思うんだ、人間ってね──ひとりしか人間を愛せないの。そんな程度の愛情しかない、ちっぽけな生き物なの。たいてい、愛するのは自分だけど、あたしは香美ちんを愛すると決めたの。ほかの何もいらない。自分すらどうでもいい。友情じゃないよ、そんな噓じゃない、信しん仰こうなの──わかる？　これが友情でしょ、ホンモノのさ』

『……ううん』

　伊依は、哀かなしくなって首をふった。

　ちがう。ちがうのだ、と思った。うまく言えないけれど、それはちがう。

『涼女ちゃん』

　伊依はたぶん初めて、心の底から涼女のことが可哀かわい想そうに思えた。彼女はこれまで香美のそばにいることで、どれだけの悪意に晒さらされてきたのだろう。黒い憎ぞう悪おで心を固めなければ、耐えられないほどそれは苛か烈れつだったのか。

　それでも香美のそばを離はなれなかった、涼女の愛情は本物だろう。

　けれどそれは、やはり友情ではないのだ。

『その友情で、あなたの言う友情で、カービィちゃんが幸せになれたなら、ちょっとでも笑えたなら、それはホンモノの友情だよ』

　自分自身にも言い聞かせるように、伊依はそっとつぶやいた。

『そうでなきゃ、それは、ただの自己満足だよ』

『…………』

　涼女はびくりと全身を震ふるわせ、わずかに押し黙だまっていたが、すぐに気勢を揚あげて激しく通路を進んでいった。会話はもう終わりというように、捨て台詞ぜりふを叫さけびながら。

『香美ちんを幸せにできるのは──あたしだけなんだからね！』

　それを見送りながら、伊依もそっと宣戦布告のようにつぶやく。

『……カービィちゃんの幸せは、カービィちゃんが決めることだよね』

　やはりその言葉は、伊依自身の胸にも突つき刺ささるのだけれど。

　香美がいないところで、香美の幸せについて論じるなんて、ひどく的外れだ。
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　友情なんて言葉、御お伽とぎ噺ばなしのなかにしかないと思っていた。

　人間って、そんなに綺き麗れいな生き物じゃないと思っていた。

　志田桐涼女には親がいない。

　いないということに──なっていた。

　けれど涼女は覚えていたし、忘れることもできなかった。

　怪モン造ステ学イス者ト・志し田だ桐ぎり負おう名な。それが涼女の母の名前だ。父のことは知らない。定期的に送金してくれた覚えがあるので、生きてはいたのだろうし、そこそこ儲もうかる仕事をしていたのだろうが、会いにきてくれたことは一度もなかった。

　だから親といえば涼女にとって負名ひとりのことで、けれど母は母自身の意志でもってその親という役割を放ほう棄きしていた。

　涼女は、とある役目のためにこの世に生みだされ、また育てられた。それは何度も何度も言い聞かされていた事実だった。涼女は負名の夢を叶かなえるための道具のひとつで、その役目を果たせなければ存在意義はないと、繰くりかえし教えられた。

　何それ馬鹿みたい、と涼女は思い、ふつうに小学校に通っていたが──いつだって、呪じゆ文もんみたいに母の言葉が事あるごとに鎌かま首くびをもたげるのだ。

　おまえは道具。

　道具なのだ。

　道具にとっての幸せは、役目を果たすことのみだ。

　役目を果たして死ぬことが、道具である涼女の幸せなのだ。

　何……それ、馬鹿……みたい………。

　笑おうと思った。笑いとばそうと。そんな子供、涼女以外にはいなかった。みんなみんな、誰かの道具ではなかった。自分自身の幸せを探して、それに浸ひたって、ふつうに生きていられた。役目などなかった。それが当たり前だった。

　おかしいのは母だ。あのひとは頭がおかしいのだ。けれど──このまま育てられたら、自分はその頭のおかしいひとの道具として使い捨てられるのだ。

　逃にげたかった。恐おそろしかった。滑こつ稽けいだったが、笑えなかった。

　ある日──母は死んだ。涼女の脳のう裏りに重く響ひびく、呪のろいみたいな言葉を残して。

「わたしは……役目を、果たせなかった」

　それは最悪な、涼女のもっとも聞きたくなかった言葉。

「次はおまえの番だよ」

　馬鹿みたいだ。ちゃんちゃら可お笑かしい。絶対に嫌いやだ。正気の沙さ汰たではない。誰が、馬鹿げた役目の、目的に殉じゆんじて死ぬものか。

　そう思っていた。涼女は現実的な子供だった。まだ幼い童女だったけれど、幼いなりの処世術で世の中を巧うまく渡わたっているつもりだった。母の言い分は、理り不ふ尽じんなものだとわかっていた。夢を子供に託たくすなど、言葉の響きは素す敵てきだけれど、所しよ詮せんは甘っちょろい自うぬ惚ぼれだ。自分の夢は自分で叶えるのがいい。

「次はおまえの番だよ」

　悪夢のなかで、何度も何度も母の今いま際わの言葉を思いだした。

　嫌だ嫌だと目を逸そらしても、その声が消えることはなかった。

　だから──呪いだったのだろう、それは。

　死んでも消えない、母の教え。

　母が死んでから──怪造学会を名乗る連中が涼女のことを取り調べたが、涼女は母のことを思いだしたくもなかったので、何も知らない、わからないと繰りかえした。母の死に際ぎわは残ざん酷こくなものだったので、ショックで一時的な記き憶おく喪そう失しつになったのだろうと、そう片付けて彼らは去っていった。忘れてなど、いなかったのだが。

　そう、忘れてはいなかった。

　母の教え。役目を果たすために必要な、知識。それを余すことなく涼女は覚えていたのだ。当然、母の死に様も、その最さい期ごの言葉も、焼きついたように離はなれはしなかった。

「次はおまえの番だよ」

　次は涼女の番。馬鹿げた、呪いの言葉。役目など──もちろん、果たすつもりはなかった。母を殺したそれが恐ろしかったし、ほんとうに、馬鹿げていると思っていた。けれど生まれたときから涼女が教わってきたのは唯ゆい一いつそれだけで、ほかには何もなかった。

　涼女は、鈍どんくさい子供だと思われていた。

　勉強もだめ。運動もだめ。これといって特技もない。愛あい嬌きようはあったし、明るく元気だったのでみんなに好かれたが、他人に誇ほこれるものなど何もないのが劣れつ等とう感かんだった。

　みんなの中心でへらへら笑って、ひたすら毎日を気持ちよく暮らせるように腐ふ心しんして、けれど心の内側ではいつも虚むなしさがあった。演技をしているような気がした。自分は何かたいせつな役目を見ないふりして、ただ目の前の安易な快楽に浸ひたっているだけなのだと。

　今の自分は仮かり初そめで、ほんとうは果たすべき目的があるのだと。

「次はおまえの番だよ」

　馬鹿げた、話だった。

　訳が──わからない。

　いいのだ。これでいいのだ。涼女は遮しや二に無む二にになって、幸せな毎日を謳おう歌かした。相変わらず不器用だったので、他人を利用して生きる術すべを知らずに覚えた。愛想をよくして、相手を心ここ地ちよく導けば、意外となんでも巧うまくやってくれるものだ。自分が働かなくても、ほかの誰かのほうがたいてい、自分より何事も上手にやれるのだ──。

　けれどそれは同時に、涼女にひとつの疑問を抱いだかせる結果となった。

　ならば、自分にしかできないことはなんだろう。

　ほんとうになんでも他人にやってもらったら、楽だし便利だが、それならば自分がここにいる意味はあるのだろうか。

　自分にしかできないことが、どこかにあると思った。

「次はおまえの番だよ」

　でもそれは、母から教わった〝役目〟ではないと信じたかった。

　逃とう避ひするように日々を生き、夢見るように楽しいだけの虚しい毎日で、涼女はだんだん身体からだが空っぽになっていくような、透とう明めいになっていくような、無力感を味わうようになっていた。

　自分だけにできることが、どこかにあるはずだった。

　そうでなければ、自分は生まれてきた意味がないと思った。

　けれど何事も他人のほうが巧くやれるこの世界で、鈍くさい自分だけにできることなど見当たらなくて──。

　…………。

　定期的にやってくる怪造学会の人間に、母のことをしつこく尋たずねられても。

　涼女は、覚えていませんと繰くりかえした。

　けれど忘れていなかった。

　忘れて──いなかったのだ。
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　誰かの悲鳴が聞こえた気がして、魅み神かみ香か美みはふっと周囲を見回した。倒たおれた生徒たちをみんな海の家に移動させ終え、冷たいお茶を片手に《兆プラ里ズマ眼デビル》で観戦をしているところなのだが──。

「魅神……どうした？」

　さすがに全校生徒を運ぶのは侍さむらい少女にも負担だったようで、隣となりに座った舞まい弓ゆみも表情に疲ひ労ろうが残っている。たぶん、自分はもっとひどい顔色をしているだろう。これでも体力には自信があるつもりなのだけれど、ここのところ、伊依のそばでは楽してばっかりだったから。

「……ううん、なんでもないのだわ」

　香美は適当に応こたえつつ、ぼんやり昔のことを思いだす。

　香美は、なんでもできる子供だった。

　けっこう、地味に生きていられたらそれで幸せだったのに。

　なんでもできた。噓うそみたいに。魔ま法ほうみたいに。……嫌いや味みみたいに。周囲には、気味悪がられるほどに、なんでもできてしまう少女だったのだ。

　たとえば勉強。

　誰が想像するだろう、教科書を一読で丸暗記してしまう生き物がいるだなんて。

　算数だろうが国語だろうが、理科だろうが社会だろうが。

　あらかじめ答えを知っているかのように、すらすら埋うめてしまう生き物がいたのだ。

　何の努力もせずに。１００と赤字で書かれたテストを量産する化け物。

　たとえば運動。

　誰が想定しただろう、ほかの生徒が前回りに苦労している横で、易やす々やすと蜻蛉とんぼ返がえりをする生き物がいるだなんて。その少女がいると、どんな球技でも試合にならない。手加減しても必ず勝てる。根本的な身体能力がちがった。

　あらゆる事こと柄がらで、魅神香美は一ひと桁けたちがっていた。

　誰が想像しただろう、誰が想定しただろう、神様だって、香美を見たら設計図を間ま違ちがえたと頭を抱かかえたことだろう。変だった。おかしかった。訳がわからぬほどに、香美はなんだってできてしまった。

　ごくふつうの家庭で生まれた。

　どこも特別ではない中流家庭の、ごく平へい凡ぼんな次女で、当たり前のように小学校に入学したばかりで、目立たず、地味に生きることを好んでいた。

　人並みに怠なまけるのは好きだったし、できれば楽して暮らしたかった。努力はしたくなかったし、苦しいことはほかのひとに任せたかった。

　香美はそういう少女だった。何も不思議ではない、凡ぼん庸ような性格をした少女だったのに。

　香美は、なんでもできる少女だった。

　勉強から運動まで。お裁さい縫ほうに料理、ゲームに創作まで。なんでも１００点満点だった。どの分野でも、どの属性でも、ごく当たり前に頂点の能力を発揮した。

　何か裏があるだろうと、ずるをしているだろうと、周りは最初、好こう奇きの問いや視線を向けて、その香美の規格外な能力のノウハウを知ろうとした。

　やがてほんとうに、純じゆん粋すい無む垢くなる〝偶ぐう然ぜん〟だと、〝天てん賦ぷの才能〟だと、〝神様の設計ミス〟だと、そんな馬鹿げた種明かしをされてしまって、周りの視線は一気に冷えた。

　化け物を見る目。

　ちがう生き物を見る目。

　香美を同じ人間だと認めない、それは異物を見る目だった。

　物語のなかでは天才は英えい雄ゆうだが、現実に存在するとそれは嫌味である。

　凡ぼん人じんがどれだけあがいても到とう達たつできない地点すら、その生き物は呆あつ気けなく飛び越こしてしまう。努力もせず。こんなの簡単だという顔をして。

　ずるい。ずるい。ずるい。

　出る杭くいは打たれ、仏の垂らした蜘く蛛もの糸にはいつでも亡もう者じやが群がってくる。

　香美は、毎日が居い心ごこ地ち悪くなった。

　迫はく害がいされたわけではない。苛いじめとか、すぐにそういう攻こう撃げきを始めるほど、人間は争いが好きな生き物ではない。肝かん臓ぞうが体内の不要物を選別するように、異物を徐じよ々じよに自分たちの世界から刮こそぎだすだけだ。

　最初に無視があった。喋しやべりかけてもだめだった。香美はもともとあまり明るい性格ではなかったので、かんたんに独りぼっちになってしまった。会話をしようとしても、同じ生き物ではないから無理だと、そう言われるみたいに拒きよ絶ぜつされた。

　そして酷こく使しがあった。能力の高い香美を、好き放題につかおうとするひとがいた。宿題を代わりにやらせたり、掃そう除じを独りでやらせたり、そういう雑多な労苦を、同じ生き物ではない香美にやらせようというかんじで。それは電でん卓たくでもつかうような気安さで、香美ちゃん、やっといて──と。

　攻撃があったわけではない。同じ生き物だと見なされなくなっただけだ。

　そして人間は、殊ことのほかにちがう生き物には冷れい酷こくだった。

　冷たい目。

　化け物を見る目。

　ちがう生き物を見る目。

　その視線が怖こわくて、香美は俯うつむいて生きるようになった。能力も、見せなくなった。授業中は、ずっと机に伏ふせていた。寝ねてばかりいた。時間よ早く進めと。その癖くせは、今も直っていない。香美は、積極的に何かをやることを放ほう棄きした。

　海の底の貝のように、生きていくべきなのだと思った。

　誰とも関かかわらず、硬かたい殻からで心と身体からだを隠かくして、じっと息を殺して生きていくべきなのだ。

　悪いことをしたわけではない。

　弱い心に不ふ釣つりあいな、過か剰じような能力をもって生まれてきた運が悪かった。

　その能力だって、たぶん全世界で見ればとくに珍めずらしくもない、ありふれた天才だっただろうが──狭せまい小学校という世界では、ほんとうに化け物だった。義務教育ではない、生徒の能力で選べる高校や何かならば、香美はほかの秀ひいでた能力をもつものたちに埋もれて、香美の望む地味な生活をおくることができただろう。

　時期が悪かった。小学校では、天才など化け物だ。

　けれどそんな化け物に、喋りかけてくる奇き特とくなひとがいたのだ。

　俯いている香美に、それは天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおで、お友達になろうと手を差しのべてきた──彼女の名前は、志田桐涼女といった。

　涼女の瞳ひとみは。

　ほかのひとみたいに、冷たくなくて。

　むしろ──ようやく同どう胞ほうを見つけたような、人間の世界で、迫害されて生きている化け物が同じ化け物を見つけたような、温かな瞳だった。

　そこからの生活は幸せだった。

　海の底に沈しずんでいくようだった香美の生活に、涼女は煌きらめきと温かさをくれた。学校にいくのが、楽しくなった。涼女はみんなの人気者で、はぐれた香美すらみんなのなかに引きこんで、いっしょに生活をさせてくれた。みんなも、香美を露ろ骨こつに避さけたりはしなくなった。

　いちばん嬉うれしかったのは、涼女が香美のことをもっともたいせつに思ってくれていたという事実。

　ほかの誰よりも、涼女と香美はいっしょにいた。誰よりもしっかりとした、絆きずながあった。男女ならば、運命の赤い糸を比ひ喩ゆにだすところだが、何色だか知らない運命の糸が、たぶん涼女と香美には結ばれていた。

　心が、満たされた。自分はここにいていいのだと、香美は思った。

　会話をかわすうちに、涼女も立場はちがえど香美と同じように、心の真ん中に孤こ独どくを抱かかえていることを知った。いつもみんなの中心にいるのに、不思議なことだと香美は思ったが──そういう孤独もあるのだなぁと、涼女に同情した。

　寂さびしいんだと涼女が言って、あちきも寂しいと香美も言った。ふたりは、手を繫つないだ。いつも、手を繫いでいる友達だった。

　ほかの誰でも肩かた代がわりできない、ほんとうの寂しさを共有した友達だった。

　香美は涼女が好きだった。この世の誰よりも。生きる理由は、涼女だった。涼女のためならなんだってできた。いつも自ら制限している能力を、彼女のために使った。不思議と、涼女のためだったら苦しいことも耐たえられた。

　香美は、自分を恐おそれず、その不相応な能力を忌いまない誰かが必要だったし。

　涼女にも、自分を裏切らない、万ばん能のうな誰かが必要だった。

　涼女はいつだって、自分の能力を信じていなくて、誰かに頼たよって巧うまくやっていたけれど、そこが自分でも劣れつ等とう感かんなのだと語っていた。それに、もしも全すべての人間が自分から離はなれていったら、自分には何も残らないのではないか──という不安もあるのだと。

　香美は涼女を絶対に裏切らないと約束し、自分を〝使用〟できるのは涼女だけだと誓ちかった。涼女だから自分を巧くつかえる、涼女のためにしか、香美は１００％の力を発揮できない。香美は涼女が生きている証あかしとなり、彼女にしかできないこともあるという安心の証になると決めた。そうして香美は涼女の最高の道具で、唯ゆい一いつの親友となったのだ。

　けれど。

　どこかが歪ゆがんだような、おかしな友情も長くはつづかなかった。

「天才の香美ちんにもできっこない、あたしの、あたしだけの、特別なすごいところを見せてあげる」──と、涼女がある日、何かを決意したように告げてきた。

　香美にはよく意味がわからなかったが、涼女が、自分のために何かしてくれようとするのが純じゆん粋すいに嬉しくて、ただ単純に喜んだ。

　涼女はたぶん、〝なんでもできる〟という劣等感をもつ香美にも、できないことがあるんだと証明して──しかも、〝なにもできない〟という劣等感をもつ涼女自身すら、同時に救う素す敵てきな方法を考えたにちがいない！　すごい！　さすが！　やっぱり涼女ちゃんはすごい！

　わくわくしながら香美は、小学校が終わった放課後──その裏山にある古びた仏閣で涼女曰いわくの〝特別なすごいところ〟を見せてもらった。

　否いな、正確には、それを見ることもなく、事態は最悪の結末を迎むかえた。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて──」

　その言葉から始まる、不思議な呪じゆ文もんのつらなりの果て、どこで間ま違ちがったのか、純粋に涼女の能力が足りなかったのか、唱える呪文がちがっていたのか。

　ぱぁっと涼女の嵌はめた腕うで輪わが輝かがやいたと思ったら──。

　次の瞬しゆん間かんには──。
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　ぐちゃ！
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　何か嫌いやな音が聞こえた気がして、伊依は長い耳をぴくりと震ふるわせた。この《疾タタ風タツ鼠ト》の聴ちよう覚かくは見た目のとおり発達しているらしく、些さ細さいな音でもしっかりと拾えるのだ。

『どうしたの、伊依ちゃん？』

　遊が気づいて、そんな伊依に気き遣づかわしげな声をかけてくれる。相変わらず衆エバ合・地ジグ獄ルダの特性に従って彼は三羽いて、どの遊が声をだしたのかは伊依にもわからなかったが。

　あれから──すなわち、第三地じ獄ごく・衆エバ合・地ジグ獄ルダに突とつ入にゆうしてから、伊依と遊はいくつかお互たがいの『本物』がどれか判別する努力をしたのだが、どうにも埒らちがあかなかった。声は同時に発せられているし、動きも寸すん分ぶん違たがわない。鏡のなかの虚きよ像ぞうのように、まったく同じ仕草や動作をするのだから。

　最後は諦あきらめて、一刻も早くこの気味の悪い衆エバ合・地ジグ獄ルダを突とつ破ぱしようと、伊依は床ゆかを懸けん命めいに走り、遊もひたすら翼つばさを動かすことに腐ふ心しんしていた。

　けれど、そんな道程がしばしつづいたと思ったら、さっきの嫌な音である。聞き慣れない音だったので──伊依にはよくわからなかったが、なんだか気になったので、とりあえず遊にも言っておく。

『なんだろう……変な音がしたの。爆ばく発はつみたいな、地じ響ひびきみたいな、遊くんも聞こえない？　なんか──近づいてきているような気がするんだけど』

『うん？　どうかな──どうもこの《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》、聴覚がちょっと退化してるみたいでね……そのぶん、遠目がきくんだけど』

　やはり同時につぶやいて、四羽の遊はいっしょに後方を振ふり向く。

　……四羽？

『あれ？』

　伊依は異変に気づいて、恐る恐る遊を見あげた。派手な彩さい色しきをされた衆エバ合・地ジグ獄ルダの通路では、逆に目立つ真っ黒な鳥。その数が……一、二、三、四。四羽だ。おかしい。さっきまで三羽だったはずなのに……。

　伊依は焦あせり、落ちつくためにちょっと停止し、それから嫌な予感がして周囲を見回した。

『あ、あれ？　あたしは三匹びきのままだ……』

　てっきり自分も遊と同じで増えているのだと──一定時間がたつと一匹ぴきずつ増えていくような特性なのかと思ったのだが、《疾タタ風タツ鼠ト》は伊依を含ふくめて三匹しかいない。

　視線を動かす。近づいてくる音の正体を探さぐろうとしているのか、真しん剣けんに背後を注視している遊は──やはり四羽。

『ゆ、遊くん。増えてる、増えてる』

『……はい？』

　どうも本人に三羽から四羽になった自覚はないらしく、伊依の言葉をどうにも誤解して合が点てんがいったように嘴くちばしを擦こすり鳴らせた。

『あぁ、僕にも聞こえてきたよ。たしかにこれは……足音、みたいだね。大量の足音──うん、増えてる。かなり多いね。後ろにいた連中が追いついてきたかな？……急ごう、伊依ちゃん。狭せまい通路で集団に巻きこまれたら伊依ちゃん踏ふみつぶされちゃうよ？』

『え。あ、うん。あ、でも』

　いちおう背後を振りかえると、たしかにぼんやり近づいてくる影かげが見えた気がした。どうも衆エバ合・地ジグ獄ルダは朝あさ靄もやのなかのように視界が曖あい昧まいなのだが、それでも何かが近づいてきたらわかる程度には遠くまで見わたせる。

　衆エバ合・地ジグ獄ルダに入ってからけっこう走ったように思えたが、まだ終点の魔ま法ほう陣じんには到とう着ちやくしない。どうも存在が増えるという気味の悪い特性が嫌だし、さっさと抜ぬけてしまいたい──伊依は遊だけが増えた疑問を棚たな上あげし、前へ進むことにした。

　衆エバ合・地ジグ獄ルダの通路は狭い。もしも伊依だけでなく、ほかの怪モ造ン生ス物ターも三倍、ないし四倍に増えているとしたら──冗じよう談だんではなく大混戦になって伊依なんか踏みつぶされる。そもそも、通路がぎゅうぎゅうになって通れなくなってしまう。そこで時間をとられたら先行している涼女がぶっちぎりで一位をかっさらってしまう。

　それはちょっと、良くない。

　ぱっちりお目々にやる気を灯ともし、魔王杯に勝利するため伊依は決意をこめて再び前を見たのだけれど──すぐに、またちっちゃな頭を疑ぎ問もん符ふでいっぱいにする。

『……って、あれ？　涼女ちゃん？』

　ちょっと走ると、件くだんの涼女──《王パーフエク求ト・エツヂ》の丸い球体を発見できた。動かず、完全に停止している。やはり三体いて、どれが〝本物〟だかはわからないが。

　彼女は伊依を押しつぶそうとした前科があるので怖こわかったが、狭い通路では避さけてとおれない──すぐに、そのちかくに辿たどりつく。そこで無視して横をとおるのも印象が悪いので、伊依はこれまでさんざん嫌な反応をされた教訓を活いかさず、めげずに喋しやべりかける。

『あの、涼女ちゃん……どうしたの？』

『…………』

　涼女はしばらく黙だまりこみ、たぶん伊依の言葉というよりその存在全すべてを無視していたが──やがて諦めたように呻うめき、嘆たん息そくみたいな声をあげた。

『あぁ、もう。あたしはいいから先にいきなよ、今あたし、伊依ちんなんかの相手してられる状じよう況きようじゃないんだから』

『どういうこと？　何かあったの？』

　ちょこちょこまとわりつき、伊依は心から気になってそう尋たずねた。涼女は魔王杯の主しゆ催さい者しや──彼女にしかわからない、何か不ア測クのシ事デ態ントが発生したのかもしれない。それは近づいてきている誰かや、足音に混じって響ひびいている爆発音のようなものが関係あるのだろうか？

『…………』

　あくまで教えてくれるつもりはないようで、涼女は黙もく殺さつを決めこむ。伊依としてはなんだか放ほうっておけなかったのだが、遊はゆっくりと涼女を飛びこしてしまう。

『伊依ちゃん、よくわからないけど……ありがたく先に行かせてもらおうよ？　何があったか知らないけど、荒あら事ごとならあまり関かかわらないほうがいい。僕らはたぶん、参加選手のなかでいちばん戦せん闘とう能力が低いから……危ないことがあったら、最初に被ひ害がいをうけるのは僕らだよ？』

『そうだけど……だけど』

　伊依にとって、あくまで魔王杯に勝利することはそんなに重要な事こと柄がらではない。先に行って、あっさり全ての地じ獄ごくを突とつ破ぱしても、何も解決したことにはならない。それよりも、不安な存在──涼女の様子がおかしいことが気になるのだった。

　そんなふうに躊ちゆう躇ちよし、その場に踏みとどまり、けれど場に満ちた沈ちん黙もくが重すぎて──伊依は間を保もたせるために、答えは期待せず、ひとつの質問をすることにした。

『あのさ、涼女ちゃん』

『…………』

　やはり、返事はない。

　興味のない人間とは喋らない。嫌きらいな相手とは向きあおうともしない。まるで子供みたいだ。伊依は怒おこるよりも呆あきれつつ、ゆっくりと尋ねてみる。

『この第三地獄──衆エバ合・地ジグ獄ルダに突とつ入にゆうしてから、あたしは三匹びきのままだったんだけど、遊くんだけ知らないうちに三羽から四羽になってたんだよね。これってどうしてかな？　衆エバ合・地ジグ獄ルダの特性って、まだ聞いてないけど──いったいどういうものなの？　そこらへんは、ちゃんと説明するのが、主催者の義務なんじゃないかな？』

『……うるさいなぁ、もう』

　さすがに主催者の義務と言われたら痛かったのか、涼女がようやく言葉をくれる。

『衆エバ合・地ジグ獄ルダっていうのは、圧死する苦痛を味わう地獄なの。圧死。わかる？　潰れて死ぬこと……大きな山が左右から崩くずれてきてその土ど砂しやで死ぬとか、そういう地獄。魔王杯の衆エバ合・地ジグ獄ルダは、そうだなぁ──怪モ造ン生ス物ターの群れに潰される地獄かな？』

　喋りはじめれば流りゆう暢ちように、彼女は言葉を紡つむいでくれる。

『その特性は、分ぶん裂れつ。最初は三倍に自分の存在が増える。だけど、一定の条件でさらに増える……あなた、どっかで壁かべとかにぶつからなかった？』

『壁？　あぁ……』

　遊が大だい胆たんにも涼女の上にとまって羽を休ませつつ、思いだしたようにつぶやいた。

『そういえば、ぶつかったね──どうも、まだ翼つばさで飛ぶってことに慣れなくてね、おまけにここは通路が狭せまいし……さっき、ちょこっとぶつかったね』

『うん、それが分裂の条件』

　涼女の言葉に、伊依はようやく合が点てんがいく。伊依の数が増えず、遊だけが四羽になっていたその理由──。

　衆エバ合・地ジグ獄ルダの特性、分裂の条件とは。

『衝しよう撃げき、だよ。衝撃で分裂する。ポケットを叩たたけばビスケットがふたつ～♪　っていう歌知ってる？　あんなかんじ。何かにぶつかったり、殴なぐられたり、そういう物理的な衝撃で存在が増える。無限にね。走ったり転がったり、そういうのじゃ増えないけど……外的な刺し激げき、たとえば──』

　瞬しゆん間かんだった。

　笛を吹ふくような甲かん高だかい音が響いたかと思ったら、涼女のすぐそばで爆ばく発はつがおきた。おそらく──砲ほう弾だん。遠えん距きよ離りからの流れ弾だまが、涼女のすぐそばの床ゆかを抉えぐったのだ。

　風圧で転がり、巻きあがった土つち煙けむりに咳せきこんでから、伊依は呆ぼう然ぜんとそれを見た。

『こういう砲ほう撃げきとかね。あぁ、最悪の場所で最悪の展開……チョベリバだよぉ』

　涼女の黒い球体は、今の一いち撃げきで三体から一気に五体へと増えていた。
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　チョベリバだよと嘆なげきながら、涼女は内心でほんとうに困っていた。

　呪具《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》の使用者でありこの八大地獄の統とう括かつ者しやである涼女には、ある程度までは地獄内部の状況を俯ふ瞰かんし把は握あくすることができる。なので現在の、涼女の目的には少しばかり厄やつ介かいな状況も身に染しみて理解できていた。

　勝ち負けは、いい。魔王杯など、あくまで余興にすぎない。涼女にとっては魔王杯をきっちりと始めきっちりと終わらせることが最優先であり、それさえ守れれば誰が勝とうが負けようがどうだっていい。なんにせよ涼女の目的は達成される。

　けれど、今の状況はまずい。

　こんなの、予想していなかった。

　まさかほかの参加選手を露ろ骨こつに排はい除じよし、どんどん順位をあげてくるような乱暴な選手がいるなんて──。

　そう、衆エバ合・地ジグ獄ルダの入口から少し、中ちゆう堅けんグループが押しあい圧へしあいしている空間はまさに戦場と化していた。パニックといってもいい。もともと多数の怪モ造ン生ス物ターがさらに三倍に増えたのだ、それだけで大変な騒さわぎだったが、さらに遅おくれて追いついてきた一体の怪モ造ン生ス物ターが問題だった。

　推測するに、中級一位の怪モ造ン生ス物ター──《火ジゴク車グルマ》。怪造に時間がかかるものの本格的な戦せん闘とうタイプの怪モ造ン生ス物ターで、おそらく魔王杯に参加したなかではもっとも強い。重厚な体たい軀くと無限の砲弾、ほかの選手を蹴け散ちらしながら走るその姿はまさに戦車だ。

　それは、いい。

　どんな怪モ造ン生ス物ターを怪造しようと、自由だった。

　けれどその行動がいけない。涼女が喧けん嘩かや妨ぼう害がいを禁止したのはべつに事故や怪け我がを心配したからではない。参加選手を死なせたり、攻こう撃げきして弱らせたりされたら、涼女の真の目的に支障がでるのだ。

　完かん璧ぺきに思えた計画が、そんな蟻ありの一いつ穴けつのような非常事態によって崩される可能性があった。今のところ涼女が許さなければこの地じ獄ごくからは気絶しようが死のうがでられないが、この《火ジゴク車グルマ》による妨害が過ぎればほかの選手は怖こわがり、またやる気をなくして帰りたがる。そうなると、涼女も彼らを帰さないわけにはいかなくなる。

　もちろんタダでは帰さないが、外にでたい生徒は間ま違ちがいなく涼女に詰つめより、騒ぎたてるだろう。興奮のあまり攻撃されるかもしれない。涼女がやられてしまうのも、また良くない。涼女が気絶でもすれば《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》は制せい御ぎよを失い、どういう事態になるかわからない。

《火ジゴク車グルマ》の攻撃はやめさせなくてはいけない、なんとしてでも。そのためには、魔王杯の優勝などいらない。伊依たちを先に行かせようとしたのも、邪じや魔まされるよりは──さっさと先に行ってもらったほうが涼女的には良かったからなのだが。

　伊依はこの場を動かなかった。ほんとうに、お節せつ介かいなやつ。邪魔だから潰つぶしてもいいのだが、衆エバ合・地ジグ獄ルダでは完全に怪モ造ン生ス物ターを潰すのは難しい。ひとつ潰してもまだ残っているし、衝撃で簡単に増えてしまうのだ。伊依を排除するなら、ほかの地獄で。

　そう、涼女は伊依の善意など信じない。

　人間は、綺き麗れいな生き物などではない。

　誰も信用できない。香美のほかは。

『香美ちん………』

　涼女は、小声でそっと愛いとしい親友の名前を呼んだ。

『待ってて。もうちょっと、もうちょっとで……』
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　その集団はまるで嵐あらしみたいだった。

　少なくとも、災害のようではあった。

　無数の、錯さく乱らんしたように暴走する怪モ造ン生ス物ターの群れ。それが狭せまい通路いっぱいにいて、我先にと揉もみあいながら突とつ進しんしてくるのだ。当然、ちっちゃな伊依などふつうにしていたら踏ふみつぶされる。なので伊依と遊は涼女の上にちゃっかり避ひ難なんしていた。

『……伊依ちん、すごい迷めい惑わくだけど？』

　涼女は険悪だけれど、狭い通路にはほかに逃にげ場などないのだ。先へ行こうにも、もう狂きよう乱らんした集団は氾はん濫らんした濁だく流りゆうのごとくこちらに向かってきているし、今さら遅おそい。遊に乗せてもらうというのも考えたのだが、三匹びきの伊依に四羽の遊だ、誰がどの遊に乗るか迷っているうちに怪モ造ン生ス物ターの嵐がもうそこまで迫せまっていた。

　地じ響ひびきと、悲鳴、怒ど号ごうとたぶん無意味な鳴き声──そしてそれらを貫つらぬくような、断続的な砲ほう撃げきの音。衆エバ合・地ジグ獄ルダは耳を塞ふさぎたいくらいの騒そう音おんの坩堝るつぼと化し、へたに聴ちよう覚かくが発達している伊依は堪たまらないくらいだった。

　ひとつの涼女のうえで身を寄せあい、三匹と四羽で近づいてくる壮そう絶ぜつな光景を眺ながめる。このままちょこりと待っていたら、たぶん無事にはすまないだろう。けれど涼女が逃げないのだ、自分だけ避難するのもフェアじゃない気がした。

　可愛かわいらしい体軀で胸をはり、伊依は涼女へ語りかける。

『まぁまぁ、涼女ちゃん。この騒ぎの原因を突つきとめて、解決するつもりなんでしょ？　主しゆ催さい者しやも大変だね……うん、あたしも手伝うよ』

『手伝うって、その身体からだで何ができるの？』

　冷めた口調で言われたが、伊依はぐっと言葉につまりながらも負けじと応こたえる。

『ええっと、そうだな、お、応おう援えんとか……？』

『あと死ぬことができるね。わぁ、すごいなぁ。じゃあ死んどいてね♪』

　猫ねこかぶりの可愛い口調ですなおに要いらない宣言されると、ちょっと凹へこむ。

　どうしてこう、自分は涼女に嫌きらわれているのだろう。そりゃ、なんとなく根本的に気があわないかんじだが、それにしたって死ね死ね言われるほど恨うらまれることはしていないと思うのだが……。

　どうもいまひとつ涼女の心理がわからず困っていると、不意に、どこかから聞き覚えのある声が響ひびいてきた。

『おぉ！　そこにいるのは我が麗うるわしの女め神がみ！　空すか井いい伊い依よりさんではないかね！』

『…………』

　伊依の知るかぎり、こんな阿呆な台詞せりふを恥はずかしげもなく公衆の面前で叫さけべる人物は……あんまり、いない。考えてみたらけっこういるような気もしたが、とりあえず心当たりはひとりしかいなかった。この脳天気な声と、何も考えていないような喜びに満ちた口調は──あれだ、あのひとだ、あの厄やつ介かいなひとだ。

『魑ち魅み寺でらくん……？』

　なぜか身構える遊の隣となりで、伊依がぴょこりと耳を揺ゆらすと──。

『そう！　あなたの魑ち魅み寺でら屍かば丸まるです！』

　集団の先頭にいた硝子ガラス細工のような怪モ造ン生ス物ターが、何を考えているのか、どういう理り屈くつなのか、倍速で近づいてくるとこちらに向けて真っ直すぐに跳ちよう躍やくしてきた。

『……げっ』

　危ない。あの速度で突っこまれたら、涼女はともかく小動物である伊依や遊は押しつぶされる。その前に衆エバ合・地ジグ獄ルダの特性で何倍にも増ぞう殖しよくしてしまう可能性もある──けれど、すでに宙を舞まっている屍丸を止める手段は伊依にはなく。

『だから衝しよう撃げきで増えるっていうのにピョンピョン跳とぶな馬鹿』

　跳はねた魚を空中でキャッチする川かわ蟬せみみたいに、屍丸の首元に一匹ぴきの竜りゆうががっしと嚙かみついて止めた。かなり痛そうだが、見かけより頑がん丈じようなのか屍丸は出血もしない。ただ手足を振ふり回して暴れている。

『何をする学まなぶ！　いつもいつも貴様は私の邪魔をして！　伊依さんがそこにいるのだ！　そして私はここにいる！　ならば結ばれるべきふたりは再会の抱ほう擁ようを……グギャッ!?　学、さすがにそんな強く嚙むと首がもげ』

　そこからは声にならない悲鳴だった。いつもながらに、学の屍丸への扱あつかいは酷ひどかった。学──下半身が竜たつ巻まきの竜は、見たところ三匹。しかし屍丸はなぜか八人にまで増えているから、さぞお守もりは大変だろうと伊依は同情する。

　そんな学と屍丸の横を、大量の怪モ造ン生ス物ターが通過していく。狭い通路だ、ただ走りぬけるだけで大変そうだったが、怪モ造ン生ス物ターたちはそれこそ死にもの狂ぐるいで、互たがいにぶつかり増殖しながら駆かけていく。

　涼女はやはり動かない。とっかかりがない球体なので、伊依は振り落とされそうになったが──なんとか耐たえた。豪ごう風ふうのごとき大量の怪モ造ン生ス物ターも、すぐに通路の向こうへと消えていく。

　何発かの砲ほう弾だんがあちこちに着ちやく弾だんし、震しん動どうと破は壊かいを振りまいていた。この砲撃はいったい何なのか──衆エバ合・地ジグ獄ルダの特性かとも伊依は思ったが、だったら涼女の態度もよくわからない。たぶん、不測の事態が起きたのだろうけど。

『…………』

　大おお騒さわぎのあとに残ったのは、怪モ造ン生ス物ターに激げき突とつでもされたのかちょっと増えた涼女が六体、痛みは共有しているのか学に嚙みつかれて悶もだえている屍丸が七人、その学が三匹、遊が四羽で伊依が三匹だ。

　否いな──もうひとつ、見慣れない怪モ造ン生ス物ターがそばにいた。

『伊依ちゃんー』

　泣きそうな声とともに、ゆるゆる飛んできたのは三色の花びらが目立つチューリップだった。これは伊依も知っている、中級二位の《浮フ和ワ浮フ和ワ》である。

　それにこの、甘えるような蜂はち蜜みつたっぷりな声には、覚えがある。

　触しよく手しゆに抱だきあげられ、頰ほおずりみたいな仕草をされながら伊依は小さな手足をばたばた動かして声をあげる。

『ハナちゃん？』

『うぅう……そう、あちゃしだべさ伊依ちゃん！』

　触手で高い高いされながら、伊依は頷うなずく。ハナちゃんこと美み咲さき次じ郎ろう花はなはそういえば屍丸や学と行動していたし、いっしょにいるのは不思議ではない。

　しかしそこで疑問がひとつ。

『どうしてハナちゃん、増えてないの？』

　そう、見たところ《浮フ和ワ浮フ和ワ》はひとつしかない。もしかしてさっきの集団に巻きこまれてほかのふたつとはぐれてしまったのか──とも伊依は思ったが、次郎花はすぐにその想像を否定してくる。

『えぇっと、増えてないというか、減っちゃったというか……』

『もしかして消し飛ばされたの？』

　猫かぶりの可愛かわいらしい声で、涼女が不意に問いを放った。次郎花は一いつ瞬しゆんだけ誰だこいつみたいな微び妙みような反応をしたが、すぐに思いあたったか花びらを揺する。

『あぁ、あんた……新入生代表の、志田桐なんとか』

『うん、あたしが志田桐涼女だよっ☆』

　きゃぴきゃぴ笑うその声こわ音ねが、今の伊依には噓うそくさい。さっきまで、ほとんど黒い本ほん性しようのままだったし。もちろん涼女が邪じや悪あくな性根をもつことを知らない次郎花はその人当たりのいい態度にころりと騙だまされる。

『そうそ、なんかいきなり砲ほう撃げきされてな、あちゃしの残りふたつ、どかんって消し飛ばされちゃったべさ……当たったのが、本体じゃなくてよかったけど、おかげでほかのみんなとちがって、あちゃしだけひとつ……』

『うんまぁ、叩たたけば増えるから誰かに叩いてもらってね。それよりも……吹ふっ飛ばされたのはあなただけ？　ほかにもやられたひとはいない？』

　おざなりな心配の言葉に混ぜて、涼女が質問を重ねていく。

　次郎花は、うーん、と思いだすように唸うなって、やはりすなおに応こたえた。

『いや、パニックだったからよくわかんないべや、けど吹っ飛ばされてるやつもけっこういたべな？　な？　駒こまぶーだったら覚えてるべさ？』

『なんで私には意見を求めないのだ……』

『屍丸くん、常識で考えようね』

　いつものように屍丸と学が漫まん才ざいをしているそばで、涼女は真しん剣けんにぶつぶつ独りごちている。

『良くないなぁ……どのくらい吹っ飛ばされたかわかんないけど、完全に消しよう滅めつしたひとがいたら、そのひと死んじゃうわけだし──』

『涼女ちゃん？』

　様子がおかしかったので、伊依が声をかけると、涼女はハッとして噓くさい乾かわいた笑い声をあげた。なんとも怪あやしい。

『あはは、なんでもないよん。それより困ったね……妨ぼう害がいや喧けん嘩かは禁止だって言ったのにさぁ。砲撃してる犯人は誰？　誰か見た？』

　次郎花や屍丸、学を順番に眺ながめていく彼女に、学が代表して応えた。

『見たっていうか……声を聞いただけなんだけど、すぐにわかったよ。それに、この手段を選ばないかんじ──わかるだろ、空井さんだったら。あのひとだよ』

『あのひとって、まさか……』

　話をふられた伊依は、嫌いやな予感とともに、迫せまりくる威い圧あつ感かんに気づいて顔をあげた。

　通路の向こう。霧きりの立ちこめるように視界の悪い衆エバ合・地ジグ獄ルダの、カラフルな壁かべや天てん井じようになお負けぬほど極ごく彩さい色しきな──三両の戦車がゆっくりと近づいてくるのが見えた。

『パラリラパラリラ！　ブオンブオン！』

　なんの意味があるのか、暴走族みたいな声をあげて──その戦車は、伊依が想像したとおりの警けい戒かい心しんばかりが湧わいてくる口調で叫さけんだ。

『俺かい!?　俺様かい!?　俺様の名前を聞いてんのかい!?』

　いや、聞いていない。

　聞かなくてもわかる──無む城じろ鬼き京きようの登場だった。
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　最悪の場所で最悪の展開、と先ほど涼女が言っていたが、伊依もおおむね同感である。敵に回すともっとも恐おそろしい──というわけでもないが、たぶんもっとも厄やつ介かいではある相手がこの局面で現れてしまった。

　無城鬼京。

〝亜あ玉たまの魔ま女じよ〟と謳うたわれたこの人物は、先日に大おお騒さわぎのまま幕を閉じた古こ頃ころ大たい祭さいを引っかきまわした張本人であり、伊依にとっても最悪の〝敵〟だった。

　彼は自ら悪役を任じ、他人を困らせ事件を起こし、それを楽しむ天あまの邪じや鬼くだ。彼に正論はつうじない。彼は正義を愛さない。生まれついての無法者、最悪で厄介な不良なのである。利害の一いつ致ちにより古頃大祭では伊依に負けを認めてくれたが、彼は最後まで悪いことしてごめんなさいと謝らなかったし、当然、改心もしていないだろう。

　伊依だって、もちろん何もしなかったわけではない。鬼京が古頃大祭の準備段階で傷つけたほかの生徒のお見み舞まいにいって、きちんと頭を下げさせようとしたり、教師に頼たのんで反省文を書かせたりもした。

　けれど彼はその場では殊しゆ勝しようなふりをしているものの、ちょっと目を離はなすともうちがう悪事に手をだしている。根っからの不良なのだ、悪いことをしていないと、呼吸ができない天の邪鬼なのだ。

　そんなこんなで、さすがの伊依も彼を更こう正せいさせることは諦あきらめかけていたのだが──唯ゆい一いつ、彼がこだわるというか、彼を説得できる要素である物ぶつ造ぞうの研究を約束どおり古頃で公こう認にんさせたら、鬼京はその調べ物に忙いそがしかったのか、しばらくおとなしかったのだ。

　だから、油断していた。もうすっかり鬼京については安心なのだと伊依はどこかで安あん堵どしていた。けれどちがったのだ。それは甘すぎたのだ。

　鬼京はまったく懲こりていなかった。後こう悔かいも反省もしない、底なしの不良だった。

　魔女は極彩色の戦車の姿で、陽気にこちらへ呼びかけてくる。

『よぉ！　そこにいるのは教祖さんじゃねぇのよ!?』

『いや……だから、教祖じゃないし……』

　伊依のちっちゃな声なんか、もちろん鬼京は聞いていない。喋しやべりたいだけ喋るひとなのだ。ひとの話を聞かないのだ。なのにたいせつな要点だけはちゃんと理解してこちらをやりこめたりする憎にくいやつなのだ。

　あぁもうほんとうに、なんでこの厄介な先せん輩ぱいが魔王杯に参加しているのだ。

　どうしたもんかという伊依と、ただただ呆ぼう然ぜんとしている涼女たちをまるごと無視し、鬼京はぺらぺらとよく喋る。

『はっはァ！　いちばん最初に鼠ねずみが飛びだしたときゃ度胸のあるやつがいるなァと膝ひざを叩たたいたもんだがよ、それが教祖さんの怪モ造ン生ス物ターだとわかったら俺はむしろ恐ろしくなったね！　今回はまたどんなえげつないこと企たくらんでやがるんだい!?　教祖さんは油断ならねぇからなァ、そいつもただ小回りがきくってぇ理由で選んだんじゃねぇだろ!?』

　あぁ、屍丸や次郎花がすぐ伊依を伊依だと察した理由もわかった。最初に飛びだしたのは《疾タタ風タツ鼠ト》なのだ、みんな誰が怪造したんだろうって、砂すな浜はまで怪造しながら後ろを見たりして確認したのだろう。伊依も《疾タタ風タツ鼠ト》の応おう援えんなんかしてたし、誰が怪造したかは見ればすぐにわかっただろうし。

　ともあれ、困った。

　伊依が企んでいるのはほんとうだが（べつに、えげつない企みではないと思うけれど）、せっかく涼女をふくめてみんな伊依はスタートダッシュで差をつけるのが目的だったと誤解しているのだから──ここでいらないことを言われて警戒されたら困る。

　ほんとうに、嫌な先輩だ。伊依のこと、いつも見み透すかす。

　みんなが伊依に注目したような気がしたので、伊依はひとまずごまかすことにした。

『鬼京さん……何を言ってるのかわかんないけど』

『わからない!?　惚とぼけるねえ、古頃でいちばん油断ならねえあんたが無策で魔王杯に臨のぞむわけがねえだろうがよ！　冗じよう談だんはよしこちゃんたァあんたのことよ！　はは！』

　誰だよしこちゃんて。

　ともあれ、今はこの常に酔よっぱらったような先輩の漫まん才ざいにつきあっている場合ではない。伊依はひとつ、魔王杯の参加選手として鬼京に尋たずねなくてはいけないことがあるのだ。

『先輩、あたしのことはどうでもいいよ……それより、どういうつもり？』

『あぁん？　どういうつもりもこういうつもりも蝸かた牛つむりもねえってもんよ！』

　蝸牛って。どうも鬼京の喋り方には慣れない。無む駄だな言い回しが多すぎる。古頃大祭の最後の討論ではわりと会話になった覚えがあるのだが、あのとき鬼京は祖父の死の直後で落ちこんでいたらしいし、案外これが鬼京の普ふ段だんどおりのテンションなのかもしれない。あるいは、言葉の乱らん舞ぶで攪かく乱らんし、虎こ視し眈たん々たんとこちらの隙すきを狙ねらっているか。

　ほんとうに、食えない先輩だ。油断ならない。

　伊依は溜ため息いきをつきながら、どんな格好いい台詞せりふを言っても鼠の姿じゃ間ま抜ぬけなだけだなぁと困りつつ告げる。

『あの鬼京さん、魔王杯のルール覚えてる？』

『ルールねえ。嫌きらいな言葉だなァ。おぉ気持ち悪い』

　ほんとうに気持ち悪そうに、鬼京は身み震ぶるいする。今度から鬼京に困ってるひとがいたらルールとか規則とか常識とか、そういう類たぐいの言葉を三回唱えるように教えてあげようと、伊依はなんとなく思った。口くち裂さけ女の撃げき退たい法みたいだけど。

　ともかく！

『先輩、喧けん嘩かとか妨ぼう害がいとかしちゃだめなんだよ』

『？』

『なんでふつうに不思議そうな反応なのかわからないけど、ほんとうにわからないけど、鬼京さん！　ちゃんとルールは守ってよ！　いつもいつも規則破りばっかりで！　あたしも怒おこるよたまには本気で！』

　鼠なので威い嚇かくにもなんにもならないとは思ったけれど、手足を振ふりまわして叱しかりつけてみる。ほんとうに、なぜか知らないが鬼京への特効薬は伊依だと古頃大祭の一件で勘かん違ちがいされたのか、生徒ばかりか教師まで鬼京が揉もめ事を起こすと伊依を呼ぶのだ。伊依としては、べつに鬼京の保護者でも恋こい人びとでもないんだから勘かん弁べんしてほしいのだが。

　そういう苛いら々いらを込こみでぶつけてみたのだが、鬼京は白々しいくらいに動じない。

『ははは、相変わらずお堅かたいこって。あんまり石頭だと火か葬そうされたあと頭だけ焼け残って遺族に迷めい惑わくだぜってなァ！冗じよう談だん冗談！　こいつは一興調子のつけってぇもんだ！』

『…………』

　うぅん、日本語を喋ってほしい。

　伊依がほとほと困りきっていると、そこで鬼京は声の調子を変えてきた。

『しかし……教祖さんが興きよう醒ざめなことぉ言うなァ今に始まったこっちゃねぇけどよ、いいこと教えてやるよ──ルールってのは破るためにあるんだぜ!?』

『いや、あたしは守るためにあるんだと思うな？』

　すなおに言ってみる。けれど、なんか、こういうふうにまともに伊依の喋しやべることを聞いてくれるひとも懐なつかしいかんじだ。涼女は、ほんとうにこちらのことを冷たく無視して、会話にもならないばかりだったから。

　鬼京はまだ、会話をしてくれるぶんだけ涼女よりもやりやすい。

　涼女と解わかりあうためには、まず彼女とふつうに会話できる舞ぶ台たいまで登らなくてはならない。けれど──それはどうやって？

　などと、伊依が鬼京から注意を逸そらした一いつ瞬しゆんの隙をついて。

『だからさァ……わかんねえかな？　発想の転てん換かんってもんだ』

　ちゃきりと、鬼京が砲ほう塔とうをこちらに向けた。

『俺がルールを破ったと証言するやつがひとりもいなければ……俺はルールを破ったことにならねえと思わねえかい？』

『うわ……鬼京さん、それ最悪な考え方だよ』

　推理小説の真相が、主人公以外の登場人物全すべての共犯でした！　というオチでしたみたいな展開にするつもりなのだこのひとは。それだと何でもありではないか。ずるい。

　つまり、鬼京が何をするつもりなのかというと。

『さあて、選ばせてやるよ……優やさしい鬼京さんから出血大サービスってもんだ』

　炎ほのおをまとった砲塔を、さらに赤く灼しやく熱ねつさせて《火ジゴク車グルマ》の戦車は殺気を爆ばく発はつさせる。

『ひとぉつ、俺が〝喧嘩をしない。妨害しない〟ってえルールに違い反はんしたことを誰にも言わないってんなら、許してやる。ふたぁつ、誰かに俺のやったことを喋るってんなら、ここで吹ふっ飛ばしてしばらく動けない身体からだにしてやる』

『あの、それって』

　どうしようと迷うみんなのざわめきのなか、伊依はいち早くその言葉の最悪な意味に気づいて発言してみた。

『それって……鬼京さんのルール違反を黙もく認にんしても、許さなくても、どっちにしても撃うたれるよね？　ほらみんな、よく考えて！　そうなるんだよ今の鬼京さんの発言だと！』

『ばれたか』

　てへへっ、と可愛かわいらしく笑って、そういえば三体もいる鬼京は同時にみっつの砲塔の先せん端たんに炎を凝ぎよう縮しゆくさせて。

『じゃあまあいいや面めん倒どうくさい、おまえらみんな吹っ飛べや♪』

　瞬しゆん間かん、火の玉が唸うなりをあげて解き放たれた。

　視し認にんできない。生やさしい速度ではない。当然、伊依があんなもの食らったらかるく消し飛ぶ。三匹びきいるから全ぜん滅めつする確率が低いとはいえ、伊依の自我が宿ったオリジナルに当たればそこで終わりかもしれないし、三匹いるのも安心の材料にはならない。

　しかし鬼京はほんとうに、全ての参加選手を薙なぎ倒たおして優勝するつもりか!?

　なんでこういちばん悪い、いちばん嫌いやな、いちばん過激な道を選ぶのだ!?

『させるか！』

　そこで飛びだしたのが《月ルナ美シツ人クル》魑魅寺屍丸だった。

　彼は阿呆だが、その気持ちは本物なのだ。馬鹿だが、伊依への愛は真しん剣けんなのだ。迷わず七体全てで飛来する火の玉の正面に飛びだして、身を挺ていしてみんなのことを守った。

　爆発。閃せん光こう。衝しよう撃げきが吹き荒あれ、風圧に伊依は涼女の上でごろごろ転がる。

『魑魅寺くん!?』

　絶ぜつ叫きようし、硝しよう煙えんと土つち埃ぼこりが舞まうなか伊依は屍丸の姿を捜さがす。今のは、ちょっと格好よかった。見直した！……ただの変なひとだと思っていた！

『魑魅寺くん？　魑魅寺くぅん！』

『ふふふ……心配いらないとも、伊依さん』

　両手を広げた姿勢のまま、煙けむりが晴れたそこに、屍丸は堂々と仁に王おう立だちしていた。

『愛いとしい貴女あなたを守るためなら、たとえ火のなか水のなか！　この魑魅寺屍丸、どのような艱かん難なん辛しん苦くも乗り越こえ、たとえ死せども不死鳥のように──って、あぁ!?』

　絶叫し、頭を抱かかえる彼に、みんなが呆あきれたような視線を向ける。

『しまった！　衝撃を受けると増えるのだった！』

　叫さけぶ屍丸は、なんか十人以上はいた。数えるのも難しい。狭せまい通路の、鬼京と向かいあう真ん中が、ぜんぶ屍丸の半はん透とう明めいな身体で埋うまってしまっているような状じよう況きようだった。

『バカ丸が当社比十倍以上……』

『うわ……鬱うつ陶とうしいよ屍丸くん』

『魑魅寺くん、ちょっとごめん、守ってくれたのありがたいけど……前見えないからどいてくれる？』

『君ってつくづく行動が報むくわれないよね。たまに哀あわれだよ』

『あはは。同じ生き物がたくさんいるってちょっとキモくてチョベリバだよぉ』

　みんなのたぶん悪気はないすなおな感想に、屍丸はわらわらと蠢うごめく。

『なぜだ!?　なぜみんなそんなに無情な反応をするのだ!?　私はいちおう命をかけてみんなのことを守ったのに……！』

　悲ひ嘆たんにくれる彼はともかく、この状況はいささかまずい。

　今は砲ほう撃げきを三分間で四十倍に増えるワカメみたいな屍丸が消しよう滅めつしたり分ぶん裂れつしたりいいかんじに壁かべになって耐たえてくれているが、いつまでもそんなことをさせるのも可哀かわい想そうだし、鬼京だって突とつ進しんするなりなんなりしてすぐに突とつ破ぱするだろう。

　屍丸が時間を稼かせいでくれているうちに、鬼京への対応を考えなくてはいけない。

　ただその前に──ひとつ、我ながら難なん儀ぎだとは思うが、伊依は問いかけずにはいられない。声が聞こえるかどうかわからなかったが、精せい一いつ杯ぱいに、砲撃の音を貫つらぬいて呼びかけた。

『鬼京さん！　今回の、あなたの目的はなに!?』

　怒おこるのは、好きではない。喧けん嘩かは、大だい嫌きらいだ。戦うなら、どうしようもなくなってから。できれば、話しあいで全てを解決したい。正当防衛でも、伊依はきちんと理り屈くつをつけないと戦えない。自分の夢を損そこなわない、自分の思想と反しない、相手のことを踏ふみにじらない、安易ではなくても、最善の道を選びたい。

『生徒会長っていう権力がほしいの!?　そのために魔王杯に参加したの!?』

　伊依の予想はそうだった。前回、古頃大祭での鬼京の目的は校長が約束した〝ひとつだけ願いを叶かなえる〟という賞品だった。鬼京は、祖父の遺志を継つぐため、異い端たんである物造の研究をするため、その賞品が、他人を傷つけてでもほしかった。

　その願いが、伊依によって叶えられた今、彼がそこまで生徒会長の座をほしがるとは思えないが──古頃のなかに物造研究の地位を確固として築くため、権力を求める可能性はあると伊依は考えたのだ。

　けれど、鬼京は否いなと言う。

　伊依の声を耳ざとく聞きつけて、やはり傲ごう岸がん不ふ遜そんな悪党さながらに。

『いいや……生徒会長なんて面めん倒どうな役やく柄がらァ御ご免めんだね。忘れちまったかい？　俺は楽して生きたい無城鬼京さんだぜ？　そりゃ権力はほしいがよ、生徒会長に自分でなるよりそいつを操あやつって好きなように働いてもらうほうが楽だろ？』

　いくつかの屍丸が吹ふっ飛ばされ、がらんがらんと崩くずれる。なんだか、分裂の速度が遅おそくなっている気がする……もしかして分裂する数は有限なのか？　ならばこのまま屍丸に任せていては彼がほんとうに潰つぶされてしまう。

　焦しよう燥そうにかられる伊依に、鬼京はあっけらかんと言ってきた。

『だから今回は……ほんとうに、混じりっけなしのお楽しみよォ！　目的は俺の暇ひまつぶし！　わっかりやすいだろ、なァおい!?　さあさあ鬼さんこちら手の鳴るほうへってなァ！　正義の味方よ神様よ、善意溢あふれる誰かさんよ、あんたらが退治するべき悪党の登場だ！　敵キャラがいないゲームよりいるゲームのほうがよぉ……だんぜん面おも白しろいだろ!?　あっっははははははは！』

『…………』

　そうか、ただのお楽しみか。

　ならば……伊依のやることはひとつだ。

　いつものように叱しかりつけて、ごめんなさいを、今度こそ言わせるだけだ。ほんとうはそういうの、ほかのひとにやってもらたいが……不本意ながら今の伊依は鬼京の保護者でも恋こい人びとでもないけれど、彼を止める係みたいなので。

　ついでに、ちょっとだけ、そんな彼の存在を利用させてもらってもいいかな。

　伊依はふと思いつき、鬼京の言動に慣れていないせいか、対応に困っているかんじの涼女に呼びかけた。

『涼女ちゃん』

『……え？　あ、うん。なぁに、伊依ちん』

　そこまでふつうに応こたえてから、急に思いだしたように彼女は冷たい反応になる。

『あんまり気安く話しかけないでくれないかなぁ、あたし、伊依ちんと馴なれあうつもりはないんだからね。忘れないで、あたしあなたが大嫌いなの』

『うん、まぁ、今は大嫌いでもいいけど』

　ほんとうに、なんでか知らないけど嫌われたものである。でもちょっとだけ涼女の態度にも慣れてきて、伊依もあまり彼女の言動に胸が苦しくなったりしなくなった。

　仲良くなれるはずである、誰とでも。

　伊依は信じている。

『ねぇ涼女ちゃん、鬼京さんが暴れると困るんだよね？』

『え。あ……うん、すごい困る。あ、いや、あくまで魔王杯の主しゆ催さい者しやとしてね』

　なぜか慌あわてたように言い訳する彼女が気になったが、あくまで伊依は言葉をつづける。

『じゃあ、あたしが鬼京さんを止めるから、その代わり──涼女ちゃん、あたしが彼を止められたら、ひとつお願い事を叶えてほしいんだけど、いいかな？』

『……なぁに』

　涼女は警けい戒かい心しんたっぷりな声で、念を押すように言った。

『香美ちんなら、渡わたさないよ。香美ちんは、あたしのモノなの』

『ううん、ただちょっと、カービィちゃんと涼女ちゃんとあたしで、じっくり話しあう時間をくれないかなって』

　伊依は真しん剣けんだった。それが最善の解決法だと信じていた。この暗い、寂さびしい、哀かなしみに満ちた現状を、ちょっとでも良くできる方法だと。

　香美と仲直りしたい。涼女にも、嫌われたままでいたくない。

　もちろん、香美を取りあって涼女と喧嘩するつもりもない。

　三人で仲良くできるなら、それが最高で、そうじゃなくても──それぞれの考えをしっかり語りあうことは、必要じゃないかと伊依は思うのだ。

　そういう気持ちをしっかり詰つめて、伊依は真しん摯しにつぶやいた。

『いろんなこと、言わなくちゃいけないこと、自分の気持ち、あたしたちはまだぜんぜん解わかりあえてないと思うんだ。そういうなかで、仲が悪いままでいるのは寂しいよ。涼女ちゃんはあたしのこと大嫌いかもしれないけど、あたし、ちょっとでもその大嫌いがなくなるように、がんばるから』

『……それ、本気で言ってる？』

　てっきり鼻で笑われたりするものと思ったけれど、涼女は意外にも感心したような声でそれだけ尋たずねてきた。伊依は今は鼠ねずみだけど、そのちいさな身体からだいっぱいにすなおな気持ちをこめて、頷うなずいた。

『もちろん。１００％超ちよう本気』

『…………』

　涼女はちょっとだけ押し黙だまって、何かしら考えこんで──やがて、迷子の子供みたいな、どこか儚はかない声でぼやいた。

『伊依ちんって……もしかして、うぅん、そりゃ、しっかり話しあわなくちゃわかんないな──でも、うん、なるほどね……そういうひとも、広い世界だ、いるかもね。いや信じちゃいないし、世界なんか綺き麗れいじゃないし、人間なんか天使じゃないけど、ちょっと信じそうなあたしがチョベリバだけど』

　そこまで訳のわからぬ言葉を並べて、彼女は案外にあっさりと応えてくれた。

『いいよ。……ただし、ほんとうにあのひとを止められたらだからね』

　それはこれまでのなかでいちばん、気持ちのこもった重い一言だった。

『伊依ちん、あなたがホンモノかニセモノか、あたしが判定してあげる』

　ちょっとだけ、それは寂しそうな声でもあったけれど。
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　打合せは簡単にすんだ。屍丸の壁かべを今にも鬼京が突とつ破ぱしそうだったから、話しあいがあっさり終わるのはむしろ望ましいのだが──伊依はいちおう、みんなにほんとうにこの作戦でいいか尋ねた。

　ここのところ、自分の意見にみんなすぐに賛成してくれすぎて、逆に不安になるのだ。伊依がどんなに間ま違ちがったことを言っていても、伊依が言うならだいじょうぶだろうと信用されては良くない。伊依はみんなのリーダーでもなければ主人でもない。平等に、公平に、より良い意見を採りいれたいし、伊依は自分があまり頭のいいほうではないと思っているから、あんまり頼たよりにされても困るのだ。

　一生懸けん命めいに考えてはいるけれど、いつだって確実にだいじょうぶだという保証はないのだ。伊依だけに任せないで、みんなで最善の未来を選ぶ方法を模も索さくしたい。

　とはいえ今はそんなお説教をしている場合でもないので、仕方なく伊依は誰からも反論がなかったこともあり、今回の作戦を実行にうつすことにした。

　目的は、無城鬼京を止めること。

　話しあいで止めるのは失敗したし、楽しみたいだけの彼はたぶんこれ以上、何を言っても聞く耳をもたない。ならば叱しかりつけて実力行使で丁てい重ちようにお帰りいただくしかない。伊依好みの作法ではないが、今回は相手がすでに反則を犯おかしている。

　ルールは、守るためにあるのだ。

　そろそろ、あの不良の先せん輩ぱいにもわかってもらわなくてはいけない。

　力で押さえつけるやりかたは、やっぱり不本意で、伊依はまだうだうだと喧けん嘩かしない方法を考えているのだが──。

　あっさり時間切れだった。三両の戦車が、砲ほう塔とうに炎ほのおを宿して驀ばく進しんしてくる。体当たりで屍丸の壁を吹ふっ飛ばして、それからゆっくり伊依たちを料理するつもりだ。

　正当防衛。嫌きらいな言葉だ。けれど今は──ごめんなさい。

　あとでたっぷり謝って、たっぷり叱りつけて、鬼京とはけじめをつけることにしよう。

　不良のお尻しりをぺんぺんしているほど、今は伊依も暇ひまじゃないのだ。

『どうしてもふつうに競走するつもりはないんだね、鬼京さん!?』

　最後の最後、仲間たちが呆あきれるくらい瀬せ戸と際ぎわになってもなお、伊依は希望を捨てずに大声で問いかける。

　しかし鬼京は当然というべきか、悪の本能のままに高笑いした。

『ふつうに競走!?　そいつは楽しいのかい!?　少なくとも俺は、喧嘩するほうが大好きだッ！　ははは！』

『もうっ……分からず屋！』

　伊依も諦あきらめて、お尻ぺんぺんすることにする。

　手始めには──。

『ハナちゃん！』

『あいあいさー、だべさっ』

　宙で羽ばたき待機している遊に絡からみつき、ふわふわしていた次郎花が、その触しよく手しゆの先せん端たんから無数の種を飛ばす。ほとんど弾だん丸がんのような速度と威いり力よくのそれは──けれど、鬼京への直接攻こう撃げきが目的ではない。もとより重装そう甲こうの《火ジゴク車グルマ》には《浮フ和ワ浮フ和ワ》の種マシンガンでは傷もつかないだろう。次郎花の目標は──。

　壁と床ゆかと天てん井じよう。

　着ちやく弾だんした種は炸さく裂れつし、色とりどりの壁材をばらまき、土つち埃ぼこりを激しく舞まわせる。

『……なんだァ？』

　さすがの鬼京も伊依の狙ねらいがわからないのか、警けい戒かいしながらも進軍をやめない。伊依はそれを確かく認にんし、次郎花に種を飛ばしつづけてもらいながら、今度は《竜巻竜ドラグロン》へと視線を向ける。

『駒こま崎ざきくん！』

『了りよう解かい、っと』

　あくまでいつものように無感情で、興味のなさそうな学──その三匹びきが三匹、同時に竜たつ巻まきを猛もう回転させて暴風を放った。《竜巻竜ドラグロン》の属性は風である。旋つむ風じかぜを起こすくらいで大した破は壊かい力りよくもないが、今は破壊力などいらない。ほしいのは強い風そのものだ。

　次郎花が崩くずした壁材が、学の風で操あやつられ、濃のう厚こうな煙えん幕まくとなって視界を覆おおう。もとより衆エバ合・地ジグ獄ルダは朝あさ靄もやのように視界が悪い。鬼京はおそらくこちらのことが完全に見えなくなったはずだ。

『お？　お!?　隠かくれん坊ぼう……っつうわけでもなさそうだなァ、おいおい、土埃をぶちあげて、その奥で何を企たくらんでやがるんだ教祖さんよ!?』

『…………』

　だから教祖じゃないというのに。

　やはり企んでは、いるのだが。

　ここからは速度の勝負。煙幕が砲ほう弾だんの爆ばく風ふうなどで晴らされる前に、伊依は素す早ばやく行動をする。涼女の上から降り、床に落ちたあるものを拾いあげ──三匹で、風にのって躍おどる次郎花の上に跳とびのる。

　そこではすでに遊が待機していた。彼と頷うなずきあって、今度は学に視線を向ける。

『行くよ！　美咲さんにしっかり摑つかまっといてね！』

　学の言葉と同時に激しい風が次郎花を押し、それは流れ星のように宙を滑かつ空くう、屍丸の壁を乗りこえて一気に迫せまっていた鬼京の上空まで移動する。

『──なっ!?』

　慌あわてて鬼京が反応するが、戦車の砲塔は真上には向かないものだ。

『遊くん！』

　そこで遊を戦せん闘とう機にして伊依が出しゆつ陣じんだ。《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》の背中にしがみつき、戦車に向かって突つっこんでいく。戦車は三両、伊依と遊も三匹と三羽、数はだいじょうぶ。

　そして《御トレ使ツクいフオ魔ーホル》はふつうに飛ぶより上じよう昇しようや下降が得意な鳥──目にも留まらぬ速度で鬼京の砲塔まで辿たどりつき、ぴょこりと伊依は着地する。

　大きく息を吸いこんで、ちょっとだけ覚かく悟ごを決める。

『ほんとうは、あたしの身体からだを押しこんでもよかったんだけど……これは《疾タタ風タツ鼠ト》の身体だし、最後の最後まで耐たえられるかわからなかったから』

　そこで先ほど拾ったもの──粉ふん砕さいされた屍丸の手や足を大きく振ふりかぶって、伊依は鬼京の砲口へ思いっきり突っこんだ！

　同時に、鬼京は接近していた伊依たちへの脅おどしのつもりだったのか、でたらめに撃うって追い散らそうとしたのか、そのまま砲弾を放ってしまい──。

『しまっ──』

　屍丸の手足が詰つまった砲塔で弾丸は誤ご爆ばくし、派手に炸裂してしまった。

　その直前に、伊依は遊にさらわれて避ひ難なんしている。

　土埃が晴れるか晴れないかの、戦場跡あとのような空気のなか、砲ほう塔とうが折れ曲がり、無む惨ざんに凸でこ凹ぼこになっている三両の《火ジゴク車グルマ》を伊依は確認する。

　予想外に砲塔のあたりが熱くて、体毛がちりちり焦こげていたが、それよりも《火ジゴク車グルマ》を、鬼京を傷つけたことを申し訳なく思う伊依だった。

『ごめんね……でも、これでしばらく、魔ま王おう杯はいが終わるまでは動けないでしょ？』

　どれだけ下級の怪モ造ン生ス物ターでも、力を合わせればすごいことができる。それが伊依の持論だし、譲ゆずることのない主張だった。

　けれど、と伊依は思う。

　怪モ造ン生ス物ターは喧けん嘩かの道具ではない。こうして誰かを攻撃してしまったのは、伊依にとって敗北に等しかった。今はほかの、もっと穏おん便びんな怪モ造ン生ス物ターを怪造できない状態だから、鬼京を止める方法はこれしかなかったのだが……。

　あまり後味はよくなかった。

『もっと、巧うまくやることが、できたかもしれないのにね』

　独りごちると、同時に何か青いものが伊依のそばを通過した。

　風切り音。驚おどろいて身をすくませ、伊依は何事かと青いものが飛んでいった方角を見る。

『涼女ちゃん……』

　それは《王パーフエク求ト・エツヂ》──志田桐涼女だった。彼女は高速でそれこそ砲弾みたいに飛んで、鬼京の戦車に止める間も手段もないまま激げき突とつした。嫌いやな音。伊依に誤爆させられた直後の鬼京は避さけられず、漬つけ物石のような青い球体に押さえこまれて動けなくなる。

　すでに鬼京は行動できない状態だった。

　誤爆だけで充じゆう分ぶんで、むしろあれでも過激なくらいだったのに。

　伊依はどうも屍丸に頼たのんで投げてもらったらしい《王パーフエク求ト・エツヂ》の──残ったひとつ、悠ゆう然ぜんとその場に鎮ちん座ざしたそれに声をかけた。

『やりすぎだよ、涼女ちゃん』

『敵は完かん璧ぺきに潰つぶしておくの。災わざわいの芽は残らず摘つむの』

　当たり前のように言って、涼女は笑った。

『ま、伊依ちんにはわかんない言葉だろうけどね、こういうのは』

　ほんとうに、わからない。

　どことなく気持ちが伝わるかもしれないと思ったのに、涼女とも仲良くできるかもしれないと錯さつ覚かくでも感じたのに、その気持ちがどこかに蒸発するようだった。

　そう簡単に他人を切り捨てて、仲良くできる可能性をぜんぶ捨てて、徹てつ底てい的に潰すやりかたは、伊依にはできない。

　今は相対している天敵のような相手でも、それは仲良くなるのが難しいというだけで、決して歩み寄れないとは思わない。敵だなんて呼んで、無思考に攻こう撃げきはしたくない。

　そう言うと、涼女はたぶん笑うのだろうけど。

『……巧くやりたいなら、香美ちんを便利につかえばいいんだよ。香美ちんは万ばん能のうの道具なんだからさ。香美ちん、なんでもできるでしょ？　でも、自分のためにはなんにもできないの。勿もつ体たいないっていうか、可哀かわい想そうだと思わない？　香美ちんはね、独りぼっちじゃ優ゆう秀しゆうになれないの。誰かに使われて初めて優秀なの』

　伊依の独り言を聞いていたのか、冷たく、それだけ言って。

　涼女は、やっぱり、寂さびしそうな声をあげた。

『そう言っても、伊依ちんにはわかんないだろうけどね。自分自身が優秀な伊依ちんには、道具は必要ないんだろうね。でも、なんにもできないあたしには、道具が必要なんだよ……だから香美ちんはあたしのモノ。誰にも渡わたさない』

　魔王杯開始からほぼ一時間が経過。

　第三地じ獄ごく、衆エバ合・地ジグ獄ルダにて無城鬼京を原因とする騒さわぎが発生、収束。

　順位は錯さく綜そう、詳しよう細さい不明。無城鬼京は行動不能。

　魔王杯における最終地獄──叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダ。

　誰が勝つかは、まだわからない。




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　生まれつきの不運に、自分も香美も苦しめられていたのだと涼女は思う。

　なんでもできるように生まれた香美は、なにかが悪かったわけではない。

　なんにもできないように生まれた涼女だって、なにかが悪かったわけではない。

　そういうふうに生まれてしまったのだ。そういうふうな人間として、神様に設計されたのだ。運が、悪かったのだ。誰を恨うらむわけにもいかない。

　涼女は、何もできなかった。

　大部分は親の教育のせいだが、自分自身の才能の欠けつ如じよというのも見み逃のがせなかった。

　涼女はひたすら母である志田桐負名の跡を継つぎ、とある目的を達成するために育てられた。毎日毎日、繰くりかえし繰りかえし、怪造学という学問を修得するため努力をさせられた。

　怪造学。異世界から、怪モ造ン生ス物ターを召しよう喚かんし、それを研究する学問。

　その根幹をなす怪造という能力は、才能がなければ行使できない。それは厳然たる事実で、涼女には、その才能がわずかにはあった。

　もちろん鈍どんくさい涼女だから、それは決して母が満足するような才能ではなかったが。

　怪造することはできた。下級の、ちょっとした怪モ造ン生ス物ターならば。

　才能がある。わずかでも、ある。

　それは涼女の心のどこかで誇ほこり──否いな、命いのち綱づなとなっていた。

　母が死に、怪造学から切り離はなされ、ふつうの小学生になって。

　涼女はいかに己おのれがなにもできないか思いしらされた。

　誰が想像しただろう。

　足し算の概がい念ねんがいつまでも理解できない子供がいると。ひらがながうまく書けない、不器用な子供がいると。本人は大おお真ま面じ目めなのに、走ると数歩で転ぶような子供がいると。

　誰が想定しただろう。

　よく喋しやべり、明るく笑い、みんなに好かれる人気者が、こと勉強や運動になるとからきし劣れつ等とう生で、みんなの足あし下もとにも及およばないと。

　その子供を叱しかれるのか。悪い子だと、罵ののしれるのか。

　一生懸けん命めいに努力して、それでもスタートラインにすら辿たどりつけない子供を、どうしてよいのか──教師は、誰もが戸と惑まどった。あらゆる試みがその子供に施ほどこされたが、それらは全すべて彼女の鈍どんくささによって無む駄だになっていった。

　涼女はそれでもほかのひとを道具として利用し、助けてもらって、毎日をそれなりに快適にすごす方法を覚えていたから、排はい斥せきされることはなかった。

　けれどいつでも不安だった。

　みんなに助けてもらわなければ、自分はまともに暮らすこともできない。

　自分は、劣おとった人間なのか。

　ちがう。ちがう。ちがう。

　自分にも、できることはある。ひとつだけ、ある。

　大だい嫌きらいだった母の教えが、いつしか涼女の唯ゆい一いつの拠よりどころになっていった。

　けれど──。

　それすらも、たったひとつの誇りだった、怪造にすら失敗して。

　涼女はいちど、どん底で死んだ。

　ぐちゃぐちゃになって、死んだ。

　誰よりも劣った少女は、わずかでも才能があると思った怪造学にすら裏切られ、その身体からだを粉ふん砕さいされて、母と同じように死んだのだ。

　けれど生きかえった。

　こうして今、死ぬ前には考えられなかった性能をもって活動している。

　怪造学校の入学生として主席で合格し、たくさん走っても転んだりせず、漢字だって書ける、かけ算だって簡単だ。できるできる。できなかったことが、今の自分にはできる。

　けれど、それだって。

　目的の一いつ致ちで自分に協力してくれているあのヴェクサシオンが、涼女が行動しやすいようにって、与あたえてくれた能力にすぎない。借りものだ。涼女は身体の大部分をヴェクサシオンに交こう換かんされ、その部位の性能に助けられて優ゆう秀しゆうなふりをしているだけだ。

　ほんとうの涼女は、相変わらず鈍くさい、何もできない子供で──。

『……ううん』

　借りものだって、いい。今は、これが自分の肉だ。自分の身体だ。自分の性能だ。ヴェクサシオンに協力しているかぎり、自分は優秀な怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ志田桐涼女として生きていられる。

　くだらないと、他人は笑うかもしれない。

　けれど涼女にとって、それはたいせつなことだったのだ。

　もう、劣った人間でいたくない。ほんとうは、優秀でなくてもいい。せめて最低限の人並みな能力があって、それで香美と暮らせればいい。

　ほかにはなにもいらない。

　いらないのだ。

『だから……だから』

　世界を敵に回しても。

　香美以外の人類全てに憎にくまれても。

『あたしは！　停とまるわけにはいかないんだよ！』

　涼女は叫さけび、あらゆる迷いを振ふりきって行動をつづける。かつてどん底で死んだお化けの少女は、ふつうの身体と、友と暮らせる日々のため、ほかのあらゆるものを捨てる覚かく悟ごで動いている。

　罪悪感はいらない。良心なんかもう捨てた。なりふり構わず手段を選ばず、悪と呼ぶなら呼ぶがいい──志田桐涼女は停まらない。

　今度こそ、幸せになるのだ。

　劣等感を克こく服ふくして、香美とふたりで幸せに暮らすのだ。

　…………。

　第四地じ獄ごく、そして魔王杯の最終地獄である叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダ。

　この地獄の特性は単純明快である。

　むしろそのほかの地獄と比べて地味とすらいえる。

　叫きよう喚かんとはすなわち絶ぜつ叫きよう。

『きゃ、あ、あぁぁぁあああああああ!?』

　誰の声だかは、わからない。幾いく重えにも幾重にも放たれた絶叫が、織りあわさって得体のしれない怪かい獣じゆうの咆ほう哮こうみたいに響ひびいている。そんな騒さわがしい空間を、唯一、涼女だけがその名のとおり涼しげに無言でくぐりぬけている。

　最終地獄、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダはずばり蟻あり地じ獄ごくであった。

　蟻地獄というか、排はい水すい溝こうというか、ダストシュートというか──滑なめらかな急きゆう勾こう配ばいの坂道で、爪つめをたてようが何をしようが踏ふんばれず、誰もが絶叫しながらごろごろと転げ落ちていく。空を飛ぶものだけがかろうじて落下せずにいるが、終点の魔ま法ほう陣じんは坂道をおりた先だ──滑すべり台のような道を転げ落ちていくのも、飛んでいくのもあまり速度においては変わりがない。

　摩ま擦さつはほとんどなく、さらにその場に留とどまろうとしても上から次々にほかの怪モ造ン生ス物ターが落ちてくるので、みんなけっきょくは団子みたいになって絡からまりながら落ちていく。叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダに突とつ入にゆうしたと同時にガクンと落とされたので、たいてい不意な坂道に対応できず叫びながら転がっていくことになる。

　そして転がるなら、誰よりも完全な球体である《王パーフエク求ト・エツヂ》が適している。

　第三地獄で無城鬼京への対応にすこし時間をとられてしまったが、今からでも充じゆう分ぶんに逆転は可能だと涼女は判断していた。最初から、第四地獄がこういう場所であると知っていたからこそ、《王パーフエク求ト・エツヂ》を選んだわけだし。

　必死で這はいあがろうとしたり、空を飛ぶものを摑つかんで手がかりにし、踏んばろうとしたり、たいていの怪モ造ン生ス物ターは本能的に落ちる恐きよう怖ふを忌き避ひしてその場に留まろうとしている。けれど終点は坂道の向こうだ、抵てい抗こうせずに落ちていくのがこの場合は正解。

　超ちよう速そくで回転しながら、涼女はちらりと背後を確認する。

　計算どおり、遊や屍丸など、同時に叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダへ突入した連中とはかなり距きよ離りを離はなせた。彼らは飛んでいる遊や学にしがみついたり、精せい一いつ杯ぱいの抵抗をしているらしい。伊依の姿が見えないが──まぁ、いっしょにいるのだろう。

『…………』

　なんだか、ちょっと楽しかった。

　魔王杯は余興だけれど、涼女はけっこう楽しんでいるのだ。

　以前、涼女はどんな遊びでもひとりでは勝つことができなかった。追いかけっこでも、ＴＶゲームでも、ぜんぜん勝負にならなかったのだ。悔くやしかった。けれど、今はちゃんと競争できている。自分が有利になるようにはしたのだけど、涼女にはそのくらい妥だ当とうなハンデだ。

　勝つ。勝てる。

　もちろん魔王杯の勝利に意味はない。

　けれど、嬉うれしい。楽しい。それは涼女の本心だった。

『あたしが優勝したら……香美ちん、感心してくれるかな』

　ぽつりと独り言をつぶやいて、涼女は無む垢くに笑う。

『さすが涼女ちゃんだって──あのころ、口くち癖ぐせみたいに言ってたよね、香美ちん……あたし、嬉しかったんだよ。香美ちんだけが、あたしをすごいと言ってくれたの』

　またあの彼女のはにかむような笑えみが見たい。

　なぜか、再会してから、香美は笑ってくれないから。

　魔王杯に優勝して、すごいところを見せたら、たぶん……。

『ぶっちぎりぃ☆』

　滑らかな坂道と球体である《王パーフエク求ト・エツヂ》の相あい性しようはばつぐん、加速は加速を呼び最大速度は鰻うなぎ登のぼりで、ほかの選手を追いぬき、たまに吹ふっ飛ばし、涼女はいつしか首位に躍おどりでていた。計算どおり。だけれど──なんだか、嫌いやな予感がする。

　簡単すぎではないか？

　鈍どんくさい自分の計算が、こんなに巧うまく結果に結びつくものだろうか？

　劣れつ等とう感かんを理由とした警けい戒かい心しんが、最後の最後に涼女の心を泡あわ立だたせたが──。

　今の自分は前の自分と同じではないと、涼女は考えないことにして前へ進んだ。

　終点まであとほんのわずか。

　周りに、ほかの生徒の姿はない。

　けれどなんだか一いつ瞬しゆん、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダに満ちた悲鳴にちがう声が混じった気がした。驚きよう嘆たん──というか、感心、というか。断トツで一位な涼女を見て、誰かが歓かん声せいをあげたのだろうか。なかなか心ここ地ちいい。

　魔王杯の優勝は──ほかの誰でもない、志田桐涼女のものになる！

『あたしの勝ちだよ！』

　すぐ正面、この速度だと到とう達たつするのにそう時間もかからない位置に魔法陣が見えた。あとはこのまま転がりつづけ、そこに飛びこむだけで勝利の二文字が自分のものになる。

　嬉しい！　勝てる！　自分だって、ひとりで勝てるのだ！

『ごめんね』

　不意に、声がした。

『昔話にさ、十二支の話があるでしょ？　たくさんの動物が、みんなで競走する話──勝利したのは、べつに走るのがとくべつ速いわけじゃない、ふつうの鼠ねずみだったんだよね。その鼠……どういう方法で勝ったか知ってる？』

『い──』

　涼女は見た。感じた。どうして気づかなかったのか。勝利への興奮のせいで周囲への警戒が薄うすれていた！　というか、盲もう点てんである──まさか、堂々とこんなところに隠かくれているなんて！

『伊依ちん！』

　目前に魔法陣。あ、いけない、と思ったときにはもう遅おそい。

『正解は』

　刹せつ那なの刹那のそのまた刹那、まさに魔法陣へと涼女が触ふれるごく寸前。

『二位の動物に終点まで運んでもらって、最後の最後に──ぴょんって』

　ぴょんっと、一匹ぴきの鼠が涼女の真上から跳とびだした。

　玉乗りみたいに涼女の上で走りつづけて、終点に到とう着ちやくする瞬しゆん間かんにジャンプしたのだ──なんて、なんて、卑ひ怯きような、ずるい、企たくらみだろう。

『ごめんね』

　繰くりかえして、伊依の姿が魔ま法ほう陣じんの向こうに消える。

　その直後、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダに相応ふさわしく絶ぜつ叫きようしている涼女がそこに突とつ入にゆうしていった。
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　その光景を、地じ獄ごくの外、夢ゆめ追おい坂ざかの砂すな浜はまで舞弓と香美も見ていた。《兆プラ里ズマ眼デビル》の映像で鬼京らしい戦車が暴れだしたときはどうなることかと思ったが、彼は倒たおせたようだし、最後の最後の伊依の逆転が痛快だった。

　思わず握にぎり拳こぶしを突つきあげ、舞弓は友の勝利に祝辞をおくる。

「天あつ晴ぱれ！　天晴れだ伊依！　さすがは悪名高き不死鳥殺し！　なんて小こ賢ざかしい！　なんて卑怯者なのだろう!?　君の血は何色なのだーっ!?」

「……戦たたか橋はし、それ褒ほめてるように聞こえないのだわ」

　隣となりで香美も、たぶん無意識だろうが微笑ほほえんで、肩かたの力を抜ぬいている。観客席も大おお賑にぎわいだし、イベントとしての魔王杯は成功だろう。

「けれど──」

　香美がどこか切なそうに、しかし落らく胆たんというよりは感心したように、つぶやいた。

「涼女ちゃんは、負けちゃったか。でも」

　その一瞬だけ子供のように、彼女は自然な笑えみを見せる。

「涼女ちゃんは、やっぱりすごい。怪造、ほんとうに得意だったのね」

　それから少し考えるような顔をして、舞弓にはわからないことを、香美はぼやいた。

「だったら、あのときはどうして……まだ子供だったから、かしら。あのとき………涼女ちゃんが怪造に失敗したのは──」

　瞬間だった。

　舞弓はいきなり斬きりつけられたような、心の底から冷え冷えとさせられる怖おぞ気けを味わった。暗い、黒い、けれど兇きよう猛もうな気配。覚えがある──どこかで、感じたことがある。

　強いのに。どこまでも強いのに。空っぽなこの威い圧あつ感かんは──。

「あらあらまあまあ！　呆あきれて物が言えませんわね!?」

　雄お々おしい、獅し子しの吠ほえ声のような誰かの言葉。

　舞弓は振ふりかえる。香美も弾はじかれるように反応し、背後を見ていた。

「貴様……」

　舞弓は肩から提さげた日本刀の柄つかに手をあて、目を細めて警戒する。

「どれだけ補強してあげても脆ぜい弱じやくな生き物は所しよ詮せん、脆弱な生き物だということかしら？　志田桐涼女──けれど、まぁそれなりに笑わせてもらえましたわ」
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　じゃり、じゃり、と足音を響ひびかせ、その少女は怯ひるみもせずに近づいてきた。

　螺ら旋せんを描えがいた金色の髪かみに、銃じゆう弾だんのような攻こう撃げき的な視線、純白の制服は昼時の太陽を弾いて自ら輝かがやくよう。真しん紅くの花はな飾かざりを頭に添そえた、彼女を舞弓は知っていた。

　全身にはしる悪お寒かんを抑おさえこみ、香美を守るように立って構える。

　迷わず刀を抜き放ち、余よ裕ゆうげに歩いてくる少女の姿をした化け物を睨にらみつける。

　こいつは、かつて偽にせの殻から蛇だで遭そう遇ぐうしたひとつの害悪。

　強大なる怪造学会をもってして、禁きん忌きと言わしめた最悪の怪モ造ン生ス物ター。

　ヴェクサシオン。仮の名前は戯ざれ小のこ路うじアルテ。

「あら？　戦うつもりなら……やめておきなさい、サムライ・ガール？」

　嘲あざけるように不思議な発音をして、アルテは長い指を自分の顎あごに押し当てた。

「《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》を圧あつ倒とうしたあのときの貴女あなたならともかく、今の貴女ではわたくしに触れることすらできませんわよ？　勇気と蛮ばん勇ゆうはちがう……お利口さんなら、どいていなさい。どうしても死にたいなら、そうですわね、美お味いしく食べてさしあげますけど？」

　ちろりと炎ほのおのような舌が、その唇くちびるの隙すき間まで燃える。

　さしもの舞弓も気け圧おされ、けれど意地で後退はせず、必死になって考える。

　どうして、こいつが現れる。

　彼女は伊依にご執しゆう心しんのようだったから、今の、自我を怪モ造ン生ス物ターに移された無力な伊依を狙ねらってきたのか？

　素す早ばやく舞弓は生徒たちを寝ねかせた海の家を確かく認にんした。

「………え？」

　そして、そこに信じられないものを見つけてしまう。

　さっきまでは、ふつうだった。少なくとも、香美といっしょに意識を失った参加選手をあそこまで運んだときまでは。みんな見た目はただ眠ねむっているようで、寝ね返がえりをうつものすらおらず──静かだったのだが。

　そこに、ひとりの少女が立っている。

　長いツインテイルの髪。小こ柄がらで、瘦やせっぽっちな体たい軀く。

　表情は仮面のようで、両目は虚うつろだった。

「伊依……」

　伊依だ。空井伊依が倒れ伏ふした生徒たちのあいだで唯ゆい一いつ、表情を欠落させて立っている。おかしい。様子が変だ。なんだ、あの……操あやつられているような、空っぽな雰ふん囲い気きは。

「思えば」

　アルテはそちらを見もせずに、オペラ歌手のごとく優ゆう雅がに手を広げる。

「長い、長い道のりでしたわ」

　まるで全すべてが終わってしまったかのように。

　演劇の幕がおりる寸前に、最後の言葉を告げる主役のように。

「最強を求めるわたくしが、どうしても捕ほ食しよくしなくてはいけなかった無敵の存在──虚界アンダカの支配者、魔ま王おう。虚界アンダカでは怪モ造ン生ス物ターに守られ、また封ふう印いんされ、近づくこともできないあの存在に……触ふれ、喰くらい、その全てを我が力とする方法をずっと探しておりました」

　そこで初めて、彼女は振りかえる。

　視線の先には──ぽつんと、伊依が立っている。

「魔王を怪造した怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グがいる……そう聞いたとき、わたくしは喜びにうち震ふるえましたわ。魔王が怪造されれば、触れられる、喰らえる、その全てを奪うばえる！　邪じや魔まをする怪モ造ン生ス物ターも封印もない！」

　けれど、とそこでアルテは声の調子を落とす。

「その怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グ──空井伊依は、二度と魔王を怪造するつもりがないようでした。何度も脅おどし、導き、誘さそい、魔王の怪造を再度実行してもらえないかと策を巡めぐらせましたが、なんとも頑がん固こでね……けっきょく、こうして強きよう硬こう手段をとらざるをえませんでした」

　強硬手段。

　なんだそれは。嫌いやな予感がする。

　舞弓は伊依を見る。虚ろな表情。まさか──とひとつの可能性を舞弓は思い浮うかべる。

「まさか、伊依を操って無理やり魔王を怪造させようというのか!?」

「……あら、馬鹿だと思っていましたが、意外と鋭するどいですわね」

　伊依を操る。そして無理やり魔王を怪造させる。

　考えてみれば、それがもっとも簡単で有効な手段だ。むしろ、これまでヴェクサシオンがそれを行わなかったことが理解できない。

　アルテは嘆たん息そくし、皮ひ肉にくげに唇を歪ゆがませた。

「ま……苦肉の策といったところですわ。あるいは次善の策かしらね。魔王の怪造に必要な要素が不明な今、不用意に伊依を操り、魔王を怪造させようとして失敗し──彼女が死んだりしたら目も当てられません。ゆえに最後の最後まで、伊依を操るのはやめておこうと思ったのですが……」

　そこで彼女は高らかに笑う。高らかに高らかに。勝ち誇ほこるように。

「けれど、準備万ばん端たん調ととのいましたわ！　虚こ島じまの研究所を調べたり……それこそ志田桐の魔王の研究を調べたり、わたくしらしくもない調査の日々が報むくわれました！　魔王は怪造できます！　確証が、魔王の怪造に必要な要素が全て判明しました！　今ここで、わたくしの悲願は達成される！　魔王は怪造され、わたくしがそれを喰らい、究極の生き物となる！」

「────」

　そこまで聞いてなお黙だまっている舞弓ではなかった。

　舞弓は当然、伊依が魔王を怪造した《鳳フエニ凰ツクス》事件の顚てん末まつを彼女から聞いている。

　そのとき魔王が語ったその目的。

　虚界アンダカの解放。

　魔王は、解き放たれたその瞬しゆん間かんにこの現界カナイを征せい服ふくすると断言したのだ。

　そんなことは許せない。

　当然、アルテの目的も不可だ。認めない。力を手にいれて、この禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ーがろくなことをするわけがない。ここで止とめなければ、何かとてつもなく恐おそろしいことが世界と人類を脅おびやかすはずである。

　そう確信した瞬間、勝ち目がなくても舞弓は動かずにはいられない。

　地面を強く蹴けりつけ、銘めい刀とう《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を握にぎりしめてアルテに跳とびかかる。

「魔王の怪造など……させるものか！」

　勢いのまま剣けん戟げき三連、渾こん身しんの攻こう撃げきだったのだが──一撃二撃は避よけられ、三撃目はあろうことかアルテの掌てのひらに受けとめられる。

　それでも怯ひるまずに、舞弓は瞳ひとみに烈れつ火かを灯ともして強大なる敵へと挑いどむ。

　白い髪かみの毛は緑色に変色し、手にした刀は真しん紅くの輝かがやきに満たされる。これが舞弓の本気だが、それでもヴェクサシオンには届くかどうかわからない。

　けれどここで逃にげたら、ここで戦わなくては、なにが正義の味方か──確実な世界の危機を前に、臆おくして動かなかったと知れたら天国の義あ兄にに叱しかられる。

「魅神！」

　全身から闘とう気きを放ち、舞弓は後ろに控ひかえている香美へと呼びかける。

「こいつは私が相手をする！　君は伊依を──」

「あら、舐なめられたものですわね、わたくしも」

　言葉を途と中ちゆうで遮さえぎって、アルテが不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめた。だらりと構えているが、この怪モ造ン生ス物ターにかぎっては何をしてくるかわからない。油断せず、全力で、叩たたきつぶすしかない。隙すきを見せればその瞬間に殺されるのがわかる。

　けれど、そうして決死の覚かく悟ごで向きあう舞弓を嗤わらうように、アルテはやはり構えもせず、余よ裕ゆうげに肩かたをすくめるのだ。

「やはり……馬鹿なのかしら？　わたくしがペラペラ目的を喋しやべった理由がわからない？　もう、何をしても、どうあがこうとも、魔王の怪造は止められないということ。ほぉら、耳を澄すませてご覧なさい──あなたがたにとっては絶望の調べ、わたくしにとっては待ち望んだ福ふく音いん、空井伊依の魔ま王おう怪造……その呪じゆ文もんは、もう始まっていましてよ？」

　舞弓も、香美も、同時に伊依を見た。

　そのがらんどうな、人形のような彼女が唇くちびるをひらいて、そっと囁ささやいている。

「だめだ！　伊依！　魔王など……もう君は怪造しなくてもいいのだ！」

　舞弓の絶ぜつ叫きようは届かず、瞬間、最悪の未来に繫つながる呪文が──魔王杯の終わりに湧わく砂すな浜はまに響ひびきわたる。

「現界カナイの扉とびらを打ち開けて、虚界アンダカの闇やみに歩を進め──」




　　[image: ]　[image: ]　[image: ]




　爆はぜ川かわ嫌や凪なぎが緊きん急きゆう呼びだしを受けて怪造学会本部へ辿たどりついたとき、すでに事態は取りかえしがつかないほどに深刻だった。

「なんの冗じよう談だんだ、こりゃ……」

　普ふ段だんは厳重に封ふう印いんされている扉を両手で押し開け、その姿勢のまま嫌凪は数秒だけ硬こう直ちよくしてしまった。目の前の光景が信じられず、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　爆川嫌凪は血の色をした三つ編みの、まだ年若い女である。肉にくし食よく獣じゆうのような金色の瞳と大きく露ろ出しゆつした肌はだに刻まれた刺いれ青ずみが特とく徴ちよう的な、怪造学を用いた犯罪者や逃とう亡ぼうした怪モ造ン生ス物ターを狩かる怪造学会執しつ行こう部ぶの長である。

　超ちよう常じよう現象、怪かい奇き事件には慣れっこな嫌凪においてなお、瞠どう目もくせずにはいられない──それは異状だった。あってはならない、緊急事態。

　幻げん影えいや最さい新しん鋭えいの防犯装置、怪造学の技術を駆く使しして隠かくされた怪造学会の、その最さい奥おう──怪造学に関かかわった人間でもごくかぎられたものしか立ちいることを許されない、総長・激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかが常じよう駐ちゆうしている封印の場。

　氷山のような巨きよ大だいな琥こ珀はくのような、煌きらめく水すい晶しようの山を中央にして、普段は多数の怪モン造ステ学イス者トが不ふ眠みん不休で呪文と呪印を唱えつづけ──怪造学会最悪の汚お点てんである水晶に閉じこめられた人物を抑おさえつづける秘ひ儀ぎの空間。

　この場を守護し、封印をつづけることは、ほかの何よりも優先されることであった。それこそ総長である激流院潮静が目の前で殺されようとも、黙もく々もくと呪文と呪印をつづけることがこの場の怪モン造ステ学イス者トには義務づけられていたはずだ。

　その呪文が、呪印が、止やんでいる。

　代わりにあるのは、痛いほどの静せい寂じやくだった。

　誰もが戸と惑まどうように、座し、あるいは立ちあがって右往左往し、どうしたらいいかわからないという表情でそこにいた。幸いにして死んだり、怪け我がをしたものはいないらしいが……ならば、どうして彼らは封印を行っていないのだ？

　水晶を見る。呪文や呪印に反応して煌めく性質をもつこの謎なぞの鉱物は、今やほんのわずかな蛍ほたるのような冷たい光を灯ともし、静かにそこにある。

　水晶のなかの人物も、いる。逃げずに、そこにいる。けれどいつも人形のように動かなかったそれは、まるで水晶から出ようとするかのように、身を揺ゆすらせ、もがいているように見えた。

「なに……やってんだよぉー……」

　嫌凪は舌打ちし、そこで重大な事実に後おくればせながら気づく。

　ざわつく怪モン造ステ学イス者トたちの隙すき間ま、誰かがうつ伏ぶせに倒たおれている。小こ柄がらな人物なので、うろつく人々にまぎれて今の今まで気づかなかった。

　しかも、嫌いやな予感がすることに、その人物は嫌凪もよく知っていた。

「久く渡ど！」

　嫌凪は叫さけび、邪じや魔まな怪モン造ステ学イス者トたちをかきわけて倒れたままの人物──怪造学会副総長、久く渡ど貴き乃の子このもとへ駆かけよっていく。

　顔よりも大きな丸い帽ぼう子しが目立つ、小学生くらいの背せ丈たけをした年ねん齢れい不ふ詳しようの女である。今は倒れて動かず、長いその髪かみもざんばらに乱れていて、嫌凪は一いつ瞬しゆんだけ最悪の可能性すら思い浮うかべて肝きもを冷やした。

「久渡!?　どうした、何があった!?」

　抱だきおこすと、まだ温かい。意識も薄うすれているものの、まだ正気だ。嫌凪は久渡の肩を摑つかんで揺すり、頰ほおを叩いたりして気つけをする。やけに心臓が高鳴る。いったい何があったのか。どうして久渡が倒れているのか。どうして封印の儀ぎ式しきが停止しているのか。

　それに、どうして──。

「どうして総長がいねぇんだよ、久渡!?」

　怪造学会本部の、奥の奥、いつも神像のごとく鎮ちん座ざしていた総長・激流院潮静の姿がどこにもない。これは明確な異常、理解不能な現象だった。

　総長はこの場を動いてはいけないのだ。

　立ちあがることすら、一年に一回の怪造学会集会のときだけで、あとの時間は眠ねむりもせず食事もとらず封印の呪じゆ文もんと呪印をつづけているはずなのに──。

　何がおきたのだ。嫌凪にはわからない。

　混乱が絶頂に達したそのとき、ようやく久渡が掠かすれた声をあげる。

「は……はぜ、かわ」

　えらく哀かなしげな、そして心臓でももがれたみたいに苦しそうな、見たことのない久渡の表情だった。いつでも冷静で、慇いん懃ぎん無礼で、無感情。それが怪造学会副総長、久渡貴乃子という女だったはず。

　けれど、そうだ。そんな彼女でも、こと総長のことになると当たり前の感情を見せる。何かがあったのだ、総長が関かかわる何かが。そして、それは総長が消え失うせたこととも無関係ではないはずだ。

　喋しやべりづらそうな久渡がもどかしい。嫌凪は疑問をまくしたてたい衝しよう動どうをぐっと我が慢まんし、か細い久渡の背中を撫なでてやりながら尋たずねる。

「おい……久渡、何があったんだよ？　なんで、総長がいねぇんだ？」

「そ……そう………ちょう、は」

　久渡は、その双そう眸ぼうに大おお粒つぶの涙なみだを浮かべ、駄だ々だをこねるように首をふった。

「わから……ない、わからない、久渡には、わかりません。久渡は………総長のこと、わかっていませんでした。ど、どうしてあのお方が怒おこったのか、く、久渡を……じゃ、邪魔と叱しかりつけ、く、く、首まで絞しめ……」

　あぁ、と嘆なげき、彼女は赤子のように泣きじゃくる。

「わかりません。わかりません……。久渡には、なにも、わからないのです……」

「久渡！」

　ばしん、と嫌凪は心を鬼おににして久渡の頰を打った。

　何があったかはわからない。いつも冷静な久渡がこんなになってしまったのだ、総長に何を言われ、何をされたかは想像くらいつく。けれど、けれどだ──ここで泣いていても仕方ないだろう。久渡らしくないなんて言うつもりはないが、ちがうだろう、泣くのは。

　嫌凪は久渡の濡ぬれた瞳ひとみを覗のぞきこみ、自分も泣きたい気持ちになって怒ど鳴なった。

「しっかりしろよ！　副総長さんよぉーっ！　小こ憎にくらしいくらいに冷静なんがあんたの売りだろうがよぉっ！」

「う……うぅ、うぅう」

　けれど、嫌凪の叱しつ咤たにも久渡は涙を増すだけ。耐たえられなくなって、嫌凪はせめて力づけようと久渡のことを抱き、耳元で怒ど号ごうを叫ぶ。

「ほんとうによぉ……何があったんだよ!?　泣いてちゃわかんねぇよ！　頼たのむから、しゃんとしてくれ！　あんたがしっかりしてねぇと……俺ら、どうすりゃいいんだよ!?」

「…………」

　少し、時間がかかった。久渡は、ほんとうに深く傷ついているようだった。それでも彼女は誰もが畏おそれる怪造学会副総長だ、やがて途と切ぎれ途切れだが事情を説明してくれた。

　さっきまでは、いつもと変わらない、繰くりかえしの毎日と同じ時間がつづいていたという。けれど──久渡がとある報告をした瞬間、水すい晶しようの山が異様な輝かがやきを見せ、同時に総長が強く反応し、彼女が止めるのを振ふりきって飛びだしていってしまったという。

　封ふう印いんの儀式を捨ててまで、彼はどこへ向かったというのか。

　当然、久渡は止めたらしい。総長がこの場を動くと大変な事態になるというのは、怪レイ造・モ学ンス教テイ授アには共通の認にん識しきだったし、ほかならぬ総長自身が何度も述べていた怪造学会の最優先事じ項こうなのだ。

　けれど彼は自ら禁を破り、どこかに出しゆつ奔ぽんしてしまった。

　制止を呼びかけた久渡は、厳しく罵ののしられ、首まで絞められて打ちたおされ、今の今まで泣いていたらしい。それでも緊きんき急ゆう呼びだしで嫌凪に助けを求めたのは大したものだが、ともかく、聞くかぎり意味のわからない、けれど最悪の事態のようだった。

「久渡は……総長のお願いなら、なんでも叶かなえてあげたかった」

　首元をさすり、哀しみの満ちた表情を俯うつむかせ、床ゆかに座りこんで久渡が囁ささやく。

「愛して………愛して、いました。想おもいが届かなくても、いつかきっとと……信じて、尽つくしてまいりました。なのに、あのお方にとって、久渡は要いらない、邪じや魔ま者ものだったようです……久渡は、わからない。わからないです……総長のお考えが、わからないのが久渡の罪なのでしょうか……」

「…………」

　泣いているとほんとうに幼い子供にしか見えない久渡を、つい撫でてあげたりしつつ、嫌凪は頭を抱かかえたくなった。総長がどこへ向かったかはわからない。ひとまず自分が追いかけて連れもどすとして、問題なのは途切れた封印の儀ぎ式しきだ。

　今の久渡に頼むのは酷こくかもしれないが、四しの五ごの言っていられない。

「久渡」

　手を引いて久渡を立たせてやりながら、嫌凪は神しん妙みようにその泣き顔を見つめる。

「俺は難しいことはわかんねぇ。野や蛮ばん人じんだから男女の心の機き微びとか、ぜんぜんそのへんわかんねぇよ。でも総長だって人間だから、たまには失言もあるだろうし、訳のわかんないことするときもある。それでもぜんぶ引っくるめて、受けとめてやんのが好きって気持ちだろ？」

　なんで自分がこんなこと言わなくちゃいけないのかわからない。こういうのは、むしろいつも久渡のほうがくどくどと語ってくれるようなお説教だろう。

　嫌凪は久渡の前まえ髪がみをぐしゃぐしゃっとかきあげ、目元の涙を拭ぬぐってやり、真っ直すぐに正面から視線をあわせて言った。

「好きなんだろ、総長が」

「はい……」

　久渡が、迷わずに応こたえた。酷ひどいことをされても好きといえる相手がいるのは、嫌凪には羨うらやましい。嫌凪にとってのそういう人物は、みんな死ぬか、敵になって、別れることになってしまったから。

　けれど久渡と総長は、まだそこまで決別していない。

　ならば、やっぱり、泣いている場合ではない。

　嫌凪は久渡の背中を思いっきり叩たたき、発はつ破ぱをかけるつもりで怒鳴った。

「だったら総長の気持ちがわかんねぇって泣いてるだけでどうすんだ馬鹿！　わかんねぇなら聞け！　追いかけて、捜さがして、聞け！　てめぇは足が遅おそいから、捜すのは無理だってんなら……ここで待ってろ！　あの馬鹿総長が帰ってくるのをきっちりお座ざ敷しき整えてよ！　ぜんぶ諦あきらめて泣いてんじゃねぇ！」

　ほんとうに、苛いら々いらする。誰かが泣くのは嫌きらいだ。ときには、思いっきり泣くのもいいけれど、哀かなしみを涙なみだに混ぜてぜんぶ捨てて、泣き終わったら歩きだすべきだ。

　泣いて、泣いて、何かが変わるのを待っていても、無意味で、涙といっしょにたいせつなものまで流して失ってしまう。嫌凪は、そうやって失ってきた。久渡には、同じ目にはあってほしくない。

　怪造学会の仲間なのだ。口やかましくて台詞せりふが長くて苛々する上司だが、それでも同じ志を胸に抱いだき、総長のもとに集つどい、怪造学をつづけてきた仲間なのだ。

　仲間が苦しんでいるなら、助けたい。泣いて、どうしたらいいかわからないなら、背中を叩くくらいのことはしたい。嫌凪はちっぽけで、両手を伸のばしても助けられるひとはごくわずかだけど、そのわずかだけでも救いたい。

「……はい」

　久渡はまだ目に涙を溜ためていたけれど、ようやくその瞳ひとみには強さが戻もどっていた。

「そうですね。爆川の、仰おつしやるとおりです。まさか……この久渡貴乃子が、爆川にお説教される日がくるとは、お釈しや迦か様でも思わなかったでしょう」

「嫌いや味みが言えるんならもうだいじょうぶだな」

　しかめっ面つらで腕うでを組み、こうしてはいられないと踵きびすをかえして出口へ向かう。事態は一刻を争うのだ。いつまでも久渡を慰なぐさめていても仕方がない。

　走りながらふと振りかえり、嫌凪はしっかりと目の前の全すべてを見つめた。

　謎なぞと悪意が満ちた巨きよ大だいな水すい晶しようと、その内側で蠢うごめく怪造学界最大の汚お点てんと、久渡の号令下、ようやく統制がとれた動きをはじめる有う象ぞう無象の怪モン造ステ学イス者トと──。

　その、ようやく彼女らしくなった久渡の姿が、なんだか一いつ瞬しゆんだけ揺ゆれて見えた。

「え……？」

　嫌凪は目元を擦こすり、胸むな騒さわぎがしたので立ちどまる。

　なんだか、久渡が、そして彼女を中心とした怪造学会の最さい奥おう、その全てが、今にも消えそうな蠟ろう燭そくの火のような──儚はかないものに思えたけれど。

「どうしました、爆川？」

　久渡がかすかに首を傾かしげ、そこで珍めずらしく微笑ほほえんだ。

「あぁ、三歩歩いたからやることを忘れたのですね。えぇと、久渡はべつに爆川が鶏にわとりだと思っているわけではなく、お説教されてしまった照れ隠かくしの嫌味として発言したわけですが、それを理解できないからにはやはり爆川のことは鳥頭と判断するしかなく……」

「うるせぇ馬鹿！　てめぇは話が無む駄だに長いんだっつうの！　総長のことは俺に任せろ！　久渡はきちんと総長が戻るまで怪造学会を守っててくれよぉーっ！」

　やっぱり気のせいかと思い直し、嫌凪は足に力をこめてまた駆かけだした。

　さっきの感覚が気になって、ちらりと肩かた越ごしに久渡を見る。

　彼女はいつも総長が座っていた位置に、ゆっくりと正座して、それからやはり何かに導かれるようにこちらを見た。

　視線があう。不思議な空気が流れて、立ちつくす嫌凪に、久渡は怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「あぁ……」

　それから合が点てんがいったというように、彼女はその金色の《門ＧＡＴＥ》を揺らしながら手をふった。

「いってらっしゃい、爆川」

　べつに、挨あい拶さつがしてほしかったわけではないが──。

「……いってきます」

　嫌凪はかるく会え釈しやくして、目を細め、すでにこちらを見もせずに──封ふう印いんの呪じゆ文もんと呪印を始めた久渡の凜り々りしい後ろ姿をしっかり記き憶おくに留とどめた。

　…………。

　それが、爆川嫌凪が見た、久渡貴乃子の最後の姿だった。
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「腐ふ乱らん死体は浪漫ロマンよねぇ」

　たいていの人間は、その一言でたいがいビビる。

　こいつは変なやつだと、そう判断して遠ざかっていく。

　それなのに……。

「え？　浪漫？　どうして？　腐乱死体のどこがどう浪漫なの？」

　目をきらきら煌きらめかせるやつがいたから──香か美みは困りきってしまった。予想外の事態にどうしたもんかと黙だまりこみ、中学校のブレザー姿で腕うでを組む。そしてあらためて、自分に喋しやべりかけてきた奇き特とくな相手を注視する。

「あ、ごめんごめん。自己紹しよう介かいがまだだったね」

　そんな香美にそれこそ輝かがやくような、満面の笑えみでその少女は名乗りをあげた。

「あたし、空すか井いい伊い依より！」

　ツインテイルの彼女は、真っ直すぐに握あく手しゆを求めてきながら。

「えぇと、あなたは魅み神かみ……カビ、かび？　カービィちゃん、だったかな？　怪かい造ぞう高校を受験するんでしょ？　噂うわさになってるよ、あたしも同じなんだ！」

「……カービィじゃなくてカミだもんね、あちき」

　思わずつぶやくと、伊依と名乗った少女はあっけらかんと言ってのけるのだ。

「じゃ、あたしはカービィちゃんって呼ぶよ！　お友達だもん、渾あだ名なくらいつけるのは当たり前だよね！」

「…………」

　いつ友達になったんだろう。……まじりっけなしの初対面なのだが。

　思いだすたびそこが疑問な、それが魅神香美と空井伊依の出会いだった。
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　疫やく病びよう神がみの魅神香美。

　それがこれまで香美の渾名だった。まちがっても、カービィちゃんだなんて謎なぞな愛あい称しようではなく、そういう忌いみ名で呼ばれていた。

　香美はいつでも集団に不和の種を蒔まき、みんなを不安にして、そして不幸にした。中学校に入学したころにはもう他人と関かかわるのが怖こわくなっていて、それに諦あきらめていて、このまま自分は未亡人のように、いまだ昏こん睡すい状態の涼すず女めのみを心の支えに生きていくものと思っていた。

　いいのだ。それでいいのだ。

　自分が行動すると、みんなが困るのだ。

　そう思っていた。諦めていた。貝のように生きていたかった。

　とびきり変なやつになって、誰も近づいてこないようにして、もう誰とも関わらないようにしようと心に決めていた。怪造学校の受験を決めたのは涼女のことを忘れないためというのもあったけれど、怪造学だなんておかしな学問を志すやつは変な目で見られて、仲良くしたがるひともいないだろうと思ったからだった。

　香美はもう、ぜんぶ嫌いやになっていたのだ。

　たしかに自分はなんでもできるかもしれない。けれどそれは、みんなにとって目め障ざわりなのだ。天才など、苛いら々いらするのだ。みんなは平等だと謳うたう憲法のあるこの国では、突とつ出しゆつした能力など化け物の所作なのだ。

　ひとりだけ、そんな香美を素す直なおに好きになってくれた友達──涼女も、そんな香美のなんでもできるという劣れつ等とう感かんを払ふつ拭しよくするために行動して、事故に遭あって、ぐちゃぐちゃになった。もう嫌だ。もう嫌だった。何もかも。

　泣いてばかりいた。

　涙なみだは勇者に禁止されていたけど、香美は泣いてばかりいた。

　つらかった。苦しかった。人間は、ひとりじゃ生きられない。寂さびしかった。人ひと恋こいしかった。けれど、香美は誰かに近づくとその相手を不幸にする。香美がいると、みんなが嫌な思いをする。それはもう小学校での経験から本能レベルにまで刻まれた認にん識しきで、中学校ではそんなに香美の周りで不幸は起きなかったのだが、怖くて誰にも近づけなかった。

　たまに喋りかけてくるひとがいても、奇き矯きような言動を見せて追い払はらった。

　なんでもできると悟さとられたくなくて、机に突つっ伏ぷして寝ねてばかりいた。

　これから先もずっと、そうして自分は貝のように、俯うつむいて生きていくのだとなんとなく納なつ得とくしていた。

　なのに。

「カービィちゃん♪　いっしょに帰りましょっ♪」

　最初に遭そう遇ぐうしてからそれこそ毎日のように、香美は伊依という変な少女につきまとわれた。彼女は放課後になると香美の教室にやってきて、クラス一の変人だとみんなに思われているだろう香美を無理に引っぱり、みんなの好こう奇きの視線を無視して連れまわした。

　だいぶ迷めい惑わくだったので、香美は伊依から逃にげた。

　すごく逃げた。だって他人と関わると不幸にしてしまう。どうせ、香美がなんでもできるとわかったら化け物だと思うのだ。みんなそうだった。小学校では、みんな。

　なのに伊依はぜんぜんちがった。

　逃げても逃げても追ってきた。訳がわからなくて、追いまわす理由を尋たずねると。

「だって、カービィちゃん追いかけてほしそうな顔してたんだもん」

　意味が不明である。

　えぇい、ならばビビらせて追い払ってやるといつものように、奇き妙みような言動を繰くりかえしたが伊依はどこ吹ふく風、カービィちゃんは面おも白しろいなぁと逆に喜ぶ。

　厄やつ介かいだった。ほんとうに、こんな相手は初めてだった。

　もしかしたら──という期待もあった。けれど、香美には信じられなかった。この世で、涼女のほかにも自分のことを好きになってくれるひとがいるなんて。友達になってくれるひとがいるなんて、思ってもいなかった。

　みんなみんな、他人と自分を比べて、相手のほうが勝まさっていると嫌な気持ちになる。香美にそんなつもりがなくても、ほんとに不ふ愉ゆ快かいにしてしまう。学校の授業だって遊びだって、勝敗や点数がつくものでは、なんでも香美が勝ってしまう。そうしたらたいてい、相手は怒おこる。

　けれど伊依はなんなのか、図太いのか、打たれ強いのか頭が悪いのか。

「カービィちゃんには敵かなわないなぁ」

　あははと無む邪じや気きに笑うのだ。

　香美がひとより優すぐれた能力を見せると、相手は決まって不愉快そうにしたあと、香美を利用する方法を考えた。代わりに宿題をやらせたり、掃そう除じをやらせたり。涼女は、完全に香美に依い存ぞんして、自分ではまったく何もやらなくて、その代わり香美を好きになってくれて、香美を必要としてくれたが、伊依はその誰とも、涼女ともちがった。

　香美を利用しようとしないのだ。

　自分のことは、自分でやろうとした。どれだけ苦労しても、へこたれず。意地悪して香美が伊依の目的をぜんぶ叶かなえてやると、さらっと感謝しつつ、ちょっと怒る。

「カービィちゃん、助けてくれたのは嬉うれしいけど、あんまりあたしを甘あまやかすとあたし怠なまけ者になっちゃうじゃん。最短距きよ離りを走るばかりが人生じゃないよ、あたし、苦労するのもちょっと楽しいひとだから、最後の最後まで手伝わずに見守ってて？」

　香美には、あんまり理解できない伊依の言葉だったけれど、それが彼女の本心だと知って──香美は、ほっとした。

　世界なんか綺き麗れいじゃないって、人間なんか天使じゃないって、それは涼女の口くち癖ぐせだったけれど、それはそうなのだろうけど、世界を綺麗にしようと、ちょっとでも天使みたいに善良になろうと、努力しているひとはいるのだと知った。

　ひとはそんな伊依を偽ぎ善ぜん者しやと誹そしるかもしれないけど、香美には、そんな彼女が好ましいと思った。拗すねずに、めげずに、真っ直すぐに夢を追う、伊依のことが。

「…………」

　貝のように生きなくてはいけないのだと、諦あきらめていた。

　けれどほんとうは自由に海を泳ぎたかった。自分が泳ぐと、迷惑なんじゃないかと思っていたけれど──そんなことはないって、気安く言ってくれるひとがいた。疫やく病びよう神がみの香美が撒まき散らす不幸で、どれだけ迷惑を受けてもぜんぜん気にしない変なやつがいた。

　そんな彼女は、いつしか香美の招く不幸なんてぜんぶかるく吹っ飛ばせる、強いひとになりそうな気がした。そんなひとを、香美はずっと探していたのかもしれなかった。虚きよ勢せいは崩くずれ、抵てい抗こうにも疲つかれ、流されるまま伊依と仲良くなってしまう。彼女は強ごう引いんで、呆あきれるくらいに粘ねばりづよくて、おまけにとっても優やさしかった。

　ずるいくらいに。

　…………。

　伊依とともにすごす日々が、ひとつひとつ積み重なって。

　彼女の笑え顔がおを見ることが、楽しみになって。

　香美は、救われた。ほしかった友達が、現れてくれた。

　そんな毎日が楽しすぎたから、香美はだんだん涼女の病室へ足を運ばなくなった。毎日のように訪おとずれていたのが、数日に一度になり、一週間に一度になり、そんな自分が情けなくなり、けれど嬉しい気持ちはどうしようもなく──。

　そうして安易な幸せに、新しい友達に溺おぼれたのが、香美の罪なのか。

　まるで罰ばつのような。浮うかれた香美を、激しく叱しつ責せきするような出来事があった。

　涼女が死んだと知らせを受けたのは、伊依と出会ってちょうど一月が経たったころだった。
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　空っぽの病室に、香美は立ちつくしていた。

　涼女の訃ふ報ほうを聞いて、慌あわてて病院に駆かけつけて、詳くわしい話を聞いた直後だった。

　昏こん睡すい状態の人間を入院させておくには莫ばく大だいな費用がかかる。人間を生かしておくというのは、生半可なことではない。それが助かる見み込こみのない患かん者じやならば、医師が遺族に生命維い持じ装置の停止という選せん択たく肢しがあると示すことも珍めずらしくない。

　何をもって〝死〟とするのか、生命倫りん理りの問題はたいへんに曖あい昧まいで難しい。

　たとえば脳が死んでも、身体からだの一部は生きていることがある。筋肉組織のひとつひとつ、細さい胞ぼうのひとつひとつが死し滅めつするのを待って〝死〟とするのか、脳の活動停止を区切りとして〝死〟とするのか、心臓の停止をもってして〝死〟とするのか、それらは医学的に仮の定義はされているものの、いまだ答えがでない微び妙みような問題である。

　魂たましいが、命が、科学的に定義も観測も不可能な現状、仮かり初そめでも死の定義をつくらないことには立ちゆかない。医学の発達とともに肉体をただ生かしておくことは難しくなくなったが、それゆえどこで〝死〟とするかは誰にも決められなくなった。

　香美としては、患者の死をあくまで他人の遺族が判断するというのは、ちょっと怖こわいと思うのだが、往々にしてそうして生命維持装置のスイッチを切られることがある。

　遺族の判断。

　遺族が、このひとはもう死にましたとお墨すみつきを与あたえること。

　涼女はそれで死んだと判断された。

　涼女は孤こ児じだった。親しん戚せき縁えん者じやもいなかった。国が用意した身元引受人はいたようだが、あくまで血の繫つながらない相手だ、涼女が助かる見込みのない身体だとわかって、彼女の死を認めますという契けい約やくをしてしまった。

　そうして涼女は合法的に、死んだことにされてしまった。

　香美は、あくまでただの友達の香美は、まったく知らなかった。香美の知らないところで涼女の死が書類のうえで決められて、いつのまにか彼女を生かしていた生命維持装置の電源が切られていて、涼女はほんとうに死んでしまった。

　目の前が真っ暗になった。

　もちろん、助かる見こみもないのに数年も入院費用を払はらいつづけてくれたのだ、涼女の身元引受人を恨うらむ筋合いは香美にはない。たぶん法律で、何年くらい昏睡状態だったら支し援えんを打ち切るとか、そういうものが規定されているのだろう。身元引受人のひとの態度は最後まで事務的だった。

　呆ぼう然ぜんと簡易なお葬そう式しきに参加して。

　遺骨を拾って。お墓に参って。

　そこまで儀ぎ式しきをこなしても、涼女の死に実感がなかった。

　涼女が死んだ。もちろん、勇者が肉体を復元してくれなかったら、とっくの昔に死んでいたのだ。けれど、いつか──奇き跡せきのように、それこそ、香美が腐ふ乱らん死体に詳しくなりすぎるくらい調べた怪造学の何かとか、あるいは医学の発展とかで、涼女の目を覚まさせる方法が見つけられるのだと信じていた。

　しかし、そんな希望は潰ついえた。香美は、むだに涼女の身体を何年か生かしただけで、ほとんど屍し体たいを弄もてあそんだようなものだった。香美の行動は、ぜんぶ水すい泡ほうに帰した。涼女は、死んでしまった。完全に。取りかえしがつかないくらい、完全に。

　なお悪いことに、そうして涼女が処理されるように死んだのは、香美が、お金は自分が払うから涼女をこのままにしておいてと、頼たのむことができなかったのは、香美が伊依と仲良く遊ぶことに溺れて、涼女の病室にあまり行かなくなったからで──そんな香美がいないどこかの日で、涼女の死は決定されてしまったということで。

　否いな。

　一いつ瞬しゆんだけ。ほんの一瞬だけ。香美は思ってしまったのだ。

　涼女が死んだと知らされて、哀かなしんだのはほんとうだし、絶望したのも事実なのだが、わずか、ほんのわずか──。

　安あん堵どした自分が、いたのだ。

　これで涼女にいつまでも囚とらわれて、彼女を忘れられず、涼女のことばかり考えて生きていかなくてよくなる。楽になれた。肩かたの荷がおりた。ほっとしたと──どこかで、そう考えてしまった自分がいたのだ。

　これで、前向きに、伊依と仲良くして、ふつうに暮らせると？

　親友の涼女が死んだのに、自分だけが幸せになると？

　涼女が死んだのは香美のせいなのに、そんな香美が涼女を忘れて幸せになると？

　香美は泣いた。自分が情けなくて泣いた。涼女に申し訳がなくて、泣きじゃくった。香美の心を救うために、涼女は行動して失敗して死んだのに。香美は、そんな涼女を忘れて幸せに生きられると、一瞬でも考えてしまったのだ！

「まるで、まるで人殺しだわ！　まるで、あちきが涼女ちゃんを殺したみたいだわ！　いいえ、あちきは殺したんだ！　あちきの心のなかで、涼女ちゃんを今、殺したんだ！」

　香美はそれから──泣けなくなった。

　香美の涙なみだは、涼女の完全な死と同時に涸かれてしまったようだった。涼女の死を心のどこかで安堵していた自分には、鬼おにのような自分には、涙を零こぼす資格などなかった。

　けれど、たまに哀しいとき──寂さびしいとき、涙が溢あふれるような感覚はあって……そんなとき、香美は強く涼女のことを思いだし、無む性しように申し訳なくなるのだった。
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「勇者さん、勇者さん」

　こんこん、と冷蔵庫を軽かろやかにノックして、闇やみ宮みや血ち影かげは問いかける。

「ジュースをお取りしてよろしいでしょうか？」

　空うつ蟬せみ寮りようの厨ちゆう房ぼう、隅すみっこのほうに置かれた業務用ではない冷蔵庫──いつもどういう理り屈くつかよくわからないが冷蔵庫に常じよう駐ちゆうしているあの存在がいたら驚おどろかせてしまうかもしれないので、血影かげはこうして呼びかけ、また用件を告げてから冷蔵庫をつかうことにしている。

「…………？」

　けれど今日は、返事がない。

　いつもはたいてい、呼べばいるのに。

「珍めずらしく、お出かけしているのでございましょうか？」

　あるいは中で完全に発はつ酵こうしているか、あるいは睡すい眠みん中だろうかと、ちょっと不安になりながらも血影はばくんと呆あつ気けなく冷蔵庫の扉を開ける。

　並んだ飲み物と料理の材料。これは寮生たちではなく影かげ文ふみひとりだけのために用意された冷蔵庫なので、あまり中身もない。いつも膝ひざを抱かかえて収納されている、勇者の姿も──またない。

「やっぱり、お出かけしているのでございますね」

　さりとて特に疑問に思わず、あっさり結論して血影はオレンジジュースの紙パックを取りだす。べつに勇者は鳥かごの鳥のように冷蔵庫に囚とらわれているわけではない、出歩きたければそうすればいいのだ。

「しかし……どこへ？」

　あの姿だ、ふつうに現界カナイを歩いては目立つだろう。そもそも、出歩けるのだろうか彼は。血影は冷蔵庫の外にでた勇者を知らないが……まぁ、案外、コートを着たりサングラスをつけたりしたらふつうの人間みたいに見えたりとか──。

「…………」

　いや、それはさすがに無理があるか。

「やはり……わたくし、心配です」

　まぁともあれ今はジュースだ、ジュース。血影はあまり多くの物事を考えるのが得意ではない。ひとつ悩なやみ事を見つけるとそれまで悩んでいたことをトコロテン式に忘れてしまうこともある。気をつけないといけない。

　棚たなからコップをみっつ用意し、かなり危険な持ち方で紙パックを逆さまにしてどぱどぱ注つぐ。ちょっと溢れたがあとで拭ふけば問題ない。お盆ぼんにそれらを載のせて、血影は歩調だけは優ゆう雅がに歩きだす。

　今日、空蟬寮にはお客様がいるのである。といっても、ふたりいるうち、ひとりはあまり血影はお客様と呼びたくないのだが──主人に飲み物を用意せよと言われれば用意するしかなく、しぶしぶこうしてお給仕をしているのだった。

　今日は何か魔王杯とかいうイベントがあるそうで、生徒たちは出で払はらっていて、空蟬寮も静まりかえっている。ちょっとだけ寂しい。以前は、沈ちん黙もくや孤こ独どくなど慣れっこなものだったが、いちど喧けん噪そうを知ってしまえばもう静せい寂じやくには耐たえられない。

　ひとりでいるのが切ないから、血影はすこし急いで主人と客人が待つ管理人室へと移動した。護ご符ふや魔ま法ほう陣じんで守護された扉を開き、お辞じ儀ぎする。

「お待たせいたしました」

「あ、血影さん！」

　部屋の奥、血影と影文の寝ね床どこがある小部屋からひとりの少女が顔をだす。馬の尻尾しつぽみたいに元気よく揺ゆれるポニーテイルが特とく徴ちよう的な、近所に住んでいる小学生・御み剣つるぎ真ま子こそのひとである。彼女は血影の〝弟〟である影文の友達で、今日はたまたま遊びにきていた。

　彼女はどこからだしたのか薄うす桃もも色いろの制服……あれは、なんと呼ぶのがいいのだろうが、正式名めい称しようは知らないが看護婦さんが着るナース服をまとい、ナースキャップをかぶり、クリップボードを片手に澄すました顔をして全力で看護婦さんしていた。

　よくわからない。

　この女の子の行動は気まぐれすぎていつも血影には読みきれないのだが、今日はまたいちだんと意味不明である。可愛かわいい。写真に撮とりたいくらいだ。けれど彼女がそんなコスプレをしている理由がよくわからない。

　彼女は花咲さくように笑い、寝しん室しつに引っこみながらキンキン響ひびく大声で叫さけんだ。

「影文くん！　血影さんきたよ！　患かん者じやさんを元気にするオレンジジュ……いいや、トクベツなスペシャルお薬をもってね！　これでようやく真子も患者さん治ち療りようできます！」

　いやふつうにこれはオレンジジュースなのだが。あとたしか、うろ覚えだが看護婦さんは治ち療りよう行こ為ういをしてはいけないのではなかったか。いや真子は看護婦の偽にせ物ものなのだが、モグリだからといって何をやってもいいというわけではないだろう。

　みたいなことを考えつつ、血影は音もなく歩いて寝室に入った。扉はなく管理人室と間続きになっていて、すぐに室内の光景がぜんぶ見み渡わたせた。

　あまり広くない、ひとつ豪ごう奢しやなベッドが置かれているだけの部屋である。調度の類たぐいはない。ほんとうに寝ねるためだけの部屋だ。ちなみに血影はどこでも眠ねむれるうえ、横になる必要すらないのでたいていそのへんの椅い子すに座りながら寝るから、ここをつかうのも影文だけである。

「…………」

　その影文はベッドのそばに仏ぶつ頂ちよう面づらで立ち、無言で腕うでを組んでいる。彼は血影と同じ色の髪かみをよっつに結んでいる真子と同い年くらいに見える子供で、だぶだぶのＴシャツにジーンズを着て、上から真しん紅くのマントを羽織っている。

　そうして寝室の主が立っているのは、ベッドを客人が占せん領りようしているからだ。

　見た目は風か邪ぜをひいたようなかんじに、高熱をだし、魘うなされながら眠っている少女──その仮の名前は巴ともえ 已い己こ巳み。真の名前は、喜き悦えつ大公と呼ばれる虚界アンダカの重じゆう鎮ちんだ。もっとも、今はそこから逃にげだした身の上だし、おまけにこのように弱りきっている。

　今は楽になるよう髪をほどき、特徴的な丸い眼鏡めがねもはずしているから、ちょっと別人に見える。服装も、いつも着っぱなしの白い制服ではなく影文が貸したパジャマだし。ご主人様の寝床を奪うばったうえ、お召めし物までぬけぬけと借りるなど不ふ遜そんなと血影は思うのだが、寝ね汗あせを浮うかべ、苦しげに喘あえいでいる彼女を叩たたきだすわけにもいかず、ぐっと我が慢まんの子なのである。

　ぽつんと置かれている化け粧しよう棚だなにひとまずお盆を載せて、血影はこちらを見もしない、飲み物をもってきた忠実な血影を労ねぎらいもしない生意気な影文を見つめる。

「ご主じ……影文、笛ふ……えぇと、そう、巴さんの容よう態だいは如何いかがでございますか？」

「よくわからない」

　影文の表情は深刻だった。いつもならちょっとうっかり言いまちがえてご主人様とか呼びかけた血影に対するなんらかの突つっこみがあるのだが、今はその余よ裕ゆうもないようで、難しい表情のまま考えこんでいる。どうやら、かなり良くない状じよう況きようらしい。

「こんなのは僕も初めて見た。風邪……に似ているけど、まさかね、巴さんにかぎってありえない」

　そう言う彼に、さっそくジュースを飲んでいた真子がビシッと手を挙げた。

「真子も風邪ひいたことないよ！」

「それは馬鹿だからじゃないの？」

　冷れい淡たんな影文に、ぷうっと頰ほおを膨ふくらませて真子が可愛らしい眉まゆをひそめる。

「もうっ！　影文くんはいつも真子をおちょくるんだから！　たまにはすなおに褒ほめてくれてもいいんだよ？　今だって急いで家に帰ってわざわざ前にママが買ってくれたこの服を着てきたんだからね！」

「いや……その格好になることに何かの治療的な意味があるなら、僕も真子を褒めるけどね」

　真子にはきちんと突っこみをいれる影文である。ちょっとジェラシーな血影だ。むずむずして、仲良く会話するふたりに手を挙げて割りこんでいく。

「ともかく、巴さんの意識が戻もどらないことにはどうしようもないでしょう……。ちかくにいて変な病気が感染してはいけませんし、あまり騒さわぐと巴さんの容態が悪化するかもしれませんから──看病はわたくしに任せて、影文と真子ちゃんは部屋をでていてくださいませ」

「えーっ、せっかく真子七しち変へん化げのひとつである看護婦さんになったのに！」

「残りむっつはなんだよ。初めて聞いたぞ七変化」

　半眼になりつつ、影文が真子に気づかれないよう、こっそりこちらに目配せをしてくる。もちろん血影も彼の忠実な下僕しもべなので、目を見るだけで言いたいことはわかる。

　血影は頷うなずき、大おお真ま面じ目めな表情で断言した。

「わかりました。影文も真子ちゃんにあわせてお医者さんの格好がしたいのですね？」

「捨てるぞポンコツ」

　間ま違ちがったらしい。

　呆あきれた溜ため息いきをつきつつ、影文は已己巳を前にどうしてくれようと思案顔の真子に歩み寄ると、そのちっちゃな掌てのひらをぎゅっと握にぎった。にゃあと猫ねこになって顔を赤らめる彼女を、そのまま引きずって強制的に部屋から排はい除じよしつつ。

　一いつ瞬しゆんだけこちらを見て、血影にだけ聞こえる小声で影文が囁ささやいた。

「こやつは我わが輩はいが何か適当な理由をつけて追い払はらっておく。貴様はそのあいだ、その痴しれ者が目覚めたらてきとうに介かい抱ほうして、できれば詳くわしい事情を聞いておくのじゃ」

「……了りよう解かいです、ご主人様」

　あまり気のすすまない任務だが、命じられたからには従うしかない。あまり好かない、まだ敵である可能性も残っているこの巴已己巳──笛ふえ吹ふき男を看病するなんて、問題外なのだが。

　影文も優やさしくなったものだ。まぁ、ひとのことは言えないのだが。

「ちょっ、影文くんだめだよ何かわからないけどだめなんだよ！　もしかして真子の看護婦さんにときめいちゃったの？　どんな敏びん腕わんな看護婦さんだって恋こいの病は治せないんだぞ？　わぁ真子ちょっと巧うまいこと言っちゃいましたーっ！」

「…………」

　喧やかましく喚わめきながら遠ざけられていく真子を見送り、ほんとうに影文だけであの台風のような女の子を追い払えるものかと血影は不安になる。まぁ、真子は已己巳の看病がしたいわけではなく、理由をつけて影文といっしょにいたいだけだろうから──影文が離はなれれば寝しん室しつには近づいてこないと思うが。

　さて。

　血影は浮かべていた微び笑しようを完全に消し、寝しん台だいの上で苦しむ喜悦の大公を見つめた。

　四大公最弱とはいえ仮にも虚界アンダカを統すべる大公のひとりである。彼女がこうして病びよ臥うがし、追いつめられた状況に陥おちいっているのは異常事態だ。意識すら保てないなど、ほんとうにありえない。そこまで消しよう耗もうしたら、ふつうはこうして寝ね込こむまえにその存在が消しよう滅めつする。

　そっと手を伸のばし、血影は已己巳の額に触ふれた。熱い。焼けるように熱い。まさかほんとうに風邪をひいたわけでもあるまいし、なんなのだろうこれは。

　血影はべつに虚界アンダカのことや、怪モ造ン生ス物ターのことに詳しいわけではない。影文がいないあいだ看病を任されてしまったわけだが、はっきり言って手の施ほどこしようがない。ひとまずハンカチを取りだし、已己巳の寝ね汗あせを拭ぬぐってやった。

　いけ好かない相手だが、こうして苦しんでいるのを見るのはあまり気持ちのいいものではない。もちろん、影文に危害を加えないのであれば、死なれるのも寝ね覚ざめが悪い。

　血影は已己巳が現れ、こうして意識を失ったときのことを回想する。

　今朝、ぶちぶち文句を垂れる影文を手伝わせて血影が庭の草むしりなどをしていたら、已己巳が現れていきなり倒たおれたのだ。ぐしゃりと崩くずれ、そのまま動かず、こうして現在に至るまで一言も口をひらいていない。

　影文に助けを求めにきたのだと思うが、ここに辿たどりつくのが精せい一いつ杯ぱいで、用件を口にする余力もなかったらしい。何か敵と戦っていたのか、事故にでもあったのか。のらりくらりと逃にげまわることに長たけた大公だけに、どちらも考えにくかったが。

　頭を抱かかえる。考え事は苦手だ。あと急に思いだしたが、勇者も行方ゆくえ不明なのだ。なんだろう、血影が想像もできないような、途と方ほうもないことが起きている気がする。

「…………」

　感じるわけもない寒気をおぼえ、血影は思わず己おのれを抱だきしめる。

　その次の瞬しゆん間かんに──已己巳がいきなり両目を見開いて上体を起こした。

「あ………」

　さすがに驚おどろき、血影は反応ができず硬こう直ちよくする。已己巳は悪い夢でも見ていたみたいに、荒あらく息をつき、胸を握りしめて喘あえいでいた。

　やがて威い嚇かくする猫のように瞳どう孔こうを開いたまま、彼女はゆっくりとこちらに視線を向ける。

「……ここ、は、〝虚きよ無む〟の──そうか、僕は……」

「巴さん？」

　否、とそばに真子もいないのだし、血影は言い直す。

「目覚めたのですね、笛吹き男。あなた、今朝にいきなり現れて、それから即そく座ざに倒れまして、今の今まで延々とご主人様のベッドを横取りして眠ねむりこけていたのです」

　剣けん吞のんな口調で事情を説明しながら、血影はさりげなく已己巳の身体からだを手で支え、彼女がそれ以上は動かないように抑よく止しする。体力を消耗しているときに激しく運動したら、またブッチンと意識を失ってしまう可能性もある。それだと、ちょっと困るのだ。

　お盆ぼんからオレンジジュースを持ってきて、顔色の悪い彼女に手て渡わたした。やはり眼鏡めがねがなく髪かみ型がたがちがうと別人に見える彼女は、そこでようやく落ちついたのか深く息を吐はいた。

「あぁ……どうも、ありがとう」

　コップを傾かたむけ、ゆっくりゆっくりその液体を飲みくだし、彼女は神しん妙みような表情になった。

「〝虚無〟のはどこにいる？」

「席を外しております。少し待てば戻もどるでしょうから、お待ちくださいませ」

　看病のお礼もそこそこに不ぶ躾しつけな問いをする彼女が、血影はやっぱり気にいらなくてそっけなく応こたえる。なんなのだろう彼女は、ようやく目覚めたと思ったら失礼な。けれどまぁいちおう病人だし、多少は気き遣づかっておく。

「あまり動いてはいけません。……いったい何事なのでございますか？　あなたともあろうお方が──このように弱りきって」

「虚界アンダカのバランスが崩れたんだ」

　血影にはわからないことを、已己巳はかすかに震ふるえながらまくしたてる。

「虚界アンダカ戦争が始まったときから危き惧ぐはしていたんだ……けれど、古こ頃ころ大たい祭さいの一件で憤ふん怒ぬが退き、悲ひ哀あいが動きを止めて、平へい穏おんが戻ったようだったから──油断していた。ぜんぶ終わってなんかいなかった。平和なんか、仮かり初そめだったんだ。誰かが、邪じや悪あくな誰かが、虚界アンダカと現界カナイの調律を狂くるわせるようなテロを行っている！」

　そして已己巳は戸と惑まどう血影に、彼女らしくない、喜びと幸せの化け身しんである喜悦大公にはありえない、泣きだしそうな表情で絶ぜつ叫きようした。

「虚界アンダカの力が現界カナイに注ぎこまれている！　今！　すさまじい勢いで！　虚界アンダカから失われ、現界カナイを浸しん食しよくしている力の総和は少なく見積もっても大公クラス！　否、あるいは──」

「ちょ──ふ、笛ふえ吹ふき男？　巴さん？　訳が……わかりまっ、せん。落ちついてください！」

　迷わず駆かけだそうとする彼女を必死で押し留とどめ、血影は感じないはずの動どう悸きが響ひびくような錯さつ覚かくに襲おそわれた。何かが、嫌いやな何かが、今まさに血影の知らないどこかで行われているような──。

　血影も冷静な表情をかなぐり捨てて、思わず声を荒あららげて問いかける。

「何が起きているのです!?　説明しなさい、喜悦大公！　わからない……そんな言葉ではわかりません！　何が起きているのございますか──今!?」

「君に話しても仕方がない……〝虚無〟のはどこだ？　どこで何をしている！　今こそ〝喜悦〟と〝虚無〟の全勢力をもって事態に対処しなくてはいけないのに！　いいや──なんてことだ！　それでも足りないかもしれないんだ！」

　已己巳は頭を抱え、喉のどから振ふりしぼるような声で絶叫した。

「現界カナイと虚界アンダカのバランスが狂う！　世界が、おかしくなってしまう！」
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　怪かい造ぞう学には、三大禁きん忌きと呼び称しようされるみっつの異い端たんの研究があった。

　即すなわち──。

　ヴェクサシオンの研究。

　物ぶつ造ぞうの研究。

　そして、魔ま王おうの研究である。

　それらに比べれば《鳳フエニ凰ツクス》の怪造を求めた錬れんノの島しま了りよ信うしんの研究や、《愛シヤリ天テコ使ラール》を分割し世界の滅めつ亡ぼうを目指した倉くら波なみ無な楽らくの研究などとるにたらない些さ細さいな問題であり、怪造学会が特別に危険視し、また重要視することもなかった。

　けれど逆に、対照的に、三大禁忌に対する怪造学会の反応は狂きよう気きをおぼえるほどに過か剰じようだった。

　冗じよう談だんではない。三大禁忌に深く関わった人間は皆殺しにされる。

　皆殺し。老ろう若にやく男なん女によの区別も、加害者被ひ害がい者しやの区別すらなく、研究したもの、協力したもの、その実験に巻きこまれたもの、行きずりの目もく撃げき者しやすら、三大禁忌に関かかわっているとみなされれば生きてはいられなかった。徹てつ底てい的に追いつめられ、記録は抹まつ消しようされ、ときには家すら焼きつくされ、最悪の場合には一族郎ろう党とう全ぜん滅めつさせられる。

　少なくとも志し田だ桐ぎり涼すず女めは、母にそう何度も繰くりかえし教えこまれて育った。悪いことをすれば警察に捕つかまるとか、信号が青になったら道を渡わたるとか、そういう日常的な教えに混ぜて当たり前に、怪造学会に見つかったら自分たちは殺されるのだと。

　人目を忍しのび、怪造学会の影かげに怯おびえ、各地を流る転てんする日々だった。

　逃にげ惑まどい、隠かくれ潜ひそみ、忍ぶようにして母と、彼女につれられた涼女は暮らしていた。

　馬鹿みたいだと涼女は思った。

　ずっと疑問だった。殺されるのが怖こわいなら、なんで研究をやめないのかと。一文の得にもならない、話を聞くだけで噓うそくさい、愚おろかな研究なのだ──母がしていたことは。やめてしまえばいいのだ。命が惜おしいなら、放ほうりだしてしまえばいいのだ。叶かなうかどうかもわからない夢を追いかけ、命の危機に晒さらされながらおかしな研究をつづけるなど正気の沙さ汰たではない。

　そう言うと、母はひどく涼女を叱しかりつけた。罵ののしられ、殴なぐられ、涼女はそれこそ殺されるかと思った。

　わたしたちが途と中ちゆうでやめれば。

　この研究のために死んでいったわたしたちの祖先の死が無む駄だになる。

　それが、母、志田桐負おう名なの語った研究をやめない理由だった。最初はなんとなくその必死な言いように怖おじ気けづいて無理に納なつ得とくしていた涼女だったが、だんだん成長し、より多くの物事が判断できるようになってくると、わかった。

　やっぱり、おかしいのだ。

　祖先の悲願など、知ったことではない。

　馬鹿が馬鹿なことをして馬鹿な死を迎むかえただけだ。最初から、殺されることがわかっていながら研究をやめないなんて頭が悪いのだ。そんな彼らの死を知りながら、二の轍てつどころか先祖代々繰りかえし、死し刑けい台の順番待ちをしているだけだ。

　もちろんそんなことを言うと母に叱られるので、涼女は心のなかでこっそり考えるだけだったが──自分は絶対に、母のようなひとにはならないと決めた。当然、研究も受け継つがない。受け継ぐものか。涼女だって人並みに長生きしたかった。怪造学会の影に怯え、びくびく暮らし、よくわからない研究に一生を捧ささげるなんてまっぴら御ご免めんだった。

　よくわからない研究。

　魔王の──研究。

　ヴェクサシオンの虚こ島じま。物造の無む城じろ。魔王の志田桐。

　それが三大禁忌に触ふれてしまった、愚おろかな怪モン造ステ学イス者トの血族の名前だった。

　もちろん正史に三大禁忌が記されているわけもない。教科書にも物造のことがちょっとだけ、危険な研究ではないように、馬鹿な妄もう想そうだというように、現在の呪具研究のはしりとして描えがかれている程度だろう。涼女も、やはり母に教わって知っただけだ。蛇じやの道は蛇へびというか、影に潜み裏の世界に生きていると、そういう情報もわりと入ってくる。

　当時はそれでも知識が少なかったから、ほかの研究がどういうものなのか、どうして禁忌とされたのかは涼女にはわからなかった。

　けれどこうして再び活動できるようになり、ヴェクサシオン──戯ざれ小のこ路うじアルテから情報を得て、怪造学会がほんとうに容よう赦しやなく三大禁忌を叩たたきつぶした実情を示され、やはり母の妄もう念ねんは馬鹿なものだったのだと涼女は遅おそまきながらに実感した。

　ヴェクサシオンを研究した虚島は、虚こ島じま慈いつ樹き博士を頂点としたイツキ派と呼ばれる学派とともに秘ひ密みつ裏りな研究をしていたが、二年前の連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件の最さ中なか、そのヴェクサシオンにより皆殺しにされたという。ヴェクサシオンそのものがまだ滅ほろぼされていない現状、根本的な解決にはなっていないが、すでにヴェクサシオンの研究をする母体はなくなったとみていい。虚島博士の残された一ひと人り娘むすめである罠わな奈なも、ほとんど父親の研究については知らないようだし、怪造学会研究部に所属した現在、怪造学会の管理下にあるようなものだ。

　物造もすでに終わってしまった研究だ。唯ゆい一いつの物造を行った〝物造の申し子〟はすでに死亡しているそうだし、そのとき物造された虚マテ界リ呪ア具ルのうちひとつは怪造学会の管理下にあるという。もうひとつは戦たたか橋はし舞まい弓ゆみという少女が保持しているそうだが、まだ怪造学会はその存在に気づいていないらしい。ちかごろ物造研究をした無む城じろ美び国くにの孫がまた物造の研究を始めたようだが、じきに怪造学会によって潰されるだろうと涼女はみている。物造の研究はほかのふたつの禁きん忌きと比べて未完成なかんじが強く、理論づけもされていないし、やはり終わってしまった研究だろう。

　そして──志田桐の魔ま王おう研究も。

　終わってしまった、研究だった。

　母である志田桐負名が死に、こうして娘むすめの涼女も死んだ以上、志田桐の一族は途と絶だえ、魔王の研究も自然消しよう滅めつするだろう。べつにいい。構わない。魔王の研究なんて、ほんとうに馬鹿らしいと思っていた。

　終わってしまったほうが世のため人のためなのだ。誰も幸せにならない、無駄に屍し体たいが増えるだけの、禁忌の研究──それが魔王の研究だった。

　けれど。

　涼女は、それに手をだしてしまった。

　だって、ほかには何もなかったのだ。涼女には、ほんとうに何もなかったのだ。何もできない子供だった。誇ほこれるところのない、ただ愛想がよくて、他人を自覚的に使えることだけが強みの、自分自身には何もない子供だったのだ。

　そんな自分に友達ができた。

　初めての、心の底から愛いとしいと思える友達だった。

　それは傷を舐なめあうような、閉へい鎖さ的な、けれど、友情だった。ふたりぼっちの天国だった。その天国を守るためなら、涼女はなんでもしようと決めたのだ。

　だから、唯一の──わずかにでも、自分を個性づけした、志田桐の宿命にすら手をだしてしまった。馬鹿みたいだと思っていたのに、あぁ、涼女にはほかに何もなかったのだ。なんでもできるという歪ゆがみをもった友を励はげますためには、彼女にできないなにかを、見せてあげるしかなかった。なんにもできない涼女には、それは長いあいだ母に教えこまれた志田桐の魔王研究しかなかったのだ。

　あげく、涼女はそれにすら失敗した。

　魔王の怪造に失敗し、全身をぐちゃぐちゃにされて死んだ。

　何も得られず。

　友に、何も与あたえられず。

　挫ざ折せつして挫折して挫折して、挫折したまま命を終えた。

　諦あきらめて、それでも友と出会い、這はいあがろうとして、最初の一歩で地じ獄ごくに堕おちたのだ。

　…………。

　それで終わるはずだった。

　不幸な少女の物語は、残ざん酷こくな絶望とともに終わりを迎むかえるはずだった。

　それなのに──今、涼女はこうして活動している。

　魔王の怪造に失敗し粉ふん砕さいされた肉体はなぜか、誰かが修復してくれたようだが、それもただ身体からだが元どおりになったというだけのことだった。植物状態で意識もなく、涼女は無む為いに肉体を保存されていただけだ。その身体も、たぶん、費用の問題などで身元引受人は早々に処分しようとしたはずである。

　けれど、どうしてか涼女は、涼女の肉体は残っていた。誰が、何のために、生命維い持じ装置を切られた涼女の肉体を保存したのか。それはわからないけれど、ヴェクサシオン──他人に身体の一部を移植する異能をもったこの化け物が、そんな涼女をこうして、完全に復活させてくれた。足りない部分を補って、命すら、こうして吹ふきこんでくれて。

　死んだはずだった。

　全すべて終わったはずだった。

　しかし、ヴェクサシオンの陰いん謀ぼうの手て駒ごまのひとつとしてだけれど、こうして、もう一度だけこの世界と関かかわる権利を得たのだ。

　何をしよう。

　何をするべきなのだろう。

　死んだとき、己おのれは何を悔くいた。ヴェクサシオンは涼女の目的を道なかばで挫折した魔王の怪造に失敗したことだろうと予測し、涼女もそう言って──利害の一いつ致ちから手を結ぶという形になってはいるけれど、ちがうのだ。魔王の怪造など、過程なのだ。

　涼女が、ほんとうに望んでいたことは。

　涼女が、ほんとうに欲しかったものは。

　…………。
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　激しい頭痛と嫌けん悪お感かん、虚きよ脱だつ感かん。全身の骨が抜ぬきとられたみたいに気け怠だるくて、伊い依よりは瞼まぶたをひらくのにもずいぶんと時間と努力を要した。喉のどには血の味。久方ぶりの人間的な五感と、夢から覚めた直後のような曖あい昧まいな思考に、戸と惑まどう。

「あれ……？」

　何度か咳せきこんで、伊依は硬かたくて冷たい地面に寝ね転ころがったまま、何度か無意味に瞬まばたきをした。記き憶おくに断絶があって、状じよう況きようが理解できない。

　たしか自分は魔ま王おう杯はいの最後の最後、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダを干え支との鼠ねずみみたいな方法で突とつ破ぱし、首位で魔ま法ほう陣じんに飛びこんだはずだった。それから──どうなったのか。

　掌てのひらを眼前に晒さらす。五本の指がある、肌はだ色いろのそれは人間のものだ。

　魔王杯は終しゆう了りようしたのか？　それで自動的に人間に戻もどれたのか？

　ならばここは──伊依が《疾タタ風タツ鼠ト》の怪造とともに意識を失った、あの砂すな浜はまか？

「動かないで、伊依ちん」

　思わず立ちあがり、周囲を確かく認にんしようとすると──横から手が伸のびてきて伊依の口元を押さえ、また動きを制した。倦けん怠たい感かんに満たされている伊依とちがってその手の主は元気なようで、力はさほど強くなかったが、今の伊依には抵てい抗こうできなかった。

　視線のみを動かす。どこかもわからない、異様な場所だった。暗い。ひたすらに暗い。竜りゆう宮ぐう城へいった浦うら島しま太た郎ろうの伝説ではないが、魔王杯が行われた八大地獄は時間の感覚がちがったのかとすら思う。伊依の感覚では魔王杯開始からは数時間しか経たっていないはずで、開始が昼前だったから──どう考えてもこの暗さはおかしい。

　目を凝こらすと、どこかの建物の内部らしかった。木造の天てん井じようが見える。けれど身体を風がなぶる感覚があるし、外とは扉とびらすら隔へだてない地続きだと思われる……たぶん、海の家だ。ならば日差しが照りつけて、もっと明るいはずなのだが。

　暗い。やはり、暗すぎる。

　夜のようだ。

「動くと死ぬよ」

　耳元で囁ささやかれる、鈴すずを転がすみたいな声。

　やがて伊依の前に、身をかがめてこちらを覗のぞきこむ涼女の姿が大写しになった。周りに誰もいないのか、猫ねこをかぶった笑え顔がおではなく、伊依にだけ見せる乾かわいた無表情だ。けれどその冷たい雰ふん囲い気きには、どこか不思議な感情が混じっているような気がした。

　困こん惑わくするような、迷うような、躊躇ためらうような。

　口元を押さえられたままなので、伊依は目の動きだけで問いかける。どういうことなのか。動くと死ぬって、いったい何があったのか。

　そういえば、どこか遠くで騒さわぎが起きているような。

　伊依の周囲はぞっとするほど静かなのだが、建物の外──どこかで、騒そう音おんや悲鳴が発生しているみたいだ。嫌いやな予感がする。自分が意識を失っているあいだに、こちらで何かがおきてしまったのか。

　しーっと、唇くちびるに向けて指を立て、静かにするよう示してから涼女がぼやいた。

「このまま終わりにしちゃったほうが、伊依ちんにとっては良いかもしれないけどね……何もわからないままぜんぶ終わるより、自分の失敗を見せつけられて、思いしらされるほうがつらいのは──あたしがいちばん、よく知ってるし」

　伊依にはわからないことを言って、彼女は目を細めた。

「だけど、約束したもんね、《火ジゴク車グルマ》をみんなでやっつけたとき……きちんと一度だけ、話しあってあげるって。でもかなり今、あたし危ない橋を渡わたってるから──伊依ちんも、できるだけあたしの指示に従って、協力してほしいかな」

　大きな声をださないでね、と念を押されてから手を放された。動かないよう言われたばかりだから、伊依は寝ねころんだまま涼女を見あげる。

　彼女は噓うその翼つばさを揺ゆらし、ほんとうに、まるで天使みたいに笑った。

「さぁ……何を話す？」

　そこで、けれど自らを装よそおうように、可愛かわいらしく舌を覗かせる。

「ふふん、だけどね──伊依ちんと初めて会ったときにも言ったけれど、言葉って、みんな偽にせ物ものなの。舌って、噓をつくための器官なの。喋しやべれば喋るほど噓が積み重なって、伊依ちんが語った思想、思考、その全すべてが次々と噓に侵しん略りやくされていく」

　暗くら闇やみのなか、光を弾はじかない彼女の双そう眸ぼうはひたすらに暗かった。

「あたしと会話するってことは、そういうことだよ？　自ら噓の泥どろ沼ぬまをつくりあげ、そこで溺でき死ししていくの。あなたの言葉全てを、思想全てを、あなたは自ら噓にして自じ滅めつするの。……そんなあなたを見てあたしは笑ってあげる。馬鹿にして、あなたの全てを否定してあげる。それでいいなら──どうぞ、喋りなよ？」

　髪かみの毛けを撫でられ、魅み入いられるような涼女の瞳ひとみを、伊依は黙だまって眺ながめる。どうして彼女はこんなにも、言葉というものを拒きよ絶ぜつして、世界を汚きたなく思い、人間を穢けがらわしく思い、怯おびえるみたいに──遠ざけようとするのだろう。

　そういうのは、寂さびしい。

　そういうひとほど、助けてあげたい。

　誰かを遠ざけようとするひとは、誰かに傷つけられたくないひとだ。ならば伊依は、自分だけはだいじょうぶだと、まずこの少女に告げる必要がある。手負いの獣けものに手を差しのべれば嚙かみつかれるのが当然だが、自ら痛みを恐おそれずに手を差しのべないと、震ふるえるその生き物を抱だきしめて、温めることもできない。

　伊依は涼女をじっと見つめた。たぶんこの少女とは、そういう方法でしか解わかりあえない。けれど完全に断絶していないなら、伊依は手を伸ばしたいと思う。

「全ての言葉が噓なわけじゃないよ」

　だから伊依は、思ったことをすなおに告げた。

「噓じゃない言葉を喋る方法が、ひとつだけあるよ」

「…………？」

　涼女は怪け訝げんそうだ。倒たおれ伏ふした伊依のそばに体育座りして、世にも不思議そうに眉まゆをひそめている。そんな彼女に、ようやく助けたいと心の底から思えたひとりの少女に、伊依は笑みを浮うかべて軽かろやかに言った。

「噓をほんとうにしちゃうんだよ」

「は……？」

　涼女は、ぽかんとした。一言では意味がつうじなかったらしい。まぁそうだろうと思いながら、伊依は懇こん切せつ丁てい寧ねいに言葉を重ねる。

「だからね、喋った言葉に現実を追いつかせるの。言葉を口にしたときにはそれが噓でも、がんばってその噓を現実にするために動くの。あたしは、だいたいそんなかんじだなぁ。喋っちゃった言葉は、決してなかったことにはできないけど、だったらその言葉がほんとうになるように行動すればいいんだよね」

　なかば自分に言い聞かせるように、伊依は丁寧に囁いた。

「『友達だよ』って言ったら、そのときは相手があたしを嫌きらいで、拒絶しても、時間をかけて『友達だよ』を現実にする。ほんとに、友達になれるように努力する。それでいつか友達になれたら、最初にあたしが言った『友達だよ』は時空を越こえて真実になるわけだよ」

　神しん妙みように、噓の天使の言葉への返答として、宣言する。

「言葉は全て噓かもしれない。でも言葉どおりの現実になるよう努力して、実現できたら、それは噓じゃない。言葉って、そういうものだと思う。そりゃ喋る言葉ってのは、薄うすっぺらな噓かもしれないけど、声ってのは、ただの味気ない空気の振しん動どうかもしれないけど、それは宣言で、約束なの。その約束を破らないように行動して、言葉どおりの現実をつくれば──噓だった言葉はほんとうになるの。わかる？」

「あ……えぇっと、なんと……なく……」

　涼女は目を見開き、呆あきれたような、驚おどろいたような、惚とぼけた表情をしていた。鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔というのは、こんなかんじだろうか。

　ちょっと難しいことを喋ってしまったかもしれない。というか、伊依だってしっかり論理だてられていない抽ちゆう象しよ的うてきな発言で、わかりにくかったかもしれない。

　けれど、それは伊依の誠実な気持ちだ。言葉ぜんぶを噓だと否定するのは、哀かなしいことだ。楽ちんだけれど、絶望だ。あまり良くないと伊依は思う。

　胸に手を当て、揺れる涼女の瞳を覗のぞきこんで告げた。

「あたしはいつも、そうしてる。そりゃ力不足で噓が噓のままになることのほうが多いけど、それでも噓をほんとうにできるように、努力してる。少なくとも──気持ちのうえでは、あたしは喋るとき、ぜんぶほんとうのつもりで喋ってるよ」

　噓なんかついたことがないとは言わない。言葉というのは未完成で、矛む盾じゆんや語ご弊へいが溢あふれていて、端はしから端まで真実な言葉なんて存在しないのだろう。百聞は一見にしかずというが──どれだけ言葉を並べても、万まん言げんを尽つくして描びよ写うしやしても、物事を誰かに伝えるというのは不可能だ。涼女の語った『言葉はぜんぶ偽にせ物もの』というのは、そういうことだろう。

　だけれど、噓うそだった言葉を、時空を越えてほんとうにすることはできる。その努力を、伊依は怠おこたらない。この世に溢れた、ほかのどんな言葉が噓でも──。

「あたしだけは絶対に、あたしの言葉を裏切らない」

　真っ直すぐに前を見て、宣戦布告のように伊依は言った。

「ぜんぶほんとうにするつもりでがんばるよ。噓を喋しやべりたくないって口をつぐんじゃうのは、逃にげているだけだよ──涼女ちゃん。可哀かわい想そうに、今まで、そういう言葉しか聞かされたことがなかったんだね」

　そっと涼女の手をとって、握にぎりしめる。たいせつなのは考えすぎないことと、感じることだと教えてくれたのは伊依の尊敬する先せん輩ぱいである虚島罠奈だけれど、たぶん涼女は噓ばかりを聞きすぎて、あるいは噓ばかりを喋りすぎて、思い悩なやみ、言葉を疑い、考えすぎて、全すべての言葉が怖こわくなって逃げるようになったのだ。

　そんなひとには、あまり多くの言葉を語らないほうがいい。混乱させるだけだ。抱きしめるか、手を握るか、それがいちばんだ。

　だから伊依は涼女の手を包みこむように両手で握り、短く簡潔に述べた。

「それこそ噓くさいけどあえて言うよ──あたしは噓をつかないよ」

　噓のつもりで、詭き弁べんのつもりで、ごまかしの、その場しのぎの口から出任せで、伊依は絶対に喋らない。伊依にとって舌は噓をつくための器官じゃない。宣言を、約束を、こうして声にだして相手に届けるための器官だ。この言葉どおりの現実にするという、時空を越えて噓をほんとうにする、宣言と約束をするための。

「…………」

　涼女は、身体からだから力を抜ぬいた。虚きよ勢せいで固め、意地で上うわ塗ぬりして張りつめさせた表情も、仕草も、全て崩くずしてうなだれた。伊依はもう語らない。ただ彼女の掌てのひらを握りしめる。涼女も、そんな伊依の指先を怖こわ々ごわと撫なでていた。

「綺き麗れい事ごとだよね、やっぱり」

　掠かすれた、闇やみに溶とけて消えそうな小さい声で、涼女がつぶやいた。

「信じられない……みんな噓つきだし、あたしだって、いつも噓ばかりだし。言葉って、他人を都合よく操あやつるためのもので……みんなみんな、騙だましあいばかりで……心の底ではなに考えてるかわかんないし、薄っぺらいんだよ、言葉ってぜんぶ。信じられない、信じられない、信じられない、世界なんて綺麗じゃなくて、人間なんか天使じゃなくて、言葉はぜんぶ噓で………」

「涼女ちゃん」

　呼びかけて、伊依は驚かせないようゆっくり上体を起こす。そして言葉を疑うならと、声はださずに彼女を抱だきしめた。温かな、お化けのようだった彼女としては意外なくらいな、子供みたいに熱い身体。ひくひく痙けい攣れんしているのは、泣いているからか。

　子供。子供──なのかもしれない。

　魔王杯の途と中ちゆうから薄うす々うすながら感じていたが、この志田桐涼女という少女は、もしかしたら……見た目よりもずっと──。

　ひぐっ、ひぐっと咽むせぶ彼女が、どんな過去をもつ、どんな経歴の少女なのかはわからない。たぶん、他人を言こと葉ば巧たくみに操ることに長たけていて、けれどそれゆえに言葉を信じられなくなって、いつも独りぼっちのようにかんじていたのだろうけれど。

　独りぼっちは、寂さびしい。人間はこんなにたくさんいるのに、独りぼっちが多すぎる。だから伊依は手を伸のばす、抱きしめる、みんなが友達になれるように。もう誰も、寂しい思いをしないように。

「涼女ちゃん」

　あえて声にだして、伊依はつぶやいた。

　もちろんこの言葉はいつかきっと、たとえ今は噓でもほんとうにするつもり。

「信じて。あたしは裏切らないよ。あたしは噓をつかないよ。だからもう、言葉はぜんぶ偽物だなんて寂しいことは言わないで。みんなを拒きよ絶ぜつして、否定して、そうやって遠ざけてしまわないで。あたしが涼女ちゃんに言えることは……そのくらい」

　そこでふと気づいて、伊依は苦く笑しようする。

「なんの話してるんだろうね、あたしたち。約束は、カービィちゃんも混じえて、三人で話しあおうってことだったのに。でもね、涼女ちゃんがみんな噓だって疑うと話にならないから、こんだけは解わかってもらいたかったんだ」

「…………」

　涼女はちょっと間が抜けたそんな伊依の言葉を、聞いているのかいないのか、深刻な表情で押し黙だまって顔を伏ふせたままだ。小刻みに震ふるえ、目元から零こぼれるその涙なみだは止まらない。伊依は不思議に感じつつ、なんとなくそのまま抱いていてあげる。

　今、手を放したら、涼女が崩れてしまう気がした。けれど涼女はあえて伊依を掌で押して遠ざけると、独り言のようにぼやいた。

「信じて……いいのかなぁ」

　きゅっと伊依の制服を摑つかみ、俯うつむいたまま、彼女は声を漏もらす。

「馬鹿みたい。信じて、裏切られて、そればっかりだったのに……またあたし、信じようとしてる──でも、そんな愚おろかなあたしが、あたしは大好……」

　軽口を言いかけて、けれど嗚お咽えつがそれを邪じや魔まし、涼女は首をふってこちらを見つめてきた。闇に染まらぬ煌きらめく髪かみと、幼すぎるほどの童顔と、涙に濡ぬれた双そう眸ぼう。

「伊依ちん……だったら、だったら噓うそじゃない言葉で約束してよ……約束してくれないと、噓つきだから舌切るよ。あたっ……あたしが、いなくなっても、伊依ちんが──香か美みちんを……」

　止まらぬ涙を頰ほおに伝わらせ、涼女が擦すりきれた声で叫さけんだ。

「香美ちんの友達でいてあげて。友達って、伊依ちん言ったよね？　だったら死ぬまで友達でいて──」

　虚きよ飾しよくのない、切実な声。伊依は、迷わず頷うなずく。

　それを見守り、涼女は力を抜いてくしゃくしゃっと笑った。

「裏切らないって言ったよね？　噓をつかないって言ったよね？　友達って、あなたが言ったんだよ？　だったら、それほんとうにしてよ、噓じゃなくしてよ、ほんとうに──ずっと、香美ちんを……。あのこはほんとうに、これまで………嫌いやなことばかりで」

　そして目覚めたばかりのような表情で、彼女は自ら頭を抱かかえて天を仰あおいだ。

「はは……ははは………そうだ、そうだ、あたしのほんとうの望みは………あたしが、ほんとうに欲しかったものは──」
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　少しのあいだ意識を失っていたようだ。いかんせんこの身体からだは脆ぜい弱じやくすぎる。ちょっとの衝しよう撃げきですぐにこれだ。

「…………」

　鳥類には珍めずらしい瞼まぶたを薄うすく開き、《御トレツ使クフいオー魔ホル》仇あだま祭つり 遊ゆうはそんなことを考えつつ、状じよう況きようを確かく認にんするため周囲を見回した。

　遊と同じように倒たおれていたり、意識はあるものの呆ぼう然ぜんとしたり、うろついたりしている怪モ造ン生ス物ターが目立つ。一様に戸と惑まどっているようで、ざわざわと騒さわがしい。

　当然だろう、と遊も思う。遊だって、表面上は平静を取りつくろっているものの、内心は不安の塊かたまりである。訳がわからなくて、恐きよう怖ふすらおぼえる。

　見み渡わたすかぎりあたり一面が赤黒い世界だ。生物の体内という表現がいちばん適切だろうか、生ぬるい嫌な質感の地面が延々とつづいていて、胃カメラで撮さつ影えいされた身体の内側を連想させる。

　ぬらぬらとした粘ねん液えきと、ときおり蠕ぜん動どうする不気味な肉の世界──わずかに明るいのは、ほかの怪モ造ン生ス物ターの誰かが火でも噴ふいているのか、あるいは蛍ほたるのように光を放つ性質の怪モ造ン生ス物ターがいるのだろう。そうでなければおそらくこの場所は真っ暗くら闇やみだ。

　しかし……いったいどこなのだろう、ここは。みんな怪モ造ン生ス物ターの姿のままということはまだ魔王杯の舞ぶ台たい──八大地じ獄ごくにいるのだろうが、これまで体験してきたどの地獄ともちがう。考えられるとしたら正体不明の第五地獄から先だろうが、そこは魔王杯の舞台にはならないという話だったはずだ。危険すぎるから、と。

　嫌な予感がする。遊も順位は遅おそめだったものの第四地獄を通過したから、そのまま元の世界に帰れるものだと思っていた。けれど今、こうしてどこかもわからない不気味な場所にいる。

　何か事故があったのか、あるいは何者かが故意に遊たちを閉じこめたのか──だとしたら、誰が、どんな目的で？

「そういえば……伊依ちゃん、伊依ちゃんは？」

　はっと気づいて、遊は視線を巡めぐらせる。暗くてよくわからないが、そばにあの可愛かわいらしい《疾タタ風タツ鼠ト》の姿はない。遊が気絶しているうちにはぐれてしまったのか……。屍かば丸まるなども見当たらないが、とりあえず遊の最優先はいつでも伊依だった。

　今の伊依はほかのどの怪モ造ン生ス物ターよりも弱い。心配になったが、ここで焦あせっても仕方がないと努めて冷静に遊は思考した。今、自分はどう考えても異常な事態に巻きこまれている。混乱し、無む駄だに体力を消費したり、パニックになってしまったら最悪だ。

　逸はやる心を鎮しずめつつ、遊はほかの怪モ造ン生ス物ターに踏ふみつぶされたりしないよう翼つばさを広げて宙へ避ひ難なんした。やはり視界が悪くて何が何やらわからないが。

「…………」

　深呼吸し、遊は記き憶おくを反はん芻すうする。

　魔王杯の終点、第四地獄・叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダの最後の最後──伊依が涼女の《王パーフエク求ト・エツヂ》を玉乗りし、そこから跳とんでイの一番に魔ま法ほう陣じんへ飛びこんだのは遊も見ていた。ほんとうなら、そこで魔王杯も終わりのはずで、というか、むしろそこで終わらなかったのがおかしいのだ。

　伊依が一位に決まったあとも遊たちが自動的に帰れるというようなことはなく、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダは滑なめらかで急な坂道だったから、空を飛べるもののほかはみんなそのまま転がり落ちていた。次々と滑すべり落ち魔法陣に吸われるみんなを見て、排はい水すい溝こうに飲まれる水を連想したのをよく覚えている。

　たしかそのとき屍丸や次じ郎ろう花はなも流されるまま魔法陣まで落ちていったのだ。学まなぶも飛べるくせに屍丸から離はなれず、いっしょになって消えていった。遊もそんな三人組からちょっと遅おくれて、転がるほかの怪モ造ン生ス物ターに潰されないよう気をつけながら魔法陣をくぐったのだけれど──。

「……そうだ、そのあとに」

　だんだん思いだしてきた。どうも起き抜ぬけで記憶が不ふ明めい瞭りようだったようだけれど、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダを突とつ破ぱした直後、これで魔王杯も終わりかと一いつ瞬しゆんだけ安あん堵どして──。

　けれど、終わりは訪おとずれず。

　遊は垂直に落下したのだ。

　今度は坂道なんていう生やさしいものではなかった。純じゆん粋すいな穴、落とし穴だ。這はいあがれるような取っかかりはなく、重力に従ってみんな抵てい抗こうもできず落下していって──さらに、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダではまだ落下しなかった飛行能力をもつ怪モ造ン生ス物ターも、それこそブラックホールに吸いこまれるみたいに漆しつ黒こくの奈な落らくの底へ引きずりこまれていった。

　それで、おそらく底の底まで吸引され、どん底の地面に頭をぶつけるか何かして、つい先ほどまで遊は意識を失っていたらしい。状況を見るかぎりほかのみんなも同じだろう。かなりの高度から落下したはずなのに気絶だけですんだのは僥ぎよう倖こうで、ぺちゃんこに潰れてしまわなかったのが不思議なくらいだ。たぶん、この柔やわらかな赤黒い地面がクッションになったのだと思うが──。

「おぉい、仇祭ぃ」

　不意に、どこかから呼びかけられる。

　見ると三色の花びらをもつ次郎花を中心に、あの三人組がこちらに近づいてくるところだった。涼女や伊依とは合流できていないのか、彼女たちの姿はない。

「君たち」

　遊も地面で手をふる次郎花たちのもとへ舞まいおりて、やはり戸惑ったようなかんじの彼女らのそばに着地した。

「無事だったのかい。……伊依ちゃん見なかった？　捜さがしているんだけど」

「わからん。第四地獄でかなり距きよ離りを離されてしまったからな──」

　応こたえたのは、半はん透とう明めいの身体で腕うでを組んでいる屍丸だった。学のほうは今もそんな彼の頭に前肢で留まったまま周囲を見回している。ちなみに次郎花は自分で動けないのか触しよく手しゆを屍丸の身体からだに巻きつけてぶらぶらしている。実際、屍丸はかなり動きにくそうだった。

　けれど図太いのか、文句を次郎花や学に言っても無駄そうだからか、たかられていることには頓とん着ちやくせずに彼はこちらを見てくる。

「あちこち捜したり、そのへんの怪モ造ン生ス物ターに聞いてみたのだが、伊依さんも志田桐とやらも目もく撃げきされていないようだ。仇祭だって、黒いから闇やみにまぎれて見つけにくかったのだが──空を飛んでるところをたまたま学が発見してな、こうして運良く合流できたのだよ」

「そう……」

　遊は曖あい昧まいに相あい槌づちを打ちながらも、やはりむしょうに心配になる。

　状じよう況きようは不明だが、どうも胸むな騒さわぎがする。どこかもわからぬ異様な場所に、怪モ造ン生ス物ターの姿のまま放置され、しかも伊依は行方ゆくえ不明。考えてみればこの空間がどういう仕組みなのかもわからないし、このまま永遠に脱だつ出しゆつできなかったらと思うとぞっとしない。

　みんなも気持ちは同じなのか、一様に表情は暗い。いちばん楽観的な次郎花でさえ、その声にはいつものような明るさはなかった。

「もう……あの志田桐ってのはどこさ行ったべか？　魔王杯は第四地じ獄ごくで終わりじゃなかったべや？　主しゆ催さい者しやなら状況の説明くらいしてほしいべや！」

「その志田桐さんも行方不明だしね」

　学がこの状況なのに冷静に、あたりを見回しながらつぶやいた。

「それに、気づいてる？　うぅん、僕の考えすぎならいいんだけどな──」

　それは心臓が凍いてつくような、衝しよう撃げき的な一言だった。

「なんだか僕ら、溶とけてない？」

「………へ？」

　溶けている？

　遊は一瞬、学の発言が理解できなくて──けれど、すぐにその言葉の意味を実感した。自分の身体を観察し、それから屍丸たちを眺ながめて、あぁ、と慨がい嘆たんする。

「溶けているというか……なんか、どんどん縮んでる？　萎しぼんでる？」

　そう──。

　見た目はあまり変わらないし、痛みや変なかんじもないから、実感がないけれど──どうも自分の身体がどんどん小さくなっているような気がする。ほとんど目にも見えない速度で、けれど確実に、ゆっくりゆっくり。

「え？　えぇっ!?」

　次郎花が納なつ得とくできないというように、触手を振ふり回して叫さけんだ。

「ち、縮んでるって……そんな、そんなかんじしないべよ？　えぇっと、えぇっと、あぁ比べるものがないとわかんない！」

「みんな同じ速度で縮んでるから、他人と比べてもたしかにわからないだろうけど」

　地面に翼つばさを向け、遊はそこのわずかな起き伏ふくを覚える。しばし待って、その起伏と自分の翼を比べると、どう考えても先ほどより自分の翼が小さくなっているのだ。

　縮んでいる。確実に。少しずつ少しずつ。

　氷が溶けるみたいに、自分の身体がちょっとずつ損そこなわれている。

「い、いぃ、いぃぃ嫌いやぁぁぁぁあああ!?」

　次郎花もようやくその現象を実感したのか、声を嗄からして絶ぜつ叫きようした。どこから声がでているかはわからなかったが、遊はひとまず彼女に全身で飛びついて黙だまらせる。

「落ちついて！　ほかのみんなはたぶん気づいていないけど、ゆっくり縮んでることがわかったらパニックになる！　今は冷静になって、現状の理解と、身体が小さくなることを阻そ止しする方法を──」

「そ、そ、そんなこと言ったって！　このまま小さくなってったら最終的に消しよう滅めつしちゃうべや！　し、し、死んじゃうんべや！　ちっちゃくなって消えちゃうんべや！」

「…………」

　あぁ、次郎花はだめだ。ものすごく窮きゆう地ちに弱い。彼女に冷静な思考を求めるのは酷こくな話か、と遊は諦あきらめる。ほかのふたりを見ると、屍丸は次郎花よりはまだ落ちついているようだが頭を抱かかえて錯さく乱らん寸前。そこそこ優ゆう秀しゆうなはずなのだが、ほんとうに、ここぞというときに役に立たない。遊は嘆たん息そくし、唯ゆい一いつ、頼たよれそうな学に声をかけた。

「……駒こま崎ざきくん、どうする？　君の考えを聞かせてほしい」

「ん？　僕？　僕はあんまり屍丸くんを差し置いて、物事に口出ししたくないんだけどな……まぁ、そうも言っていられないか」

　学はやはり不思議なくらい無感情で、けれど的確に状況の推測をしてくれる。竜りゆうのあぎとに前肢を添そえて、ひたすらに淡たん々たんと。

「自我が元の人間の身体に戻もどらず、こうして怪モ造ン生ス物ターに宿りっぱなしってことは……ここはまだ魔王杯の舞ぶ台たい──八大地獄のなかだってことだよね」

「確証はないけど、おそらくそうだろうね」

　やはり学は三人組でいちばん緊きん急きゆう事態に強そうだった。遊は冷静に意見を交こう換かんできる相手がいたことに安あん堵どしつつ、己おのれの思考も提示していく。

「この場所──八大地獄は、たぶん志田桐涼女がつくりあげた特とく殊しゆな空間」

　頷うなずく学に、遊は丁てい寧ねいに推論を固めていく。

「そう考えられる理由はいくつかある。志田桐涼女は魔王杯の開始直前、参加選手全員に自分の鳥かごを触さわらせていた。あの鳥かごが、この空間にみんなの自我と怪モ造ン生ス物ターを招きいれる力をもった何かだったんだろうね。おそらく怪モ造ン生ス物ターか、呪じゆ具ぐか……魔王杯が始まったいちばん最初、伊依ちゃんが意識を失う直前、志田桐は鳥かごを青く輝かがやかせて何かつぶやいていたし、これは間ま違ちがいがないと思う」

「そうだな。そんな呪具や怪モ造ン生ス物ターは聞いたことがないけれど、なんでもありの怪造学だ」

　溜ため息いき混じりにつぶやいて、学が言葉をつづけてくれる。

「仇祭くん、僕は思うんだ……志田桐さんには、魔王杯を開かい催さいして実行するほかに、何か目的があったんじゃないかなってね。というか、たぶんそちらの目的のほうが本命で、魔王杯はオマケだったんじゃないか」

「……？　うぅん、よくわからないな。僕らの自我をこうして怪モ造ン生ス物ターごと閉じこめて、出さないようにして──そんなことに、意味があるとは思えないけど？」

　このまま遊たちが永遠に元の身体からだに戻れなかったとしても、それでは古頃の生徒が全て意識を失ったままになるだけで、たぶん結果は古頃がまともに機能しなくなるだけだ。まさか昔の遊みたいに怪造学校を潰つぶすのが目的なのだろうか？

「…………」

　なんとなく、それにしてはやりかたがまだるっこしいというか、腑ふに落ちないのだが──古頃を潰したいなら、直接攻こう撃げきしたほうがてっとりばやい。ほとんど怪造ができなくなっていた昔の遊とちがって、涼女は入学生では最さい優ゆう秀しゆうの成績だったはずだ、破は壊かい行こう為いの得意な怪モ造ン生ス物ターくらいいくらでも怪造できただろうに。

「ここから先は僕の根こん拠きよのない推測なんだけど……」

　学が声を低め、言いづらそうにつぶやいた。

「仇祭くん、この八大地じ獄ごく……何かに似ているとは思わない？」

「何か？」

　そう言われても、ぴんとこないのだが。

　学は反応の薄うすい遊にも苛いら立だつことなく、やはり落ちついた声で語ってくれる。

「仏教によると、八大地獄は順番に等活地獄ビオ・ジグルダ、黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダ、衆エバ合・地ジグ獄ルダ、叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダ、大グヘ叫スタ喚ダ・地ジグ獄ルダ、焦レン熱タダ地・ジ獄グルダ、大グレ焦ンタ熱ダ・地ジグ獄ルダ、そして最後が無間地獄ジゴ・ジグルダだ」

　それは遊の初めて聞く知識だった。仏教だなんて、興味もない。けれど仮にもここは八大地獄と名づけられた場所だ、それがどんな地獄だか知っておくことは無む駄だではないはず。遊はそれらの地獄の詳くわしい説明を聞こうと思ったけれど、学はべつに地獄の詳しよう細さいを語るつもりはなさそうだった。

　彼は声を抑おさえたまま、怪かい談だんでも語るみたいにつづける。

「たぶん、僕らが今いるのは第六か第七地獄だと思う。おそらく……第六地獄の焦レン熱タダ地・ジ獄グルダだと思うんだけれど」

　遊が黙って話のつづきを促うながすと、彼は急せかされるように口を開いた。そうしているうちにも身体はどんどん縮んでいる。普ふ段だんは寡か黙もくな学が饒じよう舌ぜつになるのも無理はなかった。

　彼は考えをまとめるためかときおり目を瞑つぶりつつ、しっかりと遊を見つめて言った。

「第四地獄を覚えている？　第四地獄の叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダは滑なめらかな坂道だったよね？　その底にある魔ま法ほう陣じんをくぐって、たぶん僕らは第五地獄の大グヘ叫スタ喚ダ・地ジグ獄ルダに飛ばされた──大グヘ叫スタ喚ダ・地ジグ獄ルダは、名前のとおり叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダのパワーアップしたものだ。おそらく、あの飛行能力をもつ怪モ造ン生ス物ターすら吸いつける垂直落下の落とし穴がそれだった」

「あぁ、第四地獄で魔王杯は終わりだって、それは志田桐さんが言ってるだけだったからね……ほんとうは、第四地獄を通過しても八大地獄からは逃にげられないようになっていたと？」

　だとすると、志田桐涼女はみんなに噓うそをついていたことになる。そうしてでたらめを並べたて、言葉巧たくみに魔王杯に参加させ、何を企たくらんでいたのか──思えば彼女は伊依を潰そうとしていたり、いろいろと怪あやしい動きが目立った。遊が右目で〝視みた〟かぎり身体にも変なものが混じっていたし……。

　やはり、身体に異物が混じっているとわかった時点で叩たたきつぶしておくべきだったか？　けれど顔が奪うばわれ、喉のどに異物を埋うめこまれただけの被ひ害がい者しやだった罠奈のこともあったし、涼女が敵か味方かは〝視た〟時点では判断できなかったのだ。

　涼女の異質さを知りながら、まんまと策に嵌はまってしまった迂う闊かつさを悔くやみつつ──遊は学の話に耳を傾かたむける。今はとりあえず、身体が縮んで消しよう滅めつする前になんとか八大地獄を脱だつ出しゆつする方法を見つけなければ。

　けれどそんな遊の決意を粉ふん砕さいするほどに、学が語った推測は最悪だった。

「垂直落下の落とし穴だった第五地獄の底に、また魔法陣があって──そこを通過した先にあったのがこの場所だ。だからここは、第六地獄の焦レン熱タダ地・ジ獄グルダだと思うんだけど」

　遊は落下の衝しよう撃げきで気絶したから覚えていないが、学はきちんと落とし穴の底の魔法陣を見ていたらしい。ならばここは、彼の言うとおりに第六地獄なのか。

　遊が頷うなずくと、学は世にも嫌いやそうにつぶやいた。

「焦レン熱タダ地・ジ獄グルダでは、こうして身体が縮んでいる。存在が、どんどん消えていっているんだ……ならばそれが強力になるはずの大グレ焦ンタ熱ダ・地ジグ獄ルダでは、たぶん僕らの全存在が完全に消滅するくらいの現象が起きるにちがいない。溶とかされるか、磨すりつぶされるか、どんなものだかはわからないけどね」

　そして彼は、寒気のするような考えを述べてくる。

「そう考えると……なんだかね、僕にはこの八大地獄が、あれに似ているような気がするんだ。できれば、ちがうと思いたいんだけど──どうにも、似すぎている。そう、八大地獄は生き物の消化器官にそっくりなんだよ……」

「…………」

　生き物の、消化器官？

　嫌な予感をおぼえながら遊が学を見み据すえると、彼は深々と溜ため息いきをついた。

「気づいていた？　八大地獄では、僕らはだんだん体力を……あるいは生命力、この場合は《魔ま力りよく》かな？　《魔力》をどんどん失って、この空間に吸われていたんだ。それこそ生き物が口にした食物を消化器官で徐じよ々じよに分解していくみたいにね」

「《魔力》を……分解、吸収されていた？」

《魔力》は怪モン造ステ学イス者トから怪モ造ン生ス物ターに流れこむ生命力だ。怪モ造ン生ス物ターがどんどん《魔力》を消しよう耗もうすると、そのぶん怪モン造ステ学イス者トは生命力を減らしていく。強力な怪モ造ン生ス物ターを怪造するとそれだけで疲ひ労ろうするのは《魔力》の消費が激しいからで、それが過ぎれば死に至る。

　学は神しん妙みように、がたがた怯おびえる屍丸と次郎花を無視し、ただ遊を見つめて説明してくれた。

「等活地獄ビオ・ジグルダでは怪け我がや疲労が自動回復した。けれどおそらく、その回復のために怪モン造ステ学イス者トはそのぶん《魔力》を消費させられていた。まったくの無から怪我や疲労が回復するわけがない……」

「あぁ、そこは僕も変だと思ってた」

　無限の回復。どういう理り屈くつなのかと思っていたが、たぶん怪モ造ン生ス物ターの身体からだを媒ばい介かいにして怪モン造ステ学イス者トから《魔力》を抽ちゆう出しゆつ、治ち療りようのための原動力にするという仕組みだったのだろう。この空間自体も、もしかしたら《魔力》で維い持じされているのかもしれない。

　ならば外の世界で、自分たちの身体はどうなっているのか。生命力である《魔力》を吸われて、干ひからびているかもしれない。

　学も同じことを考えているらしく、表情はどんよりと暗かった。

「等活地獄ビオ・ジグルダは長くいればいるほど疲労や怪我の回復で《魔力》を消費した……けれど道自体は短くて、場合によっては一いつ瞬しゆんで終わる。いわば〝口〟だね。唾だ液えきと歯の、簡易で短い消化器官。つづく黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダはそのあとの胃い袋ぶくろなどの消化器官につながる長い道──食道だね。時間がたてば次の地獄、次の消化器官にご招待だ」

「第三地獄は衆エバ合・地ジグ獄ルダ……そこが胃袋？」

　三分割され、さらに衝撃で自分が増えていく不思議な地獄。あそこが胃袋だったというのなら──たぶん。

　遊の思考に添そうように、学が言葉をつづけた。

「増えたぶんだけ《魔力》も等分されて、しかも増えた身体が消滅したぶん《魔力》もごっそり消えていたんだと思う。細かく千切られて、ひとつひとつ消されていた……つまり分身が消し飛ばされた屍丸くんや美み咲さきさんはちょっとやばいかも」

「えーっ!?」

　話についていけないのか戸と惑まどっていたふたりが、そこで大きく反応した。屍丸が腕うでを振ふり回し、抗こう議ぎするように叫さけぶ。

「それはほんとうなのか学!?　私なんか十数体に分ぶん裂れつしたうえそのほとんどが吹ふっ飛ばされたのだぞ！　つまり単純計算して生命力が十分の一以下になってしまったということに！」

「そんくらい減ってたら死ぬかもね。美咲さんの三分の一だって大変なことなのに。まぁ……完全に零ゼロにならなきゃ、だいじょうぶだとは思うけど」

　学はしがみついてくる屍丸を鬱うつ陶とうしそうに払はらいのけつつ、それでも誠実に語った。

「ていうか、僕が喋しやべってる八大地獄＝消化器官っていうのはぜんぶ推測だし、実際に《魔力》が吸われてるかはわかんないよ。まぁ実際、今なんか屍丸くんたちから《魔力》をあんまり感じないから、正しそうだけど……」

　そう、怪モ造ン生ス物ターはほかの怪モ造ン生ス物ターの《魔力》を感じるのだが、屍丸や次郎花のそれはだいぶ減っているような気がする。感覚的なものだから本来は数値などでは表せないが、最初に会ったときが１００だったとしたら、今はふたりとも５０以下にはなっている。

　震ふるえあがるふたりが、あんまりにも不ふ憫びんだったので、遊は少し話題を変える。

「とにかく、志田桐さんの目的はそうやって八大地獄で僕らから《魔力》を吸い、蓄たくわえて、何かに使うことだったんじゃないかな。あの鳥かごみたいなのは、そのための道具だったんだと思う。魔王杯の勝敗よりも、そっちを優先してた気もする……」

　思いだしつつ、さらに補足してみる。

「無城先せん輩ぱいをかなり過激な真ま似ねしてまで完全に潰つぶしたのも、あそこで生徒の誰かが分身も含ふくめてぜんぶ消し飛ばされたら、《魔力》……生命力を失ったその生徒が死んで──外のみんなが異変に気づくからじゃないかな。志田桐さんはできるかぎり、たくさんの《魔力》がほしかったんだろうね。まだまだ道なかばな衆エバ合・地ジグ獄ルダで魔王杯が中断されるのは避さけたかったんでしょ」

　あまり長々と語っている余よ裕ゆうもない。遊は現状に話を繫つなげた。

「叫ヘス喚タダ地・ジ獄グルダと大グヘ叫スタ喚ダ・地ジグ獄ルダは黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダと同じように消化能力のない経路で、たぶん本命はこの焦レン熱タダ地・ジ獄グルダと、次の大グレ焦ンタ熱ダ・地ジグ獄ルダ……この身体が縮むという現象は消化液に溶とかされるみたいなもので、徐々に《魔力》を削けずり取られているんだと思う」

　遊の言葉に頷うなずいて、学が最悪の結論をつける。

「黒アダ縄ダ・地ジグ獄ルダみたいに一定時間が経たったら魔ま法ほう陣じんがでてくるのか、それともどこかに魔法陣があるのかはわからないけど、焦レン熱タダ地・ジ獄グルダから大グレ焦ンタ熱ダ・地ジグ獄ルダに移動しても消化力が強くなるだけだろう……もしかしたら、強制的に移動させられるのかもしれないけど、そうだったら最悪だよ。僕らはたぶん骨の髄ずいまで溶かされて、全すべての《魔力》を吸い尽つくされて死んでしまう」

　それは容易に想起できる、明確に近づきつつある終わりの言語化だった。

「八大地獄の終わり、無間地獄ジゴ・ジグルダは仏教では無の世界だといわれている。何もない、究極の無。僕らは焦レン熱タダ地・ジ獄グルダと大グレ焦ンタ熱ダ・地ジグ獄ルダで完全に消化されて、存在全てがなくなってしまう──それがつまり、無間地獄ジゴ・ジグルダなんだ……」
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〝地獄のような〟とは目の前の光景を表現するためにある比ひ喩ゆだ。

　舞弓は寡か聞ぶんにしてほんとうの地獄がどんなものだかは知らないが、それはきっと、まさに今、己おのれの眼前に展開しているようなもので──。

「魔ま王おうの怪造に必要な要素は、みっつ」

　地獄の中央で獅し子しのごとく高笑い、戯小路アルテが滔とう々とうと語る。

「ひとつは、大量の《魔力》。虚界アンダカの支配者たる魔王をこの世界で維い持じするためには、途と方ほうもない力が必要ですの。これは志田桐涼女と協力し、志田桐の秘伝である呪具《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》により用意いたしました。というより……志田桐はきたるべき魔王怪造のその日のために、《魔力》吸収の呪具《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》を創つくりあげていたというところかしら？」

　呪具《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》。

　それはおそらく、涼女が魔王杯開始と同時に青く煌きらめかせたあの鳥かごのことだろう。それがどのような効果を発揮するものなのかは舞弓にはわからないが、事実、それをひとつの引き金としておぞましい行こう為いが為なされてしまった。

　つい先刻までごく平へい凡ぼんな砂すな浜はまだったこの周囲は、悪夢のごとくその景観を様変わりさせている。

　黒い色が、絵の具のように世界に塗ぬりたくられている。

　暗黒。闇やみ。浸しん食しよくする、それは闇そのものだった。

　闇は伊依がいる海の家を中心にして徐じよ々じよに徐々に周囲を蝕むしばみ、溶かして吸収し、単純な漆しつ黒こくに変えていく。侵しん略りやくし、現界カナイを喰くらう闇の色。それが魔王と呼ばれ、魔王杯という大おお仕じ掛かけまでお膳ぜん立だてされて呼びだされたモノだった。

　魔王の怪造。

　これがそうなのか？　これのどこが──虚界アンダカの支配者なのだ？

　舞弓にはわからない。ただ嫌いやなかんじはする。呼びだされたあの黒いものが何かはわからない──魔王なのか、ちがうものなのかは判別できない。

　ただ、あれは良くないものだ。

　それだけは、本能が、魂たましいが理解している。

　冷や汗あせを頰ほおへ伝わせる舞弓に、アルテは傲ごう然ぜんと笑った。

「そして──ふたつめは、呪じゆ文もんと呪印。魔王へと至るそれらの鍵かぎは志田桐ではどうしても辿たどりつくことができず……その志田桐から研究成果を奪うばい、魔王の研究を引き継ついだ空すか井いい滅めつ作さくにより開発されました。ひとつ新しい呪文をつくるだけで優ゆう秀しゆうな怪モン造ステ学イス者トが生しよう涯がいを消費するというのに、魔王の怪造のために創造された呪文が十二で呪印が七つ、頭が下がりますわね──空井滅作の執しゆう念ねん、そして才能には？」

　魔王の怪造に必要な呪文と呪印。

　舞弓は見ていた。意識のない、操あやつり人形となった伊依が見たことも聞いたこともない呪文と呪印を実行するのを。あれがその、空井滅作が創造した呪文と呪印？　娘むすめである伊依はそれらを受け継いでいたのか？

　そうだ、空井伊依は空井滅作の娘──そして生と死を分かつ怪モ造ン生ス物ターと謳うたわれた《鳳フエニ凰ツクス》を殺害した不死鳥殺し。上級一位の、同どう胞ほうにすら恐おそれられた化け物を、伊依は魔王の怪造により倒たおしたという。

　その呪文や呪印を今の虚うつろだった伊依に実行させたのか？　だが、意のままに操るといっても、操るものが空井滅作オリジナルの呪文や呪印を知らなければ意味がない。

　そのはずなのに、こうして魔王は怪造された。

　どのような手段を用いたのか、どうやってヴェクサシオンが魔王怪造の呪文や呪印を知ったのか、舞弓には推測できない。ただこれが魔王であれなんであれ、やばいものだというのは身から体だが、本能が感じている。これに比べたらかつて遭そう遇ぐうした上級一位の《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》など可愛かわいいものだ。威い圧あつ感かんが、恐きよう怖ふがちがう。空気の全てが毒素に変わったような──。

　ならばこれは、舞弓の目の前に現れたこれは、やはりほんとうに魔王なのか？

　虚界アンダカの支配者。《魔ダーク王・オズ》。ほんとうにそんな途方もないものが怪造されてしまったのか？

「そして、最後のみっつめ」

　余裕げに、なぜだか悠ゆう長ちようとも思えるくらいのんびりと、アルテは語りつづける。その様子にも、舞弓は不ふ審しんをおぼえる。

　何かが、何かがおかしい。何かに、自分は気づいていない。

　刀を握にぎりしめ、背後の香美を守りながらしっかりと踏ふんばり、舞弓は必死になって思考を巡めぐらせる。考えるのは苦手だが、今はほかにほとんど頼たよれるものがいない。たいていの生徒は魔王杯からいまだ戻もどらないし、香美はどうしてか放心状態だ。

　青ざめた香美にちらりと視線を向けて、自分だけでも逃にげるよう小声で告げる。

　けれど香美は動かない。呆ぼう然ぜんと、魔王を眺ながめている。

　そんなふたりを弄もてあそぶように、アルテは女優のような仕草で言った。

「寂じやく憐れ院んいんの血統」

　心の底から忌いま々いましげに、アルテはその言葉を口にした。

　舞弓には、わからない言葉だ。寂憐院？　聞いたことがない。

　戸と惑まどう舞弓を気にせず、アルテは美しい金色の髪かみをかきあげる。

「そのみっつ。膨ぼう大だいな《魔力》、正しい呪文と呪印、そして寂憐院の血統──全すべてが揃そろえば魔王は怪造できる。志田桐と虚島の研究を調べ、わたくしはその答えに行きついた……確証はなかったけれど、どう!?　素す晴ばらしいでしょう、怪モン造ステ学イス者トの卵たち！」

　ほんとうに愉ゆ快かいそうに、アルテは己おのれを抱だきしめて叫さけんだ。

「あなたがたが求める、怪造学のひとつの究極がこれですわ！　見なさい、これが虚界アンダカの支配者！　全ての怪モ造ン生ス物ターの王！　魔王陛下にあらせられるのですわ！」

「これが……こんな、ものが………？」

　舞弓は眉まゆをひそめ、歯は軋ぎしりし、あらためて周囲を眺めた。

　どろどろと、地面を侵おかし、醜みにくく広がる暗くら闇やみ色いろ。

　こんな、意思すらなさそうな、不定型な黒いモノが──魔王？

　尊厳もなく、誇ほこりもなく、力強さすらなく、ひたすら世界を融ゆう解かいさせていくヘドロのような──こんなモノが、数多あまたの怪モン造ステ学イス者トたちが求めた魔王だというのか？

「ちがう……」

　舞弓は、自分でも支し離り滅めつ裂れつだと思いながらも、首をふって悲鳴をあげた。

「こんなものは、ちがう！　これは、魔王ではない！」

「……あら？」

　アルテがそこでわずかに喜色満面だった表情を崩くずし、目を鋭するどく細め、こちらを凝ぎよう視ししてきた。そうして傲ごう岸がんに仁に王おう立だちする彼女のほうが、その背後に見える訳のわからぬ黒いモノよりよほど存在感も、高貴さも勝まさっている。

　あの単たん細さい胞ぼう生物みたいな、雷らい雲うんみたいな、黒いモノはほんとうに魔王なのか？

「どうしてそう思いますの、サムライ・ガール？」

　アルテのその呼こ称しようがなんとなく気に障さわり、舞弓は再び戦せん闘とう姿勢となって髪に鮮あざやかな燐りん光こうをまとわせた。この姿になると自我が保ちにくくなるし、体力を消費するのだが──ヴェクサシオンと、違い和わ感かんはあるものの魔王と呼ばれる世界を浸しん食しよくする災害のごとき何か、ふたつの害悪を前にして背に腹は代えられない。

《朧おぼろ武ぶ朧ろう》を炎ほのおのごとき真しん紅くに煌きらめかせ、ヴェクサシオンに打ちかかっていく。

「理り屈くつなど知るものか！　私は頭が悪い！　ちがうったらちがうのだ！　あんなもの、魔王であってたまるものか！　伊依が、操られたとはいえ、誓ちかいを破って魔王を怪造するなど……ほかの誰が信じても、この戦橋舞弓が信じない！」

「せめて論理的に否定してほしいですが……まぁ、あなた、なかなか宜よろしくてよ？」

　あっさりと破はか壊い力りよくそのものの光の刃やいばを片手で摑つかみ、アルテは裂さけるような笑えみを浮うかべた。今の世界が地じ獄ごくなら、こいつは地獄に巣くう悪あつ鬼きだった。ならば正義の味方が負けるわけがない、と舞弓は力をこめ──。

　次の瞬しゆん間かんに、信じられないものを見た。

　アルテがさほど力をこめていないように、平然と指を折り曲げる。

「三大禁きん忌きなどと謳われていても……所しよ詮せんは無城の物造などオマケのようなものと思っていましたが、見解を改めねばいけないかもしれませんわね？　宜しくてよ、物造の申し子──あなた、たいへんに……わたくしを、ときめかせてくれますわ」

　びしりびしりと嫌いやな音が響ひびき、それが何かと目を見開いて確かく認にんし──舞弓は呻うめいた。

《朧武朧》が。

　今や全てを切断する真紅の刃と化した無敵の刀身が、ヴェクサシオンの指先であろうことか皹ひび割われている。光そのものに亀き裂れつがはしり、次の瞬間には硝子ガラスのごとく粉々に砕くだけ散った！

「───!?」

　柄つかだけになった《朧武朧》を、勢いのまま振ふり抜ぬいて──舞弓は思わず姿勢を崩してしまう。思考も、混乱する。
















《朧武朧》が砕けた？

　万ばん能のう無敵の正義の武器が？

　それよりも、いけない、肉にく薄はくしているアルテが何かしても……この姿勢では避さけられない。バランスを立て直し、戦闘姿勢に戻もどるには数秒が必要で、数秒もあれば、目の前のこの邪じや悪あくな生き物は自分のことなど簡単に八つ裂ざきにする。

　死ぬ。

　殺される。

　否いな──。

「話のあわないやつだと思っていましたが、今このときだけ《零バロ時ンヘ鏡ロメロ》に同意ですわ」

　ちろりと炎のような舌を這はわせ、ヴェクサシオンが手を伸のばしてくる。

「あなた、とても、美お味いしそうね………？」

　…………。

　…………………。

　言葉の意味を理解するのに、少しだけかかった。けれど敵の発言の意味がわかったとき、舞弓は原始的な恐きよう怖ふに全身を支配されてしまった。

　喰くわれる。

　より強い生き物に、弱肉強食で捕ほ食しよくされる。

　鍛きたえあげてきたこの身体からだが、積み重ねてきた鍛たん錬れんが、研とぎすませた精神が、十六年のまだ短い人生だが、そこにぎっしり詰つまった全すべてのもを喰らわれて奪うばわれる？

　怪モ造ン生ス物ターに喰われて死んだ母のように。

　道なかばで倒たおれた義あ兄にのように。

　こんなところで、邪悪な敵に、正義を刻むこともできずに自分は殺されるのか!?

「いただきまあぁす……」

　蛇へびのように大きく顎あごを開いて、アルテが人間らしからぬ動きで舞弓に食くらいついてくる。その牙きばだらけの忌いまわしい口に、頭を嚙かみ砕かれるまさに寸前──。

　舞弓にとって、奇き跡せきに等しい現象が同時にふたつ発生した。

　そうでなければ、舞弓自身が想像したように命は、人生は、ここで脆くも砕け散っていただろう。

　ひとつは、ヴェクサシオンの背後の海の家で何者かが動いたことだ。

　びくりと反応し、食欲に正気を失いかけていた敵は一いつ瞬しゆんだけ背後を振り向いて、そこで抱だきあう涼女と伊依を発見して目を見開いて硬こう直ちよくした。

「どうして……まさか……」

　その隙すき、たった一瞬の敵の狼ろう狽ばいのうちに、もうひとつの奇跡が砂すな浜はまに突つき刺ささった。

　砂すな粒つぶと土つち煙けむりを巻きあげ、派手に、まるで古い特とく撮さつ番組のように、舞弓好みの最高のタイミングで、舞弓が今、もっとも求めているものが現れたのだった。

　それは安易に助けてくれる都合のいい味方ではない。

　砂浜。舞弓の手を伸ばせば触ふれられる距きよ離りに降りたったのは、この状じよう況きようを自ら打開するための手段──一振ふりの巨きよ大だいな剣けん、すなわち武器だった。

　黒光りする、およそ実用的ではない長大な剣だったが、舞弓は迷わずその柄に手を伸ばしてとった。そして刃やいばを失った《朧武朧》を足あし下もとに捨て、新たに現れたその剣を両手で握にぎりしめ、なんの迷いもなく目の前の相手に向けて振るったのだ。

　伊依と涼女に目を奪われていたヴェクサシオンは、唐とう突とつなその舞弓の動きに一瞬だけ反応が遅おくれ……真っ二つにされなかったのは大したものだが、舞弓の全力をこめた剣の一いち撃げきをもろに腹部へ食らって横向きに吹ふっ飛んだ。

「ぐうっ……!?」

　身体をくの字に折り曲げ、砂浜を音をたてて転がり、彼女はしばし呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた。この強大な敵に一いつ矢し報むくいることができたと、束つかの間だけ喜び──まだ戦せん闘とうは終わっていないと舞弓は剣を構えたままそんな相手を睨にらみつける。

「この剣……」

　ひどく重いのに、不思議と手に馴な染じむ、どこかで見た覚えがある禍まが々まがしい大剣。これは──どこで見たのだったか、うまく思いだせない。このいかにも悪者がつかいそうな無む駄だにあちこち尖とがった形とかが、あまり気にいらなくて嫌いやだった記き憶おくがある。

　大きく息をつき、呼吸を整えて舞弓もちらりと海の家を見た。

　伊依と涼女がそこで抱きあっている。何があったのか、舞弓にはもちろんわからない。海の家の周囲は今も魔ま王おうらしき黒いモノで浸しん食しよくされていて、ほとんど重油が撒き散らされた海みたいになっている。そのなかで、平へい穏おんに、平和にあんなことをして、あいつらは状況を理解しているのだろうか？

　まぁ、舞弓にも、あまり現状はわからないのだが──ともあれ、ヴェクサシオンと魔王はここで倒しておくべきだろう。ほかの誰も助けてくれない今、舞弓ひとりだけでも、抗あらがうべきだろう。

　否、ひとりではない。この剣を投げてくれた誰かがいる。

　けれどそれは誰だ？　《朧武朧》を苦もなく粉ふん砕さいしたヴェクサシオンにすら一撃を与あたえ、なお刃こぼれしないこの剣は、いったい何なのだろうか？

〝……それは勇者の剣〟

　どこかから、不思議な声が聞こえてきた。

　やはり耳に覚えがあるが、どこでこんな声を知ったのかは覚えていない。

〝状況がわからぬ。ゆえに拙せつ者しやは手をだせぬ。姫ひめ様さまの命令を受けてもいないのでな……けれど、そなたは我が主あるじを守ろうとしていた。味方と判断し、手助けをした。その勇者の剣、じゃじゃ馬でござるが……見事、使いこなしてみせい〟

「………誰だ？」

　低く舞弓は問いかけたが、どうも相手の言葉は埒らちが明かない。

〝拙者は、世界を救うのに失敗した、過去の勇者……死ねども死ねぬ、生ける屍しかばね──けれど、弱いながらも正義に殉じゆんじる魂たましいをそなたに見て、拙者はせめてこの剣を、正義の意思を、そなたに伝えようと思ったゆえ……侍さむらい少女よ、今こそ剣を手にして闘たたかうがいい〟

　それは重く響ひびく、けれど舞弓の待ち望んでいた誰かの願いだった。

〝この世界を救うのだ！〟

　それは、そんなことは、今さら誰に言われるまでもない。

　常に。義あ兄にが死に、己おのれの無力さに、正義を失った世界の理り不ふ尽じんさに、幼い頰ほおを涙なみだで濡ぬらしたあのときから、常に心がけている誓ちかいだ。

　この世界を救うのだ。

　舞弓に、世界を変える力などなかった。何度も失敗し、敗北し、それを思いしるばかりの毎日だった。ひたすらに身にふる火の粉こを払はらい、目の届く位置にいる誰かを守り、現れた悪を各個撃げき滅めつするのが関の山なのかと歯は嚙がみしていた。

　けれど、そんな舞弓に、誰かもわからぬ不気味な声だが──誰かが確実に、重すぎるほどの願いだけれど、この世界を救えと頼たのんでくれたのだ。

　待っていた。誰かが、己を求めてくれるのを。

　正義の味方はいつだって、誰かに求められて初めて戦いの舞ぶ台たいに立てる。

　そのときこそ恐きよう怖ふはなく、迷いもなく、あらゆる悪を撃滅する無敵の戦士となれるのだ。舞弓の正義はいずれこの世の悪を全すべて処断し、世界に平和をもたらすだろう。

　この世界を救うのだ。

　当たり前だ。いつだって、それは舞弓の最高の願いだ。

　舞弓の答えは、聞かれる前から決まっていた。

「心得た！」

　勇者の剣を、その意思を、両手に握りしめて舞弓は地面を蹴けった。すでに心に恐怖はない。迷いもない。悪がいる。ならば斬きる。今も昔もそれが舞弓の全てだ。

　まだ、義兄のように天使にはなれない。

　けれど今は、そんな不器用な戦士でいい。一歩ずつ、逃にげずに、戸と惑まどわずに、こうして天国の階段を駆かけあがるように、真っ直ぐ前進していけばいいだけ。

「いざ参る！」

　高々と鬨ときの声をあげ、ようやく起きあがったヴェクサシオンへと斬りかかっていく。

　戦橋舞弓、装備変へん更こう。《朧武朧》→勇者の剣。

　同時に役割変更ジヨブチエンジ。侍→勇者。

　敵は魔王とヴェクサシオン。味方はいないが──。

　戦せん闘とう再開！
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　最初は地じ響ひびきだと思った。けれどそれは戦闘の音だった。打ち倒たおし、切り裂さき、爆ばく発はつが巻きおこる──どこかで、誰かが激しい戦いを繰くりひろげている。

「いけない……」

　伊依の腕うでのなかで涼女が、目を見開いて青ざめた。がたがた震ふるえ、彼女は海の家の外へ視線を向け、小声で低くつぶやく。

「きっ、気づかれ……気づかれた！　あいつに、見つかった！」

「あいつ……？」

　伊依は涼女の視線を追って、遠く、どこか様子がおかしい砂すな浜はまへと視線を向けた。やけに黒い海を背景に、光が煌きらめき、派手に砂すな粒つぶが飛び散って──。

　煙えん幕まくのような土つち埃ぼこりを振ふりきり、ひとりの少女が激げき怒どの面相でこちらに向かってくる。

　ぞくぞくぞくっ、と伊依の背筋が泡あわ立だった。

「アルテさん……」

　まさに鬼き気き迫せまる勢いで、猛もう獣じゆうのごとくこちらに駆けてくるのは見覚えのある少女──戯小路アルテ、すなわち《肉ヴエ体クサ道シオ楽ン》だった。これまで伊依に何度も接せつ触しよくしてきて、そのたび語りあって、いまだに解わかりあえない伊依の天敵。

　どうして彼女がここにいる？

　どうして、あんな怖こわい顔でこちらに向かってくる？

「涼女！」

　アルテが、刃やいばのような声で吼ほえた。

「どうして空井伊依が目覚めているの!?　あなた、このわたくしを裏切るつもり!?」

「あ……あぁっ……」

　涼女はしばし顔色をなくしたまま狼狽うろたえ、それから伊依の手をぎゅっと握にぎって無理に引きずった。つんのめり、転びそうになったものの、伊依は必死になってそんな彼女についていく。

　やはり身体からだがひどく気け怠だるい。この感覚、おぼえがある。連続怪造をした直後や、何か強大な怪モ造ン生ス物ターを呼びだしたときの、生命力が根こそぎ吸われているかんじ。

　ぐにゅ、と何か嫌いやな感かん触しよくのものを踏ふんだ。

「………？」

　下を見ると、古頃の制服を着た誰かが倒れている。すわ屍し体たいかと思って声もだせないほど驚おどろいたが、どうもただ気絶しているだけらしい。

　よくよく見ると、暗くて今までわからなかったが周りはそんな生徒だらけだ。おそらく、魔王杯に参加するため自我のみを八大地じ獄ごくに飛ばされているのだろうが──どうして、まだ誰も戻もどっていないのだろう？　というか、どうして涼女と伊依だけが目覚めているのだ？

「伊依ちん、立ち止まらないで走って！」

　叱しつ責せきされ、信じられない力で伊依は涼女に手を引かれる。伊依よりも小こ柄がらなくせに、牽けん引いん車しやみたいな力だ。その右手から下がっている鳥かごには青い煌めき──。

　状じよう況きようが、うまく理解できない。

　ただ、なんだか、何か……嫌なかんじがする。

　世界全体が、不気味で、空そら恐おそろしい。

「す、涼女ちゃっ……」

　すぐに息切れしたが、それでも何か知っているらしい涼女に当とう惑わくの視線を向ける。涼女は歯は嚙がみし、可愛かわいらしい眉まゆを寄せていたが、それでもこちらをきつく見あげてきた。

「伊依ちん」

　海の家を飛びだす。外は一面、噓うそみたいに真っ暗だった。奈な落らくの底。ヘドロの海のような、無間地獄のような、闇やみそのものの世界。徐じよ々じよに広がり、今や砂浜や、舗ほ装そうされた海岸の道などにも浸しん食しよくしている。観客たちは──逃げ惑まどっている。海の家だけぽつんと無事なのが不思議なくらいだ。

　台風の目のような海の家の外は、足をずぶずぶ飲む泥どろ沼ぬまみたいだったけれど、伊依と涼女は懸けん命めいに走った。すぐそば、もう目と鼻の先まで、ヴェクサシオンが迫せまっている。

「約束したよね。噓つかないで、ちゃんと守ってね。信じたからね」

　握りしめた手をゆるやかに解き、一いつ瞬しゆんだけ小指を絡からめ、指切りげんまんして涼女は微笑ほほえんだ。針金で吊つられた、噓の翼つばさがわずかに揺ゆれていた。

「香美ちんのこと、よろしくね」

　それから、伊依の耳元に顔を添そえて、髪かみの生え際ぎわあたりにキスするみたいに唇くちびるを近づけて、涼女はつぶやいた。

「噓ついたら。舌切るよ──」

　逃にげきれないと思ったのか、そこで涼女は伊依の背中を押し、ひとりで逃げるように目配せして──それから黒い地面に思いっきり鳥かごを叩たたきつけた。

　鈍にぶい音がする。金色の鳥かごの格こう子しが歪ゆがみ、青い光が激しく振しん動どうした。

　同時に視界を満たしそうな黒いモノが、不安定に揺れたのが見えた。

「こんなの！　こんなもの！　最初から、なければよかったんだ！」

　涼女は泣きそうな表情で、ひたすらにその行こう為いをつづけながら絶ぜつ叫きようする。

「魔ま王おうなんか、求めなきゃ！　鳥かごなんか、つくらなきゃ！　志田桐の宿命なんか、さっさと捨てればよかったのに！　ママの馬鹿！　あたしの馬鹿！　こんなの！　こんなもの！　あったせいで──」

「お止やめなさい、涼女！」

　接近してきたアルテが、鳥のかぎ爪つめのようになった指先を涼女に振ふりかざす。

「まだ魔王を完全に怪造するためには《魔力》が足りません！　ここで《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》が潰つぶれたら儀ぎ式しきが崩ほう壊かいする！　どうして!?　どうして裏切るの!?　いつだってみんな、わたしの思いどおりに動かないの!?」

　涼女の胸むなぐらを摑つかみ、アルテが地面にそのまま叩きつけた。噓かと思うほど大きな音がして、鮮せん血けつが舞まい踊おどった。伊依は頭を抱かかえ、悲鳴をあげてそんなふたりに手を伸のばす。今のは、酷ひどい。即そく死ししても、おかしくはない。

　けれどアルテは錯さく乱らんしたように、涼女を何度も何度も地面に叩きつけた。すでにぐったりして動かない彼女に、それこそ子供みたいにまとまらない怒いかりを叫さけびながら。

「あと少しなのよ！　長い長い、道のりだったのよ！　どうして邪じや魔まするの!?　愚おろかで、間ま抜ぬけな、弱い生き物が！　どうして邪魔をする！　なんで思いどおりに動かない!?」

「やめてヴェクサシオン！　涼女ちゃんが死んじゃうよ！」

　逃げろと言われたのを無視し、伊依はアルテに飛びかかって羽は交がい締じめにしたが──今の彼女は容よう赦しやがなかった。白熱した瞳ひとみでこちらを睨にらみ、思いっきり伊依の腹部を殴なぐりつけてくる。

「ぎゃ──」

　生身の伊依に究極の禁きん忌きであるヴェクサシオンの打だ撃げきが耐たえられるわけもない。即死しなかったのがおかしいくらいだ。身体からだが千切れるような衝しよう撃げきと、内臓を吐はきだしそうな重い痛みに呆あつ気けなく動けなくなる。

　底なし沼ぬまみたいな黒い大地に、沈しずみながらも悶もだえ、苦しんで何もできない。痛い。悔くやしい。また暴力の前に、自分は何もできないのか。また目の前で、友達になれるかもしれない誰かを失うのか。

「貴様！　よくも伊依を！」

　怒ど号ごうとともに、傷だらけの舞弓がヴェクサシオンの背後から跳とびだしてきた。どうも今まで懸命に闘たたかっていたらしい。見覚えのない黒々とした剣けんを両手持ちして、そんな彼女は勢いよくアルテの片かた腕うでを切断した。

　腕が舞い、けれど血は一ひと滴しずくも垂れず、アルテに胸ぐらを摑まれていた涼女がぼろ布のようにその場に崩くずれ落ちた。動かない。意識がないようだ。死んだ──かもしれない。

　伊依は腹部の痛みに呻うめきながらも、そんな涼女に手を伸ばす。

　状況はわからない。けれど涼女はたぶん、自分を守ろうとしてくれた。あの鳥かごがどういうものかはわからないけど、それを壊こわそうとしてくれた。

　だからヴェクサシオンの逆げき鱗りんに触ふれて、あぁして痛めつけられた。たぶん発言から判断して、ヴェクサシオンと涼女は何らかの協力関係だったのだろうけど、涼女が裏切ったから──ヴェクサシオンが怒おこったのだ。

　ならば、伊依にも責任はある。涼女の考えを変えさせたのは、たぶん自分だ。最初、海の家で目覚めたとき、涼女は話しあうだけで危ない橋を渡わたることになると言っていた。アルテは、どうして伊依が目覚めているのかと怒っていたから、たぶん伊依はほかの生徒と同じように今は意識を失っていなければいけなかったのだろう。

　なのに涼女は約束を守って、ちゃんと話しあいをしてくれた。

　ならば伊依も涼女との約束を、きちんと果たさなくてはいけない。

　こんなところで寝ね転ころがっている場合ではないのだ。

　最低限、生きて、それから香美をよろしく頼たのまれたから、ちゃんとお友達として仲良くしていく。それが約束を果たすということで、伊依の誠意だった。

　もちろん、今となっては涼女のことも助けたい。

　彼女はヴェクサシオンを裏切ることで粛しゆく清せいされた。けれどまだ、たぶん死んではいない。ならば守りたい。手を伸ばして、助けたいのに。

　身体が……動かない。

　咳せきこむと、血がたくさん零こぼれた。内臓が傷ついたかもしれない。

「伊依！　動くな！　君はたぶん、自分で思っているより重傷だぞ！　こいつの相手は私がする──！」

　舞弓が呼びかけてきて、その黒い剣を袈け裟さ斬ぎりに放った。けれどヴェクサシオンは激げつ昂こうしながらもそれを避よけ、切断された腕すらも即そく座ざに再生して拳こぶしを握にぎった。

「どいつもこいつも……」

　高貴な仮面をかなぐり捨て、荒あら々あらしい本ほん性しようを剝むきだしにした彼女は舞弓の剣を捌さばきながら全身に殺気を充じゆう満まんさせた。転がった伊依と涼女を一いち瞥べつし、向かってくる舞弓を牽けん制せいし、それから暗黒に染まりつつある世界を眺ながめて──深々と溜ため息いきをつく。

「あと少しなのよ……最後の最後の、安い逆転劇など許さない。完かん璧ぺきな勝利のために──もはや手加減はしない、貴様ら、冥めい土どの土産みやげに見るがいい！　このヴェクサシオンが本気になれば、貴様らなんぞ虫けらだという、その証しよう拠こ！」

　再生したばかりのアルテの右みぎ腕うでが、その瞬しゆん間かんに奇き妙みようなほど歪ゆがむ。現れたのは不気味な──昆こん虫ちゆうの複眼のようなものが先せん端たんについた、どこか重火器に似たもの。

『上級二位の《死ジン鈴グル蟲ベル》──溶よう解かい液の大たい砲ほうだ！』

　伊依の胸元で、滅作が大声で警句を叫んだ。

『触れただけで全存在が消し飛ぶぞ！　避けろ！　《死ジン鈴グル蟲ベル》の溶解液の前ではあらゆる防ぼう御ぎよが無意味になるんだ！』

「避けろっていったって……」

　いつだって、滅作の忠告は役にたたない。

　そもそも伊依や涼女は動けないし、舞弓には滅作の声が聞こえないのだ。いくら警告を叫さけんだところで、彼女には届かない──。

　そのはずなのに。

「ぐっ……!?」

　舞弓は、滅作の声が聞こえたみたいに、即座に反応して動いた。同時にアルテの《死ジン鈴グル蟲ベル》と化した腕からは猛もう毒どくの溶解液が放たれ、それはまさに光線のごとく遠えん距きよ離りまで飛び、遠くの地面を抉えぐり飛ばした。

「……舞さん、今、父さんの声……」

　伊依は目を白黒させる。訳がわからない。状じよう況きようが理解できないのに、次から次へと意味不明なことが発生して頭が追いつかない。どうして今、怪モ造ン生ス物ターか伊依にしか聞こえない声を、舞弓は聞き取ったのだ？　それとも、偶ぐう然ぜんか？

　全身から燐りん光こうを放ち、瞳ひとみを赤く燃やして、侍さむらい少女はこちらを見てくる。

「伊依！　その鳥かごだ！　そいつを破は壊かいしろ！　まだ魔ま王おうは完全に怪造されていないらしい……《魔力》のもとであるその鳥かごを破壊すれば──」

「ま、魔王？」

　何を言っている。舞弓は、何を言っているのだ。

　なんで魔王なんて名前がでてくるのだ。

　わからない。けれど、たしかに自分にできることはそのくらいだと思われた。涼女が破壊しようとして、なかばでヴェクサシオンに妨ぼう害がいされて中止させられた鳥かごの破壊──それさえ実行すれば、このみんな傷つけあう、嫌いやな状況が終わるのか？

　ならば、ならば伊依は──。

　痛む身体からだを這はわせ、気絶したままの涼女のもとへと進んでいく。遠い。アルテに殴なぐられたときかなり吹ふっ飛ばされたから、歩けないこの状態では鳥かごまで辿たどりつくのがまず大変だ。

　当然、悠ゆう長ちように伊依が目的を遂とげるのを待ってくれるわけもなく、ヴェクサシオンが素す早ばやく反応し、能面の般はん若にやのごとく顔を引きつらせた。

「させない……」

　そして《死ジン鈴グル蟲ベル》をこちらに向けて、ひえびえする声で告げてくる。

「呪じゆ文もんと呪印が受理されて、魔王怪造が始まった今──寂憐院の血統である貴様にはもはや用はない。《魔力》供給の呪具《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》を破壊するつもりなら……殺す」

　避けられない。今の伊依では、本気でこちらを始末するつもりのヴェクサシオンの攻こう撃げきは避けられない。当然、舞弓が動いてくれたが、そこは敵も禁タ忌ブー怪・造モン生スタ物ー──残された左ひだり腕うでを刃やいばに変え、片腕で侍少女を捌いてのける。

「残念ですわね。ほんとうに」

　最後にまたアルテの口調に戻もどって、むしろ清すが々すがしそうに、彼女は言い放った。

「けっきょく、最後まで……解わかりあえませんでしたわね、わたくしたちは！」

「────」

　あぁ、そうなのか。

　最後まで、解りあえなかったのか。

　言葉を尽つくした、つもりだった。誠意をもって、仲良くしようとしたはずなのに。どうしてこうして闘たたかって、悪意を向けられて、今、彼女に殺されなくてはいけないのか。

「…………」

　否いな。

　諦あきらめてはいけない。最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで、伊依は自分の夢を諦めない。

　諦めないし、裏切らない。

「……友樹ちゃん」

　こちらに完璧な死をもたらすだろう凶きよう器きのような片腕を見つめ、伊依はその名前を呼んだ。一瞬、その場にいた誰もが目を丸くし、戸と惑まどった。

　けれど伊依は躊躇ためらわず、口元の血を拭ぬぐい、視線だけは真っ直すぐにヴェクサシオンと呼ばれる生き物を見つめて──古頃大祭の当日、虚島罠奈から預かったディスク、そこに書かれていたひとりの被ひ害がい者しやの名前を、口にした。

「もうやめて……寂じやく憐れん院いん友ゆう樹きちゃん」

「…………」

　伊依の考えているとおりなら、この名前は劇薬的な効果を発揮するはずだった。切り札──できれば、もっと落ちついて話しあえるときに、口にしたかった名前なのだけれど。

　それはたぶん、これまで、ほとんどまともに呼ばれることもなかった、哀あわれな名前。

「その名前で」

　ヴェクサシオンは──否、虚島慈樹博士の研究書、その写しであるディスクによると──人体実験に晒さらされ、狂きよう気きの研究の産物とされた、伊依の義あ兄に……寂じやく憐れん院いん孤独ひとりの実の娘むすめであるはずの、その少女は。

「その名前で、わたしを呼ぶな！」

　全すべての虚きよ飾しよくを捨てきった、激しい感情のままに《死ジン鈴グル蟲ベル》の猛毒を解き放った。
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　ほんとうに、自分は馬鹿だ。

　何度でも、同じ過あやまちを繰くりかえす。

「…………」

　伊依には繰りかえし見る悪夢がある。その出来事からどれだけ月日が流れても、そのとき死んだと思ったそのひとと再会できても、全てが無かったことにはならない。夢のなかで、何度も何度もその絶望を見せつけられ、伊依は今度こそと強く誓ちかったはずなのに。

　今度こそ、また同じような場面に立たされたら。

　今度こそ、自分のために誰かが死ぬようなことはないように──。

　なのに。

　また、《鳳フエニ凰ツクス》から自分を守った桃もも子このように、伊依をかばって跳とびだした影かげがあった。その人物の普ふ段だんの様子からは信じられない、いつもどれだけサボっていたのだというような速度で駆かけよってきて、《死ジン鈴グル蟲ベル》の溶よう解かい液に貫つらぬかれそうだった伊依を守った。

　幸いなことに、一いち撃げきでその救世主の命が散らされることはなかった。

　けれど。

　けれど──。

「か………」

　伊依は気味の悪い、真っ黒に染まった地面に転がっている。泥どろのようなそれは制服をしとどに汚よごし、また顔も黒く染め、穢けがらわしい。けれど今は、そんなことに構っている余よ裕ゆうはない。自分を抱だきしめ、ともに転がり、助けてくれたのは香美だった。

　魅み神かみ香か美み。いつも面めん倒どうくさそうに、ぜんぶ怠なまけていた彼女が、全力で走って、ものすごい力で伊依を抱きよせて、《死ジン鈴グル蟲ベル》の破はか壊い力りよくから逃にがしてくれた。

　けれど、その代だい償しようとして、彼女は右足を失っていた。

　長くて綺き麗れいな、その右足は、ふくらはぎのあたりから溶解液に消し飛ばされて消しよう滅めつしていた。

「カービィちゃん……？」

　伊依の全身が、病気のように震ふるえる。目の前の現実が信じられない。香美はいつものように名前を訂てい正せいする余裕もないのか、必死で伊依を抱いたまま、苦痛に脂あぶら汗あせを流し、目を瞑つぶって震えている。

「伊依！　魅神！」

　舞弓の悲鳴が聞こえたが、伊依はそちらを見ることもできない。

　香美の足が。

　香美の足が、伊依のせいで──。

「もう」

　香美が、掠かすれた、ほとんど独り言のような声でつぶやいた。

「もう……死なせたくない。お友達を………涼女ちゃんを、あちきは、まるで殺したようなものだから──今度は、絶対に……」

　死なせたくなかった、と彼女は呻うめく。

　どういうことなのか、伊依にはわからない。香美と涼女の物語を、伊依はまだすこしも知らないのだ。けれどなんとなく、想像はできた。

　かつて、香美は涼女を守れなかった。守れず、死なせてしまった。

　だから今回、涼女がお化けのように再び現れたとき、あぁして驚おどろいたのだし、ほとんど涼女の言うことに絶対服従のようになっていた。香美は繰りかえしたくなかったのだろう──死なせてしまったお友達を、今度は幸せに、その思うとおりにさせてあげたかったのだろう。

　涼女だけでなく、今は伊依のことも、お友達だから──死なせたくなかったのだろう。

　ならば香美の足が失われたのは、彼女を友達と呼んだ伊依の罪か。

　いつもそうだ。たいせつなところで、いらないことを言って、何かを過あやまつ。伊依はぎゅっと目を瞑り、香美を強く抱きしめてから、それでも怯ひるまずに顔をあげた。

　悔くやしかった。涙なみだが溢あふれてきた。けれど今は泣いていても仕方がないのだ。ここで怒いかり狂くるい、暴れてはまた《鳳フエニ凰ツクス》の悲劇の再来だ。

　裏切らないと言ってしまった。夢を、言葉を、裏切らないと。それはひどく難しいことだけれど、舌の根も乾かわかぬうちにその発言を覆くつがえすのはそれこそ申し訳ない。

　痛みに震える香美を抱いたまま、伊依はこちらに銃じゆう口こうのような《死ジン鈴グル蟲ベル》の複眼を突つきつけるヴェクサシオンを見あげた。その左手は奇き怪かいな刃やいばで、髪かみの毛は今や炎ほのおと化して燃えあがり、背中からは異様な羽が何枚も生えていて──その姿は、伝説にある邪じや悪あくな神々のようだった。

　けれど、ちがうのだ。ヴェクサシオンは、神様じゃない。神様じゃないから、手が届く。声も伝わる。気持ちも、きっといつか通じあえる。そう思わないと、ほんとうに頭がおかしくなりそうだった。伊依は瀬せ戸と際ぎわにいた。思想の全てが、精神の全てが、崩くずれてしまいそうだった。

「……友樹ちゃん」

　繰くりかえし、伊依はその名を口にする。自分の義兄が生んでしまった悲劇の子の名を。自分と血は繫つながらないけれど、放ほうっておけるほど真っ赤な他人ではない相手の名を。

「あなたの目的はなに？　どうして究極を求めるの？　みんな傷つけて、独りぼっちで強くなって、それでどうするの？」

「…………」

　ヴェクサシオンは応こたえない。全すべてを憎にくむようなその表情は、伊依の言葉を弾はじく鉄てつ壁ぺきの要よう塞さいだった。けれど伊依には、そのなかで泣く幼い子供の姿が見えるのだ。

　罠奈から渡わたされた虚島慈樹の研究書、その写しであるディスクには、『ヴェクサシオンの研究』と題されたとある非人道的な実験が書かれていた。

〝材料〟は、ひとりの少女。

　義兄、寂憐院孤独の実の娘むすめである、寂憐院友樹。

　そんな彼女に呪じゆ具ぐを埋うめこみ、特とく殊しゆな手術で人体改造を施ほどこした──友樹を、怪モ造ン生ス物ターを無限吸収する新種の生き物へと〝進化〟させたのだ。

　彼女は怪モ造ン生ス物ターを喰くらい、その能力と戦せん闘とう力りよくを奪うばった。

　奪って奪って奪いつづけて、もはやヒトではなくなってしまった。

　自在に虚界アンダカと現界カナイを移動し、怪モ造ン生ス物ターを喰らい、人間を襲おそう──怪造学の禁きん忌き、それがヴェクサシオンの正体だ。人間と無数の怪モ造ン生ス物ターの合成種キメラ。異い形ぎようの研究が生んだ、狂きよう気きの産物。友樹は──被ひ害がい者しやだ。

　虚島慈樹の研究書は日記帳のようなものだったので、具体的に彼らがどのようにしてヴェクサシオンを完成させたかはわからない。伊依がちょっと考えただけでも不ふ審しんな点はいくつも思いつく──怪モ造ン生ス物ターは《魔ま力りよく》がなければ現界カナイに存在しつづけられないのに、ヴェクサシオンに吸収されたとはいえその能力や戦闘力が留とどまりつづけるのはなぜか。そして、根本的な疑問として、どうして寂憐院孤独の娘でなくてはいけなかったのか。

　その研究書には、明確な答えは載のっていなかったけれど、気になる文章はあった。

　いずれヴェクサシオンはあらゆる怪モ造ン生ス物ターを吞のみこんで、人工の魔王になると。

　そして寂憐院の血族には、虚界アンダカの全てを支配する権利があると。

　虚界アンダカと寂憐院。両者の関係は不明だ。けれどヴェクサシオンの母体として友樹が選ばれたのには理由がありそうだった。彼女はたぶん、寂憐院の血を継ついでいるからヴェクサシオンに選ばれたのだ。

　けれど、そんなこと、どうでもいい。

　義あ兄にと虚島慈樹博士の研究など、それにどれだけ学術的に偉い大だいな成果があろうとも、所しよ詮せんは悪あく趣しゆ味みな人体実験の産物だ。伊依は認めない。絶対に、認められない。

　そして友樹は被害者だ。その考えは譲ゆずれない。義兄たちの狂気に巻きこまれ、その身体からだを弄いじくられたあげくに人間ですらなくなった。

　義兄や虚島慈樹博士を含ふくめてその研究の関係者全ては連続怪モン造ステ学イス者ト殺人事件でヴェクサシオンに皆みな殺ごろしにされている──恨うらんでいたのだろうし、虐ぎやく殺さつはやりすぎだと思うが、伊依もその憎ぞう悪おが理解できなくはない。

　けれど、もういい。もういいのだ。

　義兄たちはみんな死んでしまった。

　友樹はもう、誰にも身体を弄られることはない。怨えん恨こんに満ち、殺さつ戮りくを繰りかえす人生は哀かなしすぎる。もう彼女はふつうに生きてもいいのではないか。ヴェクサシオンではなく、寂憐院友樹としての幸せを、探してもいいのではないか。

　なのに友樹はヴェクサシオンとして、今も怪モ造ン生ス物ターの吸収同化をつづけている。最終的に魔王を喰らって、世界でいちばん強くなっても、たぶん満たされはしないだろうに。

「もういいんだよ……もう、やめてよ。友樹ちゃん」

　伊依にはもはや論理も何もない。泣きじゃくって、訴うつたえるだけだ。冷れい酷こくな表情で立つ寂憐院友樹を見あげ、香美を抱だきしめたまま、幼児みたいに繰りかえす。

「もう、ヴェクサシオンでいなくていいんだよ」

　手を伸のばし、伊依はすなおな気持ちを吐はきだした。

「強くなっても、強くなっても、強くなっても、誰も喜ばない……誰も褒ほめてくれないよ、友樹ちゃん。そんなふうに、義に兄いさんたちの望んだとおりにヴェクサシオンとして完成しようとしても……意味ないよ。義兄さんたちはもう、死んじゃったんだよ……？」

「…………」

　友樹は──伊依の血の繫がらない姪めいは、そこでうっすらと笑った。鬼おにのような、非人間的な笑えみだった。

「伊依……いいえ、父さんの妹さん？　父さんの、最さい期ごの言葉を教えてあげよっか？」

　自らの顔に異形の手を添そえて、表情を隠かくし、涙なみだか笑顔を見せないようにして、友樹は淡たん々たんと語った。

「ヴェクサシオンの研究が怪造学会に目をつけられて、しばらく中止せざるをえなくなって……わたしは、研究所に放っておかれたよ。寂さびしくて……寂しくて、寂しかったよ、ほんとうに、わたし……信じられないかもしれないけど、べつに父さんたちを恨んでなかった……手術は痛くてつらかったけれど、ちゃんとしてれば褒めてくれたもの……」

　声は小さく、か細く、ほんとうに──幼い少女のようだった。

「だけど、寂しくて研究所を抜ぬけだして、みんなに会いにいったの……わたしを研究していたみんなを捜さがして、会いにいったの………そしたら、わかっちゃた。わたしは自分がみんなの娘むすめなんだと思っていたけれど、ほんとうはただの実験動物だったんだって。わかって、気づいて、なんでか、殺しちゃった……」

　熱い涙が、彼女の最後の人間性のような涙が、その顎あごを伝って暗くら闇やみに落ちた。

「わかる？　わたしが会いにいったら、みんな怖こわがるの。わたしは、よくきたねって頭を撫なでてほしかったのに……みんな、怯おびえて、ときには攻こう撃げきしてきて、わたしを追い払はらおうとした……この家からでていけって、ここは自分たちのたいせつな家庭で、おまえなんかにこられたら困るって──」

　その身体が、歪ゆがむ。ランダムに、鳥や獣けものや爬はち虫ゆう類るいや、炎ほのおや氷や雷かみなりや、何かわからないものが、次から次へと表面に浮うかんでは切り替かわっていく。異形。ヴェクサシオン。あらゆる怪モ造ン生ス物ターを吸収同化し己おのれのものにする怪モ造ン生ス物ター。

　彼女はもはやどこが顔だかわからない、ぐにゃぐにゃとした顔らしき位置に、両手らしき何かを添えて、一秒ごとに音程も何もかも変わってしまう不安定な声で語る。

　彼女の絶望を、伊依は理解できていなかった。

　そのとき彼女が放った台詞せりふは、伊依がこれまで聞いてきた、ほかのどの言葉よりも残ざん酷こくだった。残酷で──可哀かわい想そうだった。

「最後に、父さんに会いにいったの。ほんとうの父さんだから、孤独父さんだけはわたしの頭を撫でてくれると思ったの。よくきたなって、褒めてくれると思ったの。だけどわたしを見るとやっぱり追いだそうとして、怖がって、ひどいことを言って……しかも、間の悪いことにわたしの知らない子供がはいってきて、父さんは死にかけてたのにその子供を逃にがそうと声を振ふりしぼって、最後の最後の最後には、わたしなんかに見苦しく懇こん願がんした──あの子だけは殺さないでくれ、あの子だけは許してくれ、あの子は私のたいせつな一人息子なんだってねぇぇ……あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　訳のわからぬ不定形となった友樹は、全身から悲ひ嘆たんそのものの叫さけびをあげる。

「だったらわたしは何なの!?　わたしは何!?　わたしは何!?　わたしもあなたの子供だよ！　父さん！　父さん！　わたしは友樹だよ！　あなたの子供だよ！　わたしを見てよ！　わたしを忘れないで！　わたしをわたしをわたしを捨てないでえええええ!!」

　醜みにくく崩くずれた哀あわれな子供は、自我すら危あやうくなったのか、めちゃくちゃに千切れた言葉を世界に向けて訴えていた。見ていられない。伊依は、見ていられなかった。こんなに可哀想な生き物がほかにいただろうか。身体を弄くられ、人間であることを否定され、親にすら恐おそれられ──。

　友樹は譫うわ言ごとのように、たぶん、ほんとうにそんなものなのだろう……強がりな最後の虚きよ勢せいで隠していた、己の目的を吐きだした。

「わたしを褒めて……父さん、父さん、わたし、良い子にしてるからぁっ……わたし、言われたことちゃんとやるから、ちゃんと究極の……生き物になるからぁっ……父さん、みんな、わたしを──褒めて………」

　その刹せつ那な、直後、まさに一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　完全に正気ではない、ただ嘆なげくだけの友樹の背後に、侍さむらい少女が立った。

　彼女はひどく苦しげな、痛ましそうな、身を切られるような表情だったけれど──。

「すまない。私は天使ではないから、君を救うことができない……」

　そしてどこかで見た覚えのある色の煌きらめきを宿らせた、武骨な剣けんを不定形の友樹に呆あつ気けなく叩たたきこんだ。かつてない衝しよう撃げきと、破は壊かい。さしものヴェクサシオンも防ぼう御ぎよすらできず、錐きり揉もみ回転して爆ばく散さん、絶ぜつ叫きようし吹っ飛とばされた。

　伊依は呆ぼう然ぜんとしながら、舞弓の剣を見つめた。

「あれは……たしか、《走ナイ馬ト燈メ処ア刑・騎ナイ士ト》さんの剣？　怪モ造ン生ス物ターを吸収して、破壊力を上じよう昇しようさせる──でも、ちかくに怪モ造ン生ス物ターなんかいなかった……」

　そこまで独りごちて、気づいた。

　舞弓のそばに、何かぐちゃぐちゃなものが倒たおれている。

　手足と、眼球と、わずかに残った髪かみの毛と、服や靴くつから、それが誰だか、誰の成れの果てだか──伊依はすぐに理解した。そして舞弓が剣に吸収し、力に換かえてヴェクサシオンを討うったその怪モ造ン生ス物ターの正体も。

「死んだはずの涼女ちゃんに混ざっていたもの……ヴェクサシオンと協力関係だった涼女ちゃんだから、たぶん遊くんみたいに怪モ造ン生ス物ターを埋うめこまれていて──だから、その怪モ造ン生ス物ターを捧ささげて……舞まいさんの剣を強化した？」

　その結果。

　考えたくもない、その結果。

「涼女ちゃん……」

　意識のない香美を抱だきしめたまま、伊依はゆっくり、ゆっくり、這はっていく。暗黒に染まっていた大地は、《魔ま力りよく》を供給していた鳥かごの持ち主が──いなくなったからか、浸しん食しよくをやめて引き潮のように消えていく。けれど、そんなものはどうでもよかった。大事なのは……今、確かめなくてはいけないことは。

　重い一いち撃げきを食くらい、弾はじきとばされたヴェクサシオンのことでも。

　切腹せんばかりに、歯は痒がゆそうに剣を握にぎりしめて悔くやしさを堪こらえている舞弓でも。

　伊依の腕うでのなかで、やはり痛みに呻うめいている香美のことでもなく。

「涼女ちゃん……」

　いつから彼女は、この覚かく悟ごを決めていたのか。

　海の家で語りあったとき、ヴェクサシオンを裏切ったとき、すでに自分の未来を諦あきらめて──ほんとうに、伊依にぜんぶ託たくそうと決めてくれたのか。

　混ざりものを全すべて捧げて、涼女は屍し体たいに戻もどっていた。
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　ぐちゃぐちゃのその人間の残りものを、伊依は見ていられなくて大地に突つっ伏ぷして泣いた。赤黒い肉の真ん中に、針金で繫つながった飛べない翼つばさが揺ゆれている。

「涼女ちゃん、あなた……」

　伊依は言葉が思いつかず、ただ哀かなしくて、苦しくて、感情のままに声を吐はいた。

「なんにもできない……ひとじゃなかったよ──」

　最後に、己の全てで自分たちを守ってくれた彼女のため、伊依は慟どう哭こくした。

　主あるじを失った鳥かごが、ひとりでに扉とびらを開いて青い光を外に舞わしていく。

　その光を追いかけて空を見ると、一羽の鳥が天に向けて飛んでいくのが見えた。
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　子供の姿の虚きよ無む大公が、パジャマ姿の喜き悦えつ大公に肩かたを貸している。

　滑こつ稽けいな、それこそ一昔前ならそんな話をすれば何の悪い冗じよう談だんだと笑いとばされただろう、ありえない状況、意味がわからない、……悪い冗談。

「悪い冗談──か。まさに、な」

　荒あらい息をつき、いまだ高熱に頰ほおを染めている巴ともえ 已い己こ巳みを見やり、それから闇やみ宮みや影かげ文ふみは己おのれの眼前に広がる光景を眺ながめて嘆たん息そくした。

「悪あく趣しゆ味みが過ぎて笑えぬわ」

　愚ぐ痴ちを零こぼしたくもなる。全すべての物事が気にくわない。瞬しゆん間かん移動でもして現場に登場できたら格好よかったのだが、そんな能力のない影文は急せかす已己巳に懇こん願がんされて、ここまで自転車の二人乗りでやってきた。

　夢ゆめ追おい坂ざかの町。工業廃はい水すいで汚よごれた海の、砂すな浜はま。あまり綺き麗れいなところでもないので夏以外は誰も近づかないその場所が、つい先ほどまで暗黒に吞のまれていた。

　平へい穏おんな住宅街の中ちゆう途とから、まるで絵画を引き裂さくみたいに染しみだしていたその闇色は、けれど影文の見ている先から徐じよ々じよに消えていく。潮が引くように。なんとも呆あつ気けなく。

「いったい……何があったのじゃ、これは」

　感覚器もほぼふつうの子供と変わらない影文には、いまいち状況が理解できない。《魔力》にのみそれなりに鋭するどいつもりだが、あの黒いモノは強大な《魔力》こそあれ個性がなく、まるで虚界アンダカそのものが噴ふきだしてきたような──形を整えもせずに放ほうりだされた粘ねん土どみたいな、意思も目的もなさそうな印象しかおぼえなかった。

　いったいあれは何だったのだ？

　この場所で、今の今まで、どのような現象がおきていたのだ？

　駆かけつけるのが遅おくれてしまい、事態を目もく撃げきできなかったのが悔くやまれる。けれど仕方がないのだ、影文は基本的におかしな事件には関かかわりたくなかったので、ほんとうはここまでくるつもりもなかったのだし──根本的な問題として、子供の体力で二人乗りはきつかった。しかも後ろに乗せていたのはしがみつくのがやっとの半病人だ。

　已己巳を見る。とくに視力が悪くもないだろうに、顔を隠かくすのが目的みたいに大きな瓶びん底ぞこ眼め鏡がねをパジャマのポケットから取りだし、引っかけている。相変わらず立っているのもつらそうで、影文にもたれかかってぐったりしていた。

「〝喜悦〟の……だいじょうぶか？」

　あんまりにも苦しげだったのでつい尋たずねると、こいつは調子に乗って笑った。

「ふふ、うん──だいじょうぶ、へいき。君が心配してくれるなんて、嬉うれしくてね、こんな体調不良くらい……吹ふき飛んじゃうさ」

　むかつくくらいの軽口だったが、強がりなのは明白だった。喋しやべるだけで呼吸が不安定になり、已己巳はぜいぜいと喘あえいだ。

　解ほどいたままの髪かみの毛を揺らし、目の前の、すでに消えかけている黒いモノを眺め──この喜悦大公の化け身しんは、短く神しん妙みような口調で問うてくる。

「……影文ちゃん、これ、どういう状況だと思う？」

「影文ちゃんていうな」

「でも、友達はちゃん付けするものだ。これは常識で、礼れい儀ぎだ。だから影文ちゃんも僕のことを已己巳ちゃんって呼ばなくてはならない」

「……肩を貸すのをやめるぞ？」

　今世紀最大のしかめっ面つらで言うと、已己巳はきょとんとしてから瞑めい目もくした。

「なんで怒おこる？　とにかく──大量の《魔ま力りよく》が集められている。あの黒いのは……なんだろう？　見たこともないが──《魔力》の量だけなら大公に匹ひつ敵てきする」

「固体化していないのが不自然じゃがな。あれでは、怪モ造ン生ス物ターとも呼べぬ。徒いたずらに強力な《魔力》をもっているだけの……できそこないじゃ」

　頷うなずきあい、しばしふたりは黙だまって黒いモノを観察した。

　やがて已己巳がずれた眼鏡を指で直し、溜ため息いき混じりに誰にともなく疑問を投げる。

「けれど、そのできそこないを……誰が、なんのために現界カナイに？」

「わからんが──嫌いやな予感がする」

　そう応こたえ、訳のわからぬ不安に影文が目を細めると──同時に、さながら落らく雷らいのような感覚が全身にはしった。それは目の前で消えゆく奇き妙みような黒いモノからではなく、もっとべつの位置から放たれた気配……覚えのある、けれどこんな場所で感じるとは思いもしなかったとある存在の雰ふん囲い気きだった。

　影文と已己巳は同時に顔を見合わせる。冷や汗あせが頰を伝い、我知らず心臓が高鳴る。

「これは……」

「良くないね、これは」

　已己巳が歯は軋ぎしりし、彼女の存在を全て引っくりかえすほどの、たぶん口にするのは最初で最後の似に合あわない言葉をつぶやいた。

「これは、笑えない」
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　どうして。

　どうして──と、ヴェクサシオンは思う。

　どうしていつも最後の最後で、己おのれの弱さが顔をだすのだ。強くなったはずだった。怪モ造ン生ス物ターを喰くい、ひたすらに喰らい、その存在全すべてを己のものとして、自分は強い生き物になれたはずだった。

　それなのに、そんな自分と比べたらとるにたらない脆ぜい弱じやくな、くしゃみひとつで吹き飛ばせそうな瘦やせっぽちな少女に、ちょっと言葉を投げかけられただけでこんなにも乱れた。わからない。理解ができない。

　偽にせの殻から蛇だのときもそうだった。

　古こ頃ころ大たい祭さいのときもそうだった。

　己は、あの少女──空すか井いい伊い依よりと向かいあうと、冷静ではいられない。その言葉は、毒のように身体からだに染しみこんで全てをぐずぐずに脆もろく崩くずしてしまう。怖こわい。そう、恐おそろしくすらあった。天敵という言葉は的を射ていた。彼女の言葉は悪あく魔まを焼きつくす聖なる言葉のごとく、ヴェクサシオンを弱くしてしまう──。

「…………」

　寂じやく憐れん院いん友ゆう樹き。

　すでに、捨てたはずの名前だった。忘れた、過去の人物のはずだった。その名前を覚えているものは、人間だったころの友樹を知っているものは、もはやひとりも生きていない……そのまま、堆たい積せきしていく過去に埋うもれて、見えなくなってしまうはずの存在だった。

　友樹、友樹。寂憐院友樹。

　嫌きらいな名前だった。

　泣いてばかりだった、弱い少女。

　その名前を呼ばれると、友樹として接されると、他者を喰らい無敵と化したヴェクサシオンは消え──必死になって隠した弱い本ほん性しようが晒さらされてしまう。

　どうして伊依が友樹のことを知っている。

　自分の、血の繫つながらない叔お母ば。

　けれど──忌いま々いましい。悔くやしく、情けないことだが、彼女に友樹と呼ばれてヴェクサシオンがあぁも動どう揺ようしたのは、正体を知られていたからでも、過去の記き憶おくが蘇よみがえって怒いかりにかられたからでもなく、ただ……純じゆん粋すいに、嬉うれしいという気持ちがあったからではないか。

　父だと思っていた、母だと思っていた、イツキ派の怪モン造ステ学イス者トや、実の父である寂じやく憐れん院いん孤独ひとりすらヴェクサシオンを愛してはおらず、子供だとは思っておらず、頭を撫なでてくれることすらなかった。

　そんな自分に手を差しのべて、真しん剣けんな言葉をくれて、優やさしくしてくれた少女がいた。

　伊依。空井伊依。彼女に全て委ゆだねたいと、甘えて、抱だきしめてもらいたいと、そう望んだ弱い部分が自分の心のなかにあった。

　馬鹿だ。ほんとうに、愚おろかで、弱い生き物だ──己は。

　もう遅おそいのに。遅すぎるのに。

　今になって、間ま違ちがっていたかもって、そんな疑問が一いつ瞬しゆんでも頭に浮うかんだ。

　もうやめてと、伊依は泣いて訴うつたえた。

　その真っ直すぐな言葉が、自分でも信じられないくらいヴェクサシオンを動揺させていた。

　彼女が哀かなしむような、そんな未来を選ぶことが、果たして正しかったのか？　これまで疑いもせず、ひたすらに求めてきた己の目的は、ほんとうに間違ってはいなかったのか？

　あぁ、でも──もう遅い。

　もっと早くに出会いたかった。

　もっとゆっくり語りあっておくべきだった。

　けれど、今はもう、どうしようもなく──全てが遅すぎる。

「くくく……」

　立ちこめていた暗雲に切れ目がはしり、その隙すき間まから太陽の光が地上に射さしこんでいる。まだ昼間なのだ。明るく、美しく、聖なるその陽光を弾はじき、なお煌きらめく金色の何かが、ヴェクサシオンの正面にいつのまにか存在していた。

「くくく……」

　笑っている。

　なぜだろう、ヴェクサシオンには、それがとても珍めずらしい光景のように思えた。決して派手な笑いでも、不自然な笑えみでもないのだけれど、それは銅像が笑うような──ぎこちない、違い和わ感かんをおぼえる笑い方だったのだ。

　口元に手を添そえ、すなおな可お笑かしさを表現し、笑っている誰か。

　それは金色の男だった。

　金色の髪かみ。金色の瞳ひとみ。金色の和服。着き崩くずした着衣の合間に花おい魁らんのように覗のぞかせた肌はだは、古い陶とう器きのごとく皹ひび割われている。頭を簪かんざしで飾かざり、雅みやびに指先で煙管キセルをつまみ、そばにヴェクサシオンという明確な異常がいるというのに、それすら無視してただ遠く、渚なぎさで消えゆく黒いモノを眺ながめている。

　そして笑うのだ。思わず漏もれたような、失しつ笑しよう。

「何が魔ま王おうか……」

　くくっ、と自じ嘲ちようするような。

「あれが魔王だというのか……」

　そこまで呻うめくようにつぶやいてから、彼はゆるやかに三度、胸の前で手を叩たたいた。拍はく手しゆ。それもまた、珍しいことのように思えた。

　心の底から耐たえられないというように、やまぬ笑いを振ふりしぼりながら、彼はようやくこちらを見てきた。凍いてついた、人間とは思えない双そう眸ぼう。ヴェクサシオンの弱い部分を巧たくみに見つけだし、抉えぐるようなその視線。誰にとっても父親のような、神仏のような、超ちよう越えつ的な視線だ。




　金色の夜や叉しやは着物を舞まわせ、ぐるりとヴェクサシオンを身体ごと振り向いてくる。

　ゆるやかに組まれた腕うでの先、火のついた煙管がわずかに揺ゆれた。

「俺は、これまで怪モ造ン生ス物ターを褒ほめたことがない。虚界アンダカの生き物など、全すべて等しく愚かな害がい獣じゆうよ。けれどヴェクサシオン……貴様のことは褒めてやろう。あぁ、あえて最大限の敬意をもって、こう賞賛を贈おくろうか──貴様という人間にしてやられたわ！」

　頭に手を添え、彼は呵か々か大笑し、硬こう直ちよくし恐きよう怖ふで動けないヴェクサシオンに剛ごう毅きな声で怒ど鳴なりつけてきた。

「よもや、よもやこの激げき流りゆう院いん潮うしお静しずかが一本釣づりされようとはな！」

　怒ど号ごう。砲ほう撃げきのごとき──咆ほう哮こう。

　それはすでにひとつの攻こう撃げきだった。獰どう猛もうな視線と、空気すら震しん撼かんさせる恐おそるべき怒ど声せい──ヴェクサシオンは震ふるえ、その場で竦すくみあがりそうになる。

　なんだ。

　なんだ──こいつの雰ふん囲い気きは。

　強大なだけの怪モ造ン生ス物ターには、何度も遭そう遇ぐうし、また勝利し捕ほ食しよくすらしてきた。無敵なはずの、自ら最強を欲ほつし、その座に近しい実力をもつと自負するヴェクサシオンは、けれど今、そう大おお柄がらでもない、むしろ女性的な体型のひとりの男に気け圧おされていた。

　怪かい造ぞう学会総長・激流院潮静。

　彼の姿は初めて見る。話には聞いていたが、それも憶おく測そくや噂うわさばかりで、実際にこうして相対するまで正直、この相手を舐なめていた。

　所しよ詮せんは人間。そういう驕おごりがあった。人間など、どれも弱い生き物だ。主要な血管を爪つま先さきほど切っただけで、脳や内臓を、ほんのちょっと失なくしただけで、呆気なく死んでしまう脆ぜい弱じやくな存在──そう侮あなどっていた。

　けれどこいつは、ちがう。

　激流院潮静は、ちがう。

　あらゆる意味で、人間的ではない。恐ろしい。ただ歩くだけで世界が震え、空気が残らず圧あつ迫ぱくされて荒あれ狂くるうようなこの生き物が、果たして人間か？

「問うぞ、ヴェクサシオン」

　怪造学会総長・激流院潮静は、怒ど気きを孕はらんだままの声でこちらに語りかけてくる。

「俺は正直、怪造学会本部で吞のん気きに座してばかりでな……浮うき世よの事情に疎うといのだ──貴様がどのような陰いん謀ぼうを巡めぐらせたのか、ほとんど推測できてはおらぬ。ゆえに答えい──この俺が問うぞ、ヴェクサシオン、貴様いったい何をした!?」

「…………」

　ヴェクサシオンは、応こたえられない。

　吞のまれていた。向かいあうだけで気持ちが挫くじけ、ただでさえ伊依に己おのれの恥ち部ぶを晒さらされて動どう揺ようしていたヴェクサシオンは、まるで物も言えぬ子供のように縮こまることしかできなかった。

　己は勝利したはずなのに。

　こうして怪造学会総長を誘きだすという最優先の目的を果たし──計画どおりに当初の予定を完かん遂すいし、今はまんまと罠わなにはまった目の前の愚おろかな男を前に得意満面で陰謀の内容を披ひ露ろうし、勝ち誇ほこる場面であろうに。

　ヴェクサシオンは、まるで敗北したように黙だまる。

　打ちのめされ、気分は最悪で、ほんとうに──まるで敗北したように！

「俺に理解できるのは……」

　煙管を不ふ愉ゆ快かいそうにくゆらせ、総長は打だ撃げきのような声で告げてきた。

「魔王が出現したと知れば、俺は必ずこうして姿を現す──どこで知ったかはわからんが、俺のそうした弱点を巧みに突つかれたわ！　見事なり！」

　日本の古い舞ぶ踏とうのように、手を伸のばし、朗々と響ひびく声をあげながら彼は近づいてくる。当然のように、己の嵌はめられた罠を丁てい寧ねいに解き明かし、看破しながら。

「今回、現界カナイに怪造されたのは魔王ではない！　魔王なものか！　確かにかぎりなく魔王に近いものであろうが……魔王は虚界アンダカそのものにして全ての怪モ造ン生ス物ターそのもの！　ゆえにかぎりなく濃のう度どの高い、かぎりなく強力な怪モ造ン生ス物ターは魔王に似る！」

　事情に疎いと言いながら、的確にこちらの陰謀を暴あばいていく。

　恐ろしい、あまりにも規格外な存在──激流院潮静は、歯は軋ぎしりし、目から火を噴ふきそうなほどこちらを睨にらみ、それでも声だけは震えさせず激しく怒鳴る。

「その魔ま王おうに似た怪モ造ン生ス物ターを現界カナイに出現させ、さも魔王が怪造されたかのように喧けん伝でんし、この俺を招き寄せたわけだ──魔王の真の姿は俺以外は誰も知らないはず……まんまと魔王が怪造されたと誤あやまった情報が伝えられ、この俺が釣られてのこのこやってきたというわけだ！　天あまの岩いわ戸との伝説のごとく──怪造学会に引きこもっているこの俺を外にだすにはなるほど、その方法以外にないだろうな！」

　そう、今回──現界カナイに出現したのはヴェクサシオンが以前、取り憑つき、身体からだの一部を埋うめこみ、意のままに操あやつれるようにした悲ひ哀あい大公である。そのまま出現させるには悲哀大公は強大すぎたので、呪じゆ具ぐ《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》により古頃の生徒の《魔力》を搾しぼり、徐じよ々じよに出現させることにしたのだが……。

　けっきょく、悲哀大公の姿を形作れないまま、粘ねん土どで喩たとえるならばまだ輪りん郭かくもないただの粘土の状態で、志し田だ桐ぎり涼すず女めの裏切りにより悲哀大公の怪造は失敗した。

　魔王の怪造に必要な、みっつの要素。舞まい弓ゆみに語ったそれは──何も噓うそではない。

　大量の《魔力》。

　寂憐院の血統。

　そして正しい呪文と呪印。

　それらが全すべて完かん璧ぺきに揃そろえば理論上、魔王は怪造できるはずなのである。

　けれど今回──それらの要素のすべてに不安があった。

　まず《魔力》。これは《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》で古頃の生徒たちから徴ちよう収しゆうしたが、それでもまだ足りない可能性はあった。怪モン造ステ学イス者ト・見エツ習グは一いつ般ぱん人じんよりも《魔力》の保有量が多いが、それでも、たかだか数百人の生け贄にえで魔王が怪造できるかは疑問だった。

　そして寂憐院の血統。今回、ヴェクサシオンが操り、魔王の怪造を実行させたのは空井伊依だ。彼女は、寂憐院の純血ではない。母である寂憐院秘ひ依よりは混じりっけのない直系血筋だが、父親が空井滅めつ作さくという寂憐院とは縁えんもゆかりもない男なのだ。いわば寂憐院と一般人の混血であり、魔王の怪造に最適かというと首を傾かしげざるをえない。

　最後に、正しい呪文と呪印。これが最大の問題点で、ヴェクサシオンには正しい呪文と呪印がわからなかった。志田桐が研究し、後に空井滅作が志田桐から研究成果を奪うばい完成させたという呪文と呪印は、今のところ滅作と伊依しか知らない。

　いくら身体が操れても、脳の中身までは覗のぞけない。志田桐涼女に教わり未完成な志田桐の呪文と呪印を唱えさせたが、それで魔王の居場所まで辿たどりつけるかどうかは不明だった。志田桐涼女やその母が過去、その呪文と呪印で魔王の怪造に失敗したところをみると、たぶん可能性は低かっただろう。

　そのように、魔王の怪造に必ひつ須すの三大要素がことごとく、不安の残る状態だった。

　それなのにヴェクサシオンがあえて魔王の怪造を演出し、派手に《王ＴＹＲ国ＡＮＴ》で古頃の生徒を気絶させ、悲哀大公を魔王に見せかけて現界カナイに引きずりだしたのは──もはや、手段を選んでいられないからだった。

　空井伊依と接せつ触しよくし、何度も彼女に魔王を怪造させようとした。ちゃんとした魔王怪造の呪文と呪印を知っていて、なお生存しているのは彼女しかいなかったし、ならばそんな彼女に自分の意志で魔王を怪造してもらうのがいちばんだと思ったのだ。

　なのに彼女は、頑がんとして魔王を怪造しようとしない。

　誘さそっても、脅おどしても、罠わなを仕し掛かけても、説とき伏ふせても、まるで無意味。

　逆に、ヴェクサシオンのほうが彼女に乱されてしまう始末。

　ならば伊依に魔王を怪造させるのは諦あきらめて、三要素のひとつである正しい呪文と呪印を捨てても、魔王怪造を断行したほうがいいとヴェクサシオンは判断したのだ。

　いつまでも、うだうだ伊依に付きあっているつもりはなかった。

　ヴェクサシオンは強くなりたいのだ。なるべく早く。なるべく効率的に。強くなって強くなって強くなって──その先は知らないけれど、とにかく、強くなるための最短距きよ離りをいくには現界カナイに出現した魔王を喰くうのがいちばんなのだ。

　それで今回の魔王杯である。

　魔王の杯さかずき。涼女もうまい名前を考えたものだ。集められた生徒は、魔王怪造のための生け贄──魔王を歓かん迎げいするための杯につがれた美酒にすぎなかった。

　そんな魔王杯の結果、魔王が怪造されたらそれはそれでよかった。

　あまり期待していなかったし、事実、失敗したのだが──理想どおり魔王が怪造されたらその場で襲おそいかかって喰らえばいい。お手軽で、望ましい。

　けれどそれが無理なら、魔王の偽にせ物ものを現界カナイに呼びだす。

　総長が語ったとおりに、たとえ魔王に似たもの──ヴェクサシオンが弄いじくり、魔王に似せた悲哀大公でも、魔王の真の姿を知らない怪造学会の人間はそれを魔王だと判断する。たぶん魔王杯を古頃の教師か、怪造学会執行部がこっそり監かん視し・警けい戒かいしていたのだろう。古頃は事件つづきだし、魔王杯なんて危なそうなことが放置されるわけもない。

　悲哀大公の原形、どろどろした黒いものが現界カナイに出現したとき、ヴェクサシオンが戯ざれ小のこ路うじアルテの姿で舞弓に長々と口上を述べたのも何もサービスではない。あぁして魔王が怪造されたと主張することで、監視者たちにあれは魔王だと勘かん違ちがいさせ、その報告をそのまま怪造学会本部へ届けてもらうのが狙ねらいだったのだ。

　そして結果、報告を鵜う吞のみにした激流院潮静はこうして現れて、ヴェクサシオンの計画はまんまと達成され、あとは万ばん歳ざい三唱して勝ち誇ほこるだけでよかったはずなのに。

　予想していなかった。

　自分は、とんでもないものを呼び寄せてしまった。

　魔王と闘たたかう決意はあった。

　勝利し、喰らう覚かく悟ごもあった。

　なのに、目の前にいるこの男は魔王より怖こわい。

　その視線が、声が、存在が──ヴェクサシオンは怖いのだ。

　どうして？

　どうして、こんなに怖い？

　偽の殻から蛇だで、勇者《走ナイ馬ト燈メ処ア刑・騎ナイ士ト》と遭そう遇ぐうしたときと感覚が似ている。

　これまで喰らい、我がものとしてきた無数の怪モ造ン生ス物ターが、怯おびえている。目の前の相手は自分の天敵なのだと、全力で警けい鐘しようを鳴らしている。勇者は、虚界アンダカで暴れまわり、あらゆる怪モ造ン生ス物ターを殺しまくり、一度は悲哀大公すら打ち倒たおしたという伝説をもっている。なのでヴェクサシオンの身体からだを構成する無数の怪モ造ン生ス物ターたちが怯えるのも無理はないと思った。

　けれど、ならば──激流院潮静も？

　しかし、変だ、彼は人間だ。怪モ造ン生ス物ターは怪モ造ン生ス物ターを感知できるから、わかる──怪モ造ン生ス物ターではない、人間だ。こいつは人間だ。

　ただの人間であるこいつが、どうして勇者と同じか、それ以上に怪モ造ン生ス物ターを怯えさせる？

「答えぬか。虚こ島じまの忘れ形見よ」

　その言葉に、思考に埋うまっていたヴェクサシオンは震ふるえる。

　虚島。虚島慈いつ樹き。

　己おのれを弄もてあそび、蹂じゆう躙りんした唾だ棄きすべき怪モン造ステ学イス者ト。

「あれは優ゆう秀しゆうな男だったが──優秀がゆえに誤った。貴様は怪造学の犠ぎ牲せい者しやである、なるべく……早く、殺してやることが情けかと思ったのだがな」

　激流院潮静は、すうっと目を細めた。

「ちょろちょろと逃にげまわり、あげく、こうして俺を謀はかり罠に嵌はめた……貴様、もはや安楽に死ねると思うな──ヴェクサシオン」

「ひ………」

　一ひと睨にらみで、身が砕くだかれるようだ。蛇へび睨にらみどころではない。嫌いやだ。怖い。見られるだけで、声をかけられるだけで、身体が騒さわぐ。呻うめき、悲鳴をあげて悶もだえ苦しむ！

　怖い！

　この男が怖い！

「ひ、い、いい！」

　ヴェクサシオンは逃げた。己を無敵と規定し、最強をひたすらに求め、いまや究極を目前とした強い生き物が、虫けらのように逃げてしまった。

　なりふり構わず、不格好に、見苦しく悲鳴をあげながら。
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「逃げるがいい！」

　怪造学会総長が、そんなみじめな自分を恫どう喝かつしてくる。

「そうだ、逃げて逃げて逃げて、俺の影かげに怯えろ！　貴様の余生は地じ獄ごくの責め苦！　貴様の命は苦痛を織る機はたよ！　俺に怯え、俺に苦しみ、俺に擦すりきれて死ね！　禁きん忌きよ、哀あわれな弱いものよ！　貴様の末路は誰よりも無む惨ざん！　誰よりも孤こ独どく！　誰よりも不幸なものとなろう！──忘れるな、今日を忘れるな！　俺を罠わなに嵌め、まんまと目的を達成してしまった己の所業を忘れるな！　常に思い、事あるごとに反はん芻すうし、忘れるな！」

「ひ──い、ひいっ、ひいいいいいいいい!?」

　怖い。怖い怖い。怖い怖い怖い怖い。

　怯え、形も保てず崩くずれ、どろどろになって逃げるヴェクサシオンの全身を、爆ばく撃げきするように金色の男は咆ほう哮こうした。

「俺が怪造学会総長──激流院潮静である！」

　それは何よりも恐おそろしい、ヴェクサシオンの魂たましいを粉ふん砕さいする脅きよう迫はくだった。

「忘れるな！　思いだせ！　貴様はこの俺を怒おこらせた！」

　距きよ離りが遠くなり、声もだんだん薄うすれていったけれど、事実──彼の言葉は、視線は表情は、ヴェクサシオンの心のなかで消えぬ棘とげとなり楔くさびとなり、全身を焼きつくす地獄の業ごう火かとなった。

　…………。

　目的は達成したはずだった。

　自分は勝利したはずだった。

　全すべては順調で、ただ勝ち誇ほこればいいだけだったはずなのに！
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　久く渡ど貴き乃の子こは、いつのころからか、赤鼻の馴トナ鹿カイに憧あこがれていた。

　──真っ赤なお鼻の馴鹿さんは、いっつもみんなの笑いもの♪

　わりと誰でも知っているクリスマスソングだ。みんなに馬鹿にされる赤い鼻の馴鹿さんは、赤い鼻をおちょくられ、自分を卑ひ下げして俯うつむいて生きている。そんな彼に優やさしいサンタさんが、暗い道ではぴかぴかのおまえの鼻が役に立つのだと、よくわからない慰なぐさめを言ってくれるのだ。

　その歌が、久渡は好きだった。

　どうでもいい悩なやみを、訳のわからない慰めで克こく服ふくして、最後は自分のお仕事を立派に務める赤鼻の馴鹿さん。歌ったあとの気持ちは、やけに阿呆らしくて逆に清すが々すがしい。

　──真っ赤なお鼻の馴鹿さんは、いっつもみんなの笑いもの♪

　久渡も子供のころからみんなの笑いものだった。

　なお悪いことに、なかなかサンタさんに巡めぐりあえなかった。

　いつも帽ぼう子しで隠かくしている頭の中央に、大仏の額にある白びやく毫ごうを大きくしたような、よく目立つしこりがあるのだ。髪かみの毛を押しのけ、鬼おにの角みたいに突つきでたその赤いしこりを、幼いころから頻ひん繁ぱんに馬鹿にされていた。

　久渡はべつにそれを何とも思わなかった。少なくとも、自分はあまり感情の多い人間ではないと考えていたし、事実、怒いかりもせず、哀かなしみもせず、久渡はひたすら周囲の奇き異いの目をやりすごしていた。

　面めん倒どうなのでやがて帽子をかぶり、なるべく目立たずに生きることに決めた。

　俯いて、じっと息を殺して、誰の目にも留まらぬように。

　それでいいと思った。深い森の奥で人知れず消える葉露のように、ひっそりと消えていくのもいいと考えていた。それは慰めだった。たぶん、強がりだった。けれど、きっと、それが正解なのだと思っていた。

　誰とも関かかわらず、視線を避さけ、忍しのんで生きる。

　帽子をぎゅっと押さえ、前まえ髪がみを伸のばし、俯いて、声をださず。

　やがて久渡はその影に潜ひそみ、目立たないという己の特性を利用して、スパイの真ま似ね事ごとをするようになった。いろんな会社に何食わぬ顔で就職し、内部まで潜もぐりこみ、得た情報を雇やとい主──たいてい久渡が忍びこんだ会社の敵に渡わたす。下げ衆すな、たぶん、赤鼻の馴鹿さんのお仕事とは正反対の、腐くされた生き方。

　褒ほめてもくれない雇い主に、誰かを確実に不幸にする情報を渡し、お金を稼かせぐ。不幸を、不運を、ばらまいた。久渡は、赤鼻の馴鹿さんにはなれなかった。

　幸いにして演算能力と、情報収集能力、組織でうまく立ちまわる処世術には変な才能があって、久渡は裏の業界ではちょっとだけ名の知れた存在になった。ほかの誰よりも、情報を多く、速く、効率的に盗ぬすむ悪党。もちろん広まったのは本名の久渡貴乃子ではなく、コードネーム〝赤鼻の馴鹿〟。

　久渡もそのころにはもう何もかも諦あきらめていて、己おのれはずっとこうして他人の幸せを奪うばい、盗み、それを誰かに売り払はらって生きるのだと思っていた。むしょうに虚むなしく、たまに死にたくなったが、それでもこれが最善な生き方なのだと自分に必死で言い聞かせていた。

　そんな暗く淀よどんだ毎日が唐とう突とつに終わりを告げたのは、いつものお仕事と同じつもりでひとつの組織に潜せん入にゆうし、呆あつ気けなく正体を看破されて捕ほ獲かくされてからだった。

　怪造学会本部。

　怪造学と呼ばれる、あらゆる学問のなかでも異い端たん中の異端と見なされていた奇き妙みような学問の総本山。久渡は下級の事務員として雇われ、いつものように情報を盗もうとして、怪造学会総長・激流院潮静自らによって捕とらえられた。

　後に、それがいかに珍めずらしいことか──怪造学会総長が自ら封ふう印いんの儀ぎ式しき以外の行動をするのが、いかに例外的なことかを知った。そこまでして、どうして総長が久渡と関わろうとしたのか、今でもちょっと久渡は不思議だが……。

　虫の良い想像だけれど、たぶん、ただ総長は──。

　話し相手が、ほしかっただけなのではないか。

　あのひとは、寂さびしい、この世で誰よりも寂しいひとだから。

　…………。

　逆らえば殺すと脅おどされ、いったい何をされるのか、身体からだを切られて内臓をばら売りされることまで久渡は覚かく悟ごしたが、意外にも、その要求は血ち腥なまぐさいものではなかった。

　部下になれと、総長は端たん的てきに要求してきた。

　貴様の優すぐれた能力がほしい、と。

　ふつうなら、鼻で笑う類たぐいの要求だ。相手は裏の世界でも名の知れたスパイだ。裏切りの、詐さ欺ぎの、常習犯だ。部下にするのに、もっとも相応ふさわしくない、危険な存在だ。

　けれど総長は自分の要求を覆くつがえさなかったし、久渡も不思議と頷いてしまった。

　しばらく監かん視しの怪モ造ン生ス物ターつきで仕事をさせられ、何か不ふ穏おんな行動をすれば殺すとたびたび脅された。どうも怪造学会は人手不足らしく、同じような境きよう遇ぐうの人間はわりといるようだった。

　久渡は生意気に、最初のほうはけっこう反はん抗こうした。命を握にぎられ、脅され、言うことを聞かされるなんて不ふ愉ゆ快かいだった。総長の考えも、まったくわからなかった。怪造学にしても、久渡は初心者だった。ただの怪あやしい、危ない妄もう想そうみたいな学問だとしか思えなかった。

　みんなみんな、頭がおかしい。

　こんな場所、こんな組織、いつか逃にげだしてやる。

　そう思い、総長の傍かたわらで秘書のような仕事をさせられていると──ある日、総長がじっとこちらを見つめて言ってきた。

『俯うつむくな』

　そのころもまだ、久渡は帽子を目ま深ぶかにかぶり、俯いている癖くせがあった。

『俯くな、顔をあげろ、胸をはれ、そんな姿勢ではおまえの声が聞こえにくい』

　偉えらそうな彼に、久渡は溜たまっていた不満が爆ばく発はつし、帽子を捨て──思いっきり顔をあげて延々と総長を罵ば倒とうした。それまでの人生、ずっと俯き、声をださないようにして、溜めこんでいた言葉がぜんぶ爆発したみたいだった。今から思いだしても、あれほど大量に喋しやべったのはあれが最初で最後だった。日が暮れて、日が昇のぼって、繰くりかえして、何時間、何十時間、罵ば声せいを浴びせつづけただろうか──。

　それまでに知った情報や知識を総動員し、怪造学の問題点や、怪造学会の組織としての難点や、総長の個人的な人格の欠点から、自分の過去、これまでの経験、なんの関係もない人物の顔つきの気にいらなさから床ゆかの汚よごれについてまで罵倒して罵倒して罵倒しまくった。愚ぐ痴ちを吐はき、嫌いや味みを垂れ、延々と延々と久渡は喋りつづけた。

　さすがに疲つかれ、衰すい弱じやくし、語る言葉もなくして黙だまった久渡に──総長が笑った。

『それでいい』

　久渡は、なんでだろう、そのときの総長の言葉に──。

『よく喋るのがおまえの仕事だ。おまえの特技だ。俺は退たい屈くつしている……その調子で、これからもよろしく頼たのむぞ』

　なんだか、ほっとした。

　安あん堵どし、満たされた気持ちになった。

　──真っ赤なお鼻の馴鹿さんは、いっつもみんなの笑いもの♪

　探していた、サンタさんはここにいた。

　…………。

　あれから、ずいぶんと──時が流れた。

　久渡はそのほとんどの時間を、総長のそばですごした。いつしか怪造学会の事務全すべてを取り仕切るようになっても、久渡はたびたび彼とお喋りをしにきた。

　滅めつ多たに答えはなかったけれど、それでよかった。

　よく喋るのが自分の仕事だ。

　でも──ほんとうは、もっと、たいせつなことがしたかった。総長の退屈を紛まぎらわせるだけじゃなく、怪造学会のお仕事をただこなすだけではなく、彼の……激流院潮静というひとりの男の、寂しさを、その心を満たしてあげたかった。

　愛していた。

　いつからか、久渡は彼を愛していた。

　その凜り々りしい横顔を。役目に徹てつする、冷れい徹てつなまでの眼まな差ざしを。その声を。たまにしか見せてくれない──けれど、びっくりするくらいに優やさしいその笑え顔がおを。

　俯いて、生きてきた。

　影かげにひそみ、悪事に手を染めて。

　そんな自分が、ふつうに生きていけるだけでありがたいのに、それより多くを望むのは傲ごう慢まんなのかもしれない。けれど久渡は、久渡だけは──ただお喋りができなくて退屈していただけだろうに、もっともらしい、偉そうな口調で『よく喋るのがおまえの仕事だ』とか……そういう言い方しかできないあの可愛かわいいひとを、ちょっとでも幸せにしたかった。

「皆みなさん」

　けれど、もうその望みも叶かなわない。

　叶えられない。

「怪造学会副総長の権限により命じます──」

　久渡貴乃子はもはや当たり前のように口にできる己おのれの役やく柄がらとともに、ひとつの終わりに歯は嚙がみしながら、静かに告げた。

「……逃げなさい」

　怪造学会本部。最さい奥おうに位置する封ふう印いんの儀式場。

　常に厳おごそかな雰ふん囲い気きと怪モン造ステ学イス者トたちの呪じゆ文もんがあったこの場所は、いまや爆心地としか呼びようのない悲ひ惨さんな有様と化していた。祭さい壇だんは崩くずれ、衝しよう撃げきに吹ふき飛ばされた怪モン造ステ学イス者トたちが床を転がり、壁かべや天てん井じようには亀き裂れつがはしり、ひたすら身が凍こおるような冷たい風が吹いている。

　やはり、というべきか。

　残念だが、というべきか。

「やはり久渡では……」

　久渡は微笑ほほえみ、額から流れてきた血を指先で拭ぬぐった。

「あなたの代わりは、務まりません──ね」

　爆発があった。

　つい先刻のことである。総長が行方ゆくえ不明になり、爆はぜ川かわ嫌や凪なぎが出発したあと、ほんの少しのあいだだけは久渡たちだけでも持ちこたえられた。これまで、怪造学会集会などで総長が封印の儀ぎ式しきに加わらなかった最長時間はほんの数十分。それも、すぐ戻もどれる場所にしか彼は決して移動しなかった。

　けれど今、総長が封印の場を離はなれて数時間が経過している。

　彼はまだ戻らない。久渡を中心として選えり抜ぬきの怪モン造ステ学イス者トたちが儀式をつづけたのだが──それは抑よく止し力りよくにもならず、つい先ほど、臨界点は突とつ破ぱされた。

　怪造学会最大の汚お点てんが眠ねむる水すい晶しようが破は裂れつし、大だい爆ばく発はつを起こしたのだ。

　その衝撃で怪モン造ステ学イス者トの大半が吹っ飛ばされ、悪ければ即そく死し、無傷のものはいないだろう──久渡も額を切り、肋あばら骨ぼねをいくつか折られてしまった。身体能力の低い久渡が、もっとも至近距きよ離りから爆発を食らって、この程度ですんだのはほとんど奇き跡せきだ。即死どころか全身が蒸発してもおかしくなかっただろうに。

　久渡が座していたのは総長のいつもいた場所だし、彼がなんらかの防護策を施ほどこしていたのだろうと予測はできる。ともあれ、今は久渡だろうが、誰だろうが、生き残ってしまったのはこの状じよう況きようでは不幸以外のなんでもなかった。

　久渡が今、見ているのは守りたかった世界が崩れる光景だ。

　変わらぬ日常が、自分たちの当たり前が、全て壊こわれていく現実だった。

「逃にげなさい、皆さん」

　血が止まらないので、久渡は額の傷口を拭うのをやめる。思ったよりも深い傷だったらしい──たぶん、帽ぼう子しが衝撃を和やわらげてくれたのだろう。馬鹿みたいな巨きよ大だいな帽子でもかぶっているものだ。重くて、あまり好きではなかったのだが。

　頭のしこりはすでに気にならない。劣れつ等とう感かんはいつのまにか克こく服ふくしていた。だからこの帽子は、こういう緊きん急きゆう事態のためにかぶっていたのだ──今こそ役に立たなければ、ほんとうにこれまで肩かたが凝こるのを我が慢まんしてかぶっていた意味がない。

　久渡の号令に従い、怪モン造ステ学イス者トたちが出口に向かって走っていくのを確かく認にんする。今は、ぜんぶ終わってしまった今は、とにかくひとりでも生き残るのが最優先だ。

「総長……」

　流れた血が涙なみだと混じり、頰ほおを伝って落ちていく。

「申し訳ありません」

　久渡の目の前に、ひとりの人物が立っている。

　男性のようだ。背は高いが、異常なほどではない。瘦やせすぎてもいないし、太りすぎてもいない。とくべつ筋肉質でもない。誰かに似ている気がしたが、久渡にはわからない。髪かみの毛は乱れ、服はぼろぼろの布きれで、みすぼらしいくらいなのに──そばにいるだけで気を失いそうなほど禍まが々まがしい。

　砕くだけ散った水晶を足あし下もとに、手で顔を隠かくすようにして、その人物は高笑いしている。

「はは………ははは………はははははは！」

　嗄しわがれ、引きつった笑い声。死にかけの鳥の鳴き声みたいな、聞くものを不安にさせる声だ。久渡は止まらない身体の震ふるえを押おさえつけ、まだもたもたしている怪モン造ステ学イス者トの何人かに厳しく視線を向けた。

　声を荒あららげるのは嫌きらいなのだが、状況が状況だ、致いたし方ない。

「何をしているのです！　さっさと逃げなさい！」

「けれど副総長……副総長は!?」

　怪け我がをした同どう僚りように肩を貸し、逃げようとしていた怪モン造ステ学イス者トが応こたえてくる。副総長と、自分などを呼んでくれる。心配して、必死に呼びかけてくれる。仲間たち。たいせつな、仲間たち。総長がくれた、ここが久渡の幸せの場所だった。

　誰になんと言われても、世間でどれだけ気味悪がられていても、久渡は、久渡だけは、怪造学を心の底から愛している。怪造学会を、ほかの誰よりも守りたいと思っていた。総長を、いつだっていちばんたいせつに思っていた。

　怪造学会は、自分が守る。

　久渡が逃げる場所は、どこにもない。

　ここが久渡の中心で、世界そのもので、いちばん好きな場所だった。

　最後に、もう一度だけ総長の笑え顔がおが見たかったけれど。

「怪造学会最大の汚点……」

　笑いつづける水晶の男を睨にらみつけ、久渡はかぶっていた帽子をはぎとる。

　巨大な、巨大な、自分の頭よりも大きな帽子。

「久渡といっしょに死んでいただきます」

　その内側──帽子のように見せかけていた布と衝しよう撃げき吸収剤ざいの下から現れたのは、怪造学会本部を破は壊かいしつくしてなおあまりある大量の火薬がつまった爆ばく弾だんだった。

　重いのだ、これは。重いうえに、危険で──けれど、久渡はいつも爆弾を頭にのせてこの場所に立っていた。

　帰る場所なんか、どこにもない。

　居場所なんか、どこにもなかった。

　この怪造学会が、総長が、自分を見放したなら──あるいはほんとうに、愚おろかしい、くだらない、価値のない組織ならば、ともに爆発して消えようと心に決めていた。けっきょく、これまで使う機会はなかったが……最後の最後で、肩こりに悩なやんでいたのも報むくわれたというものだ。

　袖そで口ぐちから素す早ばやく爆ばく破はボタンを取りだし、久渡は相手と距離をとり、露ろ出しゆつした爆弾を指さす。見た目は、銀色の正方形で、ボタンひとつで中に仕し込こまれた爆薬が破裂する仕組みになっている。もちろん久渡は即死するだろうが、そばにいるものも無傷ではいられないはずだ。

　生きのびた怪モン造ステ学イス者トたちが全すべて逃げたのを確認する。動くものは誰もいない。自分と、汚お点てんと、ふたりっきりだ。瓦が礫れきと埃ほこりと、暗くら闇やみ。死に場所としては、あまり好ましくはないが──あのとき総長に保留されたこの命、今こそ使うべきだと久渡は思った。

　風が吹ふく。どこにも窓などはないのに。割れた水すい晶しようの破は片へんがつくった山、その奥から得も言われぬ冷たい風が吹きつけてくるのだ。

　その風は、総長の視線をいつも独どく占せんしていた水晶の男の笑い声を乗せて久渡に届く。

「はは……ははは………はははは」

　彼は、途と切ぎれ途切れの声でつぶやく。

「ヴェクサシオン……やってくれる、あの忌いま々いましい潮静を──まんまと誘さそいだして……はは、ははは……動ける、呼吸ができる、声がだせる……俺は、ようやく………外へ」

「お喜びのところ、申し訳ありませんが」

　久渡は覚かく悟ごを決めて、爆破ボタンを握にぎりしめながら汚点へと告げる。

「あなたとは、お喋しやべりするつもりがありません──ここで、久渡とともに無に還かえっていただきます。永遠に……」

　そう、最初から、邪じや魔まな汚点などこうして破壊してしまえばよかったのに……どうして総長は──爆破もせず、まだるっこしい封ふう印いんの儀ぎ式しきなどをつづけていたのだ？

　汚点の男はそこで初めて久渡に気づいたか、顔を手で押さえたまま忍しのび笑った。

「お喋りするつもりはない？　潮静とは……あんなに楽しそうに毎日毎日、語りあっていたのに？　この俺とは、喋れないってぇいうのかよ……」

　その手が、ゆっくり、久渡の目の前でおろされる。

　露あらわになったその顔を、久渡は目もく撃げきし、思わず数秒──硬こう直ちよくする。

「そ……」

　怪造学会最大の汚点と呼ばれていたその男の顔は。

「そう……ちょう？」

　男は怪造学会総長・激流院潮静と瓜うり二ふたつだった。

　双ふた子ご、どころではない。相そう似じではなく完かん璧ぺきに合同。服装や髪かみ型がたこそ違ちがえど、久渡にはわかる──いつも総長のそばにいた、久渡にはわかった。同じだ。総長と同じ顔だ！

「いいや……」

　震え、動けない久渡の眼前──総長と同じ顔の男が素早く動く。

　爆破ボタンを押す時間は、わずかだが存在した。相手の動きは、決して人間のそれを過か剰じように超こえてはいなかった。何度だって、爆破できた。相手といっしょに、消し飛ぶことができたのに──。

　久渡には押せなかった。相手は、久渡の愛した男と同じ顔をしているのだ。

　その数秒の迷いが悲劇を生んだ。

「……俺のほうが男前だろう？」

　にやにや笑う男の腕うでが、噓うそのように久渡の腹部を貫つらぬき──その血にまみれた手が久渡の背中の肉と皮を突つき破って覗のぞいた。久渡の喉のどを大量の血が這はいあがってきて、痛みが、衝撃が全身をはしって、久渡はびくんと身体からだを折り曲げると吐と血けつした。

「う……っげ……げえっ!!」

　真っ赤な液体が、自分の腹部を指先で貫かん通つうし、なお微笑ほほえむ愛いとしい男と同じ顔の存在を汚よごしていく。久渡は、霞かすむ視界でそれをぼんやり眺ながめていた。

　なんだ？

　なんだこれは？

「どう……し……」

　口から血混じりの泡あわを吐き、声にもならない声で、久渡は疑問を叫さけぶ。

　どうして、こいつは総長と同じ顔をしているのだ!?

「語れば長なげぇ物語よ、てめぇの寿じゆ命みようが足りないやな」

　総長にはない、軽けい薄はくな笑えみで、怪造学会の汚点は呆あつ気けなく言う。

「俺は全てを奪うばわれた。だからもう何も与あたえない。何も知らず、何も持たず、絶望の底で死んでいけ……潮静の仲間は全て、絶望の底で死んでいけ──まずはおまえだ……」

　久渡の掌てのひらから、爆ばく破はボタンがころりと落ちる。握あく力りよくなど、もうない。腹部を貫かれ、主要な内臓を傷つけられた──間ま違ちがいなく致ち命めい傷しようだ。久渡は、自分でそう判断し、力なくうなだれる。昔、総長に叱しかられたときのように、俯うつむく。顔をあげる力が、もうない。

　久渡の身体を掲かかげ、全身に血を浴び、余よ裕ゆうげに敵は笑った。

「しかし……ちょっとだけ驚おどろいたぜ、まさか頭部に──そりゃ、爆ばく弾だんか？　水晶のなかで、いったい中身はなんだろなってずっと気になってたんだが……ま、爆破できなきゃそんなもんただの重てぇお荷物よ」

　彼は、そこで嫌いやな笑みを見せた。総長と同じ顔で、世にも邪じや悪あくな、裂さけるような笑みを──よりにもよって、この久渡貴乃子に見せたのだ。

　その瞬しゆん間かん、硬直していた身体が、思考が、柔じゆう軟なんに動く。

　こいつは総長ではない。

　総長を恨うらみ、同じ顔で嫌な笑みを見せ、総長を侮ぶ辱じよくする──己おのれの敵だ。

　ならば、もはや迷いはない。

　嗜し虐ぎやく的に笑う男をじっと見つめ、久渡は最後の気力を振ふりしぼってつぶやいた。

「久渡は……わりと、鬱うつ陶とうしいと思われるくらいに……念には念をって………性格をしておりまして、総長なら……それをよくご存知ですから………。まさか、手にした爆破ボタンを落としただけで………そこまで安心いたしません……。だから、あなたは……偽にせ者ものです………」

「何を言っている？」

　怪け訝げんそうな相手に、久渡はにっこり笑った。

　目の前にいるのは偽者だけど、愛しいあのひとに語りかけるつもりで。

「総長……久渡貴乃子、お先に地じ獄ごくへ参ります………総長がいらっしゃったときに、快適にすごせるよう、準備万ばん端たん整えておきますね……」

　指先はもう、動かない。足も、動かない。身体はすでに感覚がなく、たぶんもうあと数十秒で自分の命は露つゆのように消える。

　森の奥の葉露のように、人知れず消えるはずだったこの命──。

　ちょっとでも、あのひとの役にたてただろうか？

「馬鹿ですね……」

　久渡はなんだか楽しくなって、声をあげて笑いながら告げた。

「スパイの自爆ボタンは……奥おく歯ばに仕し込こまれているというのが常識です……強く嚙かんで、奥歯が砕くだけたら、ドカンって……」

「な──」

　目を見開き、敵は見苦しく残った片手を久渡の頭部に伸のばしてくる。目にも留まらない動き。瞬しゆん時じに久渡の顎あごは摑つかまれ、固定され、思いっきり歯を嚙みしめて奥歯に仕込まれた爆破ボタンを押せないようにされてしまう──。

「はは………ははは………」

　相手が笑っていたので、久渡は哀あわれにすら思う。

　こんな単純な噓に引っかかるなんて。

　相手の両手が塞ふさがったことを確かく認にんし、最後の力を振りしぼって──左手の袖そでからもうひとつの爆破ボタンを取りだし、迷わずぐっと押しこんだ。

　まったく──呆あきれて物が言えない。

　たしかにスパイは奥歯に自爆ボタンを仕込むが、久渡はもはやスパイではない。今の久渡は、怪造学会副総長。総長・激流院潮静の手となり足となり、喋しやべり相手となる、いちばんの腹心である。

　そんな自分が、奥歯に自爆ボタンなど仕込むわけがないではないか。それだとご飯も安心して食べられない。ご飯が安心して食べられないと、料理をつくるとき味見もできない。

　総長が、久渡のやることで、いちばん褒ほめてくれるのは。

　久渡がつくる料理の味だというのを──知らないな？

「────」

　相手が何か叫んでいたが、久渡にはもう──聞こえない。

　光が溢あふれ、久渡の頭部で爆発が生まれる。

　最後に久渡は走そう馬ま燈とうを見た。

　それは珍めずらしい総長の優やさしい笑え顔がおと、それを見た瞬間に頭のなかで鳴り響ひびいたメロディ。

　──真っ赤なお鼻の馴トナ鹿カイさんは、いっつもみんなの笑いもの♪

　…………。

　……………………。
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　空井伊依はぼんやり作りものの翼つばさを眺ながめていた。

　古頃の教室に、ぽつんと独りぼっちで、まるで休日みたいにがらんとした光景のなかきちんと制服をまとい、着席して。

　何かたいせつな事こと柄がらが切り替かわっている気がした。

　何か重要な区切りがどこかで引かれている気がした。

　今日はたぶん昨日とはまるきりちがう異世界で、けれど伊依は平へい穏おんな日常に縋すがりつくがごとく、こうして朝から登校し、誰もいない古頃で座りつづけていた。

　机の上には噓の翼。

　黒と白の、安っぽい針金と布の細工。

　涼女の血で汚よごれたそれが、あの少女の遺のこした唯ゆい一いつのものだった。

「…………」

　魔王杯の、翌日である。

　古頃の大多数の生徒は魔王杯に参加しており、すなわち自我ごと生命力たる《魔ま力りよく》が涼女の鳥かごに吸いこまれ、意識を失っていた。涼女が死に、彼女が仕し掛かけていた何かの術式が崩ほう壊かいし、昏こん睡すい状態からは醒さめたものの──いまだ失った体力は戻もどっておらず、自宅療りよう養ようか、ひどい場合は入院しているという話だった。

　彼らが戻ってくるまで、出席人数が足りず校則に従って学級閉へい鎖さ。

　そのはずなのだが、伊依はこうして登校していた。

　人ひと気けがないのは学生寮りようも同じだし、ならばこうして日常の舞ぶ台たいだった古頃の空気に触ふれて、今日も変わらない日常だと、何も終わっていないと、何も崩くずれていないと、自分を騙だましてみたかったのだ。

　けれど、結果として虚むなしさがつのるばかりで、伊依は表情をくしゃくしゃにする。

　天使の遺した羽を指先に、がらんどうな古頃の教室を仰あおいで、ぼやく。

「みんな……いなくなっちゃった」

　伊依だって体調が万ばん全ぜんなわけではない。喉のどや舌は痛いし、身体からだは気け怠だるい。ほかの生徒とちがって《魔力》を根こそぎにされることはなかったが、何か強大なものを怪造した中心は伊依だった。呪じゆ文もんを唱え、呪印を刻んだのは伊依なのだった。

　ならばこの寂さびしい風景をつくりあげたのは、伊依か。

　これは自分の、罪なのか。

　今回は──ほんとうに、久しぶりに、完全敗北だ。誰と闘たたかったわけではないけれど、そういう気持ちでいっぱいだった。誰も救えなかった。誰も守れなかった。みんなみんな傷ついただけだった。

　何かが変えられると、思いこんでいた。

　このまま巧うまくいくのだと、どこかで楽観していた。

　偽にせの殻から蛇だで、古頃大祭で、自分の思想が広まって、一生懸けん命めいに努力すれば世界は良くできるのだと──妄もう想そうし、その偶ぐう然ぜんに安住し、油断していた。

　もっと警けい戒かいしていれば、救えた誰かがいたのではないか。

　もっと伊依が賢かしこくて、強ければ、何かがちがったのではないか。

　拳こぶしを握にぎる。ひ弱な、己おのれの身体。ヴェクサシオンと涼女、ふたりに投げかけた言葉も、徒いたずらにふたりの傷口をひらき、事態を悪いほうへ進めただけだったのか。

　わからない。

　伊依は頭を抱かかえ、独りぼっちで嗚お咽えつをあげた。

　もう何もわからない。

　嫌いやだった。嫌だった。嫌だった。何もかもが、嫌になりそうだった。過去に戻って、その場で自分の息の根を止めたかった。最初から、望まなければよかったというのか。綺き麗れい事ごとなど、口にしなければよかったのか。この世界は、ほんとうに綺麗じゃないのだろうか。救いようがない、地じ獄ごくなのだろうか。

　伊依が何をしても、何を言っても、無意味なのか。

　この気持ちは、夢は、ただの徒労なのか。

　笑い話なのか。

　誰にも理解されないのか。ぜんぶ綺麗事だって、馬鹿にされるだけなのか。何をしても、誰かが傷つくだけなのか。自分の存在など、その程度のものなのか。

「消えちゃいたい……」

　机に突つっ伏ぷし、伊依は泣く。

　消えてしまいたかった。恋こいに破れた人魚姫ひめのように、泡あわになって溶とけてしまいたかった。挫ざ折せつは、何度もした。失敗ばかりの、人生である。けれど今回は、いつにも増して最低だった。自信は粉々になり、積みあげてきた理想は崩され、今、伊依の守りたかったひとたちはみんな倒たおれ、そばにいない。

　愚おろかだった。

　情けなかった。

　自責ばかりが湧わいてくる。

　目の前で誰かが死ぬのが嫌だって、誰かが泣くのが嫌だって、苦しむのが嫌だって、そう思っただけなのに、そんな単純な望みすら、叶かなえられない世界なのか。

　それならもう、こんな世界に、いたくない。

　消えてしまいたい。

「……やめてよね」

　不意に、肩かたのあたりに手が置かれた。誰かの、ほのかな体温。聞き覚えのある、耳に優やさしく響ひびく声。けれど伊依は、打ちのめされた伊依は、顔をあげることもできない。

　そんな弱い自分を、無理に引っぱり、顔をあげさせ、その少女はじっと見つめてきた。

　空のように海のように青く美しい、伊依の好きな深い色の瞳ひとみ。

「おたくが消えたらあちきが寂しいわ」

　髪かみの毛を撫なでられる。すぐに視界が涙なみだで溶ける。伊依は机にぽたぽたと染みをつくりながら、子供みたいに泣きじゃくった。ぜんぶ決けつ壊かいした。精せい一いつ杯ぱいに背せ伸のびして、胸をはって、主張してきた理想が崩れて、今だけはぜんぶなくして泣きたかった。

　つらかった。苦しかった。もう嫌だった。

　無力感と、哀かなしみに、潰つぶれてしまいそうだった。

「……うん」

　伊依は何も言わなかったのに、彼女は──香か美みは、ぜんぶわかっているみたいに頷うなずいて、柔やわらかく伊依を抱だきよせてくれた。

「泣け泣け」

　変てこな、特とく徴ちよう的な口調。変わらない、穏おだやかな表情。

　彼女だって苦しいはずなのに。泣きたいはずなのに。そうして伊依を支えてくれる。涼女が死んだのに、立っていられる。守れなかったのに、まだ自分が不要だって、無力だって、絶望して伊依のように消えたいなんて泣き言を口にしない。

　彼女はわんわん慟どう哭こくする伊依から、一いつ瞬しゆんだけ離はなれて、自分の足あし下もとを指さした。

「ほら、足」

「………？」

　伊依は咽むせびながら、そちらを促うながされるまま見る。涙でよく見えなかったので、目元を思いっきり拭ぬぐい、痙けい攣れんする喉のどを押さえ、必死で泣くのを我が慢まんして。

　そして目を丸くする。

　ヴェクサシオンの《死ジン鈴グル蟲ベル》で、吹ふっ飛ばされたはずの香美の片足。

　それが元どおりに復元し、彼女は二本の足で立っている。

「ま……外見だけ取りつくろっただけで、ほとんど出来の悪い義足みたいなもんなんだけど、時間かけてリハビリすればふつうに動くようになるかもだってさ」

　けっこう大変なことをかるくぼやいて、香美はどこか遠くを眺ながめた。

「ナイトくんが、違い約やく金きんがわりだって治してくれたの。あの馬鹿……相変わらず、ちゃんとお仕事しないんだから。けっきょく、あの子も、死なせちゃって。勇者だなんて偉えらそうにして、なんの役にもたたないで。……だからこのくらい、当然」

　よく見るとうっすら途と中ちゆうから色がちがう足を撫でて、彼女ははにかむ。

「その気になれば、なんだって取り戻もどせるわ。諦あきらめて、消えちゃわないかぎり。えぇ……そうね、なんでもできるなんて、馬鹿言っちゃいけないけれど。人間は、天使じゃないから、なんでもできるだなんて、そんな訳はないけど──」

　伊依にはわからないことを言う、彼女の表情は、口調は、たぶん無理につくった強がりで、伊依を慰なぐさめるために、わざとそう振ふる舞まっているのだろうけど。

　今だけは、今だけは、そんな顔をしないでほしかった。

　誰かが死んだときは、我慢しないで泣くべきだ。

　香美の涙なんて──想像できないけれど、きっと今は、彼女も泣くべきだ。

　泣いて泣いて哀しみを涙といっしょに流して、心の傷をせめて瘡かさ蓋ぶたにして、心が死んでしまわないように、歯を食いしばって痛みを我慢するべきだ。死なずに、生きていく。止とまらずに、歩いていく。

　途中までしか歩けずに、悔くやみながら消えていったひともいるのだ。

　二本の足があるのに、止まってしまうのは彼らに失礼だった。

　けれど今は、今だけは、傷が瘡蓋になる、それまでは。

「カービィちゃん」

　伊依は掠かすれた声で、最さい期ごにたったひとつのたいせつな友情を、託たくしてくれた少女の名前を口にした。

「涼女ちゃんのこと、教えて」

　掌てのひらの先にある噓うその翼つばさは、ほんとうに天国へいってしまったひとりの少女の落とし物。痛みと悪意と、ほんのちょっとの共感があった、数少ない会話のひとつ、飛べない鳥もいるんだとたぶん本音でつぶやいた彼女のことを、知りたかった。

　彼女がもう飛べないなら、そのぶん伊依が高くまで彼女の想おもいを掲かかげてみせる。天使じゃないから背伸びしかできないけど、それでも精一杯に、青空に向けて。

　だから知りたかった。伊依に気持ちを託した、彼女のことを、伊依はほんとうに、驚おどろいてしまうくらいに──。

「あたし、涼女ちゃんのこと、ほんとになんにも知らないんだよ……」

　道なかばで、翼折れ、倒たおれてしまった彼女。

　噓で己おのれを塗ぬり固め、それでも何かを求めて、羽ばたこうとしたひとりの少女。

　涼女はどこへ向かおうとしていたのか。彼女のほんとうに求めていたことは、なんだったのか。今の伊依には、推測することしかできないけれど……。

「涼女ちゃんはね──」

　ぽつりと声をあげた、香美の表情を見て──少しだけ、わかった気がした。

「あちきの、子供のころの……初めての、たいせつな、友達で──」

　ほんとうはたぶん誰よりも泣き虫なこの少女の涙なみだを、ちょっとだけでも、止めてあげたかっただけなんじゃないか。





アンダカの怪造学Ⅵ〈了〉









　あとがき







　こんにちは。日あ日き日らです。『アンダカの怪造学Ⅵ　飛べない蝶々の鳥かご迷路』をお届けいたします。前巻の『噓つき魔女の見つめる未来』を書き終わったときは「これ以上の長さの話は二度と書けないだろうし書きたくない」と思っていたのですが、本作を書き終わってみたら余よ裕ゆうで前巻より多くってあれれ～♪ってかんじです。でも担当さんからストップがでたのでこれ以上の長さはこれ以後、ないです。ないはずです！　[image: 480]ページって……ふつうに文庫本が二冊ぶんなんですが……。

　まぁともかく。

　毎回恒こう例れい、日日日のぐだぐだ語るぜのコーナーが始まるので読み疲つかれたひとはここで本を置いてくださいね。あとがきって、基本的に蛇だ足そくですしね……。




■①、空は飛べない




　本作は題名の『飛べない蝶々』から連想されるとおり、童話『とべないホタル』をほんのちょっとオマージュしております。生まれつき空を飛べない、不器用なホタル。そんな彼は自分の存在について悩なやみ、また周りの兄弟たちはホタルにどう接していいか悩む……子供のころ、これ読んでむっちゃ泣きました。

　本作『飛べない蝶々』ではその飛べないホタルくんと同じように、「生まれつきの不幸」について延々と語ったりしてました。べつに生まれついての才能や性質で人生ぜんぶが決まるとは僕も思ってませんし、そういうこと言うひとは人生そのものを舐なめくさってますけれど、そういうの、生まれつきの能力というのは、確実に存在してますからね。

　僕はどちらかというと作中人物でいえば涼女ちゃんにちかくて、「がんばってようやく平均点」みたいなかんじでした。九九を覚えるのもクラスで二番目に遅おそかったですし、運動もほんとうにそこそこでしたし（走るのだけはなぜか速かったけれども）。

　けれどうちの姉がほんとうになんでもできるひとで、勉強も運動も引っくりかえっても敵かなわない、姉と比べられたら「そこそこ優ゆう秀しゆう」じゃ褒ほめてもらえない──。みたいなことを小学生くらいのころに理解した僕は、そっからぜんぶ巧うまくやろうとせずに小説だけがんばって、小説でなら姉にだって勝てるようになろうと、妙みような劣れつ等とう感を原動力にして今までこうしてやってきたわけです。

　今の学校教育は「そこそこ優秀」を大量生産する方向にいっていますけれど、とべないホタルもいることですし、学校のなかでは能力を発揮できないひともいるはずです。なんとなく自分は学校のなかじゃみんなより劣おとってるなぁと思ったひとは、ちがうこと、学校とか関係ないたったひとつ求めつづけられるものを見つけて、努力してほしいです。




■②、噓つきは舌切るぞ




　オマージュといえば、日日日はわりと童話や民話を題材にしてお話をつくることが多いです。べつにそこに拘こだわりがあるとかこれが日日日の作風だとかいうわけでなく、単純に童話や民話が世間に膾かい炙しやした題材だからなのですが。みんなが当たり前のように知っている、共通認識。そういうの、あんまりないんですよね……。

　物事をわかりやすく説明するとき、たとえ話にするように、童話や民話をとおして伝えたいメッセージやテーマに明確な輪りん郭かくと記号をつける、そんな手法です。『人魚姫ひめ』といえば、「報むくわれない恋こいの話」なのかなって、『桃もも太た郎ろう』といえば、「悪者を退治する話」なのかなって、だいたいわかるじゃないですか。これがどういう話なのか、すんなり理解されるための取っかかり、テーマを伝わりやすくするためのヒントのひとつなわけです。

　人間の言葉はだいぶ不自由なので、万言を尽つくしても伝えたいことの三割も相手には伝わりません。なので、ちょっとでも読者さんの理解の手助けになればなぁというかんじ。

　今回は『舌切り雀すずめ』ということで、「欲ばりが酷ひどい目にあう話」ですかね。舌を切るということで閻えん魔ま大だい王おうの伝説もちょっと混じってるかも。大それた願いを持つと、報いをうける。悪いことをすると、その何倍もの悪いことに襲おそわれる。噓うそつきは、舌切るぞ。

　伊依ちゃんの天敵、相あい性しよう最悪な敵キャラとして「志田桐涼女」はかなり昔から頭の中で考えていたのですが、登場が先延ばし先延ばしになって今回、ようやく登場させることができました。伊依ちゃんを倒たおすには言葉で責めるんじゃなく、物理的に舌を切っちゃうのがいちばんじゃないかなぁとね。相変わらず主人公を苛いじめるのに全力をそそぐ作者。

　叩たたかれて叩かれて、凹へこんで凹んで、傷ついて傷ついて、それでも前向きに進む伊依ちゃんを、次はどんな方法で苛めようか、わくわくが止まりません。でもいずれ僕の嫌いやがらせをぜんぶ突とつ破ぱして、伊依ちゃんには夢を叶かなえてほしいですね。物語のなかでくらい、綺き麗れい事ごとがまかりとおってもいいと思いますし。うん。




■③、現代のファンタジー




　ファンタジーって、今の子供たちは絵本や小説よりも、むしろゲームで触ふれる機会が多いのかなぁと思います。『アンダカの怪造学』もいちおう召しよう喚かんモノのファンタジー（だと思う……）であるからには、ちょっとゲームっぽいこともやっとくべきかなぁと今回、いろいろ勉強して試ためしてみました。僕自身がぜんぜんゲームやらないし、今はやってる時間もないので他の作家さんとかに話を聞いたり、攻こう略りやく本ぼんを読んだりして内容を想像して……なので今回、ゲームっぽい単語や設定がいくつもでてると思います。「自動生成される迷宮」とか「ラストダンジョン」とか「ジョブチェンジ」とか「勇者の剣」とか……。どうかな、できてたかな、まぁ、こんなゲームねぇよ！　とか言わずに、努力は認めてほしいかな……。意外に難しいんです、小説でゲームっぽいことを面おも白しろくやるのは……。




※以下、謝辞です。




　今回、まさに地じ獄ごくみたいな量の原げん稿こうを地獄みたいなスケジュールで編集してくださった担当さん。次はもうちょい手早く短くやりますので、めげないでお付きあいください。

　そして絵師のエナミカツミさん。「クラスメイトの絵エ名ナ美ミさん」の小ネタを苦笑ながらも許可してくださってありがとうございます。でも嫌なら嫌ときちんと言わないと日日日はどんどん調子にのるので……。どっかで止めてくださいね。今回も素す晴ばらしい絵をありがとうございます。


　作中、間章『save-point/In the last dungeon』のＲＰＧっぽい描びよ写うしやを書くにあたって助言をくださった皆みなさまにも、ここで謝辞を。いきなり「ラストダンジョンってなに？」とか訳のわからない質問をしてすみません……。



　最後に、読者の皆さま。今回をもちまして第二部『虚界アンダカ戦争編』あるいは『ヴェクサシオン編』はいちおう区切りとさせていただいて、次回よりアンダカの怪造学第三部『魔ま王おう編』あるいは『激流院潮静編』が始まります。今回、登場しなかったあのキャラとか、謎のままになってしまった謎も、次巻以降でちゃんと活躍したり解明されたりするのでご心配なく！

　あ、そうそう。ちょうどこの本がでるのと同時期（２００７年５月）くらいから『ザ・スニーカー』にて『ジャンクガール・ジグ』というお話の連れん載さいも始めました。若き日の爆川嫌凪や宇宙木氷蜜、そして〝人間〟の空井滅作なんかを主役としていて、アンダカの怪造学では伊依ちゃんの思想やら舞ぶ台たいが学園だからとかそういうしがらみからできない描写、設定、展開てんこもりで元気にやっています。こちらも興味がありましたらご一読を。

　えー、そんなかんじで、名な残ごり惜おしくもありますが、ページ数も尽きましたので本日はこのへんで筆を擱おかせてただきます。

　それではまた、次回のアンダカでお会いいたしましょう。





日日日。　　


















カバー・口絵・本文イラスト／エナミカツミ

カバーデザイン／朝倉哲也+design CREST

口絵・本文デザイン／design CREST










アンダカの怪かい造ぞう学がく Ⅵ




飛とべない蝶ちよう々ちよの鳥とりかご迷めい路ろ








日あ日き日ら
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